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は じ め /に 

戸令旅の向は改州A回ナいて 2e a以上へ普か ら条行 ており

周我効釆の胡兄も中加欧州•ぐ；,.:;「受火—く、、ハ,北诙諸区 、 

いくは :の矶見は少たく とも 6■ノエ/(わたって進行すぐ,ヌ秋も秣希た 

タい 、 .

: 守洲の同我は 同 する又秋な 灰 W、'； n たネ者○百ﾡは 高 うと 現

ぐに知ら主秋な待系を今えみことでろろ. この合 特1点※ 

ナい2は系○大ボぐ そのヤ*め研え択/に力るい。

内ふべんくいみと忍わと文ﾡぐき気的くない も ○は»まり今 

しなかった. 古い献はかならすし8会部そ紹ﾡしていない. その理由/ 

こら○絶沢が司じ研えっ及。ﾡ告みャ/ と り入らていろこY 

会明の表もてふみこ ・ は 太考さ不比我に兄良にするからでろ方

商俊。文秋のメAな委符にﾡ味今ろろ統着は /ダ, y 年に利行ミ % 

2 アど み向伐○者物る今照、/い.そのやには少救ら殺ぬ。 

ス休りeめく ニス火火峨.ま ぐ9 充. 全な段紛がのって いを 系しい,。 

4い着には残令だが, 河者はイリア秀で者かていく 笑ス○最は 

スページしかない. しかし文献表はほぼ完全で. 約フフよ術のう方入献人

のゼ»て いと。

こみ表的に力いて は. 欧州9大部分の研ﾡ布次取? てい。つ。マ..。

cン ( Pucc2 C4cとそ ) ど 役ccん く 子c <c2caそcca > /マつついて

LLて広べと. •

ceな t ( アct火4 «イ〜cuそc2 ゝ Cwcc/2cat 子そ く 2&cu 

/poなt。> ついて○特系め. W性○力み場令には考千念題したが」 

みの他○政州たﾡﾡについて は. ごく希に しか、注意をねめなか、っ た
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I 商似の兄表

|の目的 ・

ﾡ夕Yはﾡﾡした決余に力いて ﾡ冷木の生角余件な改場し, ・試○4 

な2生生す2た 巻千○か木そ除込する行めでろめ. したなっく 

そ o 冬要な目的は捋来その林分密滞在的を土地生産カ塞力金/乙利用 できろ 

よクにすとこてど,ﾡﾡに付m*ハク 茨みﾡ○喚な向上 *せ々こヒ である. 

同タによって除表んと材は 価値を K って いる今次者通. であ るべ, 

の 取入セ過木セホ 2 る と AAと ・うな# ・ ﾡW«R さセな:とにa。 ' 

炊係条 い ては. ﾡ糸について○方 は極」く調自x形ると。

光み°段っへ®回々 #にと。. ・受と./にい<は 数sL 

た外にナいく そのより 2似坂%力: &う②は相ネ。林。攻良に有会4送 

合に ろとい シ原則が 要ネ *くい2. こ○ような Ry o 会 な御訳は 

72ん</夕S2 P</〜夕e)Iポゃていろ.

同似そえす2合にはﾡら万法Yﾡ似及% 別 する以要が力

2 商依 う法

ﾡ木袋& 分
ャ.*------*ャ"----- ・

ﾡ1似う法 内及を就調す あめ とま 林分内 ○ﾡ木を材ﾡこ分 

c よって 常敬グ る こと な•あ こスわれ •くき た., そ○ような 乙分万式 は 

/P23年1りF Roよっ て状次 /. こ○力式は主てしてパビ

○会り ん/t が→九ど木般る がとILして いろ.

* ○桜及央*m少し 今っ, 何司となく 領返 た. そうして.

oんd(夕/夕 P22) は現な%と秋においく伏用*いくい»が場

・たれ分教力式沢示 して. 英国ら uc Cowumttot て 快 っ く\ 

ろガ式は, ac&ena2d(/タィ P/〜*/) そよっく与えらたも 

。 Cろ. どちら 8. 実際は国陵、連合の力 にき千○並m※ した 今でろ 

ろ,IUFRのは/タよラ年のローマ 会後で. 得びこのこと*及カ ゲ 

ス ○以2っ②涙条べ なで た.

Q4夕(/9$3 P22 うは4階ﾡに」ち改もミた分択う式につい 

<#41次条*力こなった. そ○授依は冷木に対す。お太の内係をま 

することによって. ﾡ似べご◇ようにﾡﾡ今けらとかを例はよっ <示 

した く 厶必修,"イタ P.44).
Qと&いw ○6○ヒﾡ分通ったよ間ﾡからなと別○祝系べ. Cuxar 

く/よ4 P/2)よって祝*. ux.t○ぷ余な検者して 

の0く5ク P47)はﾡ千の列条そ及入しべ こ9熱はまた先 

く必めY总ら巩る.

二 ○総合択も ぐは. ﾡ木銀&分。岡X はろ ま り派入 り L ない ことcす 

z そぐ こ上考スすろ=と%ﾡけ 主我な着み、けそろげておく.

分内のどネは. ®落 次。 4 っ ○冠に P けら ろ .

後9太(2zzet &尔 2 : こら○木は 林危当 の 上発 な抵成 し 

Lカハら○全光係ヒ老千の例力た祭な 受けち.

勢木くC ど。スルot u2x) : こらっ木は依ﾡ木上り千 "*"・"--ーーーロ--- "

, (#シバ) が - 祭的 な林ﾡ e 一部 な 消成 すろ. 上力のらら 光祭は会細 

ヌけんが 処うから○際はた坂的少ない。

AなX く、なんスんし.んた。 之uc > . こら○木②も*は ﾡ参ネ o イ* ― .. .......*ルw*ャ・〜〜"*--〜〜*た*堂をれ〜*。まや〜〜ママ。を基。*〜〜..な..〜〜* ・マ***-

る*み大休外ぐろろ. これら◇タくは, ﾡ端べ解が* 考千今上力た 

むを久けていろ, しかしﾡ力から今直ﾡメﾡは非行に少な. 介を木はM 
入く &u8-dotwoxt 才uc )Yよ ば みこと め。と.

放及木くよルuと4cユ_わu) ; こ○クラスの高は (券木○が考



のへも半分であみこ久か木は こく少登○直ﾡ九泉しか柔けない.

®®4っ今対ﾡ役に々*て 'タ—”％”;“ルし

す 6 そ&みしなは2ら&い、ご*パスる.点新/にいう

Z やA主炊分とは小? う妹令ベつ。4以上地 < いるん ら そ。点

(そ利 2とはいえ "い ○*力ゃ がこ○よう株め同へ状。に今»て方 

えろことにする. .

行oネ2一"えAに神なみけるため 超泡級りあとに る 

" 夕やス多は片かく2) 系入く4う みo会の«xハネくe)ルﾡ 

然し、い.の"),薪木 く6 常収人(が) ― ク/と異次性を表い f 

鈴9みく そんct ・ /タ/P 4ル う.

-2回はと生電間はく火..4&.esx2とc..x&p) -

こり’ <以り方法忆よっ,4っの同区種(扱ルタ.

チな“)'が取載キれ.研究 た孫用な れ-くき た. すなち不層周似。上高 

周で カ ろ

不南同我という乡は,故採木幺不府林能の中か、らはぶ.ものぐある 上沼 

周ゆは主とし て 核呼を上層 と中届 の樹施秋. 特た次修券木。中力、］送た 

す 2② く々»べ 初然及覘冠級の 木内 大部分は. 楊勢木の大巡儀。・g 

に栈丿 蒸す り ぐ方ろ

契 印周(ょe4ec才2r そ2や)

状的間は。 nA林②周ヵ汝の中に分択さろことじ力ろ しかL 
状似的周似は 主ペ装大木幺孩抜 すみどっで, 同令林では短期岡 でu »x :: 

くさない 2 バらの大さい木分伐板すると,林は非ﾡ(にﾡかい超。う力 

に政用しく,殺継洲べしはし2くイ/ec2 A。イゅラ, 

ァフ 尸"/>.

このれめ ネス的向似%孫期そわたっく継してﾡ行すみとすは す

• 一l一

、 ての旅金の木を含も床ヾ,釈板林型 ○状に対 て ぐ 疗 ばz ら い

同.赫忆スけし幅時的我樣と• <り択我的间供く―ビチ3, 06豫

3パス)がﾡ系し. こいままでっまり伏くいないが. ﾡネら形 

ﾡe及物かるしく大*いようなシフ4本では ォ/ロ. ♦ス日词我の腸令

用ぐミろなもしない. 2こ...ど。.、く/ク2パ。ゝ は上沼劇 

ﾡくえ 2- je 登○点なけ - か、メォ < さないeなみら 風伐は 下層间 

依 時にほ下層y 上層 め 间 ぐ&•レ；•ほこ： : mしマてる. 河Kに 

Ca〜クowン(^タよ* P"")は. 上ﾡ戸が一太期ﾡ○役には下層点 

やにユうく こ ・*追橋 く いろ.

～ 自 由く 32.. *&u )

いま法 べた 同我力 法の いす巩り、ぐ& 迎 し/とさ」 入点がが役好4ﾡ未株 

分な舞等でき 方程戻/" 十分一様と なっていあこヒ は稀 ぐA る. 株が地 

な湯Aに洲用し ﾡ○よい生ﾡさみげうるようにす»たには すべて。

7 ラ入力、あ佚操太ス遍を す ろ必赛があ る, 自市な決ﾡに%とづ\て 会階 

ゆみハ ら ゆ株木 z 送小府似ﾡ %各也ﾡという.

自 m 向 は. /クタ年に 々ecた く Capucctc > が一。 株系 と し 

てﾡ条したりでろみべ.そ◇力と. ewcotどcw- パ /ア// 年み者 

強及向依○ﾡ令な う 立て た &exuze o &cccん 林に おいて, すでz 

妥ﾡにPんって炊われくいと. こ力 式 そはビ◇木な伏みかなえすら 加 

条が&く どのような木すへべまめられていあ. そは. こゅようス 

万法く系りよくちい表らる. すなわちﾡく自向ゝとは. 通当な太 

女、の系及なその地城内でま あばけ一て残す こ と ぐろ

この火ゆくは系及ら木を残すべき こ てがべ らて いろ. ごが系食っ 

アイ ブの木で 力々かは 場合じて さめなけばらない. こはろろ 

ﾡKビのようk&物な布望すろ久28X係して くろ.る しル材っ産
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ケ目的なら. ﾡすべき太は 次心成長の厚い木で •みろ. 何とな そ 

らは系入ﾡ②数維収ﾡな与え之からでろ. 2らゐ成長今平い木は $ 

分系木になみ喚ﾡがろろか泌 しないか しハ し 的は®. 例パルプク生生 

2いて内惑とならない. ーカ目的が末材。生産なら 除○形閲な-番え 

切 であ り,伐採木よ りカタ少成及か劣 って も通直で 9少ない木な以ミ 

なゅばならない .

このえ段には. ﾡ合木を ぐミクホけﾡﾡに配面す。こと%近べ ら< 

い る. こ○太/Wしく 非高&々 え店が生けく く る. 林の 中 ぐ系ほなネべ

ならすしり著係になっくいない. しがって」 めしﾡ象名:なけ 

ばならないとすクと &冬4家産べﾡめない. またいし工しいﾡパがぬ 

委がら喚らあと木を段らかみなけばならない. 失除は こらっ= 

つの目的を而攻するのが替邁でおる尔 ろろ人々は他より ※陽つ力にﾡ 

なな方いくいと. ee((?ラ /s)は2○針系ﾡ林ではキ 

Nﾡべ金受でろろY強ﾡしていろ. 木べ4向ﾡに配ﾡ *ていろ林*は」 

ギャ ップはふ送に* 休り. 同俊○方。3 ぐに叔な土承な充会に利用 ろ 

よクなと,光秋対けクえ○R然目は.ほはとしビいつも. ﾡじめ、 

ら素材とパルプ何の両力を呎/すみこと た力、ら /筋なしく ナる»に 

チグの二次的な? ラス. または系木*残し て & ﾡ制はガ こ ら な\

自由同法は. 現在北欲おいて. 研究ビ央行○ﾡ面へら全面的(2ﾡ用 

くいろ, そぞ○ﾡ令に炎行すべ、同力式は. 主とし く休分○ネ件 

にう記、と.系入がタいてきは, */ロ. ﾡには永ス回○杯s 

上ﾡ 間やか択似的 同我 o 林 なﾡすろことが»る. しかしこ○ようてI <

ゲーﾡになみY 針業材○場令②自由ﾡは. 少なくとめ軌似ﾡらヤ期 

そおいくは下沼ﾡﾡ○形%とみ②が者通くろ2. そう! て輪夜期の 後耳 で 

は次ﾡ は上ﾡ周ﾡﾡ す々く &de &nイ odocz /ク<< P
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ラﾡがﾡ吸な意味々 もっな策樹次 0 够台/て は. 小まの設ネの沖会

セイ みエク北役探を おこ なわねぱならない から 上沼向にくなと く 

久22ez /?4a F«7).

回が法対す2及&

& と 2axptact く/Pク/ >の供ったﾡ 力法 e ペ戻 は. 

妬木ク平均直径(d) に対すちﾡ木○平均改なくく)○止ぐ»あ. こ 

○%べみフ0下でろば, 実行ミ れた冋庆は 下 格同仅で石 み. 274 

と 285 ○ﾡ○伏ﾡは下ﾡお よび上沼向○は っさりし た特依なテ* ない. 

クア,〜 /o。 の 依 はa 上ﾡ ぐ ～20 メ 上は 的岡やな示す.

&t&xく/?+よ. f//～/ス5) は 項次問ﾡすろた同依 

・理始的に"下ﾡﾡ" と金曷同伐«ね23 そんル)分釈した. 

xnによは. 下ﾡﾡ似は非ﾡに下位のが冠係○杯くあって 会番点似 

ュ=/。 となろようiz. る色後間 ぐ 一宏令の木%4みこ とセだ味 

て あ. 下層同イ戈招.女 の 冏を故株1 ク断習積なﾡ々表え こYRJ 

って. do=<o0までっすべてoメイ プのﾡ依な示す こ とべぐき ろ.

アはいm は極ﾡ u 上ﾡ o 株さ んん イん とや付け (A 

ラz) んが. メん イんシみ, 会8 间伐 そして系係的 には下ﾡ 向 と ね 

ZzWづけて次化 させみことてより. あ=<22 ◇ax ご就のがﾡ 

そろろくなし彼○研えにはそ。よクなノイの周は令まくいないゝ. 

a2uot</夕 "")は依状ネ救○ ・ と 株材秋。 合とそ 比軟 し < 商似 

方 法玄将板づけている. このR係べ し ～42以上ら下ﾡ向。 /eo 

cKけば上ﾡ河. ②42以下なら状伏的周ぐろろくイacZa 

/”/• P^2).

しか し 族分 9 4初 9 周イ戈 でば夕挑のハ、後木を 夜探す 2○が者通だか ら. 

こらら花救は, xtカろ ﾡ及 で問ななさ なくなり, 林② 性ﾡそﾡ



-4-
ってネす夕そか力ろ.そからろヒ。似収ぐは:nら。ス&はペ 

。" り°と4今が終用に2たっては%○7ハペー番高"*ス

3ﾡ似

こ" 円合 は依係すべミ脚木係またはそ○比ﾡな示すこル」っ 

欠タくさく&んc4c, 次レat2>. そのよ うな龙度では找 

住木の本数はあろ程成间虹の林の 状惫K囲保す タ そ○六ゅ.保。

小対す2ゆ扱木断q及。条。」う な指本か依わて、。 以、 

"か『ビう供りんくい。くと.な. /" ,/カ べ

とシタ H旅分。 当材寄及ヌ証 q れ ら相対的 な本崎 <ろス

ﾡ木のみを似ﾡするﾡめ
A, B.C.D とる付けられて い ろべ.

く宛及の向及る. Dは系«ﾡべら向似.

A は

す ュ
わ ち ﾡ圧木の 会

向似及○夕»z
たい.

・ 介を永およど水像勢木の一部な伐状すろぁらでろろ

? は・イa.c&。2イイ く/夕/ P2の〜よ) &み点ミ

とるﾡで央行さて\るﾡ似は

「7小相ユに比とすろことはス能でろ。 

名及の沢度

こらた次そ快って科学

"" °条段のやぐ 迫当u太救%残、なけハばならないと述べ 

こド. 姿々はど2水る似係す々かに1*な妙かず。身ら以、いふネに 

•主目,たのて••あつた.夷楽/て必要なのは间供及よりるかしろ残存林外の 

宏 ぐ ろ ろ

Sな2せ伸に対ッ2そAは ミハまでユーカ-99 の断面提制横また 

はネ*名 泳すととにょっく 部分的 た 周たぺ れて きた しか、し:ららg 
は. ヤムを奴狼我の4H ぞれの地鱼 4令なビ対たろﾡY比執しムけ

ーI5-
ればほとんど役に立にない. そのょうな桜永は タか少なか な 

とになっくい»旅地○平だへら ※及。物過 と L くはかならすL ま適 

当でない,

したべっく人糸状ﾡ倉,相に研兄倉は より ※ﾡ的な密べ○ス及尉究 

しつっけくミたらで力之が そ○並は々 ・ した もの で•あった. 系: 

みのリそクなス&は 樹育. -で 卜い○は上ﾡで と岡係づけたネ* 

くろ»う. この河係を溢べの物指とLくﾡ系し依ﾡしたつは. /タス$4 
スネ 2wxおけと/似棋ﾡぐそさ 用いた 人な&t く /P2e P /タS ゝだ 

z 忍われ2,

チPuuoく /タ Px" > は ヨべのス及と しくき々 x上層高 くボ 

-ラン Fくはエ ーカー当り e本の入ルゃ木の平対高 > に L、殺存 

すべ:本次示す図表*作応した.

この叔条な知らすに. 22。o. く44 Pよよ> はﾡべのぶ炭につい 

て論いた, 枚は. 亥必レル茲,○本科者○よ う に "人eと&oz は - 

スcと ○旅そﾡﾡが次分ﾡ ○そにな力上う /に周すろう々信象 し < いる" 

と考いて いク例る 力るべ こま ぐﾡ島 は容べっ尺ヒし て ュ木べ々依 う 

ﾡ合は*灰*ﾡけくミた. と いっく いら,aとntはXc2とz○ま則 

が大ﾡなヒいうこと冬見したべ. 系区○命文く// P4ゝで 

ﾡﾡﾡ常べ後ﾡ木ﾡ考 92z ぐカ ろような Jな 2c&e ○ホで試験 

兄始 した と法べく いと.

K ぐは,ﾡとﾡ係くせん 本教、くちい はルかﾡ常 が a及○べ夕と 

して片々ﾡわたべ 一般にうけ入らろにいたらなかっ/. こょう 

zしく &.cく ク P および a イア> は ﾡ々っ 共位/に おける 过 

々1子均あて対しく少合すへさ本救るネナ こヒに上って ○料○格針 

z 今 え た. J発ucオzす Cxwtc2u.ン & 上ﾡ ﾡ /z対す ろ 本表な 示すととz
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3 門#るっ< っく いs. &u.xな.x ・ーノパ4ハと a.... 

みく/タタ々 户•ノ乂)は 々ク崩るにけ»本衣る終って. 妹分逸べ。 

冏今比較を こな い 4増ﾡ ・ 前nn政な梁 についく送千○自論なえてい 

次 門じスタはど&どん。く〜夕^マゝt炭っている. •♦蜀 

林分2及過教

とと に•ノレ ア■Nり っ会後に九4っく ニっnﾡにっ、く

スっり提来力、なでれた. 火xwu く"," Ptsr> は さい向はA 

22Sな不寸今で22 こvな余す2:ろ2く 指網 し般。・ ※な述象・う 

②*2とf. 放任か人。丘ラ』K番るし 上ﾡ潟○ユ。*。A/ 

:r密房 と"た,. 原犀同簡 纟指土ノ とし 求・○*ルく*みに 

臂!•, いる一歓的な 同タ女 くたなしカラマッる除くゝ にa4/に対んは地 

ヽ' 古い方式では 乙の禽次 HC 2 p2向ぐろ2. 人数切3ム は探弹を底と 

2今円®よラて。きAを為した.p&は水母。→ズ。とん と比 

軟登科/今*孜片爲 躺飘4"加与えしれ2 こ◇ょうしそ 

c度は的/C一ズe4はgクをある.ど及は前忆しかおこなわれ〃 

" そ9追女は2よくろろ.

9新係多は でﾡ点似または各由ﾡ似くル松りた円々味っ て 

今なもっくっ»か Awnu2 は開&. 上届向俊。とミに% 2力式な 

ﾡそ々と?てい2. り し枚&入は こ o 婦令最ﾡしなけはなら xい 

色々4逃及と材。に対たす。木救々こん。 ノあけて力く <為>.

円 じ会 夕eシ子 (P^4 P よse > は /wwwu22 換似 L 

た祭系名 お ミ な った :相ﾡ人は 角形資型 <本教% t し.円 際名 ル" 

と子c子wte. ○スに した2 って, 上ﾡ命のみの1く牧と していろ. 

ﾡはﾡ似段○商岡と してはタズへ当 ( 4 ? タ ス % な ビ> でろ つ

vいって い ろ
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夕ecんoベボ-ランドにナいく アィア年 以未行 しくさん 試映 o 総 

黙そは, &wyCa. ダム. ヤボプラ のよ >な謝は 輸や期*血じて滋Aね 

次ベv み»よ? 取なけ はな らなが 4eeck ¥カラマッ では. 

ク 分針 ・にA じ て 務 教.* も しく ゆ か、 けばな らないYいっていろ. 同じ 

うに. Xawwne2 り輪似期。通にて○-条過ぶ○貧ﾡ示"していろ. 

光ぷぐ こなゆく\と向ゆが.-a及ヒ ビ仏一央し て2か 

zみ»んめ, 2ed-vzc.cc そついく比とﾡ*おこなっれくどzcotんc 
ノタ/•aダスル>. ﾡ米は「夕/ ○通り*カみ. こから北改-uc4 
○減表は非ﾡ I 遂 った 向枝計協/て 後 っく い力 こ と べわかク. 大分 ○本 

そは よフィート◇で に違すろ ま 私及兆表べ迫m し. そ o役下 す 

ン. しか し央目 ○本 く 人tot.e2 と Cc.t. / P > は大体- 

皮密及指教ぐ &eutaた ○本は輸イﾡ血 じく兆救が下 u て\ろく

u2&(?プ 2. こ今ように及がカろのは、 2ezwe#

uc o 円以計動 I は - え教公 適当なめY恐h. Attc2 ○ﾡ 

案した者反指狄は. 派め行ﾡなべ及Y うこ べくさ と.

この逸及教%, /ccckx く/クタ P4テゝ 公ポ条し 22.と2。
く/43 P /o?. /夕 央一. Pよおよ ど P〜7 Pラ> 保用 し た分新 

教救Y ポ岡 しく は ならない. 検着 は双在 ぐ% Caxaa のー 新 ぐ供PK 

てい » べ, こ は 高を方慮、z入な\ ス及 ぐろろ。

ww2 ○盗及力は商ぶ珠ぐ次うの/てﾡ"て ﾡ学く. 血ねY熱岡 

係1て木○そ均ち有 空间 を附商 との ﾡ係に おやて示す %○か ら 非常/z 

めかた幅农た k 思われ あ. iかし」 直松は林分ごとにチ少うへめLな 

い»» こ②指次は断高ﾡや材ﾡの沢及としては過当くない.
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「な・7 と欧 おけ ろ 数っかの 収ヌ桜表 の 密 風指 数 

数争は次の着者 な示す.

I a2ccataxt ヤﾡべ岡 く/9ク ア ニルア)

2 - 及 く/Pv? Pv～5) 
3 Pzan才u子 く/P4/ P 4e- 74 )

4 とccc atdイ Corチdccdcx A人 I く/アィバ P.シマス〜7 )
5 ・ IIく /ア// P R)
6 心とU— (/P Pr-4 )
7 /owtote合 at( Ctcutce く /アよー. P ～? >
8 分6〃以 ( /ラタ Rよフス～夕 )

ﾡ干入のまま乱れた林" 上ゥカからﾡ伏して. と こどころ依 

&木べってい2よ う な林では. 治表き計昇する ・ ミに枚及木る令ては 

ならな4い(んイ/ワス&P/ア&およど火wnue2 /よ&.P4s4). 永 

及ホは.常 林木向○般乳にd的なが別々していない. しかし土場 

で系遥, ろいはﾡ両などに対すみ彩容*通じて o. そ ら○丁的な名 

受性は tっている.

I 林外の 成長 に 対 す る点②影響

林分欧及に対す2向今彩響は. ―那 は学木に対する影響 として. また 

一打. は冰分会係は対す る影例 として 訳圾 いれる,こ今報告では. 间後/: よ 

って彩ﾡな うけくい々まま○令四子る別々取う ことすっ.

発のク法

洲高政よ«対すろﾡの彩容及。決えは. 改ス。 同似試映地の入分z 
火ですみ手直を あみ, ひちっん, こは部木冷で沿寺及翌かろまE 
ﾡ /2えてさないことがﾡ因くろ。

-森省通に供わ2ル列条用ﾡは &2wue 上し" と ん夕々○測湾 

8くめと, しかし ub2 ¥ 2wo# < は ﾡ ﾡ洲え法べ伏わ て いク
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Cuオa ぐば木の材冠っ周なA って テーな係女 して測夕 し < いク. 

この力法は*んmueイく/ララ2 P7および例I 以 W)が例示したこ 

②そろるべ。 今で め水Pくいろ くAuaatんc /よ a. Ayゝ. 利用 で 

ミとめっとしてはのZa ○分返はﾡかに一春丘確たべ, ua < 

の測房値 も同じよ ラに传類でき そ ②uwsす は 洲高なは。 ま/ 

は高がフの〜フよフィートゝス上なめ トランシットく滅々して\ス こ 
・ 

れらろ現伯の教メは。 常ﾡでは土4イン今そこえない. 結果尔不正戚w 
4み 2一つみ理由は こまでﾡﾡ地内で測えすろ木。本救パ少なす ミ 

て が高出係を作らばならないこYが多かったへらそろろ. 次ﾡ○孫浜 

定を A しカ*F 圻 し い樹高曲孫を 作工 こ◇ようなめﾡからは. かっ天 

ﾡのﾡ部"ﾡ高攻ﾡにっいて はっさりしたﾡ論が下セ な.

222 の原鼻地で は. /インチ直ﾡごと②平均才高べ信ﾡでさと 

位くなみ«十かなネ表を羽条しくいろかめ 直然2対 しくﾡ高な会体的に 

子清化す2力法はﾡわない. ﾡ羊地内②本表にたじく ・o～/oo本。木ミ 

為先 レ /ク28系以糸項列ら及に同じﾡ得木な測又して、。 ** 
・

A測条木のガあ成及登は送 として求める こと かできる く &ce an <a-- 

P&tそz (74/ P4e ).

な業材っ場令にはﾡがは っさりしな o で. 木○沢高点な ミめろっ •、 

しい, そのため樹品の渕足は一層 困難 ぐある. しれがってス米ﾡ○#A 
※の給采は外糸ﾡより %不確矢るろろ

¥均Mるり上ﾡ高

平均材ﾡの計算にはﾡ並まで次共バ伏pれて た 
・

"-登

こで H=千 均材岡

-2l-

た = /つ今ﾡ然間今平村ﾡ

み - 対応する直終造の前面,施

しかしこの子均村寺は河べによっく及ってくみ. なぜら. ﾡ木の 

畐弋は残存木よリ 低い のか咎血たかち. 共係○料自ん長な工 し く 解釈する 

み公非ﾡに油かしい.

&年 上ﾡﾡ公峡わ»ようなっれ. 上ﾡ高という○は. 大さい力か 

らース木*ら木な とったと さの千均才高で力» くポーラン ドではﾡﾡ○高 

い万からとみ). ezと<才す Cewwxceuの上沼ﾡ大浪は エーカ 

-当り / クク本 9 須久冏物木の平均禹 でみろく 及/如レ axd Cut. 

ノ7 Pス).欧州大陰では. 上ﾡ常なさめ»たらに次われあっ木衣 

は→又じくいないが. 告通はエー力ー当り *o本でおろ.

どのえ段z伏うそしてジ.上ﾡ高は和氏こほとんご独立でろろ した 
・ ◇

がっく今役は上倉湯な利用しく. ﾡあ成よﾡに対すとﾡ依め采っ(対的に 

ﾡﾡくさとﾡ飛べ, 多分えらあことYXう.

• 2 そとCと

一典的な結輪ではない加, 樹高成長た爼 する同伐の 影電 义 いずの 

合くど越めく介 い ヒ や偽沢かぐて いろ。少くヒ 8ﾡで央際て伏わ 

ている資田のﾡ伏浜で彩署が現 Y\うこYは, 当通は疑月でゐろ.

2dux&く/ア4〜ラ7 Pフ)は ﾡがPcxdca z茨えし 

クzw才 ucと ○下ﾡ申試験地○共料から こ o 内ﾡを執 じていみ.

4& 2 は次○給系をま と»たるら ぐ. 色々 な 直入像に対 すろﾡ自ﾡ及 

型 が示 んてい ろ. eAnc2ewc&x というクは 非市 そﾡ及っ ﾡでろ
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-こみ求では. 強及の同さおこなうY ﾡ及っとさよりﾡ千材以及武 

がケすンこどべ示さて\み. こはい林く料にV味で. 花なでは 

マほYﾡかない. , ・

このこYは.強隊ﾡゆではる曲猛級の入半が除去*, 染田内の☆ふ確 

力の後ていゃ 良太べ残さ あこY るっ② ﾡ西 なっくい力. しかL
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こらのプロッ トのウ長登○増ヶは こoょ うて声最的な効系にけ、は説

くさ ない位大さいから 二 こミは とうして9 ﾡA声○たにめに#潟政& 

ベ 仮並さ九たY 方え*»*えなかった

この よ クな河根効ポは. とcde と 2xngszctez </v/ Pフs〜yゝ次 

は じめ く 計 した. 22ezwす -ツcc ぐは こ ろ 対米 Iは 除ま で n る 断面 

狼の /2% ごY にピス%/とな力こヒ かかっ くいと.

如37 く収ﾡ本らﾡ永べはじまったとさ く/夕> 間我か樹尚成 

友”" 直接効果を タえ ク かど うハ 西 す少資料べなかったので. 直授効 

系%方えに入すに,そ々ん向依及のい属表る作っく&.αn4 Cam- 
ダate /*/ Pタフフ). スイス○国文式除地くad。zく～4. P 
“a )は. ﾡ似 し < ・ﾡゅが英 らない ことな し く みsじL. マC a 
a). ﾡ球にォ42スct<“上ノ. P)は 河令林久っﾡ木とが 

夕ﾡ木のﾡ高会ﾡにほとんゞ及化べない こ と そ認めてゝち.

2awcwく・?ィ F2よ)は みu.ん○林系試験場。ィ。プロッ 

ハらな2 /4A列○丁がﾡについく永場していろ. プロット○地位は 

会新上ぐ. 4日からノ3日2洲が祭込、てカリ そ○ヤの表っかは 

/2704○昔に 設え *も○でろ. eNYcAのブロット○予均樹 

ﾡは そギAA。プコット。 平均ﾡﾡ ○/o/*Y /oラ*でった. 

しかしこらの いは月かけ 上ogoくP s > ぐ, 声1Aら 契なろロ 

ッ ト 同 の 樹高 成反 は宾際 には 巻か & かった.

&ancocた ぐﾡヒ-スぐろ っ /?. と こ ク に ﾡ救 / 2。az ッ
○林に /クタス年(2向似系試映地«設欠しん. /Pのキ 令

? に«»まぐに 敢大り加 再成反 ヌ 示 し っ はﾡ炭泊や a ぐ 試映堺河 

ユじく4向 /4イ ンチて力っ た べ. 減るﾡ戻 /z 同/夕. した プロ ッ ト o 納 密 

ゅち翌は#々たり /2 よインナ2す ざなか った くイな&とxy /z P).
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この料はエーカー当リ ダ22本っ派大木の子でろろ。 2どどct はエ 

ーカーリそれなけら木女をとっくﾡ高%ﾡすば,円○又みけ○効 | 

系の大新分客 除却でき ろとうえ. し し こ○本教は桑風 く上ﾡ冷○決条 

に失っていとる29火得 てろり 欧州o他 ○国○t9○ /2ﾡtなって 

いと. したがって料るか, ふ月久&○ﾡ為成良型○比択いく求○物 

2なっているかとうか非ﾡにうPしい. ﾡ戸«よインチの※は大いかと 

夕分こら。教系くは. 強&向ﾡにょらく報木つ材常み長べ灰*/っ 

ぐろろう。 /ア«今4○向や検○ゐ共くみ&c.多xなc%)○断8Aは工 

ーカー当り 7の～よ◇平カフィートのﾡ田ろ っ. こみ地城○土娘は 

非和ﾡくくﾡﾡしてい必から. そに件って地位る< くよ24で約

Sフィートとなっていろ
・

0かZ3/ ○有るな必ゅwmのと % ozcd- イzイcと 今昭々試ドの

地く 88理そつい くっ②プロットがあるゝでは. / 年○ﾡ向内におい 

くﾡク法み生いにﾡ為 しうクような 上ﾡあっいは認ゅ られ なかっ なく 

々ペタ2 /P7 P3よ>. 双り新しﾡ系"く人のかス2 s4.P3)Iに 

よ, 周の24各換又おいてもじA向がみらが. た上@ﾡ^ 

みはそのとさまぐ。プロッ トより 2フィー ト高く なっくいれ.

植救向ﾡﾡ験*----w ***4〜一 〜-〜.....-

欧州っ 2zweす ルucc ○植救間ﾡ試験て る,地林地○植付ﾡ○違 

い よって あ成る はほとんビタらない こY公示*れて いろ.

。と3み 南器zおけみ向岡グ/* 44 フィー トから ノよ*バよ フィ

ート く光位上 ) まそ② 試験 では株令 α4ﾡま で o ﾡ高 z は私が なかった、

※ /ow〜t o～とのw* .c. うべ映地に 図すろこら○ﾡも 米は. 林条会A会ぶ 

部 ② クク4412そ。 ゲ#tとez ・ F, C. Auowte今 普 士/で之当'され於 もちく 力お 

クスフィート>(aヘ ルと任 /タ P " >。 ウzcそイtィと く /タ$/ P4 ) 

は, 共回○着い地では ラクィー トからダフィート まぐっﾡﾡなら- 

ﾡ命に送べない といって いる.

•乙忆ほJつの植栽间隔試験がみろ尔. そ◇スっの出ﾡには差らない こ 

となネ* く い2. 井/ ず珠地は とん ofく o 2とu.&力っ 

て. 地位は杵上で力 2. ﾡ付今向ﾡは 夕4xう4フィー トから 44 X 44 

フィー トまぐのもと. /ヌ/ X /m/ フィー トゥブロッ トベ/っろと く 

ののンと。、 /タッ2. P2e およ び /ア" A te。 >. オ々の ものもヤはワノ

他のよいところで, 

/4フイ- 卜から 

ないく ぴan_ucパex^

これは 今adcnt ◇ ec&etP ろみ. 同風 は/4 X

*44フィートまて ぐろろが. 樹あてﾡはみら

/ン /4o >.

oze ◇ &クシンみ14cLe そろ々ﾡそ今3番今ﾡﾡ河岡験光はタ 

教ら着着べ図係しくいろが. 特人w夕eく/パ?よ. /夕P2 /ク2ス およ 

び /7◇7), 2e夕みt2L く / 夕 >, 2u.e an Aaeu く / ). 

発u才uんu </8 > およど 2e/enuawu く/タ4〜・ア7 ) タく ○報 

ﾡなおこなっていと. こ○軟光○地のは中A *ろ»が く $2 ぐやよe 

フィート), そ②結系よれば. 林令42年くはﾡﾡ分っ力公ﾡ冷が命 

くなっていろ. 快cﾡﾡは 28 * 28 フィート から 44*44フィー 

卜iぐと ラフ*イスフイートでろみ. 42年生のYミにﾡしたべ そ 

。 後の本教, 千材ﾡ および平均直体は次表。通 りてろと. 4*$4 

フィート®プロッ トは. 一ﾡﾡい年にﾡの考さ受け ていろ. ここ示し 

h洲は千均洲くろべ。 催かI こつ特承はスいﾡﾡ力いく 考干 の成 

浜1効系,契I通切2は, 高通及での抑制効系○各社そ示して いる.
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擅我風隔 エーカー当り本象、 そ均あくフィート) 平*直径くインチ>

.8 X & ～タア 4よ

ク* ラ7 ^2 今 * 2 < 4

フ* 7 ラク e % s ス ス

$4 X 4 * / 4?

44* 44 よa/ 1 ス ^

ス8 *スケ ヌ 4 1 *2 ァ 7 7

ラ7 * //2 228 1 ノ ! & ラ

みxc2cwく^Pケo.Pよo夕> は.降水型のタいﾡﾡ乙てこなれ

ら ○教験かへら。 ﾡ付河ﾡは対ﾡ長に対 しくはっさり した彩署そ示 ミ 

ないY総かしていろ. レかし, クuxwマ子cc○自依的な生1毛田 

カ»とA乙では. 降両型ベタなくて 地仏もあ過だから ※状○湖き 

成長は遊付同備 0 ない遊牀延た比べ ・タ少加納*あ ょ うにﾡれみ.地 

4◇意い と ころでこのよう なえたが現 み型由は, 夕余土ﾡ○浸が増 

くフムスの活性が場くなみためとﾡわと. こらの因子/ついては 、 

そこりろげる ・

ﾡ救百岡ず験共と して談泥 弋风たも刁でな いが. 独 2 0笼っ か、の 间技立 

列状泉ては. 系わ○ﾡ付河ﾡがﾡってやクプロットがろろ. 2cLax.x 

く /734- ラ7 / ス > zよれば. &c2なAoxde ②4ク*グ?フィー ト

枚地ておけク4本の浪入木は よ2年生○とま 対たす っタ3メラタカお、 

地○4ホ ◇系大木 より約/4 フィー ト③か? た. 彼は こ o 光イ o ﾡ N3 ：、 

燥型だ とい っ て いとが. し かし地仙 下 Iて高すとﾡ催く “.い く ・244。 

4 フィー ト>. ・&d22wt夕zみ ぐはこの差はるっヒグなく 3フィ
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卜(P4)ぐカリ Sut夕exy ぐはよ2年otさ はっさりしXそ 

契2こいができなかっ/ととへて\ろ. a..dcxox.x は 定及 ・ 仏z 

よっくﾡ高成長べどのように天化すとかという こヒは. 研効方にtって非 

ﾡに具べり また1登な研え係ﾡ/ビさべて いろ.

放は系じの着者中 く/ク4oP 。), ス～cのy u.cc ○消常成 

委にﾡす々水4○帳験なまてくいち. そハによは ※いるﾡAにﾡ 

ゆす クY ﾡ似役 224 くらいま ぐ洲高成&公伝運さ方と いうこY ぐ» 

と. このょうにして生した准 は枚、期ま ぐポ快す ろ (P ).

ﾡ"いうところによろY. 密な橋入点系新○場令 税«べはげいく 

て 成長火阻げ出れう. こはよた グフィート下今越救ﾡ用なない 8oと比 

べえ場合に Zあてはまる. こゥ込はホタ〜/。 フィ - 卜 (Pス)でろろ」 

ーカ, 2cLexot は独立した仙習にろ単木についてはその不能性な 

るして\ い が 非ポ 化 味な で ﾡ ﾡ ふが m まろという 例は 親京 

しくいない </2o)。

/2ee zccと の才 ﾡムがﾡべ向4スIz よって み込 すみこセマ示し 

れたな一っの研丸は. 3wttexどcくラs Pxゝで力ろ. 枚は. ホ 

○校べT夕及い米ﾡ していろ "2ectLozxo.uwtxcAムxy"。 内M。 gめ 

z生立して\ノスネな念めて。 会ﾡでxαネ○ネを洲幹解した, 他ろ 

ノスネはこの&城っ会策外側○, 大体、ノタ/よ年朱係込し く依株かカこ 

ク れヒこみに立っく\た。 こ ら木はﾡ ごとに3っつ メループ/ 

けて と っれ. 扱近 /0年周②ﾡ成及ﾡは

グル -プく/〜ク) くス*本> 

グル -く4～> く2*«ホ> 

グル -プ(の～ノ2) く2*Jネ)

ﾡ 卜 ﾡ 内
土 ラ イン ス / イ ンナ

/インチ フインチ

ラインチ 彳 / イ ンチ
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そちった, 千均ﾡの旅麦帰をについてはなにも示さていないが. 送な天 

Aすわように忍えとし また 3xuz2 は こ○新道的な台古ﾡによっ 

てﾡ広ろが表え々Y 総ﾡして いろ.

ふ烈し/久系が黙"植救ﾡ岡が黙の結采々あと Pu....。 ○迫 

千のプメロットでは, ﾡいﾡでﾡﾡ周/おいくは彩署べ示くい»ょう 

で力»ペ で余件のよい光位っ食好なとこ力ぐは. 2。cwue 

○材ﾡ政長は向偽○ﾡい*同今未及K よっくほとん ご彩響な 受け いY 

結論 しく よ*そうぐ方ろ. こに対して. 長衆○低い令にはをおよび 

滋名 なっ材高め及はタ少ﾡ下す ろようぐんろ. しかし, 矢ﾡに依P < 

いる间核の範囲 そは. こ。 彩署は力 まりはっさ り したじ◇で ないけt! 

そぐめべ祝す2 と ・ はでさ ない. : ○効飛○太 tさは またりからみいべ 

ビo合で8 そは二次的なるしか る/な いから. お論マ計○ﾡは こ 

○効系を魚視しく ・ 地光位9 恐いと ころ で &xはり用*ムて いあﾡ囲○尽 

炭 * ごく種カ、の 形増が 力とと方えたクがよい.

しかし ﾡﾡ水向じ及のヒミは. この効飛べﾡ製となと可ﾡ性っろ»こ 

とセ急てはならない. このことは全公膚の入って\ないホ". yaな 

ぐみとことぺくさと, 対に地位○恐いY ころでは. 材潟成長は個下L 

またきを一分。南«対す2及た り. しばしば 2〜ux に：、 

いて帆熟* くいク. こ は次ﾡ2九く なって いたﾡﾡから新 いが式な 

xて く2から ぐ力と く <on子at /クク/ / 4 >.

な系ど
...... ・ --"*---

我挾があ り, た者通には通値な / ホっ幹か ら な 2系ﾡに比ﾡす 2 :• 

な米ルは材ﾡ○形かは2かにこ々 ぐろ ろ. ﾡげら すに成そﾡけ <い さ 

木の猫冠 はな く U 多教○除にわかていとが. 分内②木は樹ﾡがハさ 

い 商似 す み な業ﾡは枚な仲 し < 空向な う »ゥ ろ力がﾡﾡく2と4..-
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フ /夕34, 月*" ガよど / タタ" Q P/>ざから 側てす分な全向が 

ろっく 光ﾡな十分に受けて\ろY ﾡ高成及なa と 人ビ して いないように 

ﾡえろ

したがって.例力のﾡと光保そ光 す 上 うにパしてろYﾡ常ﾡ長は 

多少低下ずる ものと 孑想 さ" ら, 上そ追(たように な染がみ林寺測文 

は資しが。 そで8現はま ての総系は一文の0日 な示して いろ.

a.とltawt く ノタス. P e > はﾡ乙におけ2 Acec% ② 4ﾡ。 試験 

数。偽系な 公表し たが. そ○中○ﾡっかは ノs?。 年未祝測:て また

ひ○ぐ力と.ﾡは周よ って彩署 カオ寺バ長ﾡの大ミ はﾡく ほど 

小さいといっく\ろ, 彼は 2ozwdす ンce ◇場令の&験から. 樹高 成 

長 は従か増ﾡすろ傾向が みY予想して\ろべ. こ のﾡ向 はるcecん. ては 

見らyみかっれ. こに対し 非ホにﾡべに問ﾡしたケっろプロットでは」 

対たす。中及岡伏○プロマトより3夕〜スタフィー トﾡなﾡかっ た. 

2んzoは こら○非ﾡ強及○似な した プロ ットではﾡ茨長 

バﾡ考 w ことは ﾡ を いれない と 述べ くいる.

別の論スで, 2と.xattく/PY3ム.パス3)は. 非高に強戻○周俊て 

は 中位の 岡俊 に比べくかな り 冷炭長 ゲ個下 L. ﾡに 商べ新進的 で な く 

%救に力こなわ»とまにﾡしいことそ示しくいと. 桜はそ的っヤでく

夕よ。P2o). 4cc%林%非高に強く向似す2Y中魚夕ﾡ伏より対さ成 

私ゲのフイー トめ&»Yﾡ論し. Ju.8zcんからら例1そげていク.

周 じょ う Qk ・犬食に同やす2 と 成長べ殺え と (Pフケ).

政州に は Badcw(・タラワ>○おこなった 4cccん てパすちる う一9 

ょくらたが除べ方ろ. こはスイスの回火が業地によ2ひのぐ. そ9 

-8は/88?年に盗とことべぐせる,依はくPクスータ>, 強及同枚によ 

,く材ﾡ成長が表えた例が若ろろけど 8. 会体的にﾡ徴べ○いでﾡ



| 

③ウ及に送は生じないとおべて いわ.

タu子ゲu(/?よ～ f/バ〜ヲ)べ公表し ウ2さ2じとくPsαP3o)ペ | 

引用. し < ふ»試除②常系では. スイス。 4.eん4.e% と x 1 | 

よど&% ○飛に2いくは 強及声久によっく脚ﾡがﾡくなる= | 

みらタ. メニンんtくィア5イ P～) は2cxtaxん○送い44 | 

ﾡ②か地にナけと待果から ﾡ本で樹高成&はイ*そうにないYe | 

熱し らにB依に っ <挑潟☆良べ ・4<なあゝ 思■い巩ら え... |

cとにと教すろヒ こは非布にm白い税象とﾡ関していろ. | 

42eたKWすっえんら◇始系は ごyも同似によっくﾡ高段&が」く | 

ならない 乙と,求 している. こはな系樹○生角 している埸所が, a....| 

4 ーパ&とと でカば 灰1効系がぐく くクょうな. 恐地仙ぐなかっ ・ 

れめとたhろべ. -m 問ゆtムあ成長休地がル冷よりむしと#冠へベ | 

&にとたでろう.非布にAく問伐したﾡ求. 樹禹成長かなくなこ | 

とう例み解双としては力との力の就四べ当なえてい»»恐わろ. しへ | 

しこ"メは艦かなかめ ﾡ陶広長へタ少浪えみ可ﾡ性がろろというこヒは 

力修9褓钙除力いす圏恵しなければ•ならな•いたして も, そ..e%林ぐは* 

俠 M 樹高 如は 影響 しないと今えく ・大 "教り はないY xいnあ. ]

全と なue_

9ス022そんくィヌ2く. Pパタ〜«ゝは. 非ﾡにA&な問似なすると 

3一合&y4②ごetnuu. め材広良が意えあと方えた この成.… 

殺をは面接測支 したも の でな く 卜*旅は。係救くc.どとどいutf a.. 

みとな>によって はか、っも②でろろ. ^ ^

224とx2wwt も独乙 の >と, バ&試珠光○叙測総系く こ○こv スダ-7 

して いろ. 彼ば品 な プロ ッ ト と 做な プロ ッ ト○才常ﾡ/遂な かっ 、 

いっくいろ. しか、し強&ﾡ似○プロットは芝い外でめ茨&かﾡかっ. も、 

令の強及周やプロッ ト 今保木は 正高 なっそ よリ ー /2フィート 

ﾡ高べﾡかった。 2zとdevtxtru は 密及のめIてﾡや成よべ信下すス

は. 校めく地位の悲い令だけたとべく\と。

こ九らろ結系は ﾡのはっミりしくいあ系対2もかかわらす. 逃良

と ﾡ命 ヴ& &ﾡすとパり とe*s /リ ル は 2。-vとce 4 り 4eccん 

xそののな栄沿とん回 っ た A円j そもっこと々示して\ろ

2直您成長Y斡型

平均直公 ' •

邀衣現を幺逋じて,平均直冬は

; -「Tキ -「子
そずす2○が普血でカ クべ. こゥr: は平均師面秋、 り っネっ dなさふP 

していろ. この平均 当及は林の依ﾡに対 し < 微学的に 進方 た敏感 ぐ. 同 5 

ゆ択なおこなったヒ ± ○平ガ高よ り ずっ と鋭ぶ2 ふ心すろ. こoこ Yは 

引ﾡし n計例 く メzのatんe /タ+c P ユタノ〜ス >が示L ている。

&4.4 はほとんど月令に\2eとea-zcccと の直体とガ高店

To4&。 4 直な○今布 ・

商 & ﾡcか) * * 平松 
くインサ>

平湾
Cフィートゝ 商 A M”” 本 教 平均迫か| 平ﾡS

<インク> Cフート>

/38 ～ ./4 2よ /々.e i 4.タ" ー ス4r
1 

スィ8 ,/ど■<

7～スタケ /ア .テ /スア ス4夕 ～ s«7 ア & cP

→4 ～ 夕 フ 5 s.ve 〜 タ4 /2 みフ ! .o
フ〜 よス & oP 2タフ タ7 ～ /44今 ス ; タよ。 /

// o。 4 °4 - /a ゲプ s /d よ 7<
ス～ 4/2 & 'た /2 s 〜バスダ/ 士！ // ◇お <74

/ // 〜 4.2 ? // to 〜<4～ . o u ： /.4字 ‘ タ
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列太教分Kな示したい○でろろ. エ

&々 &依ポが共についく 上共ハら計月 した太女、亀なおょ 予均#* = 

表示す2Y ス4& 失②よフに"ち. 4& 4 /永 した林の本救. 子 

@径およめﾡを /22%とっf. ノ〜24イ ン直なﾡな除会 し 

く非和にﾡら○下月ﾡ す2ヒ 千均宣ねは計てけの、ら/ラス ﾡ ・ 

した. こに対す2平均ﾡ応○/は よタ zす ぎない.

To8&5 .んに示したて. 後人な採方法る道用

しなヒきっ本教 平均直役

ネ 平 > 小
「----* コ 

% イ ンク < フィート

4& 4○株 /◇e < /2 • /22 vs4 ノノ6

/ター2 4 ィナ 他 e 株 夕 < よ //ス 2 " /"e
a～ zバどカよ びター ケ イ 
す7を/えな く 44.フ ス ー /4o o /

/E42～ Yeインナ間 名 株 バ 22 さ7 スよ _7二

/8 ～4 と ノ7 〜2?ケイ ンチ店客除去すっ少しろい下ﾡﾡくド 

ﾡ社はス2み ﾡ高は&ズﾡ加すみ. こはﾡﾡな下ﾡ商ぐ 本表 

夕 をし たと さの告系ぐろろ 本ﾡら 24 スズ2あれろ ノzx-々x。

イビチ償を取をみ ■核滋洞技ほ加いて は. 平直なは 3タズ 樹はコー

4 ヶすわ.

こみ例から 多救ら 小な&ネから な み林ﾡ端な 下ﾡﾡ谷迫用す2 < 
平均きみに差い彩登な争えみが, 平均オ冷は力まり遂Pない, 自周っ 

第各 こ②教学的な ゆがスく これは" 兄へけ◇如系 " ヒ よば ろ)は ミ二 

したﾡ似法ゐﾡよってさま2.通 平均由なY平均材高は増よ 

的向の Y さ はク、え っ て 減少す 方.
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ﾡの効系そ平直公さぷえ対&Y してすと場令には. このよ. 夕な平 

宮極に対すと下倉周ゆっ見のけの効系/に留意 L うはな ら な い.

しネし. このような又かけの効系にもかかPらす. 直公成長量はﾡﾡ成 

ろビ対ふ的, 向よっく一般に保並さ2. こはすべく○月似式険 

②ふし ていとY ころ ぐろと.

→系列におけ必直然区氏乱

上に述べた児かけの効系が生すみな所くには 直松そ◇めのより, む 

しろ適なみ表型 ・京ﾡ っう 公都令べ よ い.

クンとタ〜cん (/タタ Rr2〜フ) は c&ewtaxた ○有名な a 

り試状おけ 2系&/。 ﾡ期○地年っ 尚Aみ長型をべ表し た. こ今試除 

は. 32年生っuweyu...此地く央行*たるっで. 房始役 

2年«通していろ, このずﾡに伏っ/ﾡ似及は 笑置の 品3匆 

Cww.tuon べめたえ表Y非常/よく4くいク. L及は非/べの 

削ゆそろと. 比ﾡに候なようて. 試求え3時○るﾡ久A。をん指象○駅 

数z4しくないた.

Ta. 6 2cwrtaた. 人&c.t。 試験述○林令 ・2年

と よ2年みﾡら造年直体政長ﾡ

N4以 A B c D E
e so 2ee • < 2 /◇よ 225
2.27 o.// ・ ■ 2 2 22/

この引用例なみば 向久はﾡ寺商役の及取ﾡにﾡ て大ミ く ※智 す2 
こてが明際である この祝進効系はﾡい林ぐ. しか、も中位○直松ﾡで派る 

大さい. ちい林○入なﾡでは非令に小 心 いべ, そ ぐる夕くは こ②効系が 

認めらろ ・
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こら②絶系はられていろすべての 同ゆ夕が、黙に よって 者起的に みか 

らていア. このよう な試験○会器そﾡかくすとﾡは なべ. こゥ月 

恐そりっとり下 けてみたい とﾡう教者 ○チ引外として 系る1多な8っ 

承しくみよう. 問ゆによる糸沿つ曲な成長型 ○違I っいては.

ルル/<""フメア>, 夕wgec<～?ケ/ドフ). シシ"^ < 

/75/Pタタン /(/ィス Pのラ〜"). ノムム次々ルH </たン.

P48> de2nとペt く/アタ P ヒ7ラ > みらnu..cどow く/アラ> R) 

メムた2シ1st < "#/ /4/"f6). -4ccc&○直松成長記○増加っいて 

は, 勿レム”初<サタス PX4～フ)が解説し検力えてい»

ﾡﾡ周ﾡ試黙/& おけ 2信る戻 く植枚ﾡﾡ大 ) ○ 直名長ﾡ 対すろ 矢

効釆* "はり北明らかく力々. こまぐにふ照してすべて○植ﾡﾡ 

岡試除 サ このこYな示していとく _な2& 3々2参照ら こン)

-みが戻とっく, 帆秋表は受 象、。 図え状映光ら 料へら 作ら て、 

とへめ, そのにス*て "ク商松広長すク効沢は非常に笑味示い. 

欧州 o 後本 ◇う スﾡ上○向 炭 (そついく作らているろはヨっ た け
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Taが.。 9

[I 期 ネ

商&
デ木のエーガー

当り本«
/•,7 : /24 .; 上

「......
- 生 と」

Li 「「 サ

耳 平

秀 夕 スク7o くg28 ク 2/ A02α」 2 2ス 22y3 タノ jv1
中麻度 す — . よ y2uフ :1 c.4 7 ・ ・7一

桜めて強及 4クフ 227 .4

2czw2# xce. 今2年み平均 直属

く 2とdema2 イ L >

中A及○月似 強及月
本 本 ク7

名&数 2。 <4e

子々き名 (インケ) /◇.よ // 7e

Taし10 82生のY まの平均適ﾡと直経政及ﾡ

< &cと と ConP4cc才tz, 光位C. 72ez#

ヴレと >

* ﾡ & 強 &

エ-カー 4 り水坂 244 / 24
%& ・ / o / スよ

平均商 ﾡくインチ) /2. 2 2 ス

逮電ね民2 くao2の4, ィチ) 2 ◇P 2 ノノ

ク く-43年インナ)
ヽ’ e ◇7テ . /e2

- よ マス2

A9?4イ ンチンαノ/イ ンナ(にな、り 商後成長型の ﾡ加はス/%にって

—
曲 A ィンすゝ .

_ 44 2 フ
-------------- --* - ・

广": .夕 i 4 一 242

1 ヽ 至 S ― •.、

4247 207/ タク彳フ1 /4/ 4◇7/ 2d7 /。 449

ククよア 42 2 //2 2//i ◇/2 ./マ ! 2/o 2 /-ス &2テ

・222 6/30 & /44 2 ァ : 2./77 | orよ 2 小

いク・

しかし o～よ3キ○適成よは2ク』Y4〜。のインケで. そ○闘 

ム *。 ﾡ及○送 <2.«s ・2スのゝベ少なかったため ※は4% にナ さ なか 

った. ﾡ商水○依株込さ /ク% 步くすると 定今 の 爰は 耳 さの 増加ヒと を 

にースえさ くなわ.

花々の向似及つ\て示した3番目の表は, 及はん.ケついwww# 

uuc。 と *&。そ . zついて 外表 tてもので力之. こ○偽米は, 

ou北靴○入欲生マッ林に過川すろめっぐ, と々 な同栈夂,同イ戈カ

※および擾我畐及 く 当物ぁ及 ) zついく 一お し<表示さハて いろ.

Ta // ア年生みとミ今平均直後,光位He。-プ

cc んィnx く アだとなzotよ り )

み及 (42) 及 (〜る) 非新にﾡ及くみ)

エーカー当り ネ表 ,フナ スe ケ 夕

名次指訳 .よ ◇チケ 2
• • • • •

◇. /2

千者松くインナ) ス。o ・ sフo / ◇よ

Rとtezxon く アよ. ペーケー4 おょ ど ケ8ー タ>の /cne- ○りx桜永ろ 数
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低不 (*° 早くや3。フィートゝに対す今子当る*る4 パ に入す. | 

こには2っ9同内受べろっく. *ハぞよ4ごと/に会断a。』ス I 

/8ナよどっよ々枚みす2. こあ○同A。うち 許aポoよ*はﾡ | 

ﾡの下常膚ゆによって☆除さ 残り92 7 。x ・子地dに・又 | 

サのシヌ"な生しないよクに会番月ゆでぬか32. したなっく こox 
合番や竜ﾡに飛ろ兄かけ。効スは非和に桜かたから ※○大部余は戸ぬ | 

によろ直候*よど内概効系と今えな ウんばならない. <2, % 同 我 の 平均 直 | 

孤は//", インチで, こは4みﾡ伐のほヒんビス僧にい. こらょ | 

に受例な太ミ*。メから結かを払 クとす々ヒミ.たへてはならない: 

かろろ. そりはやっ,鬻度同 •栈か: 極端な兎、でお こ“ われ/こ—. | 

候広すと材承み&減少のﾡ呂は まにこのことIにろろらくメろ. |

ス4 ター みく契示"。は。 2....xax.次A乙ぐA&Yいっ 

ていみ削段べ,次は北改にお"、中鳥及とまそ\るもろに相たしい。 

ことでろ. こみよう4部及に対すろ方え力のいは 南独 乙 では一層 は 

っき リ していう. そこ、ﾡ&2ﾡゆYいPくいあい○は 光改ではH& 

fい. こはりらろん. 改州川る北○点松な直ﾡ比ﾡすろ上ぐ置きとな。

ていとことぐろ々。

ﾡマと②n係か らみね 直編
で-*-*----で#^e -----------r4-------

• 上/にべんことから 秋炉○ﾡﾡdな○攻ム型は ﾡな状Y比くゅ 

外なく休進* み と とべ明 らかくろろ. しか、し才台成長○力はほと 人 で：： 

会に考しい。 め力々ん こo一般的なﾡ系は.ﾡ製 オなわち商体対洲 

。 内係べ林分器& によってス化するという こてぐろ。

こo4 うなd域ﾡ冷,。W係○度いは 植ﾡﾡﾡが除くは っ ミッホ* ハ 

ていと. 空决. 2 は eこwwd 2、ﾡoxcyt そカクノ**4 フィ - 卜<a

X 44フィー トおよが/よ*バタ フィ - 卜ﾡ火○例 ぐ, ノ2atんc(バ

「子 ・ど S/X/N フイート. く.4*4ダスイート. 

および ノト*〜よフイート え◇ 茨長 

<AzaatAe /アよス >

パ-Zゝから用しど○そんあ. 成す らため の 空间尔十分 忆 み っ く. 

アユのネ○必令がないﾡは. 除○会報りたっ く与ﾡ崎がは区守 しくなっ 

<いろ. そでﾡは%,○ﾡ係が一文○会H究形な係っくい2。 し 

かし. 木公! っ と大a くなっ くがるいにﾡ承しは じめ2 と 下がオル上 

って 幹②下胡○直体広長はﾡ下すろ. 商&み長○下は争○上てゆく 

zつイ少なくなり. の下郭②ﾡりは急に減少す々. 空冋/金兜ヘゼ 

»ろY りと②向岡にかかP"なく政及型は大体4しくなと.なﾡえ。木 

ュ捨格ゐな\期点が哀いらぐ」 その直終は名な林よりる大まくな力 こ
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F 3 ﾡ々の植救向ﾡに対す々胸高直なくどcタイんと 

/Pケ2 )

○ことは子・3 にはっきり ホぐれて いみ. じ れはち々*间 席 で•超えた 宀 

系②木のそ均直名でろろ くみuaat&c. /タ,N Pe >.

遊高攻及はﾡ付け資膚な文ってもﾡしだばか、ら. ﾡﾡから上○紹り < フ

- 卜当り イ ンチて示す > そ表す直後対ﾡ冷○ア係は. ﾡﾡが新なほ ビふ 

い

向 ゆ験 で ○直ねK対すク 効ポ は . 旭救 向 岡 鉄験 o 場令 ほ どイレくな 、、 

ゲー秋にば月しぐろみ. 両すろしﾡﾡﾡ周かなくなり 少く と m. ・ 

らくの河は下ス。お上りは得止する. そ②た. 商な成長ﾡ。記分べぷ 

ﾡ岡やに光べくﾡ高直ﾡつ成長ﾡなスさ <なわ. ﾡすろY個々○ネ。 

広列条朴か次垮ぐれる. とのため以長がﾡ査さと②でみが。将は を口 

或小 M我 う な い。 か ら. この 強m分○成表乱は大ﾡ分べ幹○下て 

る

/dみccut("7 パP. /よ)は. 商Jるれ2ondイ ◇/れ*。 

べてく, ﾡ向似泳ら直ﾡﾡ別子ﾡﾡﾡは同林より 一 4フィート高いこ、 

な示した. この効系の一部は, 向でﾡZ細役い木が多く枚らろって 

タ分学-今宮&催内いて もﾡ受さ送んで点*力 こ とな夕いためY 

考スらるが, しかL この位いはﾡ約におけ々直公依良今ぺ1効系にもﾡ 

召がろと.

Bu&zcんく/ァタパスoス)は. 人.t②試験において, そ 

そ ス～ 4o ホろ ル - プ内永のﾡﾡ○ 々。 こみまで○平の細 

りが次のようなったYいっていろ。

C D L

高 :一oフィート 2 22< 2o74 4 "アケ

・ : «2フィート 2 ◇ A〃アナ o. 27

このよ うな成長ﾡっ配分の\は多 くっ試験においく 示て いみ. 

んみ4e子(タ4ス. P/～*4 : 条2cッオす一 合vなzacそ 022 よ Pス2d か 

ら) は中のおよび北ﾡ u.o.det ◇ /cu. と uc。 % « ネット解 

レ 形次ﾡく子。み g◇花そ) くサすなわちﾡ高上。 タ の一直の鳏 

と.胸ﾡdなとのとゝは. 盗な林ではﾡいうちから絶はﾡし. *っな 

%長如わたって始んど一ﾡ○ままぐふろといって い力. 強A周久っY 

ては, 形沢ﾡなﾡ不すろ傾ﾡがろみ.

アシ。 ( /タ7 P」44〜7ゝ は. ucc io合ccdczuawtucん化子 

○外ﾡ○領ﾡからヒ ?/た /。 本○耕解析木○絶沢※表した.

/9/4 年対ﾡな 4と んごﾡす ろよう に枚杯し てから ァ4ごとIに

株を保込したとこと. 胸直区っ政安は泳に増加したが 一う. 形高 

から上ゥoっヒ こ っ○直ﾡはか しか影署 ま れ す. ﾡﾡ以上o 

フ5oと こ ろ直公京長は会べﾡら なか、った。 これは4本久らなォノ 

グルー○平均で. 平均型なはくよインチぐ»っ. こ%ろす4○上 

*分に系しく力み. «本からなカオスグルー ー平均直るぶどインター
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ぐ. ﾡ部のみ衣ばうﾡ次上もなって. このRたは一ﾡはっきり現て 

いと。才③○よ2ダYアメ○血置でのえ人は.客4 ○下○函にネし 

ホ うに営少でろろ.

3uと2&t(^夕JP パタrX ゝは スグ本○-wec○ﾡ幹ﾡ析から全 

く 间 じ板何を見火 したが,秋の 場合は外部灸城 9 /スネ○木の#ﾡﾡ良べ 

考千柢かっなか、ら. このこては-ﾡ翼着でろったといえる. ﾡ«から 

強及の戸ゆ% したろヒ ○浜わ○ﾡﾡでは ﾡ長番伏ﾡ少する根向っろろ こ 

となPか2. こは2ぷ支でめ総めらている. なり力 ん.....〜 

<Pe< アヌウ〜” ﾡuな ②4tut ・ユc4よッ )

は ﾡ女究四会。常入から炊状に対する木。及んべ根○部分のらおまる こ 

とな飛し, 一般にﾡﾡにおけ々年ﾡ協は女ﾡは増知せす。枝探の通低 

では狭 く 4とこY もﾡでない.

な系 は クewみ ラレし〜 より は. 南伐 件う 自み対ﾡ命 ○次 

°次化か当パ入さいY恐と. そ は謝 ・ 長 べ表 え み 似 がみ ろ っ こ 

ﾡによ々政矢ﾡ沢が少なく x %材ﾡに っ い <は方 えら.ないから ぐ 

ろ2. ﾡﾡの比核はでさないべ. 夕u。x<ク3z Prz ) は 今え。

○年ﾡ く/と2イ />

--4--
K 无直径階ク 後宏•対樹商 の比ほ同/%度/比例 し く 夕と。こ とz示した。

こb。 試求 はラヘ< 豺来 构,/n が とみま,ン 会中 にラけ々 ☆8に非 

卒え改ﾡ4こヒを示してと. #-*」は分べ名で ﾡ沼みだ"してい 

○新分○求報か急はに上力に乏リつっカク」う 場令にる しい.したがっ 

てﾡきそ○成らべﾡ場にﾡ下 づろ こと に もら,林分べ疎用 し < い夕 u. 

マ&ゞ系るくいま : ' . 紅," .基き： ’.： 、 " ―•"ひみ 二 ど 探ない久

っ. のRな示す こv も 阳ら 办、で•あち

渊 商 当銀

材ﾡ也係につては こま及pく 夕 く ○渓しがろ っ 九. 燃木のR営 

ﾡてついく知らてい力こヒから 才曲際は地位カわ期伸劇内○材冷広 

ﾡ ○決夕に刈用でき 々い こ x は卵らか、ぐあみ、將龙の樹種円新商対直後の 

アﾡ掛際は. そら○木べ政角 してされア回○密及人件作に っく 

全2メﾡ3ク.

すら日直摩広氏が宏及rよって影響 tれるのた対 し, ﾡる成長は彩客名 

ラけない因子たから, 商ﾡな*軸/てYリ. ﾡ計ﾡYﾡにとろことは不合 

そろろ。 %bろんこのような万送べ伏あ○は. 一級に洲高○ヌ天*女 

力 少ないた% こめ○小枚○観値る 直慫に対 し て 平湾化すクぬ季公力 

みか ら でんと.

南 クハ3^ ぐお こなPたﾡﾡ新及と及条○岡係の研のヤく。

ノuaのtんく/子よ3C.パペスバ> は 全株木○材木な刈えしたデーなﾡ

4役にと» か帆に対す»平協体さずした. メタ ← く アは

c&cdguz&xオパーセントが *xれ夕/ </およど432 

・場 ったうベ系新によ々林令内«よ年つ体。世冷協系く人と. 図にはル 

減表かめ来めた正ﾡなﾡあ線る示しく力ろ こハから 系々のe&子 

の小*かったかくは. る掛高帆○直ﾡ成及な欠道ミハス こ とがよくPかろ.
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ちろん. 夕くの場令ころような曲係は来めらな\。 そしで樹ﾡ係. 

来坂うと*は, 迫Aな本当○微常求状でろる こzな常にたくはならな

・

値役成氏置は林分○材独生震○1致なみ分くろ». したがって Q後っ増 

たは収桜表ら1多なﾡ分ぐ力ろ. 大初○収ﾡ表においては. 直塚または 

盧越我改澤を図上で平滑化してい る. ©し表のもとになクデータベ. 地級 

か区々で. 迎った強○向べべカミなわく力り また尊分 を浜, った攵 

教のロットからボめらたも○でろ , 図上 の 平滑化 は か な り 商 a 

はﾡぐろ»。 多救○測央値冬京ねい. デー な充会2利用す みためにはﾡ 

針的分名烈用す2以ﾡべろ2. . ・

商%戒&登○平済化才測に. 回ﾡ分析さはじて刈用 した◇は

(ノタ3フ) そ ろ. 放は cどou o ァクと ○株準地に対 し相
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Rク用したと考え /ター7年にxなc/et こなPた北ぶ 

林条会議でく の結気*線* ・た. かしそoいミ は収視表は作。aかった.

としく ア#み系しR則 た4っ < &.. y gue 

(ムク ペS4/)は日分析によ»系初つが通表る新製した ころスは 

フ?個? 2zwe子 み○目え救験地式料% sとにしてい»ん * 

のキ今巻千は タス24ネ測べ航けらパ <いみ」 ◇きﾡら※ﾡﾡ 

(#う品へら2年2ﾡ点)○以長ﾡヶ この力程式ウ京礦となっていう. 

ムム と -2x4czctee 今 方ﾡ式は直径政長 そみ%のに対す とu○でな 

く. ﾡGぷﾡ浜季○推及式でろ».彼等は夕っか○式な試みに能系) 系終 

的に表の作成に依用 した次式べ洞イよい こY %iapた. 一ヨ

e -w 役 ・ タ ・ ..e . ・ "gと 

+&w/* 土/a4よズ 土2.ケク* 土ッ

+ ・/スン 「22cご1死 '

土 /&o/名

江予は」

月 断両政成長業

軍令： 分○平年令

6 : 商校らヘクタール当リ断ﾡﾡ

P : 今回○ﾡ依ぐ依林、たヘクタール当り断面ﾡ

み,前回 ・ ・

タ’； 前々回 : ,

H : s。 ﾡる e 平め尚 く地の係象 )

D : 商検 o 平 卓ﾡ くセンチ)

8 係表 o ガピ 教私は 係次 o % e 示しくろ る. 他入.値 o 標渾 家 は 内
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○千均値② /スックズ ぐ. 空ﾡ係数は2/のでろろ

この式からギyら2 f. ん (用ゆ木お命○共木ﾡﾡに対すろ比) 

つ力ﾡ式,%とM湯ゅ会型へ函上ﾡ拘法によっく &ス2YNサU- 

か はヨつ○周過に対す必次承ネきﾡ* した. こゥょう な方程式幺用い 

て 決者に依っプロ ッ トぐ代表ミカよ うな任急○回Aに対して予ﾡ 

W巩ら旅の 成決傾向 幺計弃 で さ ろ.

炭ﾡ表○初夕法について染すク ことは, こ ○択告○画外ぐろろ. L 

み、し断面ﾡまたは商依成長方ﾡ央ら検 Y 解釈は そら べ#びか/た 商 

プロッ トぐの経験らﾡぐろっ て. ﾡの効系な明らか、zす必上で風め 

て有用でろク.

みのル ○は及力程式○検

とど と aopxxeex o 公式 ○オ/○因チは年令で. 断 面式長 

4 は千直ﾡヒ。関係におけろ分ら平4熱 ﾡ人ら考 び力、 ろから, 耳 

今く4ぐ),または復令)はT我な因3で»ろ. というのは dなは 

算输ヒ妹用な方接忆隅係 して い之から »ろ. ・ し#火○期問におけ々強 

尾成我 近が駅終•の 平均値/2 省 し けは. ク の因/だり で その期间分前 

ﾡ換功及条そ永ﾡぐミクぐ力っう. すなりっち

ADAG*/00 *D*て*九 2xムエ
f - -子なえ* = ゲー (

しへろに. ・

D = 人 *。D ○平均値 (2)

から.

・2※全
み - な(あ,*へD

公式(2) ぐ. ﾡの年 Aっ代りに林令そ入す ◇ と

(3

その成長ﾡはﾡ

百本。高う,
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平均権としく求めた千均強後○. 林分に力けとヴ長登○計ず他Yほほ才 L 

<なろY方えてよい.

上に土〜た格1に上 く四 44, 4 < こはム4 りuらz、: 

は. るみ◇土参な日す. すなhちﾡかくろって. Aり○回子はこっ王 

から9し名なずす2ほをいく い. 4○因3は強&はムに対す。 

あ及2影新そろ2ﾡ夕太祝す々0つぐろと.ん～は地像今形署な永す. を 

除やいうと: る分にはZ有○追滅く4令0%*^pゝ べろるんら こ 

2B3学分式っやくきいて こない考でろる.イに0へかわらすこ。回- 

9が発保生は→ストタィ ぐ有总ぐ為ろ." 理由は多分,令Y北よ内 

"ウ組躍さじ?ていろか8ぐろるう. 商令”ロット は ほとんどみな 运 

fでで,地仏っ及いﾡは寺令林分。中に合式ていスい.

%み因子り叔板メ公みナ2 ご有急でろ2. 上○公ず(z(か,。 

よば, こはクイ4eゝと岡令でムけはなら い. ここ で有危な米がで 

たのは. 主み教べクイe で. カぐ らく いくつか、のブロット では］a次作 

清と. 直及公年会c くらべくﾡすざ»めY方えらる.

/ペ2子2- ○日子は ・最成卜 に対すと月似。総 型 *表い しくい 

ク. 前々目の声Y前の期/の周久が両力と &今ﾡつ汝長に彩ﾡ々与えろ 

とうこ YH 東要 ぐあ み. 係効双はﾡイ校女4向現ない と いう知見に 

よって, 期首の■探木卜 很/ のウェイ トカ、•与え ト n ろ. 高○期向ら場 

○同ゆく夕〜4前>に対しくは会置(み)な与え. その許○%らは店 

伕効果が これ 位0期闻 < 4-3年>そす*ろv他下 して くみ と考え» 

29て. ペはり 4 とすク. こ送は計算 した中で 疑すや式ぐある襄: dね 

成私«対すろ岡ﾡ○強*の効飛につやくﾡ食②式なボめろ というは 

こ上な*ていない. ﾡゆ○強*%示す四3については 多分名う少 

し 良 いなホめ ら み可ﾡ性がんみ とﾡう.
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登右っ&. Y Pangdcetz (/Pッ/ FPペー« ) は. このっ解釈々 

こく大学にしか基べくていない. 前品承政長番念示すこ②式な. 断司ﾡそo 

ものに対すク式にかえ. また単-因子の数っかそおさかえて. ﾡは断司 

渋成よ半そ系大とすク断奇ﾡのﾡべ存をし そラだと結渝した. 断面旗成表 

ﾡ は. 断品浪ケ少なすぎくる夕すぎてる少なくなろ が: しか L こ o 系島催 

はそほど明ﾡな めのぐなく. ろみﾡ及の協な &っていろ上クに恐わあ

この力程式はまた. 胸背位乱つ形内ﾡら置公ﾡ入Yな4々断協込らヒ ころ 

ぐ. 断五検ウ及翌規Yなみことそ示してい々べ. これは小なネ○林ぐ 

は大んネ②なく祈さ小令べ月 じヒさゝよッ 断a小広 型な大さ くな»: 

となる味しくい». このこYかめ 小松木な伏状することによっく救得木 

②平d松べ入さくなろ下倉戸より %. すべく9 クラスから似林木な営 

よ肩ゆ力ま○カベタ少断ﾡﾡ攻長ﾡ公夕 くなろY xbn ろ. こ○ゃからい 

う と 子そ宣公な危下 弋 せ ク状似的○場令に ﾡ面検及衣型久求入ヒ な ら 

kけばなめない. しかしその上 うな林は こ o 研み中に◆まくいない 

○ぐ. この:ヒについく明型な他輸そ下うやけにはけかない. しかし財我 

②場合には 次似的岡伐なすろY平均材冷がﾡくな之から おた あく 成区 

登はふえないと わ 力。

このかめ, 断m検功長型 はかなり 盗 林ぐ点湿今夕いﾡ合/殺大Y 

なわこビ公わか2. すなりち, ﾡ期器及が太さいヒさに依ﾡﾡが一番大さ 

くなクと方えらと。 こあ○他系○影っかは及な。。がそ。力私究を 

研兄したとK. ﾡに予想していたことぐろる.

とe x 2anuaetea ○木めた力遅式はか、りﾡ又な%の ぐろわべ.

者はも っと協令のよい力ﾡ式を研しくみ之細値べろろヒ方えろ くPv/ 

ペケ>.

_新し力式
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522&がんcはこY別l«研究R地しく. -忍ﾡ系がふ現で, しかもﾡ 

力な低明力さ りっ一地○マ央* りと/にして力相式なお4 し た. こ○計 : 

ec。 Y •厶ク3ZルZC /タ// /?夕～«イ)なその力ﾡ式ﾡびくのに 

用い #台示*くい々資料な沼した. もっと 細か、い説明/えら,2 
ようすろんめ 計費の大新分A断 品検成長 受 は許aポメム っ 我 < 

忆,直公ﾡ段翌ついておこなった

兼初 の 同盟は,株象伏メ際に 対太判膚内○山低及ム に 生物学的影 轡 y 3 
えみかビうへということでカク. こ○令は2と.。みイauc。 ○s合 

は 入体/S2手ででろ2. 吹及表ら契べクと, こはビラセ妖ﾡ。 

よ フ , < ( ) o 函 みがﾡ委 o はそ べ直本○大 ささ と相ア名じった 

"くろと. &d化とCxtcct はこ○因子そ念ないうﾡ大な1 
くゃないし 知と限りにおいく. &.. いこ○ょ>なみるガここ 

っ て いない.

新しい方福式っ済においくは. 令因子な除さ. 地位. 羽及, 問似、 

き&ウB型との河違るボ2 こと%目ゆYLん (au..o.c&. 卜 4 片 

ネ衣"公を一偽に方えなけかば, Vは強尽○良4なX良とは 

えらスいから. 新しい戻で力。/ッ。。く こはﾡ高にアﾡミせた林 

木同 の平均同聞,すなレ/一寸及っを形 の 超度箱数でおる ゝ を消立ス表に 

犯えた. 及zootk。 く/夕よ34 > から引用 しクa4&.バ2 は こ○ﾡ系な人 

していろ

まず計によって, a は格及ら食好を尺長にならな\ことがわめっ; 

と一の 発及関子 Nイo。 ※-偽に入た ヒきのこ ○係救の楽択送 は 

/よ2ダそ力ろ.層ツ。。 そ州除すろと / は採革択送灰 ュよ*.a 
っく有倉くろろ. しかしころ湯令は 値み状ﾡ送(5ゝはT式o 
ススフメから ▼式の222タ*Iにﾡした。 このこ と は, 直ね成ふ/N
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くは 万%% ○力がずっ と喚た新及ら追ﾡぐろ ろこてzして\。 こ
・

れ は計した中で系る登受な点で力ろ. オスにﾡ似木○ﾡ面検2アす»百 

子z. 郵ﾡ○易合Y地位Y組合わ場令ゐ二通りつカ汝ぐ紙しな 力方 
・ 

ﾡ○断動承なゐ去 したこと に対すろ反応は. 地位によ ってスク可ﾡ性な 

とからで力ろ. この同ﾡは,今の計ずでは調な解意なえらないべ こ 

。 因キス圾 色 と -緒にすろとﾡ千及いﾡ系なえらス うでろろくIと工

zﾡせよ >.

こ②ス4みっと. H次非常Iて製我な初分なちめあこYかわかろ。 L 

がってアじ密及, 戸じ円登ては. 地位Yと%に面み成及置が非常にさ 

くなろ / • . 、◇

ど し逆位でﾡ以などのの因3が-炎なら ﾡ以。で表り、»株み会 

及4一えにしくくと. ○成A段階にかかわりなく 直体成長私は-天 

になクY考えたく / $ $. P s >.

しかし32偽求, 新&* s ○-条ﾡに係った鈴似ﾡヤの直な。 

A&いて. ﾡﾡの仲どは与令ヒヒもに危でした. こ○ことから 総万年 

Aの 直ﾡみ長 ﾡ / 資係 しくいろこY が示 せと. これはろリうスこYなが 

% ? 確かめ しいのは一穴名及の % とておけわ直ﾡ戒長ベータというこY 

べﾡまりなのぐろろ. この太についく刑論的に方えた結系, らz-呂 

&。 名 z ぐはﾡる対直み○形で表わし た才型が平的にみく一ﾡになろゝ 

い うスﾡそ加えた く ク34, A/) るし こ②低扱が並 しけば 

応以ん。パ条。 とき. %が一Yなみたには 捌 高成るが直後立泉 ゝ 

例 L u けばな らないととてなろ.

係新おぐくこのがしい妥件がえたさ々ためては. 力ﾡべのやに 脚 

お攻及 ま た は樹通或我 Y盗扱なﾡ係なりつﾡ4なﾡ入しなけはならない 

と2o Y CanPctズt く /タク/ P «vP )は. 少くと 必ﾡが大体 スよ
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イートにすみど ﾡ命成長ﾡは年令またはﾡあら増加とYも/. ﾡはに 

ク す る と いっく いろ,

Jな4& /。 o ロ〜皿べぐは. ﾡ計高百 チHさ 入 し. こ。 はか地位 ¥ 絶 

令 し たA*, オなりちHメH:。めがしくみた.

沿る○函3は.そら っ / っが ビたかに入っ て いは急ネな ・っ. 地位 

と能合したあ合の力べﾡﾡだけ○ ヒミ上リ少しよいようでろわ. こ○係救 

矢vなっくいクこては化の四子*会師一ﾡYすクヒ. ﾡ考 o m と と 

力 眨直篌或哀演が低トプ ら こ ヒな示しくいと. 椎条値っ禄4釈途は.. 

/フフから&eoIz他下した. この今桁ﾡ系は. こまくらとこ力%一 

え とい う伝就そ込づけとるらく ろが そてめ 会/調 てい がと 

はいえい。 いポ夫る っY多く 0 記録忆つい < こ ○カﾡを新べスおす 

ﾡ会が,おそらくろろものY恐う. というのは. 2w# 林糸が場に 

おいて 現を こ○3やy人上②期炉に対 みﾡ料が共ﾡ* くいろからでん 

ろ. 河株に. 他○研死ぐる. ﾡいこﾡべ夕*素収*くいろ.

この新しい力型式から. 断r品横成長ﾡる通路なとざは任かに 受球な» 

合zはるしくﾡ下すろ こYが示*と.

こゅ公式から ﾡﾡ○年崎が〜レなクようなﾡべ. 河似&な決久す 

わこYケぐミと。

_&u09カ 程式

ゐれれ はその系4○裕く/t. eイー?) ◇ヤぐ 5各期知 

○直松成及条の回渦分ﾡへら数ﾡ しﾡ表を永表 してい る. /クラ7年 

の披の我初り針算 では,断面ﾡ成長な伏ったべ。 直ﾡ攻及ﾡな伏う力が 

ﾡﾡたUいうことわかった。 枚○力ﾡ式は対救式ぐ ぱwedot北部e天 

広tx ッ林に対 す ろ 方展 式 は.
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イす パ - 必 二“ +4くクイマ め - 2クx4 ム(z+t>-2・て 

土タ/4 土/4と/ x4ょz

+/&,やで早プP2-〜・イプ(S.2+～。; .

- 4タ2 +44x

tルイアイす 

+474
は」 •

P - 今年期点○商な戒長4

ル一 才/回周つ桁。血なつ*くろ%。;初期新尽ゝ

とt - 林令 (そ-ﾡ高に性す クまで○年* z -ﾡﾡにしく» 

ら○r本) 、

日 ー オノロ向役○ﾡ過年よ

• 5cb " ﾡﾡ○はじめにおけちゆ役っ本次 ・

「ob = ﾡ問のはじめにおけと向似○平均直な

こ®力星奈 は 44 個○国 定燃 地に対ナタ 2フノﾡ今洲受期点。共料 a 

2考どのたものでろ2. この式/掩屎値の操『訳一は, レク々 すめ、 

力 旅砲友本 o 平均値 め/h ze * て A ろ.

" ク & Y Cg〜○最糸 した公式Yタく っ んんょる tっ

ゲ,そでり1みな相沢るみ4くなv. ここ*は.ムマくz+t) a 

お旅会べ主そ4杯引を※しく いろ.

同終和2るべべﾡい < のベ大さい >林では そ◇平ぬべ いこu

/萨、因し"昂/:正の彩场幺与える.ぞったw直後炭炭率は年輪協が.： 

いときでり信ほ登べ○メより大*く4と. しか、し初期艦つ高い状はﾡ

と/た+り 生艦ﾡべ大さく4クことる留明のように わ . ォノﾡ○
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桁におけク湾器及の こ上 うな効系は オノ日声ﾡっ般よ年目に及大に 

なり マの限は次オにﾡ下す»くこはて。Y 今ぴ月2でルミハカ 

ペ//). 密及の効系は 本表と平ﾡな。和合わせく表ﾡ*力(5eら 

と/eb). こはﾡ分断ﾡﾡに似置ったところがろ»べ 林分及そら8 

○を表ゆ&は. 式っ中今まていない. そY 伐採した忻面桢の 

豊幺示す皮動もない。 、

A成ちﾡな研又す ろのに百ﾡ分なみす るヒ 計型がﾡ大に4る 

べ,チ型のデーアべ力2とさ それさ分し 社欠催○祭込っ根でさろ 

値ス求めるには,. こ しハカ決べないY恐Pろ. 2～wy ○式く&.% 

とムrsucetz /,"/• P4ユ)は. 主としく。&ocとせ& ○力まくとと- 

名2 /アス Pv<x〜タ4 > マネめ 必 の ぐ,区如皿。 な快っなく%8- 

& ovこ みでべた) ※私船除の力法は 乏.ん <es>が解税 

してい».

しかし, 暴取然サタ く“く/アルクー/">べ. 必整に4 った爱数を 殳 

○MK皇m して 百席式を領て クここoぐミ あ新しい1日帰つ計力波z 

契条した. &本○制除も同にﾡ報でヵち. *そ計衆べずっYふみだか 

ら, この力法によは双もﾡ切な力ﾡ式なっ けすため○手表がﾡ減さ 

あ. この好しい力冰*利用 し またふ研nが○対文共料公増してくろに 

っく おヤあく近い将来,ﾡ長現糸そかなり内Aに振でさ たそ 

な岡や部良. 地位などによっ くビoように彩ﾡさとかそ知2 こYな 

ﾡなみとﾡゆと,そうなば, こら②因みなめとして, 期/ ごv 

○成は乳*し e々 な 回疾力法 セ同栈虎を 比畝挨討す る こヒz.上 . 

愛合たじて, み夕 た生産目ﾡにメして沢も交当な救状い力*製ぶ 

こてかでき ろ.

ここぐ Aと才 と Coなtn2e く /ラ. Pユ) な叔条 し 央行 Lて いる,
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色々 4 点似を おこなっ たろ と o 直後成長ﾡ* 予x す る力送 注急 してく 

必要お办る. この効っ込成に っ ていクのは 材破或炭量が同我民によ 

って彩署さxいと いう係夕くろろ. この 瓜先は ータ紀ﾡ内の者及でJ 

か成 しないくこのこヒは ろとで述べみ)から. 十ﾡはか、ならす しも 三 

しく ない. ビイ ヒ イん*uexe べ止 べく いろ ccxxcan メuス ◇e: 

では よ年②ときら盗及指女な約2sで. こ.は上にべた紀国○ど 

ろかに外例2ろク」

直ﾡ成浜 に 彩磐払ちえるその他ら図子

しか し一つのプ周み及及至な予測 すとと ミ. こか経対的な正 しささミ 

つりのでないことたては4らない。 そは 政長置にW与する夕くっ 

函すのうち。 公式②ヤにはごく怪かしか念まてないへらでろる. こ。 

ような因子のや*#によく現2○は マで病客. および絶央4でえ 

系止. ﾡ冷当な○承長ﾡ対 し て 総突年○彩容がろろ こと な近明 Q た

人イmれ子2dzd く/ R&〜& ) は. ・&eowmtaた ◇ eccん ○衣1 

4他矢そ示した条っ直ﾡ茂会べ, 格な年っ フ4ス2低下すろことな示( 

た. wd ce ◇場合. こ○波少ﾡはﾡ央のない年に比べく

ケ〜タク で力ったくPs>. 豊作 年のす ぐあ との耳で も そ 福ﾡ乱 e 

はな ・が. ce, 役eccん ヒ % 年ﾡﾡ ○株く なっのが認めらろ上 > く 

ろろ. ,

*らに Eん4t4 く/ Pts. 4 >は wodwu ◇ t

t と ○輸ﾡな結年に秋く なろことな示して いろ.

、"よ う な何然的祝み/メく 気条そ。 めゐ○及物べ直ね成らにズ : 

い次物が ◇らす尿因にな2. 気温か主要 な制限 西手た なる よ シ な ヒニ；、 

そは 政ﾡ型はぷ季の%迅とY%に増/すろ. ーカ, 羽戻がいっ8ﾡい光 

域. では除的/2 よっ < 成及が増す」
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気株 成私 X のつなが りタく の若者べ京なっ くいろべ, ここ ぐはス 

tふないことほす». こ門ﾡに円%9つま倉, 火o&w:ュanX x 

ととwo二人か北欧に力け クこの力 ○練示 し て いみ○で系ﾡ:

い

’二りよ うな変動性 氏 一つの期ﾡの成長ﾡの 予洲なみﾡ条に ろ承日 ぐ 

はカろべ。 しかし気み○彩照は. ﾡいﾡには平沼化みという性ﾡな1 

っていろ. これ H 加妬"Z” </タラ7> と と.. および Canua.ctu く 

/?4ノ 产よど>の どちら もな送べくい わこY くろろ。断面が 

或み方程式の推火値の源単誤差 ぼ →つ○期向では/ス«クメ <ろ っ/ が,

期向のと は &3zI まで減少す ろ

•3 断面積成長

前車 に おいて,ﾡ営周似そすろY直ﾡ衣登べ増ﾡすみY広べた. しか 

しそzﾡﾡに本教めﾡ少するから この商カ にﾡ係す み断面込○減ﾡ隻 

は比と検的人* "にろ う.

鈴a検成&ﾡの月ﾡは成ﾡ力程べ○検針っヒ こぐふくおいた. * 

a よ り に, a a 林 ガ い < は 許aA永ﾡパ 少し個く なり. 通ﾡな林ぐ 

は大ﾡに減ケ すクこてがわかっ/.

折面校の成長堂 は大抵の 尊ー シリー 内 の 研究で渝じられく いろべ. 当A 

はふみに測又ぐさ また本救ﾡﾡ確に求えげがぐさクか、ら, 尚系み待ﾡ 

性は非ﾡにあいY方えなけばな らない.

今第 の系列に ついて 止べっこヒ は不ぬ妥Y 恐う○ぐ. ここ ぐはﾡ委なﾡ 

つかの緒来のみをあげて おく .

2 <イれと4と
インUmtanれ ( /74 - 夕7, P/2 と /ス7 > は, Pouxca におけ2
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ろ期ﾡの クu イc今試黙ﾡ米から. 断検成会型と材承成及 

とをのえしていろ. こら○他系の残っク、は.→Yス4&4 f 

引I刑 ・て お いた. 中点及周夕(て対 オクス <表り L ﾡ&周似なら び に 

メんxc2wwckctc& ○台 系 な ス8 ラ /て わくおく。

To80。.13 断司積成及ﾡン 新根成度 登

地 め 光 a. ﾡ 問

1 --
ネタ

2 大 ったり六4ﾡ
EioA aaa |

中高民ﾡ似に対すろ残及

ゆoく
'

法必々/*アァ • I ク〜ス c, 力 テ

&A2 ロ 〜タア ごフ o /25 〃71
&k&xwyu. " ニ* I-I 44 ～ /// ! 4x 82 ど々 /20

Xa&2&〜子 /8 やク<? 4ア 〜 8/ j ケ? ?e oよ / /ノ［

*xfそeudイc夕e "ノ 行" 7。～&? / 4/ ■
平 ﾡ ・7 フフ ア? /2_2

中角夕向に対する
1

>名んncA&vucke夕cタ 一
◇%
じodLecket o 1 スヌーみ : / ノノo アァ1

そeなe /夕 e/ラ ! スイ～メ • » 47 <
イ

2.cイykouxn 78ー7? 2/ - /ア； 一 1 47 /44% ～・

*4ceukee /ス2 
/

I-I| ヌス～4i 4 ア2 4 //ラ グ

2ezA2ck 7 約 II ス 〜 物 <? 1 4 22 ～・

XennecだexxCeッ4〜4 < ー ア/
」ク:

</ ィ »,
・

s ;
千 均 I

------------------------
4? クろ;

\ --

こらの長ﾡ向ら面ﾡ成及ﾡに対す っ強向ゐ※ﾡは, 平的に

一-99一 

ろ と ごく僅かであっ て 2とdetax は 断面検成長をはﾡ良ろかな 

リ ないﾡ風わた って月 じばが. 強良油/に おいく は成ﾡが少しﾡ: 

ろ向べろわとﾡﾡしくて いろ.

2.oどonuart ゲ作っ九アし......な つ中点尽ヒ強夕向1に対す々Wﾡ表ぐ 

本 敷将木ろ許面ﾡくっそuイc子 合wxC accc > が. /よe〜ノ 平力 

フィートになっくい力べ Ccdatao(/P+*α P4e-'ゝ てよば. 

命ドイッ○ﾡ令この値はﾡすぶ、 よっ○試映系剤○他ヌぐは 令よ。〜 

&。 ﾡ○浪負っ 地位っ とこ力 く. N," - 2s。 平カ フィ - 卜まL x 

い って いろ. 同旅に aなと.どcotatxt く/*。 A ・? > は南ドイッ ぐ 氏好 な絶 

系を示す 240平カ フィートとい う浪通断ﾡ八は.北額 ドイ ッ では方えら

ない他た みカう といって いと.. しかし ひa.e合w. く /ア 4. / /ス8 ) は 

42ロットからなと /4系つ試映結系○平と L<. A及問○% ぐ 

あわした 8及同の断都状以央ﾡは /2※. C戻で/2よズizなっY 

報ちしくい»べ, しかし. このメはる求○»るめのくいとﾡﾡしくいろ

2uazん I おい ては. クeonc&wA く / P /e >はC及。 円ィ 

<思及増裁約/アノ) oロット○断d検長ﾡべ沢入で, べ*よ

りゅくくも強くくも 長 契力く 少なく なカヒ いって いみ。・&eataxん o

AoMんut</?よ/ P"e?) ○おこなっれ及好な光位におけ くよe 

纪で的 オ イフィート) 才たa ce ○試験く/クー 〜ケ/年○期周

/z おけ之 a状っ平成\ ﾡは次のよ うぐめっ.
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T2夕しン.14

向 物 ベ A : 6 C D

名 K 治 表(ﾡﾡ)
一 22 々

...
グループ I </クシ/の令〜e>

ク Iく 4q)

・ Iく ク ～7>

ノ九r

27 1

-

"N ；

/2 ケe 1

/マ タ/

< <o

ノ< //

/ ・

/イ 4

ク

4 均 2 <。 /◇. $e // I /・e

ここに承れたAて対すろみ断検欧及翌みﾡ加ﾡ 4%は. 控め く

大ミ い値 *. t&。xwcc は 2cxuwtaxた Iて お いくは 異抑 士、樹途 た へ

あ, この台承が2wxaxん ぐ一般に週用すめ と は方えらな».

ノカaunuc2 く/ク7 f少>は -cそ2axd ◇ クewe才 での 試黙から 

AへらDzいみﾡ命状成長登○増mが, よ年期向で 24※21す»Y 

いう系そえたか。 こはイ。と&4-cと 2ついく祝測*/系: 

大いﾡ加ぐろわ.

収ﾡ表に示* たの効系を比救し <. eAc4ex く /s Pよ)は 

断品検パす2 り炎画で○政良は ドイッム り 良4Y強綱 していろ

oんxec はこのこと ○就明 として. ﾡ国の 気候系件が ドイツよリ ﾡ& く 

茂首ﾡﾡが及 く, そのめ直な政段が秋ﾡく まで統く めでなかろうかJ

いっくいろ

アじことは す 面 湖ﾡ ◇ zce ◇ 域、長 な 栄 2oxw2 の o

と比教すクﾡ令るいえろ。 22&才4子く子イ>は. ﾡのtws;

なc。 人工林 の 防 a検成長ﾡ が来 2 o ﾡ分 で ﾡ件 *と: 

のより大さいと条じくいろ。

Coondとz く/ア$< P2ラ>は南 w.edleu ○ 同 試くﾡ糸Iに つ いて 

教きしくいろが. そによば, 自こ引ミのまま/そ泳ぎ*れていカプロ 

ット (A) ○断商検み会型は , 強良っ 下ﾡ 問ロ ット くD)の そ o 

74～80%く力っ. こ。 令上沼向プロ ッ トにおいくは よ %Iてな 

た.

& Y Cangxacそ く/クク/Pビ2 ヒ &>は 収ﾡ表の救値から 

せ地他 e こ 力く輸べ期2平* tろと 商似&I く 大体cAに対尽 

すろゝ○生AﾡはIく 大B&にろ/ 2> よ リスへ、？% 少ない ことャ示し 

.

ゐが。 ○表く年生まてっ平均なYろと. ^キごとにﾡ面ﾡら 

2クメ以内%戸す々のくカばﾡ命殺兵型は増んすあ. しかし &っピ 

落及み似係«す»Y着千の低下がみらとくアな。dn /夕c5 /ラ～ 

).
こyまぐえらた結采は非常z ちまちくは力とべ. しかし 一ﾡ的な 

ゅ給なかびくこYは"他ぐろろ. すなpちuce ○断和ﾡ成長では. 

る名な旅の場令に は染よ り受少他く な み ことな調らかな よ う ろろ. 

こ位○m校oY さ Iに断面込広長番べ増処す»かは地ﾡによっくメかろろ、 

異国やまたた次. 力よび北ﾡドイツにおいては. この係進効系は少なくY 

み残质冏栈, すなりちﾡ及枚/〜<5 o tこクまでは明らんて »ろ.

このﾡ系はまた断商ﾡﾡ長ら社ﾡが戒潟期周の長 べ と 候糸件 によって

系はとことそしくじや.

夕と

A.ん ○試映結系る大はﾡじぐろろ。を％以 く"" タアィ〜 7 
・

力ょびパ?) は.非ﾡ2強及○周枚々条行すクY ス2% み少すと ことべ 

あろが, そ次外くは. 断d換成長ﾡについくﾡにはっぐりした規則世は 

ﾡめらないヒ いっくいク. イovegucnu く /ア/ R327～ ? ) は
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2enmtaA o 役ecc% ○子均と し く. 大休/スス 平カ フィ - 卜今対さミ

ぐは. 断乱検らﾡmヒ ・ も成長ﾡじ増知 ろ ことな認めていろ

ペクとイ.〜("夕よY^Pケタ Pス>は こまでに4っ②ﾡ似

冬道用しくさた2eペ&イ 考い4cん の内系試泉の他系なた 

表していろ. /Pペタゲ24○岡では Dプロットつ断るポ成&はc 
プロットよりﾡらのにﾡハったく4つ平カフィートに対しく45。子力 | 

フィート). もっと強及9田ゆをおこなうヒこは急氷に個下す»べ L | 

かしこ ②場令の残各木○断ﾡ検は非常に悩かったく cAで フ4平ガフィ-

. 卜 D&で42平ガフィート Fでは32よ平カフィートにすさxい). I 

みとなcん<u合ccん("?$と P/よ>はイとecん ○ﾡﾡず除地について

そまくに ドイツ北乱罪で表さてた論又®的米なま とゅてい。.救 | 

は着い林の場令 断商A政長翌べ系大になヶ系必飾品は大体、ふ7平カブ | 

イ- 卜にろクと"っていと. 林令べ高 く なば〜。一 /2 子カフィー 、 

が承ど島当みように恐わク. 地位はこのﾡ過断品換の大さ*Y最R公っ | 

上クに 忍ゃた.

こらの-ﾡ的な偽系は. .cつとさY同じ上うなﾡ向ぐ. »るx j 

ことま ズは向似によ っ < 断ﾡ成及べ促ﾡさ yろべ, この系通断画ﾡっ 、 

さ*は. 4cccん. については夕少ﾡ及今向似つところに力»ように恐P 

ろ. &7～ /。平カフィー トというのは 大橘Cタよ り p 次の mI\ 

か, cとの場令は こベ大休系逸② ようで方 る. 4ceん ○承島位べ

悠い ② はタ 分な柔材○系境 に対すと 適た 力が入、い/めル恐わあパ :

らは点似によって対冷広ﾡべﾡ下する傾向にろろ. *らに4ocん モ 

◇ほか。な永めは不文式 ・ す社ﾡかろ り. 炎係そ ら○ﾡはチ少魚\、 

こ よ っ くAﾡ下a◇広長の及合が大 < なあ. 不タすはﾡから光にA 

くcしたがっくやすくなり czntxax2 キ高ぐに私 ・い.
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4ﾡ生産型

断町独と今図係

ﾡﾡぐを、ん断qA成良は林系○最償目ムくなく た 計ﾡ○ため○因 

子にすさない. 秘我ヒすみ生4物はむろん材ポて»ろ。 しかし断商及は非 

帝にﾡ参な回今くろり ま測る意みにから aま半せ/2わたっくそ 

れが向似ぎ黙においく1登な役ﾡな系L < きに○くろぁ. こ○せ紀のはじ 

わ. 4.ocん 休分くは強ﾡ向のA とぐるﾡﾡ○とミ とﾡんと岡 じくらい 

○を*くﾡ冠が膚ﾡす る こ とか認ねめられ. したがっ て強べ向依に よ っく 

秋み長 登が光穴すろと侍 ぜら。 品横広孫 ろﾡ加はこっ方え力さ条

つけく\ク,。

/ク// ﾡにxeんud/u&cそ は、ラ2年ま ぐ呪系がけ " くミた ¥2 ケ 

o☆uk ○試験地○偽系さ公表したく。22/P一 P4) &ん- 

xacんは, 強超似に よって 茨材々検く太▽ﾡ7ex まぐ◇ガ)%地位上 

<4 %. 地下 ぐ フ % 塔相 させらとY 他か し/.

こ らゅ結系は束ﾡには &owuoz& っ み。0どoんc.とzが, まま戦的

Izはスイ スの ceピとと がﾡかめ て \る.

ko2&wcん" と よばれ、動 きか, ﾡに ドイ ッで姿に なって tて 

ノクタ0ﾡに Coんaxdtケ系る強及っﾡ伏oと さ に政ﾡﾡべﾡ大ヒ ス 

」うなくﾡ表そ公表しん. こ○表は短期向/に米めら た測え他へら迫いた 

zらぐ, そのほか、は断ﾡﾡ成及ﾡにてまそおい、た理ﾡ計な るとしてい 

ク・

財高成炭歪が 同 じ で. 強及岡や よって サヒす々と」

消生&ﾡ % ﾡﾡ増か すとレうえら2. こは 2cedemtanu く /Pラ.

。o)が$4ﾡo合oc& ○能系なﾡしﾡ得木断商れに して 

gラクα平ラ フィート ○紀岡内○ﾡ似及らはいでは 炭向らとま。
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断面積み孫べﾡ及のみ合よ リ大きかったに ひかかル ら ずp材々ﾡ成孫委 

にはっさ り した差がな かった. と充表す あまぐ大さ い混引なひさおこすR 

函となった. 2と4cnzは はじくこの矛店*解決しくPノファー») 

たが その説明は次 の よ うでろろ

ﾡゐ材承は断ﾡ積レ平均ﾡき,お」み平形表の承と 2て与え»ろ 
*

すなわち.

V=BA*H*F •

み版成炭量 な樹高 Y形女な /っ。 ファクターと方えクY次のよク(して来 

ゅらろ

Vふa = HFxムBA

VF=;BA*AHF ・
▼や*ママ業字学幸マィ事キペママ等でーマママ蒸や済で等季等  卒番季 著で季*業季デマ 零 w ・ 幸 ・ ・ 義業界澤 . W *令番キ ﾡ*丁番 «MV ﾡ季零幸零季 ﾡ番幸 季*「番季ギ

VeAxHF -AV HF* ヘBA + BA* AHF

この公共から 材ﾡ戒長ﾡく2V)は2つつ分, すなち形ﾡ(HFゝ 

X 断 面積或炭 帯 と. 断可ﾡ*形状寺○政承番 (ヘHF)か»なるとYがわか 

み. こ 9 後者の或分をみる と, ﾡ高くおよび形ﾡゝつ成長によっく生すろ 

材ぷ○入さ* は. こ○長ﾡにかけ令わせと断ﾡﾡの大さ W 比例してい 

ろか ら. 断面検 そらぁの% 林積ﾡ長 ②ファクP一2なって\ろ 
?

これは樹限 と断品私○成長平が し い林かろば: 断ﾡ検○大*いカ ヘ 

材決ゆ長ﾡべ大さ くなみと\うことぐろろ. こ iに対 し< スっ○分○対 

麻戒長が同じく 断qの大さかっていスとさは. ﾡな林○断ﾡ検点 

ﾡﾡが大さ く なろはすなか ら, 材ﾡ生産ﾡは Lくな クなろ う.

断和検政長ﾡY材独成長ﾡ○向2 ﾡ桜の比例岡係がない vやう ノムム

&wt ②説明は, このこY冬かなりっﾡまぐ明らかにして\. こ 、 

光明は Cddmtanu く/夕2, Pス4? ゝ. enzた4ex く / ター A スノゝ
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およどC&ゅンcく/と タイ,>が引用 し 渝じく いろが, い弘な材 

ﾡゅ& 雯が肺面東成辰垂忆 比例 すクヒいう 混乱 し た 総命が時々 戻梨けら M 

ろ .

私 姿 '

ほtんビすベく o 河試戦はそ○系然総系と tく材ﾡ生産動*じくい 

ろ, この材AはネロA7o"までつ総材求としく, 力ないは北欧回で。よ 

うに 消戒まぐ○総材検としく今えらろ.

しかしM検つずは断ﾡ、ヒﾡ満Wえ値け でなく. 形訳のきめ方セ 9 

R係す2. この次えは久ならすしも正確におこなハみとはﾡらず. また 

そ○カまめ画よって区々くろ». しべっく 材検で材生星ﾡをﾡﾡ 

比鉄す々Yﾡり z8くおそべろと. しか、しﾡと状ﾡ○色々 な周似つ 

いくえん自系は大体正しく比教ぐ ま2 ヒ思 いねる。それは形整り 不正旅ミ 

は名々 な同後及で同じ傾■何の俑リ な生すろ と恐P あからでろぁ.

_2224 とと

材検ﾡ登I2対すク2ととoッt&し の結来の 幾つかは ミミにa4&.. 

/夕*糸したべ. そによムは. 強にﾡ似したてさの広長ﾡは中角及ﾡ

Yﾡじく/2/%ゝそ力っれ. 送い林«ﾡめく磁べに周くoんc2とw- 

uoん&4)すろヒ. と産型はやA栄向○タアメてなろ. a.4- 

の は そ 9若書く/タオク Rsy)○ヤで次る&.よIそ系すような

ﾡ系そ力げくいと.
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達年材秋成ろﾡ いフッ ○バ的なふ* もたなて \か ら で・「aぴ。 15 中ﾡ戻向プコットに対すろパーセントでふわしたそ

枚 期 (zイotcoc ) 4
40 60 80 100

I I I 1

/2ougd イルとン

/28 / /eよ ルゴ /ペス /o P? "

*そ。 メe

/〃/ /ee /2ラ /2o /22 //" /2

*okncとPwuck4 /24 /22 /22 ア& タサ アタ アク

8ccた

&A似 /2 ヌ /22 /e2 /27 2? /22 /22 /e« ;

cfnc2Pwruckd 4

L 120 140
I

I型

: 夕? 4

ラ? タピ P?
广

/ ,

4 1 4 /

Pス

ろっ。林べぷすとまてっ向は. 迫成長 

ﾡそ方え2 と 恬來か全く 交ってLまうこX 

るメろ

e4.cくィよな. Pマ8)つ引用しに 

クadewz<1P4) ○(系ては. «年か 

らフ?年まく○ﾡ及B c. Dに対すろ 

政材々検生全置は平すろ c そマエー 

カー当り ス74. 4 よ," 千カ フィート 

で, DはBアス減でろった.

こも みu。2どeえ く バアよ ゝが引ﾡ 

していろが. スイス○タみ○報告した 

他○試戦系列では, BとDろ材ﾡの向(何

これてよばゆ期がﾡかいと ミ. ﾡ林ぐはヤ常及向ゆよりﾡ及ﾡウ 

方べ材検土産ﾡべネミ < なろ傾向がスらあ. しかしこ ○救位は成材々 ﾡ 

ただから. ここぐ生産番公少いということが. かならずしも新 根生産復「エ 

さいことな 意味 しくいないこヒ/ 注意す べさぐろろ。 22deatxxwt<ラ 

A/7 ) が為為 したように, こ○く いﾡいは強良ﾡ伐②林○ﾡ合には太 

がるをに況え版みにすとた でろ. しかしそつﾡ秀及およど中常良点 

似プロッ トに力けク小ね木公契久限系/2し. 上ﾡﾡならf系/に L ない 

木は小教 o 小公木 だけになろ. 伏期 が82年上なら 検 し た 樹ﾡ たゝい 

< は. 強炭周似ロッ ト 勺 力 加生産 量火 港 千 少なく な ぁ.

こoょク Aゆ力法の影ﾡはﾡ○絶飛%釈すみY さ (急て は ス：、、 

ないことでろみ. 非ﾡに考いぐは. 財釈生■産理幺同思て すると 曲例に こ 

之ﾡAなろ2。 というは, そのょうz小*い木ついては. ﾡ材々渋と

るﾡがなかった。

ひ&どなw</7«ラ8.P/ふ) は. A及YﾡしたYミつ攻材々ﾡ生

た登が, 8で /のス%. Cて /のズでみったど述べて いっ こ勺 增 加 は

有ﾡぐないが. 2a.xePewは. 及材々ﾡで計算し場合でど. 材ﾡとた型

は 周イ如： よって ほん め 少し 増加 すろとﾡﾡしていろ

じudwanu ( /4ズ. /ス4/ )は. ﾡドイツのっの プロ ッ ト の向似系?

ダ験から. BKに通いく 断「品が、◇～ ス8e千ガフィート) ﾡ依 のとさ 

換が 系大に なクヒ 報も していろ. タeznc4caん く/タタ3 R夕〜>。) っ報 

告し &cnak o Xaオ2 べ求地 は*さに述べ た と おり ぐ ふわべ.

そyI よばﾡも収ﾡえ○大 tくなったのはc及ぐろった. みc2e2は弟 

及 同我ら ブロット ほ ど催か に 内長 翌 が他く なク ペや がみらたけ ど&. 

プコ ッ ト向にナそらく 光位の がろっ と 忠人*. あ か ら 信頼ぐまろ台弟
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そどょす こ と は因ﾡと為ﾡして い2 く2c22eu. /? P).

c20ez とんイuaaイくタフ P*e7)は/よ年向にたってて 

ﾡ丁及, 上ﾡ周ゆ力」ど次ゆ内回依々実行 してさ に試験ルら結系々報き し 

てい2. そによは. この期問ヤ,やり力○相虚によっくォ別Xはみ 

らなかったべ. 次依的内伐はﾡﾡにっては行ぐまないらぐ. 下演 

同イに切かえ とぬ登○ろろ ことべわかったくP ユ2 >

さに. ※なプロットでﾡ命政&欠下すちヒ広べ2。.w。ん4 o 

Aんa合2c44 におけとと -スﾡ#ら 試験 ぐは. 断m検族 。〜ムキラ 

フィートく 8〜p&) ○完田では。 こ まぐほビ んビ材承み及ﾡにXなな 

かったべ, ﾡく強 い係々 おこ4ったプロットとA&の 円枚プロ ッ ト工 

は. 政みﾡが波ク したく ①ルし/ ゝ.

九“”厶" Iそおけク2れれ夕た ○«番目○系列式験では. 8氏およ 

び大体cとD後らっ4～ィ/年期河○材検成長ﾡは. そ れ そ れのラッ 

N ノス夂カフィ ー 卜で D戻はBに比べてよス減でメったくみ。Aん.
#

/ a. P/>. ■

強及周○場合断商検政払が非常 大さく なろことな引用した オん.

cと ②試ﾡめ, 沢 じﾡ膚 そほ と ん ビア ヒような治し 材検み長ﾡっ 帳 

下そ示しくいク, Me&en ○与えた く タバ e e)本ﾡな ス4 

/4 zカヅくおく くu4&3 Y比教セ よ >.

Ta&そe 16 <そka ツc. oエーカー 当り 年材ﾡﾡﾡ

重ガフィートく /ワラよ ～ /ワケ/ )

------ -------------------------

A C____
--------------------------------------------- 

名 & 追 枚く税) ¥よ 2. o /

ブループ I /?4oHo株k«e

・ I , ・2

>I・, 7

s <→ス

,f 2 j

$2

・ - ・

夕S

よ

・ $2

47
ヽ

77
子 内 •,..

..・ S夕2 2o

スノ合と 4 に示才横ﾡム 型 の 若し い修不 は. 血心以 く/夕 a 

Pシ7)べﾡじく\々べ こ○場令にはﾡ用した形女べ工しかったかと うか 

-1ﾡケろろ. 別○形*%伏えはカくら く材承成長ﾡ向○X* こ◇キ分 

2までﾡめらハろ と忍うが そでも強べ岡依に って 成長厦,減ヶ すろ 

こYが明らかに認8めら2。

市 Awudw o ②ッwweォ cc ○長ﾡ周にわ 2 ﾡ系索にいて 

C&ox(よ 々)は. 強A点プロットく下八ﾡべゝ今許動検 

ﾡ及登な会自似プロット◇じ○より スのメ受かっなにもかかいらず. 材 

積政以登○方はXがないことzめた がっ上ﾡﾡ。場合 生たﾡは 
・

广% 低くなった. ( らに般は上層同夜の効柬は, ん2ﾡ向。依くは下ﾡ知 

似o%o&並くなってくろ こ 「2指摘 して いる く ア”>. Awattc2 く 

ノアyフβ«およど/タ$4. 々よ) よば. じewotenオではﾡっﾡ米 

cLて, こま ぐに糸告 (仇 た中 で 我大 9 万初成良 芨の塔加がみ ら巩 たが. 

しかし及○神べた。は材々積くそか,4。% zvoイwwu) すな」ち末ロ届 

タイ ンチまで•の 材残であ お. スよ年岡にわたっく周*て きたるプロッ 

卜②, 燃へ4よ4o とさ○炭材々ﾡ総生Aユは-スメ。/7の通り ろろ.

B及にべ»YC戻の生全ﾡはタス. p及ぐは/ラグ多くなっていろ. 

ﾡほの上倉岡枚の増加は こ ら○中河 ぐタスになっ くいみ。
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Taそto.17 株令4よ年く/クよケ > まぐら成材々ﾡ総生た

翌 くじow～moオ )

Aほ
N牧A2

・
:2去/2年向ら ユエーカー当り

オA(2カァィート)

8%送学と した 

材生Aﾡcx;/52 /75

B / 42 . よ 222 . ざ243 /2 P

C /27 / 4 44 /2S

D / 27 クノ 3 ス x7z 4szふ バ
LC スフラ 4x2 」

こ②よ う な用加 は. 確かそ測及系へっ急法な到注と いうこYから 5 試 

調月でさとべ. しかし. そだけぐこのように大さいﾡいがじたとは方え 

らない. したがって このず黙は強像向て材が生産ﾡべ矢咲にmした 

こY そ示しく いろとﾡわと. 逆去/2年向○成ム番ぐは. C宮○向^ 

場合べ永大で ちっん.

Au く/$e Pケ7)のおこなった c h ヒ Cozxcant /...・ 

み若旅○周炎○研では. wwo ○-ccおけクようなA浜 

ﾡやでの生を型ら増ﾡは認めらなかった。 AからDまで○向似及は力 

映表置に対して ろま り彩容 Lないよう に恐わたべ.つ夕より強い知 

○合は, ﾡ長ﾡはﾡらか、z波少じた 
・ ◆

&々 広劇伐Aに対すみ材検総生准愛べ示ミていろみ。エマ u..。 

②スっの収桜表では. 両ラ と 8強及向代の収ﾡが減少すろ ようになって、

②. とcとと と 厶/以必々 く/? 4/ P夕P夕) は 间夜 の那度 断面彼 化 I て 

/2%余分に悠係すクと 生産翌は夕〜«メ波少す2こYなi./. こヘ

ﾡ似ほ は . 近似的 /zBzcIz 対点、してﾡえる 

アじょクに/なxoく/よケ. P/夕> Z 系るﾡ戻の向らとさ 、

一-7l-
$ごとに断乱狼っ 4% 幺取除< ) 生星番べにろヒいって いち. 本 

°自給は <cオ・ /ne についく o も の で カクべ2。&w ッcc ○ 

つか○が繋ぐ t."は り&向ﾡで生産ﾡが少なくなろことベ示ポ y<い 

ろくP7タ). こY 同時 セ 彼9 去 では 伕探木の 折面质久•同 じた とする ウ 

下ﾡ点の場令の生ﾡ費は"会ﾡ河伐" のと さより 少しやく なろ こ とな示 

くいと.ス4&。バ,◇林ぐ ←年向ﾡで許品求。4 /y パおよ族 

スクス«似しところ. 林会?みほまぐ今平注年政長ﾡは. そそ 

夕7 sxよ. 22および 7 立方 フィー ト となった. なよ&,, z胸 

達しくょべた通り. アオtewn. ○/&zヒかスよ*という依係は. 将に 

核謝 の近く で •は極めて 及だから, おそ らく条際に失う e はしいYら

み。2&く/P2 ペ2よ～4> がねしようて, 一入ﾡ周ごヒに断 

ﾡら -文パー セントな 枚ﾡすろ とう ﾡ力式は天係にはむ し ら契例ら 

二 とで あろ" 若い o ﾡ令. 断命検。 /2% くな ら 条 ごと にイ状な 

受込して6, そは非命にﾡ良②周だといえめ. しかし残期の近く で A 

エボ な周ゆに4く な2. こハよ り強い e % メ上○向やは巻い林では Kﾡ 

く %, ﾡ令ぐはﾡっく 強戻 なる○に な ろ.

Pttunt(P'7a は 収ス役表契製に彼○公式な央ﾡに伏ってみたﾡ 

験力、ら-後っかの 修正々加え て いみべ. こら◇修工は "全沼点似" より8 

千ﾡ向似の成長上くう2わ向○めのぐろろ。 こら○型由だけ ぐアな 

メt ○吹桜表から力 ま り は っさりL れ他 4すの はた除ぐムろべ. そ 

h そ%不ﾡ央なべら ﾡめ宏 な旅で収獲が武天にな る とい うA内がは っ s 

りしくいろY恐わと. しか、し. ﾡり宏呉○マいプロット○場合収承表は 

ス機受も適大他灭する殯向がある こ と に注意し なけばな ない. 新べ。 

ウい林ぐはﾡ客マﾡ登などっﾡ険べ高/にA在す るけビ 8. こ。 上 う な福
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ベ況験は とまでYとな公式にるえ会に盛りめあまぐにいた っていな 

い< 22n子44<そ& /ア4/ P /テ2 >

2-d4nu2ntく/タス P44～7) はドイツ②4個のプロットe 
(系から 節面積において タクー /フレネカフィート ○ﾡ囲2ろ»下沼月 

我抹分の成材々旅生座量, 间はは 目ユった炎はなみ、った。いっていら. 

択ゆ的岡及そ力こ4っ?プロッ ト の 生産堂 は 不層 向イスプロ ッ ト○タメ 

になっ 」

3ルV。d く/タタ"夕) よは 才検○ み %除去した強&向夕 

ロット では貯膜の連奪成投室代 /e一 2。z &下 L た,林分も突冬駄印 ミ 

せ うヒ樹高成坂木大きく 低下 する ため 忆 同じ球さ く2な.)) ○資A 

を公々におこな う場合より %成及ﾡべ逸ちるﾡﾡがろろ

4-2dcuス4w1 が イcecん 林に ?いて /?よ2年にまYめたﾡ 系はﾡ に 

%4&と.て51用して対いた。 そcよば, 地位中○場令 強&向似く 

②材ぷ生星登は中鳥べ周4ほ比べく 4% まぐ夕<なる. 地復#上ら合: 

○効系桜かで. 熱体ﾡゐ検キ ではAえ って少しﾡ少する. &んu.L.u 

cだ役eオu4では. 地位上ろYま 生たﾡ次グー8ヌ度少u<なろ 
・

44etawu<-PeF<e4) は 上倉向の場令。クのα子u&cと さ 

ははっさりした彩署«認め»こYがでないが,xc。ズ。 /な <は中A 

水向ゆに比べて成浜ﾡ/2*程族滅少し, またAM ヒのノ では 

/今*く らい信下すろYﾡ論していろ. .

od4ewx((タタ Pペ〜7*よな?)は. スイス②試ﾡ地○能系ふ 

と, DA同よが上倉回伐の成材々ﾡ主産登は 86N校比て x 

～2ダ 少なか っ/といっていろ. ﾡは く P*< > &% る

そ才 そ 力 2 ﾡな坂2 2っ o 4eccん 向 え 試ﾡ地○ﾡ系4 ﾡ告 して い ろ

-73- 
そに よ ば総収ﾡ 澄および取5能生産ﾡろ い す れ かについく% 魚向

泳のラベタか った. しかし こが約。 と こみは &cccko地 xはいえ 

ない.ク42cく/*za. ペ247) はこのが*始じ. ル仏に少した 

べ力2ろY. 2っ9試験地にツuce と 2べいく らか派夫 し くい»た» 

黄同夜 ヒ挑め て 您総 9 下沼向の 比ﾡセ : ○6系みら川断す みことはでミ 

ないとい? てい2。 しか し令 /«2年く«2ゝ ○とま。 断面検が. 位 

久7子方 フィ - 卜しハない強& 向似っロ ッ トについくは 成長登が明 

らかに減少し. その入さ*は夕分/2%に逢すぁ.

なc&zんくィ^« P2e3) は ドイツ北協郭の役。uん izつ 

いく央表んた鈴文な多約し方京な加えく いら. ﾡはﾡ検生ﾡ○ため9 

断乱ﾡは,ﾡいぐ/0〜/ラo平カフィ ート, そ○役は/ク〜 /JN 
子カフィー トあたりだと待ﾡした。前に法急しように. 枚は断め浜成長 

受のポかめみた系道断司浜べ &フ〜ノタス 平カフィ ートてろクこと «認めて 

いろ.ﾡは材X生ﾡ置今透合. こ○系迫値は地位○ﾡいほど信く な々4向 

なカみといって いわ。

2wwuxk ては こまく4o.cん 2/すクNﾡ泉列が除ら他系小会 

あ*ていろ。 しかし こらは直な2イ ンチ以下の木を除いた離就成にら 

し、てり もりぐあ ろ. 非若いぐないﾡり. このような小、ﾡ木な係外し 

くそう大ミい私は生じないだろう. 送&cecん の プロット で, Aen- 
u火ム&t(/ライ Peoゝは B, cおょびD炭向く私係ﾡ検○断乱 

ポはそ* 0ス, ァ4お上び ア4平カ フィートて力っ) ﾡに送。 な 

こYなﾡ女しな.そうして 断a検 /スタ平カフィー ト②AA プロ ット今生 

彦 星;2 广% を く. 断面根イおよび2?ギカフィートのE力よどF戻○生 

&ﾡはよ〜/メ 他.かっ た .

Xong2oe く/アダ/ アおよびラ/?) は. デンマーク 林来
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験ラの 役eccん 探車地資料の続田/理久ら. 少なくY 名断面検が/ P 

辛力 フィ- 卜にす々4千は 材Aべ表・ く 座&24イ ン す以でマ除く)が 

増加すろこと %兄した.

24とと%とつと&cctく,Pケィ P〜フケ)はみwとcz ○桜表に対す 

2パー とントでりしたル小生た番 じ表9 バー セントく示しaそ 

検と名 比較 しくいろ. 2wみ 4cuce ・円tくAo&c っい < 

秋表教値っクーダ2メのﾡ風内ら断mくは 材根/長重亿影書べなか 

7/. しかし&%今場令は. 2。イ&力よびつと&..tよば.Aべ 

ﾡゆぐ林ぬ生人登べ明らかにﾡ下すろこ とが認められた. 香電に映Pんと 

A終&. た c え ば 収複去に ホで 丸 友 折商 放の o一s。% ○完乱内 ぐは 

この萩少ﾡは大体 /eメ でろ っ ん

ク242〜zく,?Sゲ 2 P /と～よ >は<2年以上にわって 測今 くさ 

た/22年生92っ。プロットについて報ﾡ しくいる. こ○期問内○同似 

ブロッ ト の成以谊は 7/スxカ フィート. また無间役プロ ッ ト の を巩は 

722立カフィー トでろった.

こま ぐﾡじくさたことから 同イ関試験の効釆 に か、な ら ずしもすペて月 

卜 ﾡ向 々示して"ないことべわかろ. 多くはな い 総m o 知似に い < 彩 署 

がないことそ示していとべ しかしﾡつかの共験では. 材偵生准登ゲ少な 

くヒ8 Dナよびそ上ら強*今周似でﾡ下 しくナり また2っ○ビ公 

当系くは周によって利秋生鹿童が増加 する ことが示さて いる. こら系 

検のもの9/っは地仏2惑いヒ-ス 土坂に か け るz ので•おる,

何くかみ着有は 中角及。ゆ係っ と さ に系大僧がえ らたと方えてい ろ 

く4rzteよcそ2た, Z-2dcxtear. 名イピc.. Cazイvneu. )が 

その-ガ <はﾡ炭 の枝探あるいな熬间戒 o と ミ系メ催がえら と方えて 

し、 ち く5aどewz. Cete?cct とcc at -Pangd2cそez. Re花れex) 

へ々ひいク。 しか、し屏Oカシュ/ ○プロットそ除、大新今今除くは。 D 

戻おょびそ上○強さ ○/てRﾡが低て す»こビ示して、ろ

乙％ムス22 く/タィ/ P /フ > は. 水○なえな チ字 •と ◇ように表わ 

し た

F. 8 立木材検、ど オ検ﾡ長 ﾡとの 関保 

( Ca2dacそcz /タム/ )

ごテ 8ぐロー マ表字 は 合andzcそec が " 品及 メィプ" とよんでいろ 

ところら 紗○な表P しくいろ. ・& イプIでは分はﾡ て 解が的 ぐ. 

単木はそ○砕根木に対し <彩そ今え < いない. したが って 年いﾡ くanwn-
a2 多と&・)は旅分○炭立本救または材検に比例すろ。 密&メイI 

ては. 早次ﾡべ次業に水や流づく世ﾡな示ナ。 すなhら木相ﾡ○ﾡに 

スオにﾡ争べ始ま っくく2.
クイブI○ないﾡﾡでは. 収登協保がﾡんビ永平てなろが. こはﾡ 

が、林分名及 と憊肉係 と なわかな りない紀団をホ し< い わ.

みをイプmにおいくは. 及ら増かヒヒも に収ﾡ 

のl下休生すろ. このような収遭○下 はメイ プv. ナなhち林ネ向にﾡ 

しい統争がっ てﾡ巻傷等12対す るﾡべﾡま り し いイﾡ不現 っ
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よ うな器及系件Iに いたって ミ らに大さくなろ

4on夕x2.t〜2 べこな依ったとさには + 分な契料べえらなかっ た 

②で。 る器Aイ プあくはま必て及な与えら - とが そさ なか、った

<2n12xな べべなる及クイの収ﾡ○低下は. おそらく光位っ 

恐いと ころとかフ4スの 分解の遅 い感冷/ で •阿我が風巩 た 令に叙ら ラ 

でカカう. このような湯念つ\てはまにろとぐ攻り»げろ ことzすろ 
・ 

型盤 な林で生する薪書で傷者 そよ2政長 ﾡ減少のた険 zついてもろヒて 

べろ

P4◇同似公都AアィI* 1○境系付近にろろヒえサは ム. 

そとそ②台係は 上○納限っさぐﾡ遭○知ﾡによらす. 大チ教ら研ﾡ 

者べえた台系と一致す ろ ようzﾡわyろ 
今

2e4uzく,7* a. P夕/～ス )はそ○研効っ中そ. 主として羊-ゥ、 

殊だけ名 もとに <ﾡ論な f し 相内からえぬ系は2次的Iz しか方えて 

いない

彼。意見では,後者の方妹は 同長さ○期向についく幌京しに特系に 

よ々もっく4く, 入登でしかる枚獲な計色な受すろるつくろって」 s 

数の登因なすベてコントロールナろことは函ﾡでろろ.

直桜的な状除けにもと今いて. 今。ととuはAc.ん ○総材が生産費よ 

断ﾡ及っ値がその年令でﾡな承大登っ,4 %. おろ い はな巩 以上ぐみ 2、 

&リ入 ら なし、と結谕 してい る. 桜は 2のスwxす xucc ○場合 6ﾡにex 

2な2はずだと方えべ, し か、しこ の 樹種 は #え令○場令 商A。 

うマ ﾡ能カメが力っ こ t %未意 してい る.

こらの主表な能系4つ。4と.uく/?よ«2. アノ)から承ﾡしく夕> 

に示しておく. 折し論スら中 そ 22 く / アタα 4 . P パ ) は.地 上 

部 の 総規旗成長の 絶対 堂忆 あて はま ろ よう忆 こ○方え力%殺し テ

/2 に再銃 した グラフ を 提来した.

立木総面 くなﾡ大ﾡに対すォーセント)

F. 9 断面ヒ材積成会ﾡ とのぷ係

新

我

成

氏

堂

許ﾡくﾡなﾡ大ﾡI対すクパーセント)

F4.10 承および断面ﾡ成依ﾡの係 くウイ&と

4 ペ )

こっ因は断品渋べ系入他の ク%そ他下すま ては. 最今材積生た番 

/z ※化ケ ないことそ系していクが. 加々び ぼ uce ◇場令. 何っ 糸件 

2つけらていない. これら○ﾡ飛はがeccん ぐめ成立ちそうで力とが 

方慮 したのが直核約な試験ﾡ系だけ としくも. 2 ce ○ﾡ 

期月 会体な じ< これが ﾡュ する か、ビジ カ、 は货わ しい. タ教の プロッ ト○ 

ﾡから作らた。2イ2 およびJwedlen. の収桜表は, いずれるﾡ祝て
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ミないが, そら今ﾡ系ぐはﾡによって収ﾡﾡべ老千下すろことが示

くいク. 2なの場合にﾡﾡ*材ﾡ長がﾡ滞しがちな. 地位○意じ

場 用•では例外が犯わ ら れ よ う

このような ス& Iそもかから す み,2&. ○グラフは 大ル において

24 ン2cと ②場会も工 しい. 向て ともなう 政ム量○減少は, 

断命検が系大催のよ22に下クまでは桜かで. ﾡ際には っ さ り した成氏至 

○政少が認め らろらはそyくIになろ 場Aだけ そろろ

盗べ指核にﾡすヒ. &を4 の历合 おスらく ノーa及までは吹ﾡな信

下しないY ﾡわ 力が てはﾡなよリ少し 収が む22 イと

ち ク く 天侬,%似)ヒ予想 でれ う. 名炭べ初 っと負くなったと oガタ s

ペ はり や ま り 大さ くなく.指女 <2○き の 旗失 ほ 可能な 双ﾡ収翌。 2

外メ上(そはらない

欧州にナけ とﾡ験から導いた こ の一級阳掰諭尔. ※回 そるろくはま らな 

どうかは. 現のところ不明でろ2. ゅw-tパオoツルとが戦地はまに 

ﾡすさくは? ・ りしんﾡ命な女す ヒこ力まくいっていないが。 LかLこ っ 

湯くはﾡ分灰った成及形ﾡら 生す・ろ可能性が十分継必られら

・ ・
大ﾡみ材演生&に対すと問似○効系べどんなぐろって %. 林系の央ﾡ奮 

に対 しく 今え々 こ効系の大 a さ は任かぐ. 二次的な彼冽 を もつにすさ

い

向物ては他の和で非布は?きり した利象べろって. 総ポ生&登な少 

しくめい減少しくるあまり大さな炎の生ずるこYはない.

こまぐ捨じくさ/刑の効系は,輸ﾡ○初期にm始*Y,教的述 

インチ ーベルでﾡ名*て ・た試ﾡ○ﾡ承てろろ. 内依○保し矢非ポ 

そ糸い場合には. A と ぐ就。 す る よ う忆, 全く※なっ た結求べでろ ことな 

タ い。

付沼ﾡを及えたあ合ら収ﾡ-------wwww**業キ基季で電事番著でw季等事番で*マ*®ィ®ィィ*で *** -*-*--*-*-*-

同 ダ除○結系に 同 連 しく. 進林地 ○地救ﾡ岡が政○他求々ﾡ単に 注意 

した力べよいとﾡわ夕.

夕aat.く/タs2. P〜よ〜夕>は. さミ/に述へた、う..αt○試系能求か 

ら. 材検の成良型についく烈もしていろ. 汰令 ag年のと き. こは 

スとoようでろった. こ○ふによは /よフィートロット○生 

星ﾡはよフィー トN/つ スよメでみわ. 残令な とと にの プロット く /eフ 

ィートは位上ぐあっく. ○プロットY比ﾡでまない. •

Taど2o 18
我. A 常

林令とさ2工 
ーカー当?材く学卜) パー セント

クッ内約○ない特崎

I2 対すみ材ﾡ 
—

介ぶクッ向

すみネ公

A 纟/x 4 フィート S.24o /2 ? ク/

B 炎4*4 ・ S. /◇2 s4e -ス2

44*44 ? 入$2e ?/ /。

Ca 44*44 ・ 入/22 4 / -2 必

D 28x2e ・ く 8.222> 5> よe 夕

日 S X よ ・ 422 /2 ・ |

-る名なるﾡかに地位今及い とこっ2ろ. どのプロットそついて あ. 

% 妥な賜合はは向我幺おこ な っが. 堀及の一番ﾡいプロ ッ ト くは. こ 

はスク〜 s 年ては じ /. CI。 プロ ッ ト は他上りめﾡく旅 L た.

※な林とﾡ○ﾡいは クッ内 まで○/. 土※およが 知 の利用か定金 

/zおこなりなかった こ と公ﾡ田く. よラィ - 卜N岡場令 ウッﾡま 

ぐラ ¥を しくいと.地位つうクタフィート ﾡmな 除けは. 内独求の

ポ成なはY○円ﾡく8ﾡじにな っ < いろ. そりため成反爰 め差は輸住. 期• 

シ •史 じて 岡 じ大さ さxなる. 同夜 f わ木○大ささ Y得木○平均直体は



Taパ。 .1 9

ノク

商 /940 /943 /94 6

N D VoL N D VoL N D_
/* *4 /22e /&よ /クタ s .ノド <

44 X 44e / フよ ae 夕 /一 <
44* 44 7 N.N /げ xx 4よ ス

4.4* 44 々" 44 /7ヌo 百 44 よ ダ

22 X 2テ 夕 & グ/よ </ ss *
•a/ .

//よ* 4 /よ o /e ラ7 &8 よ 3

/必ノタ/て ネタよ ラ/て 非常 忆策かあ み. ・-

メ令な こz に、ス4と../9②次後に示し た林令は. 会/ 円tそはない. 

したがっく 偽 % ﾡ場教す っことはぐきないが。 しかしﾡめ逃なスっ2 

プロットの/ゆ木は, いっでめ小きいこYがよくわかと. ﾡめあ及。 

ロット<は «4年まく (z 生里 *た442立カフィー ト今ヤ、 アバパ 
: ・

ユカ フィー トが炊表 らたが. 一万系 も向岡 ○ないプコ ッ ト では" 7 年 主 

まぐの 4.?2 ユカ フィ - 卜②うち み22払カフイ - 卜が除去され/ にす 

さない,

どou ッ ト で め将糸の材積成長ﾡが月 じまま ぐ. 収承表○催にい s 

のY仮父すとと, ﾡや期会体く地仏上○場令ど^年ﾡ後くろと.»に対す a 

総材が生ﾡ致が子でさ っ。こ○算偽系から 44x<4フ4- トオ こ ': 

比と救 しるﾡ救 ﾡ rc 対すろ 期 生産至は次のよう干想さろ

オオ ポ、くズゝ

*____________________ ― ; » g *

- .. /949 /949

VoL N D VoL N D VoL Aze

co //o ス。 な $+4o

44 え "イク 火

< 74 入 ^4e es

2ケ 4/ &c &e 3 。ブけ- eふ

4 &/ /2.2 /2よe ee ・/2 4/22 #*

・ / /2ス 4 < / & //ク &7

だ付けﾡﾡくフィートゝ

炎/X* "< /2

4* /2o

44 X 4.4 P

/よ X 〜ケ ケ

xゐ地救向ﾡがﾡら結系る すべてﾡじょ う なー絞的破向も 示 し くい。

総材検生産登は私をらと 、に浪大ぐ,ﾡﾡべなく なみてっれて 次オに低

下すと。 たとえば2eとt4イe2イ ○試系光ぐは, ス8※ 2.S プロ ・トo 

42年oと さ 材承生産型べ. $42 立力 2イ - ト ぐろ った○に対し. 

44* 44フィートゥプロットの 生た致は. よ 2 立う フィートにすさ 

ず, / ス ○個下 そ承とて い み. 成材 々検さ計ﾡ すととこ9 は &z に L 

かならなかった <zaaズんc /タよス. P炎42〜/>。
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5激冠の帝動している部分の其ミと自然落^

名 な林っﾡﾡがﾡ用 し 林。 % e より か<. 細長 いxいう こと は会く 

明らかでみろ. 夕onc4wccん(,P Pみゝは 生さくいろﾡ計活&・ど 

あと岡係づけに他べ ﾡ&周ゆによって増ﾡすることそ系し/. しかしﾡ 

高に対 す2比とで表わし/放のっいて"ないﾡ谷○&さ は. 樹齢融v7関名 

ろみとさほ どあい相綱示 &かっ. ﾡ放○遂制 ○永り 力は. 周似ほ エ 

リど木○自ﾡ的将性によ々いつつようてろろ. 白依らy上ッは 林 4 

べ遺伝的てﾡ一でない限り植救周ﾡ 4 主義な相岡な 4 r ない.

2とど〜ytzt ( /タ4～ フ. P スタ ) は方 い す イuc○が

及べ, 樹南 の /e～ よ2x ぐ走令に なろY 3e～ «rxitなわことそ系しt. 
ﾡ沼次彩«ﾡの送はな外少 a く 2と.どcつ.utは中角及点で 一ぶ

彩及 间様 ぐ 7/〜 4 z. んnx&&w.wckx ・ァ/〜 xxIにな為 こYそ 

契た. こっことから系る強友の河似。場合におﾡる私が系入なろ. ・ 

せならそ②ﾡ合料冠長欠系太ヒンからぐろろ. こ○教催は, 新〜ヤ角ベ 

でエーカー当り パ20e～ クc202 立カフィート. okneL2u.w.ck化a 

<エー カ -当り 25222 カ フィートということ余 Pか っくいろ.お8 
意ﾡ不央さくてめ 材検ﾡ長翌は大さくならないみら この 理由 は欄盾！、 

○ﾡい 場合. 日ﾡになわﾡのち合べ多くな2 ことI2ボなければな らな

20? >.
Awwm2& く/77 RP お上び /P44. P)は. と。ua ◇プロ ッ

ト り材角る幺沢の よ ラた根 告 しくいっ.

同皮反 /9 ケ / ヲ

A 才 o/% .材高。 スノよス

B ア

• C よ ィ /

LC' よ ヌ←
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2cとdeotannt は 役eccた ○ 今は ギャッ( ﾡ > さ る速にﾡめ 之ﾡ 

カカミ大 といた必,樹舲执形向減に弟かな いと いって い々. 岡iIにタoえ。..

く/クタPバ> 5 強员 円 * なお こなっ/-4。ccん 林○ 耕届 &ベ 大くな 

とこと%報めていク.

々ッたcx&cce(-P+夕 PラクP)は、/と林分○自点※次な論じ通 

内通※な林ぐは こは大きい彩容* ・/ないとﾡ給し <いろ. ※いなN
すろとさは多く2 お炭 そょすっ*. ﾡ伐べっ 科件 & 台 ベﾡ及 o た » に好 

ﾡにな ってい2. 族の こ方は 株木○杵性。状公ずよく生ﾡす々堀周◇ 

長*に図係しくくと. ﾡ及点やくは本が&場知生さていみっぐ. ﾡあ求9 
こみカケ大さ く なり. ﾡ«大さくなろ.

生 くろﾡ○及さ ヒ 負途%状っ状想はﾡ粒"地位Iによっ < 非高にス物 

な大さい. 地位のﾡいヒ ころ そはﾡ冠べ小さ < 上まぐお»べった除べ及 

々ﾡ系さ2. とえばo*/u くは比校的味ﾡした林く8々のよ 

うクなことべ力と.

6材の遠良

柔ﾡつ材○ﾡ及力2いは比ﾡは年輪ﾡし盗ﾡにW係して い之。 熱場 

は向似す»こ Yzよって 壮帯 に 増加 するか、ら, したべっ < 盗戻は減少 すち, 

この戒少塾は料ﾡにより, まれ岩干は地他にも内係すと. ーネ的44ﾡ々 

示すため. 納協ﾡ係* せた比ﾡを示すグラフな 火eewu (/ア")から

%網用すク. ご子・//は 東綱ら地位 上 つ 22ezP-

雇していク.&2..7o z引I用した 2 ○収永ら輪協2救僧に 

あてはめろY 直後政ﾡ か2ァ か、ら ヘ/インナにス/% カロ すとと比と 

名は2«よよから2αvよに. すなわちスよみ減少ナとことになわ。 この破ケ 

4 先原 指数な x&2か»バ よIz 減少 さ せ た た め に生じ た のであら
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「.11 ﾡ輸ど材っ比1とろ係. 22ezwucと 

地位上. 東2wdす く火2cu /タフ" )

ﾡ輪ﾡが 4oよから 2バインまぐ /2o%増すことよ って, 針 は 

◇よ2から24e2(下し. こは//*Yなと。 ウッﾡ府らﾡ輸な的 

ペスインタでろ っf3..t ○周mが戦地 分炉* ナこなっにヒ:» 

比と名は 43/ でろった. ウッ ﾡ水○年輸ﾡ はA/インク <, こ○材o比 

空は大体44スよになろく火ととゅ /タ3 Rcssゝ. しれがっくﾡ輪ﾡが 

2/イ ブチから2ュイン チにﾡ力 しなとまら 比ﾡ○減ヶ は スノ%てろら 
・
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らそい, 商す»Yﾡ系が力々ﾡﾡ飛並す々というのはかだが、 どん4 

秀合ぐも風ﾡ*防々ほはどにならない.

a&uewawuく/?よo. P/夕> は系風考についくはﾡ索な予想がくま 

ないYいってい2。強族点ゆ◇の カ が抵抗力 休強いという こと は、旅の セ

くいない. 比はタ くの同枝糸剤試験ぐ分用间伐プロ ッ トの次告か火きく 

なっくいあ. こ○こYは盗"ら方な林木が系ﾡで.ろみ及状木受点 

<ええろっ くいみたとﾡわろ. *ヒ円時に風が務まわこYも-因る 

方と.

ホな系の力にビ位耐えう みかはﾡ○形抜Y 派さに大いﾡ係す々。 こ 

はまれ土場イ ン土の水分状ﾡ に闵 保して いら. ﾡ依期 ○体り ぐ 

全我作衆幺とみと 3 忆は. ﾡ全にﾡさせみﾡに強及にりす久し. 風 

+す»怒力なつけておく必ﾡがろろ。 :

2吾と

風に 対 す あ払ﾡ性 u並に. 雪や永ゐ答に対す らねﾡ 力 は、周イ戈 z上→て

いにﾡすク. 2an3d2eそく/P«/ /(7o) は. 北 ○ 

年生○とﾡ系ぶ験ら結ﾡを報も しくいろ. ノタタ/年こらら 

プロットついく極めて 羽だ < 枯死木 のみ枚株)、ﾡおよ 6•板め て 楽 

の向校を行しだ・ /ダ※へ*のなの交理ご 7a&&2にボナ永バ生じた.

II ﾡ喜に 対す と抗性 Yﾡとの 係

I 風

商の偽米州ﾡは大さく なり. また 床が昧周 する と林内々吹ぬけ々ﾡ

○強さが増す. したがって林木は強 く根くﾡっく風力に対ﾡれしなけは

T4.20 ﾡ々な強さ で向し ne プロ ッ ト今雪考

A ﾡ
エーカー当り エーカ -当 ッ 

材喚くカフィート)

木 ② ズ

全 正 次

及めて利及 タタノ ./2 * ! o

強 & 42 /よ入 2 /

控ウく強& 247 "金 s 7 7
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こ こ て承状木と しくろげたろは非ﾡに細会い木Y計状および考当ネぐろ 

ろ. 向したたにﾡ力が非常/て適ﾡした ことがPかろ.

wede く ん次e く /ア22. P z74 > べあ系 したと ころよ»と

/ア。 4 年み膚似し くさた人年生の /分uc o ロ ッ ト く上z地4#系 

がくくいみ。 これ ら の ブロット は/ウス/年 の, 月/て 同技 したが, そのキ 

の幾つ久は泰帝/て兔反 で あ った. /。 月にお こ った強い系服ﾡく父ん4。

ス oようx救考べ生じた.

Ta4&21 ﾡ々な強さの同なおこ なっん/んし。分っ

舌き く あeceu )

・/みユ/季○向役 
◇エーカー当りネ教

ノァユノ年っ材っ 
向 イ ﾡく%>

ノクス/年0月っ枚 
各木っ材ポ<メ)

/ ? 4

中屈レ クイ / 黄〃, • ク4

マ7 ラ<夕 /8.4

ノ& タ フ 7 ど

2イ タス ス7

ススク ス7 4

ﾡめて 強及 /84 ダ ア

これらり結果ほ. 非常に強及のﾡをこ っ z直後らはﾡﾡら

り宮に対 L く ずっ と 秀いこ とそ示しくいろ。

このこ とはっの o プロ ッ ト で・ 確か めらくいろ/oそ4す- vce

この2っは /ラ/4年と /アス/ 年て向さ L. 3 プロ ッ トは/タス

にオ/ﾡっ周がおこなわれな. 浜わのスっはごく桜かっ枚客. すない 

ち材がの約よメがﾡ得 L 2す さなか ってべ. オ3o ロ ッ ト では /? > 

ダめ枚者なすった。

• -87-

しべって aな林*球&に向ゆすると そ○ﾡ役○管考のた険は増すべ 

何耳か、照弦すると. 向ゆしたの木はﾡ報になっく 舌をに対す々ﾡﾡ力 

な大さく な». したべっ く ﾡむ予ウ○沢負○カ法は河依な平い前期からA 

々 係& し て ﾡが片ﾡ とならないようにすクことぐんろ.

え。w*v&4(-P** P/く)はﾡ2e..a 池力○/8アクから 

/夕2年まで○含考ら妹な網べく 系ﾡ音かﾡ然におころ地力 ぐは, 予 

係と して化の#ﾡな下A ビすちニ役林な作あ力べよいYﾡべくいあ.

3 ス林火

条人央の震於に対すと問伐○彩番の研究は 峯有つ知限り 児当らな 

い. しかしなべら, 夫係のところとaメ&2っはﾡ入メは昔ほどな紀 

国ぐない. Rttexwn(?よよ Rイス) は. 北Jwedotではこまぐほ 

々森林火火尔発史 した力し 佐ではめっ/cにないYべていク. こは確 

み、に人セつねとこれら○地坂におけ々火災予内のﾡ系く力»が. ろ 

ろ遅氏はん休ﾡ考のﾡ系ぐど力». 夕次○れ斜木べ*く. 地表 

道生ら 少ない爲ﾡ似の動協なは 旅株大央つ系及ら溢条ヒ なわﾡ性欠 

メッ. このよう な休べ人人に な っ /ﾡ令の消火は意易くない. したべっく 

上く岡修さて 枯死木中お見かか っ 放産*べな く た少なくとるﾡ 

千の地本ﾡ生○カ»よ うな林分は人災○危険が少ないY なえく上い.

ヌue才す Concton のパン フレ ット く/ P7) そは. がu&ッk- 

久夕« すなおち, 頭みるゃま ぐ下枚を取まる こY)は.花ﾡ地4火災から 

々上で非ﾡに有効にとべられて いる.

4 害

ﾡ木」病木. および夕ず木を似す々向は, 一級2有各ﾡの入金
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欠生ら-つの子ﾡ手ﾡになみと方えら夕. すなりち 工ﾡで成ち○ま 

かな木は認ちゐ糸ﾡ々食客2好るな系件を与えな\から てろ

P2n子<とイ(/7ィ< Prみ)は. ﾡ孫○係軟から. ﾡ好な京状い 

ク け/ そwc イucと 林分は.ﾡ府○林より % 2azた 役とt 

○枚考が着 しく 少なかった uはべ ていク.

しかL 教年ﾡ. さ さに外n した &ewwtaxた o じ*たa シuc の送 

地では. ととu イoux ○きが強及向伐プロットぐ承る永しか。 

たという注目すべさニュー スが #ら *れ.

ct, eスそイ および じedcを /eぞezd く/アー火 Pox) 

○今えた教値よば。 / ラ 42年○枚考のパー セントは次の血りくA ・ 

た

商ん段 A B C D

ﾡ考辛z ラ 4 ケ7 44

同 一林分ぐ %入な木に枚考べ条中 す みペ向がみら み. し たべっ < 点 

全○送は. -郭は強及ﾡプロットぐ大ね木が多いめヒ も方えらろベ 

ﾡ時に商依そ2 % め が林内 気温 の 上界 を ©/らし. そ○/めzこち○A 

客*参介しんYいう こてもろり うク.

枚きが大況ﾡにな りは じめた とさ. / アタ / 年ら ク月 //日から2ァs 

友 でう 同, 漫及別えべおこなわ. 々とew Y8eど アとuet、 

/?$,P4) はこ○叙洲から。 米生木○ﾡ皮ﾡ及は. AAN似コッ 

卜②ネよ リスよ% &くな 合が りうろ Y述べて いク.

Dほ向似プロッ ト今林内ﾡ率は , A及内水 プロ ットより千して 

高いくP4よ).

4 度 卸核ブロット に 比べろ k. 係ﾡ材希くんcパそzcイ&caton 

_カーリ ノノよ本ゝの※まαoMのところぐら 平均地ﾡは 。デ く

-89-

系高地ﾡぐは8/F寺く c っくいた.

こよう なﾡ及ムはﾡ後の依谷 o 増m«就明 ナカ上で系が 納 しう々 

解系と&わ八ン

5 溶 客

a考に対しく, 円似は一択に %除約な彩号な今える む の と h2. 株 

各2払べらせ»おそ○2ぷる木な糸ﾡさ ﾡれ力○強い食木そす こ 

とょっく」 沼似は一ﾡ催会なそ作り払すめらと方えらみ. ・

しかし &etmtaxた 月じ オu。 てろと た。 イcと と地ぐ 

締通くアtうx) についく意外なﾡ飛べ報ぜらて\ク. ペe&-

wと&4en.("アぜ. Rスス4)は. イネぐごo&ァte< 

枚ﾡ%受けたも○ら 本表ﾡ令な 教考 していろ.

nto-こ 今

商枚及 A B C 0

「 系1 2 / フ 4

腐朽画 の初播も絞の% く。2 o よ 8 4

,3 - ラ ス

このうっ②ロットの な木 ﾡから次っ ムうなパ ーセン トがえらた

<P 23s). •

資«戻 A 8 C〜D

渦番本衣 24 4? sよ

ﾡわ苗○ついくいろ木のて o 4 4

る千ゐ及物はろ必にしても. 強及向プ ットで ﾡ考がチ く な 2候向か

は?さり契られち.

AokxonY 又o・txct(P22み>は. 今※◇サぐ, こ今ょ光はよ

者の州地ﾡzL た % ○ぐ, さ a4c- 2ラフィー ト砂に殺わ
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くいクY述べくいと. 才3系② ロ ッ トはナベて e 2.y フィ -卜今ほい 

砂○%の上に成立して いと, ォスト列 くど秒名○周い報分のるべ夕く 

っていろ. 枚新木とﾡ会太ら平均直な○向にはメへ認めらなかっ/.

アo合4zax4 ◇と-ス光。 2wv カルル 同ゆがﾡ○他沢から 

次。 上クな商ゆ人ら枚を条べえらていっ.

同 代•度 ABBCDDDL 
ﾡっ考木ら , _

パーセント 4 7 /よ ス 2 23 8-7

夕っ2 プロ ッ ト②立木に才す ろパーセント は次通 り であ ろ.

ﾡ校& A B C 0

調省ネ欲 /2/ ee /ee a

被 若の パーセント / oケ

強良ﾡの令に枚もべ大さく なろこと はﾡいないxい.

Mルシ％“九 と Pッ子とtx (/ 224 > はまた. 火。イ〜ot ② ク2owwc# 

ン。について. 次の よ ラ な我値 スおヴてい る.

Aﾡ& B B D

枚考木のパーセント +4c

この 埸合地位 。 残い ・ こクで強&向似そ おこ4う Y枚名次増す4的族 

ら / べ カまりはっさりしるっでなく,枚考条め 8a&aaxd ○ *会 

*下 ぐ力っ た.

どどuん("?3 P22s)は. 強及膚なしたﾡ系うかと. a-- 

o4 otって際し状考○ﾡった例な永していろ. 表*ハ/系体劇似 

”結 釆は 次9 よク zおてﾡﾡ44向そ示 L くろ.

商似&A B C D L

的窗に”松乐 Q セント /ふJ /み« /ど/ 47 夕/く

Awo22く/?t2F8?)は教字はあげていないかoそ。 ん z

-9一

Cとat /c ○タクtex antodwc ○枚考が. 強渓○場合に少く 

な ろ彼向かみ ら xべて いろ.

•找の ため •岡朽 よ "ちの枚考べ増m したとう -ら9 英例は う 

てそ。 ○自ベ か布 o 町 卜に力あ ﾡ林地 ぐ 生じていろ. 林地 ○5っ 

かはヒ-ス光称で汎ル川ﾡ光のように, 極朝 な 条件 のと ころく•あ ろ. こ 

まてoヒころ. そっﾡ迎○御土ぐろり. 大烈 火航尔 お こ なcbてみ北放

は 上に座べよ う 他求は衣も ハ くいz. Lたベっ く 引用 I /に能 

的は一歓の向似にまで旅烈しく方えろことはでさない. 現なつこら こ 

○総ﾡは系知土地帯だけに限えしけばならないが おそらく そは 

ろ将殊なタイ プ○土戦. または他○る的 な糸件に Rらろ Yxby .

ロ 土換に対すち ﾡべの彩響

林の 土壌条件 は. 少く○ﾡ子に上ら様盤な場ﾡから作り女*. そo 

中で 必技を里要な因3は. 数物員○4材 —— すなわち それが肥ﾡでろろ 

カヽ. ぐせくいとか またみ広ぐ力わか池土ﾡぐろとかということぐろめ. 

土場○飛止には水公系件め ﾡﾡな因子 ぐろろ.

こ こで土逸° フムスら逢に彩署«今えあ根ﾡなすべく今因うそかず2 

つム"はない. こら○多くは 人為的,て及えみこ と は不可後であるべ, 

しかし フム入り城紋や 分Wに 登表なな々 tっ救つか○因今は. んみ田 

内で同伐の影解X火けみ.

1 ※ 栄

フムスが作らわ場令○有ﾡ物○主委な供冷系はﾡ素Y も L ろと場合 

/2は光表ﾡ 生 o 休 そ力2.

分のふ糸は. ﾡ穫 林令ナよび北位よって系な2. Mル以かく
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/74 P/〜ペ2)は. 系にアすちﾡ准○ス萩な此し. 2々な恐浜? 

て外系の検余至についくﾡじた。 2ozwwy ○状除台系○製っか々百 

・て, 食せな土逸糸件さ水ミ せみ②分ﾡ しなけばならない殺物? 

・ 名 契べ てみょう. 224 く/タペ2 ペ3～ "/) は 2～w- &と

○系べ, エーカー当り スクッ4一 /o。 ポン ドぐろろ こ とz認/z. 
止学的組成ば樹程设 よリ,まん土ﾡの肥※&によってあめ。しかし 一 然 

z糸券によ っ て土ﾡ2又えあ糸分至は印み的てろろ ・

42年生②つwsす.c林でウc は /年ﾡ○対熱ヤ◇送会 

ﾡは,エーカー当リCa2が«よポンド. K。2が?ボンド. P②.が。 

ポン ド, M が27ポンドに上ろこ と 認めて い あ 
・

か し 史米べ河ﾡによ? て新なﾡﾡゐ まま永遥さ ろY, ―必 z ♦二 

の畫面上 S 教学の2専忆 キル また M はよ。 ※ﾡとなみ.

4eく /«7 ダブ" > は 許a承犯町 ca～/2 平カフィー ト.、 

今24生94ecc%, 林ぐ. 菜/覓 カ よび养; 面枝が•ほぼ用一てあみ ことをm 
と した,ﾡの検は, 状が明らか/2ﾡ団しくて\いろとさにつみ低下した,天 

と絶系は 2wwea イcc ついてもえらくい力く P 夕Pよ ).

糸は, タ分町ど直ﾡは着干少なくな々と恐わみ. しかしそは 

ﾡそらり②によって地上次置*と翌よりタくない. そ○. ﾡ代 

zよって 然兼星 着 し い彩暑べ カわとは方えあない.

地表ﾡ 生②遺体。ﾡは :地仰 ネ件 Y 林分絡及 と2よっくを々さハろ.

ク&oと </2 P4>は, AICよ っ < ﾡ木○成孫べ功&ミ み k む 

べたべ, 学本のﾡ体はﾡ分な夕く. また分解る予いから 向はこ○ご 

zいて 土ﾡ 系件 o 改場 z っ

2 温及Y成長ﾡ②長さ
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&cnwtaxた o Aaaaイew. と どecez Pなcn が. D ﾡﾡ &ぐo 
えと光当がA炭&◇そ よ り スF よび *.F ③くなったY 告 L 
て いク こ とについくは. 前になべて お いた.

元。nみc(バタタ&パラ3Sゝは 北、Jedu zいく /ス年生っ 

22みw.c ○く小必木が密生しくいろゝについく 犬点プロ 

ソトゥエーカー当 り本択が/バ22。本, 2っ○向プコ ッ トの本永がそ 

そ/e2oY &2◇本っとゃにﾡな央行した。ﾡ似○系っへく/クス 

〜«◇A) の然间 ほ区 の氷深期/等 はブ月の約/フイ - 卜そ. 土坂。永 

派は ス2よフィ -卜Iz なよんば 決能した 土扱京ﾡ係的 2融 けた oは. 

広と 月/日 であった. 4月ヤ« は土場表ﾡべと け は t くい2.
ﾡべ2Nゆしれの3八○番登は28フィ -トで, ﾡ○決常系は/ 

フィー トでろ った.ﾡ似○染ﾡ智なﾡけのは 4月 ○日 でろ.

/タスグ系から /P24年まで ○岡o.4. 7 月 ○平均名 とスヒ 無用

Y強良ﾡて ットろ4インチらぷさらとこ ろ○地乱は スス°F と ヌ?・ 

Fで. &イシチの派さぐは43Fヒノスo・Fでろっな. この場合。ぷ及送 

は.4フFとよフ・Fぐ. 契例○大ささぐろろ. しかし支るしなけんばならな 

い o は, 密Aら い力がエーカ - 当 り で/ 2。と 422本 て越く 太 さ 

いことY. こ○各生林分べ非常/2ヒにろって、 気象条件公意いというこY 
ぐ力ろ.

地温が高く,土米○決ﾡﾡ門が短かいほど木②生合期点は及くな2 と考 

えら々. 6k2wx (/ス > は こ ○ﾡっ系係報告 %おこなっく

いろべ. *よば. こ②試除けぐなく. ヒ、oedex ◇他◇ビゥず 

除zおいて %, 負次②ﾡ状急から成角期ﾡな炎長 したY は縛ら らなか 

っれYいうこてぐろ々.

しかしら 成& zついて は ﾡ伐林分ぐ 生月期 商つ長 べﾡ待 せみ.
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勿y星m</プ4 一7)は光 Acdoa o / よ早生9 u 
かみ土坂る及梨えの常系な発表 し ている 発周ゆ株分くエーカ-きリ 

許a検を /フタから ク2ネカフィ - ト に滅少 > ○&○土燃る&は 条周ゆ 

林くエーカー当り 断命秋 /42平カフィート)よ り6ヌあで$-ょよF 
陽くなった. スの乱賞は周によっ て始んビ彩容*ないが, 春にﾡAへ 

決ﾡななく なわﾡ期がど点位まそ早く なろ

れ%んく/タラJ.パ/)は. /ア3。年2本教で24ダ. 材満ぐ/ズ 

②株る方こなって. 土坂逐&次3よF上テす»ことな又女しん.こゥ以 

験は中都力“号 の 今ce を令でおこなわたが. 温庆は地表 Q 

的 タ インチ 下 の 先男 層 く p&wunuxtwなy-&。y/)ぐ測 った.

土城混及に パしては. 下ﾡ林冠の除を め ﾡとほLん ビ 月 じ効系そ示す. 

したべっ く通及べ制限系件に« っくいクよう な光城では. 下層○被圧木 

灌木を 取除く 必要が•もみ。これは』<2グルカル心 てはれに上く炎村ミ

ろことぐろろ

3除水番

2イ&xく74 ペー) ○引I用/よは.Jto4Pe&tは

*oed4et そおい く年除水型 くよインチのうち よo-42 %次 ク。u=, 
uce よって 係件 *クこと% 帆茶 してい る,林条ﾡ生/ 上っく ﾡ表

*々の登は生角期向において みみ 他○ﾡ期でメに○ぼろ. 単 

澄のう ち渗受 して クタイ ンチメ上今深まにすク % の は他 か/へ, か す 

さない、 /日z テタインのﾡ水べろったﾡ令で、え, 系さ44フィ- 

卜以上には»必せず. 法敵に上ら 幺のを 含めて g. おそらく そから本 

イ - トス内 と方 え ゅ. .

したケっ て. 光で水○個い場では土逸表ﾡが逆下水Y は会終別題4

-35一 

力»いは会に切 りﾡさ た ・有 ◇永分組織* $っというこヒ 認v ろo 
が式本的に1表くろ».

肉状木誤 9 U/2 与える影兽は こくﾡかなから 全部耒幺湍らし くL 
ほど強い雨が降っ て %. ゃ ろﾡべ大ﾡに少すろ y はラえら な\ 

・

ﾡ及膚似っぐは材ﾡ状彩 mAが若干 少 な いへら. 小西 o 同 ○術灰ﾡ は 少 

xくな2.非ﾡに 欧m し/ではいつでる地上に途下すろ明○澄がタくな 

みべ 地表ﾡ生ケタ くな2の 係水ﾡへ増 す.

円似のろと.#に料ﾡの仲長べろり平くない外未洲では,周◇係 

水力はAかに他下す2. アAa2xzzaxdo地位○意い. 乾いた ヒース推帮 

土逸で.材検生准ﾡべﾡmすろつは 力そらく. 光表に並すろ今ﾡがタ 

くなとためと恐わみ. 合uたたz2aくァシス P～)はつ2cそ〜ペー 

以Z り過密林みで. 月から /○月まで○期点内Iに神衣、と西ﾡが会体 

。 $0※に座すみ こそ 38めて い る, また名な林○状ﾡは ～ 2* 
て々々名なのそは スo- タクz で っ 会く ﾡな林では補授、ろﾡ 

・

○登が一脅少な く4と. パw&/化z&. は、 ot な ¥ Acuc& では捕我 

*と ﾡべ weす 今uce 上リ少なかった といって いみ.

4 フムスの分解

のw%(バP7 ○を内実験によクル フムス○余解はNoﾡにﾡ 

Jナ很 りイタア まで., またHては24°F4ぐで増加す2, こらの条除か 

ら, 北段の大那みでは也.温が フム ス分ﾡ。Mﾡ因うく力み ことがはっミり

帝 乙 の 式験地○ﾡ洲 ぐは, 千の一時的め系がみ ら お»せよ

2o.k と ucc ○湯令 検 し た 円及の紀田 フ ヘスみ糸件にﾡ人 

とf%がみらなか、ったく2ししemanut /ラ32.P/8o 、/タラ〜タ7



P-ヌス および /P2 P/2).

2etxaxた < %, 地仏 ◇よいところの &cccた 林くは. 土 ﾡに対 す ろ 彩 

署はほとんど認めらくいないく。22。2 /よ パの). しかしん 

w イce そ つい パwdeAcdん ( /アラ > が. Aaオu。 ○試試 

○A段プロ ット o フムスな分解○係 H なけ 2 生ずみそル型 ぐ力ったY

告していろ. 向枚すみこYによっくフムスク分解ﾡは/す»か, L点 

oプロットは ペ。 %チ型 令ん だ ムル 型 であっ た.

/oそ2す から, C22242ととこ く/ア/ F 字 ) は そ令 の 2&4は 

ucc 救火さﾡ々 ○向イ及。 ブロット の 士 炭分析 の 結来 W 受太 

したくﾡ/z E.がﾡ又ム版した ) こららプロットはノタ2/塚に 

ュルー Jクoれとみてろ2 ノ«2年生のほとん ど魚同林に設火ま ハ 

た. ス4&.22は ノクス/年○点れ約Y 岡イ像○者/増ﾡと乾添土ﾡ/夕 

カたり ○望糸分な ミ り グラム単位 で示 し た め○ぐろろ.

To&& 22 、ﾡ。。におけろ姿及Y 室素

プ9ット I 面

/Pス7年e 同伐芾 o f秋的る及教、

, 商役 ク

状京ﾡ後○先土/々ちたり ﾡ糸 ﾡ

2日資滅役 ・

429* >

ク :

4

<

Q o

. 2

4 み

2.2

/ /

2. 7,

« ?

スア

29a o

ス

◇s

7 «

3

2/ e

/ロ周のら /ダ年係通した中角及周の / プロ ッ トそは安系がこ 

かったが ーラペマ強く向ﾡし九プロットではごくかﾡめらた. フ 

スな素験室 ぐ 夕。 日ﾡしあとぐる ォプロット では 姿素が検女 ミ •
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なったが. 花ゅメロットでは大ﾡに始mした. ど0日検にっく才/プ 
・

aッ ト の フム入 に堂奈が.あ らい見た. 全糸i○所まぐに こ○ようて長 

百4財範幺必要と すとヒいうことは, こゥプロットゥ7 ムスべﾡ久検 /4 

早2段過してさえいかに入性で力ろか*示しくい». ・

うxx○体系は. こっ地域○た○規膚似林«対して 商の彩容べ非 

名大さい こヒ 明除示し て いと。

兵...めよう溶洋にく 翌Aついふﾡ余件は"神染ぐ たし 

»にフムスろ分解には好でない. そのため ﾡじﾡ及○8っY救禄した 

%浜み z こ ろぐm行 く欢 ろよりこ ○効系が次き くなったもら Y忍わ力.

えuと(バク8>は. aねのつた似係太○派べ1号なﾡ糸深で力っ

< これが同枚後極 め て 恐送に分ﾡす々 :ヒを苑網 I くいる』

このほか ②k。と。く/よ4. P 4s> は. 岡及へべ 力 ろ 消矢 aヨ本 

で後わ巩る こと によって ﾡﾡ的 フムス◇余件べ改塔2 ことを強ペ。 

てい». 第本の 遺休の 分析から. その中○ﾡ糸分な大さいこ とか示て 

いク.

引ﾡした能采から, とﾡくは土ﾡを系も当 な次想に係っ上ぐﾡケ非 

%に8ユっこYケ全く明らかでろ. 2ctwaた *そより南の地城で 

a この力ﾡで○ﾡ依効系はろ り ﾡ委くない.

糸Wに対すス幼系はAか、にﾡﾡぐ»ろ. 主要な因 3 は夕分高温 J 逸 

-Mな係染○力にまわ»こ と. およびﾡネ○ねべA 2こYなと わ 

» PQは. -許的に光上にすと両登が夕いといっこと必確か役っ 

てい2。

5 受ﾡのめの余件

周似 L くﾡﾡした フムスな分岬させろ とヒビに. 向依木○系"ﾡ,
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クろい はﾡ どめその中/に今くぷえすちガべ有洲ぐろ». こoよう 

• しく分然た検分を用して. ま林分は高乱ﾡ僧つやい片る生心するこ '

ヒ/スなろ.

この理由 ぐ, かの生A○次ﾡぐはフヘス"ﾡ糸からでミろけ夕番っ 

姿糸分べ分催さらようにすろらケ過当 *ろ. 又新○段階ぐはﾡに余会 

な望素病為•在するか•これは有考"粮草を祭らせみたけだから取航の効げ 

になク. J

物理的, 系検的っどあらからいく. 確料に対しく4幽なネ件なっく, 

女す2は どん4象でる 福A造ﾡ。ﾡ%分ﾡさせxけばならzい. 

こ2き ぐ生似命に向夕% 力:なう 力が有利 ぐ»». ]

現た メ®化ケtt2 な カいてはそ◇よう な及いﾡ果べ大係にベりn く 

いろ. すなhち 一いるいは適密 9 床分では 孑〜/4 年噺/て曲. 当な同ノ, 

こ4っく 雅片○生Aに迫した上壌件が承備るまぐ」 折った 

②安そひかえみっで力る. *らに 欠版はこ の期周の後キんら腰別な求 

内に校入しば とろと°そ. タくはま久をし/とさ に受新べ3 うるこtに 

なろ. .

土娘べ非«によいと ころく•理い周夜を哭托する と 雅草木衆っ <ﾡﾡ 

鋭争すろかめ, へベ央新には新今べ惑い.

6 下ﾡﾡ

/枚っ係,枚圧た下恩林冠なﾡすべさかビうヘは」 上 現 に対す み我 

登そ方えく ミなけばならない. 下ﾡ木べ成&系くg&。の. xな4 、 

○消恐数別凝 t ない程次の大き さ なら政&○遅い下ﾡ林恐は. 通例林分 、 

成及対しく鋭乳的な彩ﾡを今え ない. 下8休恐○主 な彩電はメ僚% x 

ぎる こ y ど,土城魂氏を低下 させろ ここ ぐろろ

タとフム ス分解公 しい8因 すとなっくい クと方 地城に 方いくは 

普は下ﾡ決ﾡな依ねしく し4うカが福く力と。

下倉旅恐が力 って4 分mべﾡﾡに おこないれみよ.うなYころで. 料に地 

4oよいﾡ令には.め安にな»まくポﾡ○飛生*防さ. また地表越生 9 蠻 

技幺抑制す石よう c, 沢染ﾡゆで下倉林忍な以す力べよい.

しかし残合な こと. 下ﾡ林ﾡる渋す Y&老的非ﾡにで イ うスでろろ 

といクのは. &木*ﾡ株 またえ太つ城なビ○ﾡﾡ作系○ﾡﾡになみ 

らてろろ. こoめ針業ﾡ、今場令非市に良い土良余件. 似的糸件らと 

さ ぐり下A林ﾡ*残す こ と はﾡんビない.

ス業材ではく こは置希系及○光位ろとべ)まし くない越生○役入 

%のさ. たﾡ枠てﾡから不火がない上う/てすろめ. 下ﾡ林冠さみ 

しておく場合べ夕い. &ewuたIいては. 4ccc62k ○輪 

期○ほ*に料下植煮 く少くは他○崩ﾡ )そす»ことベタい.

V を令 の 無手入林に対 す ろ影智

商ゆは材承内長に彩署 しな. あみいは影容べ って 必-次的なり。ぐ 

しかないと\うLﾡ ぐよべた結齢は 正しく 政ﾡわた林はか り < な く. 

ﾡ名なﾡ令も, また フムス○分解かﾡなわいろ こと。 ない食なな生ﾡ余 

件の も"z ある無手入床外忆 ついてるんてはまと.

&owo% 以北でフムスの余件な正に係ったっには, ﾡが少なく 

とが業料休○ﾡ合にはめ銀ﾡ件②よ う2恐わア. 路べ○高いﾡチ入林 

みでは 未分解のフムス○准浪ビ そに対たす 々成長っ秋えが千想まろ」

%u&anく/9よo. パ0)は. 土ﾡ系件の歩なく自乙向引さ○能

力 が低い >油乙で* え. 2wwす ツcと.は週着 忆なるX成衣が存流 す
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ろ係向がろ といっていめ

土ﾡへ件なあ り 内及が系えて いろえ々○魚手入○場合に系り分解べ 

圾進キ れ み可能性榕 あ り. したがって法 版成長 の 増 加が朔番ぺれみ.

系終林に対す2回効沢なﾡすちれめzお こなわたﾡがﾡは ごく 

僅かしかない. この理由は. 主としてﾡ州の剥用しうろﾡ城においては 

大格の場令況則的な声が央行*ていて. この向ﾡが方り亀会に方 を 

ら < いなかっから くろる. ・ ・

x く/7s2 P /88>は. ﾡ ヌ2an4 o 係& し て ﾡ似ベ こ 

なわt林のﾡ成長ﾡは. 窓易に魚向の uc林分○位すろな 

しかしチ少の係向はスらわして る, 政長ﾡが増mしてとはいえないY 

注べくいン

土ﾡ&ﾡ連 して*ミ Iに引I 用 し/小公木の逸生して ろく/な。.と. 

が&cん才) で, 2242 は. 商が直古ﾡ炊よて系しい彩ﾡ*与スさ 

こ と な幌条し てあ くJ&& 2)

Ta#2u.23 平均輸 (ふﾡよ2本づっ >

/P23年の 
太 表

ノタ8 ～ス /ア2夕〜2フ 
2%

/P8～ /タター
インチ %

// ス22 e /24 /22 ss サブ

/ 222 2 /よ /2o //夕 ス/4 /4

42 2 2/3 /po /4 2 7

歳 纟兖反の 同伕幺お こな ったプロ ッ ト の直径•成辰は /?23年の点似京 

○催○ﾡんどそﾡに4い.ﾡ高炭及に対す々彩ﾡ 6 は り頭右でろ った.

てい み材冠長 / べ 4 o木 っいて ・ ヒ. 木 版 /222らプロs 

卜の才高の平均史年広長はよ イン分ズ. 4ス2本◇プロットではよ«4 

ンチ であっ た. 絶論ヒして aC0はは ﾡめく強及○岡伐○場念#た
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ﾡﾡが増加すろ こYがﾡ明 さた といって いろ (P4 >. こらず映の 

/タ4 ク早まぐの他飛*欠表したた どた2w4 </ス、 ゃw>は 燃内良 

忆対する効果か. 同 成を呎行 tくから 4～フ 役に系大に なみこと 

えした. 直後成長っ ﾡ入は 状検 4～7年に祝わみ.

材検の総生産ﾡら場合はろま り は っミ り した向が契ら な\ 生 

全型ら値%、ス4&。.スv zあげて おく.

Tat&.c.24 /ラス～夕年つ材ﾡﾡ長ﾡくエーカーろたリウカフィート)

ス3早○削内役 総 材成長 政林 々 皮 長 

く>タインチ>

1
/アビ〜ゲア年今そ 
平 均 功 & ﾡ

// スス2 4 7 so

/222
ヽ

2 M7d
1

4 ;

42 e
・
タタク フ4フ そ/

2442 /ラス x4s.

<e 今se ク 2

派ﾡのス プコ ットは. /ア/ス 年にﾡ保っﾡな したとこっに 鉄 し て 

ろっ. 2442本○プロットはノタ3年にはﾡしなかっか. 承係膚

においくエーカー当り α/◇本に液らしたた. ポ材 ◇3っ○プロッ トゥ材 

ﾡ成ムは 会期岡々通じく非ﾡに似述っ九他になっくいク. しかしﾡ役 

。 ・年期岡では糸/林○内長ﾡか着 しく戒少する松日公父ら. ーカ间 

りプロット では逆の現森がお さくいろ, E%2wud は. こ今偽系がポ未* 

楽ﾡでさ みポ と な ろ Y絶論 して いる くPクタン.

米▽な3イ ンチ上。 成 々ﾡ式兵ﾡは全く込っ九結系*示L くいろ. 

すなちﾡ及岡似ロッ ト。 試表 ・は最いロット /◇他も入ミい.

2a&4く/Pペ2Pツゝは, ヒJween ○非ﾡに走へっ. 成長の遅 

'ハ みルa ウムス 林対 し < 強及周P た行 しとさ。 彩署 。螃べ く
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いろ. ﾡ及っ生受の場令 伐探後厂耳で直冬成長9勺塔和木説めら人工,

惑いメイ プの缓合に は. 午年たって 老ﾡと交らなか、った

祈ﾡﾡの 2～よ2* zﾡﾡした と さ. 直径 皮炭堂 の 機大値か,依株 :

一I03-
す, 材検長は桁べ卜上 う戒A用の%合に は少なく なろ くeの). 

しかし網べてみみY, こ ○え令○木はﾡ対し < えん% 示いていろ 

から. 同zしく 和用係林レLてﾡ氏な所け*せんことか可命ぐ

/2～ /S検そとバ. そのx き○年ﾡ協 はﾡ及っ生型ﾡ く2.5f う ろ

Rくないイブぐ/ア待っ大ミさに4ク. この上う な名成長ﾡっ桜大べ 

生ずみのは, 名べ○増mにけによ»るのでなく. ﾡ検*たフムスのネゴ 

かが 消ﾡさろ/めくろる.

ﾡ高欧長ﾡ/てり明らかな&点べ現ろべ. 直各広及登○場合ほご大さ < 

ない よクで力と. 断aポ。 ox% 伏株 し ia 滅令に比べ ろY.、2メっや 

係ではﾡ政長ﾡ公 フー/イ* ん し た . 断諭検っ フ2zな% 夜探し た 心 ・ 

にはﾡ冷,成長公。一 s z灰進*た. .

andac才(ッ^ P8) は前そ述べ、子〜ッex○向伏が験の

/クラ7耳まぐのﾡ系を示し < ・ろが. そ こ てはフムスみネ件公井ﾡ改

令ミたこ とが帆求 てい力 くJス4. →スそみよ>. /アス/ ﾡに執珠 

べ状えさ/と ミ, この林は /«2年生でおっ. 、ス4&.ストはそ ま 

結系な系した っぐろろ

この表から どゥプロ ッ トて も 同伐梭直慈成長理加增加 し ﾡっ 2ク年

とピーア ゲ 死 ろことがわか». そのの低下は沢しるな 林み 場み合

木着 し く. 2よ7wm から 2 /n になった。ーカ プロ ット皿の ﾡ長ﾡ は商松成民, ﾡﾡ成良とる このように食好なﾡ系払くいろにめかかわら 

_ T24425 ②ど○試地○本教 ﾡ全、ﾡな力ど

年
本 商 イ 全 く%)

—

I 1 ロ I ロ 聖 1 ---------- J
/ク/ 4so フタ /.子 スク ビ ◇

2 ス4 〃力• ◇ビ三
/ラス$ ダS タ/身 <七/ 2./ - cz4
/夕2み フ スァ スよ 、2 クフ

a / A+4 4シ

タタラ クス7 -2ラア ス/ケ ス N マ2 2
4“ 484 / /e

/夕

/クク/

フ

/
2 4

/ケス

ス ◇

-マス.バ

&z
上 纟

+s4 
a&

4 フ

2ケ7 /クス

◇x一

～/一

/P4 イ フ /co スス ふ 48.e /"
4 / ヘク/

/クよ/ 1 2 /-xc /2/ 2 / 1 よa/ 47
②./ ◇7s

こ人らのプロットの,/77除○期向○次値はま/ば発表*くいない. こらっや

林系験から祝供 人るみてろろ

才消成長型

エー力W诩欢g成氏報寐)

I I 四

24J クク 2

〜 o ”身 左3

夕? o ス

42.ケ 4ラ2 s.4

47 o 4

グ7 パァ

/ 虹孑

系は, 本考のなめそ2。そwで

/?よ/ でめ 2.P2 イ ンナろっ/た。

総材検今長モはﾡネ・/ス zも示しくろ2 

な. /タス/ ﾡ桁は どのプロッ トどエー

一当り 24.2立カフィー トてろった. そっ 

後2っ○A&町似プロ ット では 忠激に増ヶし 

hが. 一系尚い成へﾡそ示したのはプコット 

Iで. 円伏後フス。年の期知ぐエーカー 

当り クス.4ユカフィートでろっん. 衆梭 ○ 

/ o ﾡ円は ど ○プロット ぐ 8 成兵量 低 下 し 

れべ. プロ ッ ト I が杵2着 しかった。 しかレ 

双材のﾡ役32年*みくからでも。ヴ会型 

は似ﾡﾡ 上 り ララー/2 イタかった。



「12 走花令の※手入杯な周した湯合及ん

大ﾡの期点々通じて . 成長ﾡはﾡをﾡ始 しとさ ○2他から3他" 

なっが. この河じ期向の総材検生産遥。 まぐべﾡ*ん.

この系は救令な こ x に魚問ロ ットそとって なかっから こ.、

加べすべて 消ゆよみめ oか. ろわいはﾡ係糸件ベーﾡ的I2よく な った 
・ ・

ことか尿因になっていみのかな判断すみことがぐさない。 そめ へかい 

らす, こ②場合/ 4 り万秋成長整バ大幅ノで増加 したことは会く明らよ 

ぐろろ

商役○浪初○ス期mいて スィ ンナにナ ざなかっ ﾡ高ル長ﾡは 

すべて○ロッ ト ぐ/イ ンナに塔加した.

とv22は. /アスク年に南20てw で.。/u と少っ

2u。& ,火えた 非布に密な/クク 年ノの 224 ucc に. 別"

同 伐 試'験 地 を 諛 け < い2が, そこで め林化A角が水 らろ. たた L こ^ 

系列るは地 令に岩千ﾡが力みから ﾡ系につ\くろ払り旅路:パ 

双がくさない. とスば&ラoチロットは. /タぁク 林に タア耳史の,

てﾡ、く\ろ

-I05-

ﾡわo,年间の成技量はエー カー当り 4xふ立カフィートて クよ o

ﾡ河には //2よカ フィート に加 した. L かし. こは /よo-/夕よ 

年期同たは再びエーカ -当り Sラスカフィート に個下 した.岡 ビﾡ商内 

に材承◇ よ5み次似係*た.

こ○系ﾡのプロッ ト公系&ﾡ目に値ナと. そはこのロッ ト公比ﾡ的 

系乱○高い。zペ でﾡ食○な林地 各社 しく い ◇から くろろ。

引用した研兄は, え令らﾡ子入対すろﾡら効系が ﾡ税的に商似

おこ なっれみﾡ令と造っていろこ と冬げ除示し て いろ。ﾡﾡ内系は 

こら○えへ林くは固常小さい○で力るが, こは向によって ～グ。* 
・

ﾡたすっ。2っ○系ぐ材政久ﾡが明らかにﾡ加すみのがみら の 

プロッ トついて % 当m I た放候べろ ろ.

こらのﾡ令の成&は. 分解がいため この地位の標準以下に修C し 

ていたようそﾡわろ. 商そよって. ﾡがれた送分のな利刑, 

ろろ期周 この地位ら生ﾡ力上み水ﾡ にまぐ成及が浜さたの ぐろろ 

22ほ検はﾡ会が表えはじめたが, ◇〜5ネ様&な って るず験加始 

号の率々上まわって いた。カヤらく, 在○辛は. こ○逆血②ﾡ年に近い 

z ころ2カみ Yﾡわ2.

こらろをへ林分のっ台系は非希に四みい又通 し%今えみ。とやラ 

のは, こらは主似府z高い価値成及zせせ. 同琦代英新•条件を大幡右取 

診 し ラ な可能性のみみ こと客示して やクから ぐと。

こ○成及ﾡ効系は, 条な地うぐﾡに着しいが このほかえ令林に対す 

ろ一勝的な岡の効系めスイ スzおいて クa4cuz(/P夕 P/クンが捉め 

てり またみょ2と。2く/Pαフ Pvoo) る報告しくいろ。
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V実係面へら点用

・1 次/日同伐の 時期

岩い林同ゆは. 枚っ格力べり べ力わﾡ及運 してから ぐxいY不全 

てろろ. そよりっゆ階では, 枚公夕 く く林内に入り こむこ tがむっぶ 

し い

ﾡ用始 o 通期 は. 通布 状が/e〜バよフィー ト今新さ ま ぐ »ベっ cと 

きでろろ. こ今防期は地炎ネ表にるよろし. ﾡﾡ2よって8う. 逆区に 

よってヌなろべ. 欧州○大ﾡ分らい穫表のォ/ a目e 河は の〜ーキ 

②2なっ て (ろ

ムレ也 の新しい吹根表で は,ど○地位についくる上沼ﾡが24フィ 

ートにとしたとき (2周イス% はじわことになって いろが. と の 整理 は安 上 

なめ②ヒ ﾡろ 
・

■ /回同我な ちまり限らせ2ヒ 音告% うけゃすい教木がでさ力おそバ 

べ力2み でﾡ険そろっ. しかしオ/ □戸z 上沼高が ラフィート上に 

なまぐ2らせまえ し なけ. 永統的なﾡ考の派因ヒはスらない.

2 ﾡべの用

チ くの 次復表 ぐ•は. によ っ < ラ年～よ耳ま ぐ. 西によろど /2ま

くみ回ゆ岡ﾡべ示さくいろ. こら○表○向ﾡのと"力は. 通例鈴ボ 

な通じくータで力め. 樹高成氏り次. も旺矗な若い林の逐合. ﾡに向<ぷ 

釜に緣後«な ヶればな ら な いのは明ら/■、ぐんる. そ○役ﾡ冷成及はﾡ少t 
向ゆによ って 生じた ギャ ッ プは高ほ ご8まに»ゃ べろことはない したム 

っく.鈴校期の後半2は岡ﾡ冬来会すろことべでさと. るな Cc 
ィ-d4on く/クケ/ Pよ>はﾡ用上目"すYして. 才高が多くとる/o

-I07- 
イ ー ト 或良 すら庆用 同伐を線遊 へ げボならないとい っ て \ろ んu_ 

・

?-合 く ? P ts4>はフフイート 迎当 v いっていろ。 地位上お」み 

中 ○場令大ﾡ○料では〜/2フィート ○ﾡ常内会べ令の大体。/t 

対たす。

同伐の同擋を眞く したﾡ令。次の同まぐに林分公ﾡﾡしすざろろな防 

ぐめ, ふ日の円さ宏めろ表べろろ. Aべ向«す力Yギャッベ大 

ミ く なっくﾡﾡすとまくに門べかかろから 生准ﾡが低下 ナろとおえら 

れる. CucYCagactcく?*～ AP*)そよは: ﾡ商岡々4 

からノス(ばすン ークス»少すろ

/ guxズ と 及とイく / ア 2. P ア > は canddcavta o ﾡ社 

○ヌﾡ%後理しく この内ﾡをﾡじくいあべ. そによろYﾡ岡をよ年から 

/2年に逢ばすと. 政長ﾡらﾡ下ケ多い合には«ス*となり. グ年から 

/よキ にばしたときっ 材検収 o 本少は バー *に○ ほう と絶ﾡしてい 

2. ﾡ良の地仰。 とミは この撤失 はあ りタくなく. 一 *○問に 

んわY ﾡ文* ていろ.

こ○よ? な成炭 蜜 の減少 か 生する の ぬ. 強及周依な向をい く適する 

こYに も一つの原因からみが:, 多 くはﾡn した木がﾡﾡ"*例伏すク - と 

ゲ多く. またﾡ者*者なけ々すいことにる%上と. そのよシな木は. 商 

岡べﾡいと弟んビ /222利刑 ぐき クか 商ﾡケ孫いと タ く は利用 ぐき な 

くなって しまう

3自然枯機忆よシ換失 • ^

向向Rな w らに炎はづ とオ古根.木の利用 率 が 修下 し また 統争 - よ ノ/炭 

まく ・ 然祐頒>うお令 % すルこY は 所 ら か てろ ン.

系ﾡらﾡ然枯ﾡ、○月ﾡは、れ2oイ で・研がグく «ス承表るころ



・ は魚月やっ林く ダすク"正高 ' 取双表 くろ. Jvd&e く/ク

P2ク2)は 年国メ状験地と呂メ式映党および、Sれとan』 ﾡ&○ゃ

そvりまYゅた. ・

幸回え試験光くは. 呉ﾡゆ○4ま /クス 同次道 すらヒメキ抗U は連キ 1W 

ﾡ②

～/2%

ケ〜%

/-ラケ%

2上った

ﾡいの湯合

ﾡ令林 ・ 

芝へ林 ,

国そ析ﾡ地の合対たす教値は。 達年応会でら/よ～スグズ. 79 

～2%. ク～グ2ス今ﾡてろった. 司/戈 した地坎ぐ ほ, 枯叔はホ 

/2%を敵えす. ﾡには会くﾡﾡでさク程及で力る. ﾡ手入。ポよ

な。cたe4ウnc林分○収役表では. 年令○増mzって高い値示、 

くいわ. ﾡ究クピペ4o//。年生林○損は. 述条政兵○よ〜4・ 

%でり 北器 ぐは/42～ 2○○年生○林の状、は P2～?2x ぐ力ろ. 

J&oud俊e く/夕7. P 4 >は 合cん " ow ucと ○本A 

はタか もっと少ないれろうといっている. ろま り信損ぐ さ み他 そ は ないx

。xw4す イe ゥ/42～ ス/2年生 ○ 自然おは ケ〜$。 ニべ 

ろ と いPe.

石t-zde o <cオ ァ ○収殺表ら /っは. 自バ格状が現に* - 

く いクよ? な林%対象 と Lくいろく &ttectoz よ. Pe ).波は ：: 

A5年まぐに, 総材積生艦1ら そ◇*まくべﾡべﾡﾡでなY»とい 

ってろ: ②々な期向!に対すろ粘ﾡは

か 〜年 その問の成及ﾡの 2 %

$ダ〜 フ ラ ダフ %

7メ～ 28 年 そのﾡ向② 長 のよラx

& ズ

ぐカ?た.

②%4&く7tv P/)は. 耳令よフ年うで河やしなかった&。xt- 

at% o Aucん 林にっいく損。 デーメ 々な介表 しくいろ. 次® 3ラ4で 

この最周依林○総材横成長我は フス。ユカフィー ト ぐろった. この生産堂 

○中. スフタュカフィート. すなちラタメベ自ぶﾡによって失なb 

た。N依グロットの生た型は フ/スユ方 フィー トぐろっ/.

ぬ期まくそそすみY f2e.なckcd ならﾡは. 金林険史度 

f。%下らないYﾡ」ハあ. そうしく. 受新ﾡべ非新にる生しくい。 

ヒさは こはもっと多く. おそらく /2～よ◇メにをすめなろう.

引用 し本値っタく は/.て対す 2る9 ぐ力ろが. のww才 uce. 

oょク な検性のﾡﾡぐは 2～ラー*のお叔そ又込なけばな ら aい. 

信期同過題 加状態に疚査さ巩た林では, この値は どっと高く なみろ う.

4 商! 物 収 承

ﾡ元した木"ﾡ太な T及取ま ろように 同我し てゃろY. 材積生&乳9 

ゅほお。ﾡが収どあ. そo. 直ﾡ成長さ保述*せと行効的 

な向くは.めびﾡが一ﾡ大さく4み等くろろ. このことは収ﾡ表ら抜値 

へら4確かめらろ.2と2。.24は 2. 3○収桜本ついく. 色々4生含 

政催Iにおけ2 ﾡ収ﾡのパ -セントな入しもらぐ. 道•似的な 密度格故 も 

併しくろ».

宏く地扱名 4〜2s 忆保っナ得6、同我でさえ. そﾡ功長型系入○時期 

«こ の地位 では ビク ～22年>におけ み総検生た翌の約よ2 ズなゆ杯* 

y». adotgawv ○表についく才々状ぐ昇すろY, こは夕-
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«0z2なろ

To4..26 色々 な 生 際z お け ク澄
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耳 令 50 77 80 92

知似夕I 
中届度间技.
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パewwe才 o メuとc 試験地 く 地位e 年てﾡよよフィート )

尚& 及地次 耳 調似林A系計つス

B ス よ 4
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名及状<2 またはそ下の強及周汚合 この周夜収被の割合は 

42 に増加すとが. 送の依こは生ﾡ至め他下バ災着になりめるまて 

ぬこ.

一般に. 密员指以か/1以 下,2 ならない限り. 生た登が沢大位っよズ 

て途し/にと恐りろ と 3 の河极 m胶家計は. 州我也屋 愛 り 約,/* 方え 

てよい. 材横な会材込ぐ計好すみ z. 同我 鼠 は夕分 2メより少しタ<4 

り 政材々及くふわせば よ2*に少しえリ なv.

入な木な生&すちために. 平均成衣型ﾡ人ら対点◇ス とまで も 我疚しな 

いぐおくY. 商依私○パーセント8むろん大さくなって. 42x以上に4 

ろこと もらしく ない.

5 周のんﾡ

み。4とc</s« Pv4) 他化○研着か過ﾡしくいろように,林系 

/2お\ては及期的な計動がぬ致でろろ 林糸条少なく と 8 よ0年な汚 

えなけばならないが. そ○湯令. 生産目燥べたとえば用材・小太材. 

くルプ用材. カクいはこれら○ﾡ令せというように明示*ていろと,A

ク o 炎行が非布 &マウポナくな あ. 林化 は非常 な 系央性が っ く .ﾡ用 W 

あﾡよ っくビのようﾡ作りかえ力ことがぐさみから. 条2 おい



< はな ったﾡ次に夕く○力法べえら»のぐ»る.

ﾡ道的な受ク ■

周俊○同ﾡには 力るﾡ及まく後ﾡ的な方ぬべからんていろ. 河ま産 

か目的なめ, 強及過女/の下②強*○同ぐる杯熱がヒろ. といク2 
は そよってﾡﾡにおけ々林木○大さ*べ増大し. 力ないは私いﾡ百 

2-夕の大さ さに別*せられろからぐろ々. しか し政 <は そな当 

ﾡに後済的ﾡカハら してうきと恐ルあ場令I 竹,域条件で寿反同レ、ラ 

実行でそない. そらﾡﾡは系強及○内伐2炎行すなレ ふ回○汝規におミ 

サ 2 程 の 成反量 2 ﾡ下 べ直 ち生ずみからくろろ.

総枠総活的な方えうは. 特に季のきいとさにそうぐろみべ。-ネ大ョ 

<て 一番価値の畐い木の中から间疾求幺感を い 価位○個い木々似ﾡ1 
々いということなりマすく. そ。 ため将未の 式ﾡ%田者すろそハなえ 

あ. 利奉の高い とき にほ. ﾡネ入は直ﾡﾡに比べスY二次的なゞ ^ 

になろ. れとえばス5年及2夕払、わろ/ドルな汎在に直すと. 沖ネのス 

でラスチセント. よイではスタよセント/すぎない. したがって役日今い 

入が多く なろ よラz社立て ろ よ う. し て 平期に収入なろげ力方 、

呼糸とわと.

ダzez く /#2 > が 4み レとce /てついて おこなっ 経済 t 3
よは, 如”んル勺 条件 ぐ は弟ク/ムe ○桜表よりクメ強いﾡ、、 

方が, 表に示*れ向ﾡよ り有利 ぐ, 表よ クフ// 弱い间伐に比べ と、 

なお一沼利 なxっz
Coxなonncく/?« P4> は 間入と枠未林分。真ネﾡ値は

積み長ﾡース«か、わらす, ど"ちら 8共ﾡイ林より向似らがミ

くなろことを示した。

商cよ»会長 収減 は 小終木 ○崎義y. 市場まぐろﾡ縦益ﾡにﾡ 一 

ていク, 周依材から及会がらがク令は 向んかの生ﾡ登が無河イとほ 

とんYたべなく ま /に 少な い 式太 ぐ 向 い 会が えらカの で •然営 に非布 に 

有洲ぐ»め. 河崎に 周収ﾡは新規○ぷ汽にルす こと%でさみろ,

直坂的な利途べない場令ぐり, 分の/ 日の间我がその直底の林分成 

盾の増加で十分以上徴“ 八れ厶 と 恐pあから ﾡゆす と = とは有 < 

ろ オノ回 か ら収なな力 げろ 洞 ﾡ は 現た とautaxta 諸 国 く&x- 
mのん を除く>で真剣に取ろげらくいろ. パルおよび製紙工条*は 

系切級2イ ン分まで○材*利用でさ ろべ. こoよう 小体木は水株Y輸送 

の負用がかくわから. そぐ杯」のとわこYは為くろ». これは放術的 

なﾡ逃と方えら 現在一ﾡ適切なﾡﾡおよびﾡよの力法なﾡすため 

大 a い秀力 なや ていろ.

こはまた浅旅的な向mと も方 えらろ○で. 系品小入○生&○夕 

%はかり. また完全に なくす ろ こと も 目的 とし て. ※いえ点央新地でﾡﾡ 

現制が-部おこなわれろ よ うになっ. この力法は希望す々岡岡 く通今ミ

は*〜4 フィ - 卜)なおいて/ 本ずっタ残 し 他を全部我探す。。 ぐ力 

ろ このような徐れは ヌ新ﾡがよフィートのﾡ*zなっと、iに 

な う YA念がよ い.

こoょ うな規Wセす e ヒ. ﾡかにオノ目ﾡ似附に枚ﾡしそけばならな 

い小松木の歌幺残ら すことが でき みが. こ のための試狀地は故；ス を M たは 

かりぐ. ﾡ命ﾡ長"材ﾡ生産ﾡ2対すろ彩響はた何めPかっ て いない. 

材が成糸ﾡ2メす わころよう な 現制 の 影増 は. 商命がよ〜4フィートなら 

おそらく僅かな％のたろシ。

係ゆ力法 ○税ﾡと. 適切な 用具 a つ いくは Cndexot (アー- >

C,2e </ア >および Sdu..』<4 > べ左へ くいク。

※な天糸系ﾡ地っ徐似貞刑は比牧的高く っくから 早期/て间凍足制を矢



だす みか・ またはオ/ 日商においてホ字○ムるらなﾡﾡ しくかかろか° 

灯かな以ばムならな\

しか し電済井は市 場*依ﾡﾡ○糸件, ろわいは こら○因3次ﾡ 

す2ﾡ能性欠んろらで, そぞの特殊ﾡﾡ2よって制的なうけ した
・

がって. ここではこ上総ﾡ的なﾡﾡに系入りすろことはで、ない」 二 

はまた本を○目的外の こてでも力ろ.

宏 戻

盗____&

銀滴的説点、よ リ盛林的な貝力2 丫 ろなら ﾡ材生ﾡ○んめの逸f活& ニ 

なそらく/〜/2の問にな2だろう. この各及なら良好な大さゃ ○材=

期周に生4す2こどべでさ ま/材ﾡみふ○損央ゼ /oxそこえない 

pろ・4
生た目源がパルくろは. 羽組か•表も鱼妥で大さ ミ は二族な もり : 

なち. したがっくこっ場合 岡やZよっくえら力利途ら主なもっは 百 

依しないとさ ○お損材 の利 用ヒいうことIな べ. こ o 旧か大 ・ い木へ 、、 

ゲイス株故の賞用が" すくてす むから 直径内&が伏さ ろというこゝ 

もろろﾡ段有洲に作刑すろ

赤府有為 ゲペル エを もってい み場令2 は、. 生&置○測えが力か 

なく1翌でお こなわ. 材○番べハ効ん入 って くろから, 材○以充名 国 

的とす2れ有右より 抹分を ク L 者に係つ力べ得束と 恐pろ。

パルプ材生准ら求A及はつ。wα &cc ﾡじ仙○高*○お理 

では. おそらく/よと2。のﾡなろうYわろ。

こ 2 で推吳 した 官度は, 上およど中○地位ﾡらみ。 地仙○xいと: 

っでは対ﾡが週小、となろの*ﾡぐためと. ﾡ水登と武及«ﾡ大係った» 

少 し 強良岡するるが有利 そろろ

-115 -
ﾡ契 した こら○ﾡは. ﾡ乙ぐなく行なわく いろ%◇よ りﾡめぐ» 

ろな. しかし少なくとも似期くぐは. 引A、2eしt&& ぐﾡ用さてい 

み め②に非ボ z似って く ろ . 浪り平い時にﾡ送す々 こ z 忆阔建 して 

現本 ・&cnwwu% では2通り 戻 ○考え力が対こなわくいろ. それは

'栉影: 読泉法くのWール■ 3 ジ ン"府動法XRルゾ そろろ 
・

C4c2&くィt← P/)のいう"2など-&xd-ce'法では ノﾡ周 

依係○系初のスク〜。年ﾡ. 分冬比ﾡ的密係っ. こら期ﾡ中○自糸 

※表によっくな布望す2戻 さ まぐ魚前○ボﾡ仕上ﾡ2. そ○点枚さ 

強度に切替 えてﾡﾡ タ族旅 心 せ. 直松成長 o 増大な はかろのてろろ

Pxタ4く/" Pよ> ○たべた"の。なc" 法は.小教らﾡ○よい 

入%非ﾡに平ﾡからる法成長さ せみために, ォ/ 日同 伐から 先及は 间イ戈 

すん. そうして我な場合2は枚らめ併用す方.

この法よば. ﾡ期の初ﾡか ら 小我の木に威展 室タ 来十 *せら 

力のぐ, ﾡ期向に大な木*生命くさろ. たとえ総成及が送キ少なくなって 

t. こはゐ活的に有なといPろ、ﾡにか○えさ*ベ不ﾡいぐ. 会 

z 食入 とやえろ %のな少ないYさには. 会 政会 ¥ そさろだけ多くら 

部分な こら② 及太付ルす ◇ように方え なけいはな ら な.

る生た目ﾡついく祝けらた名良ら憧ら中ぐ. 向役タイ ○蛍条Izっ 

いて多くの余地が失*く いろ. しかし. 自古超力式くは承及っ太なﾡ 

: な けはなら ないか ら このカ汝らとさ に生た番が一番入ミ く.なみこと 

はﾡ違いない。国今林尔の場否. 及能力に沢しく系良木というのは. 

大ﾡがﾡ入木であろ.

4u2oAcwd Y Atouee く/4みパア> は. ※画®/スヶ ○試験 

で寄後務木く 介なネ <タ-ムッ&nオ >ゥうち ﾡゆ松 /〜よ年ま 

そ生なしく\のは. 催かよ夕すさんかったといっくいろ. この内は



ﾡ像労木く c-dnuaxt>ゲノス. 耐1像木が2ス. 赦&木ベ2% / 

った

スつ※除く化今会プロッ ト *.像勢木っ クの以上ベボ月し クタ入ド 

爲しくいた.②クラスからめ 少象 e ○が俊ﾡ木み殺っく さたが, 一

らはすべく及像ﾡネから○ 8○で力ろ. 属体勢木YM像ﾡ木く介を木

の起源はあま リー林でなかった.

この結釆は 平い時ﾡに恐い切ったﾡﾡ々おこなって 十余な余件そと ? 

のえてマば. ﾡ験努木%依勢木に次っく会な成及なとげろヒいう こ 

冬示していろ. 介&木 ぐはこ②よクなこヒ は来 らない. Cw2&o4wrL - 

ペのu2<P)は. この2とはﾡ型○ﾡい木を残そうYいのでだ、 

た検努木っ月田2介を木しかな いとさ. そ○中め どかが,火期収秩 こ 

主我な収通なちつろ位2 まで成及す み 能性は少 ないという ことなと主 

くいク. キャッ欠越ﾡに大さくな限り. 与えられた 空同は入挂の ボー、 

俊勢木忆よって満庆忆利用 るれ. ﾡさん公介をネは. 系後には枚圧木と I 

て係ろ

このょうなが型殺ら移ﾡKおけ々下除○ペ向は, 將忆お在木についこ ' 

ク ぐカ々が 初ﾡ○向ゆぐ下ﾡ○木○送木方ま り時周そかけく 8急ネ 

ないことな系していろ ・

こら②偽系は, ノアク7～み年わたれって みwnxvとc(-2

4～ ク ゝ が 2wwzす ッ&c /zついて 幌系 したこvY全く一糸して 、 

ろ, すな4わち。ﾡ型叙は一ﾡに下ﾡすとイﾡ公めり 岡タを保&すと 

内の後ﾡ ネ。 測台が ﾡ、※Xz 増 す ろ

ぴantze2ow(nPcx Pパターフ は色々なﾡ型ﾡ○ルﾡについくゝ 

zべくz. 2みx4のオッ&c～ゐ令 容氏同伐冰分の検務木以风 

始 木の成材 々 承生た ﾡは. 合林ろ アよ*そちめろ. co u と c 、 

はとろ僧は 47 と よ? くメろ.ﾡは位っﾡ型ﾡら木○生角余件冬ﾡ巻 

っめに. 上ﾡﾡらﾡがさろは. 特洲み迎ﾡがなけばなら 

«いと約して いろ

ﾡﾡ6のﾡ的な下ﾡら、向 くﾡ役ﾡ木ら-8では上ﾡす ろ ゝに対方 

生た的な就明は, /力分フィー トゥさ史たす る のに必要な 楽の 堂々,及 

弟点, 多ﾡらおﾡついくな祀に研え した 力〜〃 か承 し て いう.

ugexく/タよ R/24) は22cwす ヴccと そっい < 族後劳太 

と, 系含占に応ﾡしくいろ介佐木が一系能季がよくて /カラフィート 

○材な生たす とみ(そ //ポン ド針系示っﾡべ妥なと いって いる 俊 

あでは少した楽がおちく. 的/ ポンド○柔なぬ鉄ぐり. 赦圧木で 

はラフょポン ド の来かい る. こ②よう な木はﾡんゞ会部 ○ エネルギー パ系 

○新伏P. 材○生た○方にはごく少登しかまわらい. どu夕xxは 

受あた り /ポン ドo材そ 生たす ろつにﾡす ク米○ﾡは. 地位格歌ら個下 と 

為衣島○増m/zっY て大きく なろ こと *認 ていわくA// ゝ。

Bwa く/よ2 P e > は、がeccん ◇ブロットzついて も 属林な劣系 

%示していろ. すなPち ﾡ像ﾡ木べ承るﾡがよく ほﾡ木は時よろ 

z こより干ﾡ中がるかっれ.ﾡ他Rぐは, 直A/スィ ン チの ホぐ/ 

ユカフィート ○材ら生た2妥す とﾡ○置は〜ダボンドぐ, 々 インチ では 同 

じ型②生産2 4ボン ドの条が炭委ぐろ った.

林2 じ反doux (/ラタ2P /e/ > g. 2eocん ○状努木○ﾡ冠ふﾡからみ 

たﾡ及動は, 他○松型段より 8入さいととそなめくいろ.

2c22cz く/タス P ラ)は. 強及& 阿栈 し た 22 cc o 

塵林也手ル樹冠の凝 も 力、も いネく こら○強根向似プロ ッ ト では独候勢木) 

の材の生Aが双るめ全的ぐ力2こY々示した. 彼はこ の 結釆加. そのよう 

〃 木ろ依系半○い こ とぐ就駅 し. な けしばな ら ないとあえた.
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ﾡ型ゆ②秒動と相対的な生&力○ラ副 な扱った こら9研えなみ»ビ 

己ﾡ食い木っ生た«目的ヒす2限り 上ﾡそよめる木に生たなメ申す2 

○が一系 上いという絶 論/2 な ろ 
・

沢Aっ場合は. ﾡす系入木がﾡを生た力 /2剤 しく後れた重ほ的だ 

位なちめていと. こは. そ○木が大きくなったﾡ由っ/っめなってゝ 

る。 人に区物べろみヒ, 2々な大さ*木の政長能力○列ん伏一ﾡば1 

くなろ

V 混 う 林

ネがみ生た2ﾡ糸べ有利か. ﾡ状が有利かというﾡﾡは ﾡ似っ門 

ﾡら紀風外と ・ いえとべ。点似は受争を尻制する手ゥ/っ ぐ%カみな 

ら 商部ここで方条しておくこYすろ.

ﾡ夕した契ﾡ旅分おいては. そ々 な混久材ﾡ○合な浜制する : t さ 

ﾡろと. しかしそのためは. 平ﾡ向やなおこなう必表な方». ・ 

いうoは. か/つ②ﾡ建べ後す々場令欠非ﾡいかめ. そそ戸

しないと, 他○が産○-部な枚&されたり 枯ﾡしたりすろからでろと 

有用でないﾡﾡついて は. そ。 お有すみ史向%行用ル程○たﾡよ 

して*ろこて か入切だから, こら○材ﾡ 一回で徐去すべさでろ»こ 、 

はいう土 で と な い.

利用 価植の 教似 しﾡ穫では, 成氏の子い%○%俊えすみ○が血しい.

生皇ﾡ

Yﾡ女相対的材喚生&ﾡ○向ﾡについては. 改州で殺っか 、 

結系が知れて いろ.

みaPew- く /アプス 尸 /ケ>は. Ewuueax 子 と 2そ

一II9- 

一九と ② 4個○浸央旅ず除地光 け之 ダ2年までっ 広材 々積生主産ﾡは.

4 っの他 くそのう力よっは ww- <ucce, ろと○/?は チ > 

②そより 22%夕かっ/と広べくいろ.

2a.cとow は. この試戦系○向に光位ﾡべなかうと強さしていと 

ホ. 混え林では" ○規ﾡなほ来すちめヌ及2向ﾡした。 こは炭材 

々検生&その大ミくなったﾡ由つ/つで»ろうが. こ○ほかに。 49浸 

ﾡ2は及○ﾡ/セ たらした こて8調 らかくろろ. しかし飛表さ/た時

る。 逮4 内長 は Y力らっ 系列で め等しかった <P /4 >

<a/uー &to4a く /P8 > は Acた べ Z み 比ﾡ で 混交 してい ろ し 

再に輪後期の後半の /co政長べまろ こ ・ *え女 した。

ﾡじ上う I2』ooentan く/アア Pと&/) め. %e 林に &cccん そ 、 

受すみY /他旅○ﾡ表の値より材検生た型べﾡmす力 こY%えk 

した. すち」

40年のときの生&ﾡ /2ス

/20ﾡ + ノノ2※

/42 ) /2フ x

Ex2くノパ ) め. /ztne と cccん ◇今計材検が, /tzと なけの 

ﾡ合のた型より多くなろこと%ﾡめていと. しかし2ecc% ○受久は

な ○成会そ少 し下 せ ク. 混ﾡよっ く 9政及が食 くなとと 

7. う体系は会総えらて いない.

2uxdentannt<(?グ. A2> は. ﾡ炎林対す々ﾡっ収ﾡ表ら主准 

受なみく。ﾡのそヒ比ﾡしていあ, /«0年の執校期で. Qs%そ混 

ﾡしfれ4cccん ○成長は エーカー当り ?かめ /e7立カフィート 

※ルし た. な u イcccん. * 浸 し た 場合o. /2近○と ○そ均成 

致ﾡはエー カーり //フユカフィートで力っ o対 し. ncue o 単能
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では/2フユカフィートほなった.

4-.c% I2ザととそ派ﾡしたと さ○熱依期 /ス2年○生Aは ェー 

カーきリ/44ユカフィート カ々か. ucc ○では クク にカ フ 

イ- 卜て力ろ. 数っか◇ロットク4ceんは. 材及&においてパー 

cと そAはか、った.しんべっく生産ﾡはエーカー当り催か、/のノカカフ 

イートとなった.

ルとと と ん。«混すみと平ﾡ成長述はエ ーカー台リノ4スュカ7 

イー トえなっが. nic ○ﾡ林ぐ は/ク7ユカフィート しかならなか、 

った.

こら。 教験々収減表か ら - ﾡ2どる o ﾡいポ震 2幾性 ○掛社々ﾡタ 

ろと総生たﾡが入 く なろYﾡ為し く上*そうそろろ. たと えば/九かぱ 

2aた (24eとcん そ 混ﾡ し り uce M だu ・ ま た n u一 

cc %混道すろようなル合で»ろ, ﾡ性○ﾡでは. 竹状分なかなり疎 

ﾡせけはな ら ない締やﾡ○な半 /2 いくは. 潜在的土池 生Aカ ・ 

会2利用でさ ないへめ. とらの台系はﾡ»的 も納ﾡぐさ み.

炎にﾡ姓○どﾡに材高○弟いﾡ犯る澄せろ p. ﾡ性ル通○内&及4○た 

めz, 上倉をりすかせてめ. 十分I2マんベ利用さないから. 当通は成 

及が減少す ろ

浸糸林%成功 せ々れめ②妥件は. むん どち ら○ﾡに%地位なぬな 

しくい々ことぐんっ。 地位②よいYこみぐは. 樹岡ホー卷為 く なら謝並 べ 

浪大○生産%んけみ。

ﾡ糸林対他らﾡﾡは, 材独生4ﾡ卜のt, すない ちまと(て ◇ 

健会性 Y ﾡ性2 閃 寸 る もの があ 方

フムスの然件はおヤ ら <滅女○力がムいだん う。 糸 ょ ・な糸の集の

-I2I 一 

か分解しいから 計系樹fにな系ル*大させわと特に有洲*ろろ. や 

ら ’こな果樹の泳浜は. 変未令ﾡべ冷い ニ と ベタい く みん.と。 /タ 0« P 

<a ).

の派さは材ﾡによ っくうから 受央状は対すち過ﾡ力べ系もA 

いとぷわn%.

主ペ病糸も,混央林ぐは靴ﾡ林ほどひろがらない. ミた ? し/つり溜種 

尔装自を クけたり, おしたりすみとしてる. 夕くつ場令化の料社でﾡ夫 

分そ形成でさ ゃ.

系後に桑ﾡとな糸沿*ﾡﾡす » ヒ . 針繁ﾡ○準代林Yiっ て 火災の 走 

険が少くなと. したがって. ﾡんビﾡﾡ値○2っまたはそ以上らﾡﾡが 

受天 し < いク令には. ﾡ休*史成す々たにザカ する必要は全く ない. 

受次はろ々福良ぐ材未っ成ふさ係証し 河FI. 冰分忆樹河 の 商 く な 

み 木な $つことによって 役* 増mさせあ.

現在中部欧州 におい て は, 浸人林○地成にLも う と うとﾡい勃さがみら

ク. <a&wteut</v3 Pよ)は. 土ﾡ係会のために混着すクぬ 

○力めこと*A四L」 4た fyと. < v>は. 独乙におけ々 単純林^ 

教は, 芝x L工針丈樹単純抹忆対する無風害および虫害の度/なら放曲て 

よ っ < 消え失せれY報じくいる,

V とりまとど

約に力た っては, ﾡめ新ら しい研成系のな と リ やげな。

2 まとLく ② & co. x 2cocん 々対みとしたが. c

/クu * Cuctcaot #z zついて 言及した.

1 改おけみ問の主裂なﾡ則は. 株分ら永成及なな系及のる
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◇YすこYぐ»ろ

• ・

4 このこYは自中ﾡ似によみとも系よくﾡせらる こは通当 本
・

教○以木な光城会体にわた っててま らけ均に残す方法でろ。
・

5 商○方法そ表す過初な為次は. ﾡ太○直ﾡY似ﾡﾡの直な点 

岡係, すなりら% ぐ力ぁ.

6 分絡戻○系食○沢良は. 林分名べ治数っ上う理らy。 こは翌
・

鈴距 と上ﾡ潟○岡係で今えら込ろ.

7 光位の良い場合 ﾡ常成長費にxする周のﾡ容は. 夫涤Rお こ2い 

て\ ろ盗戻ら免通 zガいて は槿 少 てろ
・

8 乾様した逆役の意いとこク○つ。そのz.c。○ﾡ冷政表は 非令 

に宏な ② 場合 /下す あこY点知らて ろ

9 な系がでは. 非ﾡに強及。周そすっYﾡﾡ内及べ送千修下す»こ 

な知らて いろ.

10 ーカ 直後成長は風ゆによっく非希に次4さ.ﾡにﾡﾡ下領<受会 

が票ﾡ でろっマ 短ﾡ向に肥人ろ

II このれ必ﾡのﾡりがす

12 直松広長ﾡは収ﾡ表調製において意ﾡ翌な日子であ»が, 画火様単 

共料の回 分析を炊 っ . ﾡ々 o 盗良対す み 直&ﾡ長を期向追

<そ洲すろ こ とが可能で力あ。

13 商物*2段の4か. 当松内長は候"月考. またﾡ条4よって8受 

维をク け.

I4 断面植成昌 は/通宗 宏及/- 入一 ま では欠せ ろ 強及店似くは

森 淡或氏尔低下 す2.
15 a浜成段 と 材小成呉 と○m は直根的 な 円 係が ない. み為木っ 前a 
ﾡが大さく及々と 断m消成長型が増ﾡして%. 才ﾡ成ﾡの力は戒少*

ク ことがカク くまた並ろ々)。

I6 光仙の意いと こっぐ保4効系べ現わY いラ例 $力々が. 新し研 

/に い < は.声/2 よって 材内長が保さとというちい考え ○確 

べげらていな い.

I7 ?cxwu.cc ○大タ以の研丸においくは. 河ゆ&がすヒYジ 

z 成長我べ依小/に下ナろ銀、向が力り 系8ﾡな林からほぼC及○周 

戊, ナ4Pち盗良堀水的/ケに密及なおヒすヒ. 総林ス長ﾡは約よ4 

み少みろ,

I8 免及の 同技 では. が成長○液少が入さくなろ. り 氏,つまり脇及過 

救物 /0でゐ 滅少 ﾡは クズ Izf い

19 こo一 糸的 な傾向に対すと 例外は. Jとeoそどanud o おew-wuxズ o 商系 

别試験であろ, こ こ ぐはD及ﾡが ケ年 でっポ大収ﾡな今え クようぐ 

»2.
20 ルレ？ 総材積 生産堂 は, 五べ女～ <e まぐ○円ではるら4 

いようであ2. しかし. それ下(な.スY〜#-とucc と月じょ 

うあ少す2.

21 成材々水く入松インすのとこ々まぐゝで迎す»い. ﾡは期9納 

y○/ぐﾡ公武べﾡす»ことな夕い. そ腔は •則 足 眼界 ヽの 後彼方、理 

くみからぐろ2. 、

22 熱似期 のみ との か で は. 弱段 m プロッ ト ぐ も 小な木か 列足限界 に達 

す»から. 総就祖た成松々植の髭H なく なるか. 力っくりﾡかるなと.

23 道炎岡商ぶ黙るおいては. り&君な煖糸め州表美ぐ濮穴であら.

2% どよ年○ﾡ期て。 /よフィ-卜岬岡のとさの土准動は タ分クフ 

ィ- トオえの場令のみケ火程戻とﾡりあ。 •

25 商木。ﾡ得木と % .向岡○ない プコット②力がダずっY入きい,
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26 生ぎていろ一冠のみ』は. 向ほべ強いほビ大さいべ ﾡ終恐はま 

た木○蛍伝的*杵性で どろ»,

27 業ﾡくは, 染ﾡしに分ぐ作らク材は比霊べ小、い.な媒ﾡの送 

合には. 算輪临 が邃つ < り比担には力ま り&がない.

28 間技 した あと は旅の知反か招加 す るか. Aに対すとﾡ加力は*ほど 

ふえない上 う z恐わ と,

2 商した水分は. 水ﾡ吉に対して橘』カカ%増す. 九なし. 焦希に富ム 

林* 同伐 したす ぐカヒ はかえ っ くﾡ力べ系ちろ.

30 NすあY太大災った険が液少すろ. 宀

3 一級に同枚を 宾行す ろ と 考の危除は少なくなあべ. しかし系パ土 

/zﾡえた場合には. ﾡﾡ/によっくあまり強く同すクYるのた 4才 

& ○激者みとことがろ. ﾡ。ﾡ及は. 映分○カベでくな2 

こヒがかっれ. •

32 4○3生zついてめ 一ﾡにﾡは千防効系な示すY恐ルとべ こ 

○場念め, 飛ﾡ土に増ﾡ*どﾡ々強&にﾡすろと激答なうけ2 こ 

とがろ ろ

33 去期同忆ついてみ林は二 ﾡそよっくな業ﾡにの生すろこYはな\ 

か 新附な状ﾡ○%糸の-な分解*せみことよって. 地上K九ミ 

カカ. ﾡ. 空糸っ型はよ2〜/2のが増加すろ.

34 商すクY. 者通なら土ﾡ温及ベーαF上する. しかし極的なさ 

件○もとぐは, こ○上ﾡがど-7Fメ上になろこヒも».

35 問似○検,べﾡ鎖す2りにナいては. 光上にすと商登はご、 

か L か増加 しない.

36 2uniuauた c anLtax.a 北 はﾡす カビフ ヘスの分ﾡ キ 

が増し ﾡ向わぐは分解がﾡ。

-125 -

37 ﾡす»Y系ﾡのためつ物的。 生態的糸件べ改巻さ». たたしﾡ 

本がA材Y般令す»ような北他の上いと こ ろ は別である.

38 Joax火ttax.at対いくは, はセんビ○場合下倉ﾡはﾡ&ら他下* 

担、./株作糸○効げになみから 何者で力め. しかしな料ぐは洲特 

下ﾡに状○女クの%ウさ. また土系件さ ﾡ好に係ったに下ﾡ林ﾡな 

しくおく力がよい.

39 ﾡ常ﾡﾡ休ﾡﾡし 成長がﾡえく\ろﾡ令の景手入林にないては.通 

向に対すと及んべ極めく入さい. ■径成改. ﾡゅ成長と*ペ並*h 

商はのﾡいﾡ岡ぐは成及型べ3伯(4 った例 ・ろみ. ス。～。キ及 

zなあY. 内R私はそ○地山に相た しc永ﾡにふちっ く.

ﾡべ○最手入分の及たは 気ﾡべく好 Lくな い気候ネ件○ u ・ 

に求も%しい. そほど大さくはないべ. ﾡ派な一時的効系は、とな-

40 ォ/百岡久のLしい『ﾡは 林久○初ﾡ益くによっても受なみが。ﾡ 

ホォ/ 日同城は上国務ベ ス4〜,J フィ - 卜にをしヒ さにガ こなpムば 

ならない.

4 大分の収ﾡ表に示*くいとﾡ依○周ﾡはターよぐ. 地よっ 

て出って いろ. しか、し向成長がフー e フィ - 卜にすろ ごLIにﾡ似 

«係&すことがセしい. こはﾡいぐは3～よ4○門ﾡで, 走令床 

そは 0おわいはそス上L相当 しくいろ。

42 N炊ﾡﾡな長すろY く杵にﾡい林では)る日○Aやな強く Lなけれ 

ならないから 政ﾡﾡの不べ生すと.期向中にﾡﾡした木は用ぐ 

さなから 商«5年～ /年にはすとさのい膜登の状久は/スー 

フ メ につろ とえ *ろ.

43 ﾡ 岡似 ぐ 自 ﾡ粘損 ○/zゝ/すろ 収人 は.拾核期ヤ。総材 生星 ﾡ
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の何らにならy思われる. を成銀線も似状し4いYすスY」 こり执 

火は非希ノて大きな toになあ.

44 条ﾡ/に伏わくいろﾡに対たさ せくっくらて いあ旅ﾡ表によ 

中品及両ぬ。熱似ﾡ中っ依ﾡ登は 材』A生A登の的よ2xで 強及門 

に対いては約40Zになあ.

株を ヒえは大な木生&の/め/. 平地成Rﾡ系入の許太ぬぐ 

そ とすば. ﾡく除女さあ引合は買入さ く4め.

45 生A日がケ, /とえ, 用. パペルプ材ヒいうように明示さて\»

ヒ同俠が夫行し*すくな, I
46 衣林法な 定め ら れた 足団 で錢. 済的な 見方 %水入 ら ことがでペろ. 】 

ハし, 会く永的なﾡ済的方札は.の永のみ&%択なうおなルかろ。

. こは全があいてさにﾡにそ○帆向がAい.

47 ォ/ ﾡ膚やり係小極木からA%ろげろ こ とは. ﾡした○主表な片証で 

み, いらところ こ山系新ﾡ○円岡々規制すクこヒで-ﾡ分たた 

て いと。

48 懸済的寺隆幺低机/乙加水した渲林的概点 からするム 用オ生た○双 

番及は. //〜/す 似の鑑反指取 と 惑われる. パルプ材主&でAこ」 

リ少L 髙い者反,夕分/〜 24が当 ぐ力ろ う.地光仙○ﾡいと - ら」 

あみいは焼住樹相た っいては. 々らく 少し強及2問すろ力べよJ 

こり力, . ・

49 介た木べﾡﾡ木A ・ く 成良 t くけ けと場合は比牧的少な く 上ﾡ \ 

ﾡさとと木か系 も 産 ﾡ象公高 い. すな」ちA乳/立カフィ- 卜 

りの系登か少くてすむ. した公っく収ﾡ予は役ﾡ木と水喚分木っ ・ 

n上み場今べ系入でんろ.

50 混人林な成ﾡ す々と 3,色々 な樹鹿间 うW係な炊益す みため平堀にA

一I27 一

ゆなおこな う 安べみク.

5l仙が ど ちらり 樹和 に 3 通し くい, 附 あ 。 ﾡいル足 に ﾡ 住制 H W 

えA っ ・生&登べぱ知すン. ーカ球仕場社/に#や。泊 く 4ちﾡ粒るﾡ 

交させ。し.ふつう生4ﾡはﾡ下すち。

52 派糸はそらく, 風者. 由専. 南等などに対す る板猊力が/いもの 

z8bn と.

53 系材にな、条めさ央ぜっヒ フムスつネ件べ欧合*,またろろ点 

*火みﾡ険も少スくなろとわ方
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I 間伐方式に関係させた収模予想

(Douglas /ir について )

G. C. WarraCK
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断面曲および樹為皮長量の予測について

- 8..pとa. う の间後方法/こ岡連して ――

月扱恐スは今え っ八た地光仙 ついく *え今周依う式を用したﾡ合 

○自系%表示 すろりらなべ. ーガ ﾡ央に はそ»の 表示 や た承ねいカ は. 

係,背的友効り在力によ っ て灰M的な気将公不ﾡになと と いう欠点ス ・ っ 

て いと. そら上ﾡ似ガらﾡ釈なﾡ名 ぐないu そさ条係にんてはめ2場 

今は瀆 った力去か適•用 やれる こヒIなあ. そでここでは計ﾡたﾡゆ 

力式の規向においく 不焼則な用樹 ぐ直n*/に兵係○月久カーA系 

をに 成長量そ阀係づけ」こヒoでさ み改場 た子方々ﾡっ:. 

○ような日的ぐ. 断和独ヒﾡﾡ○茨長なみえしたが ネﾡぐはそつ型的 

な郡分幺求弋みこ>忆 すと. こは+かなY改もそえは. 天月的 

かつ肩用な不測イゆヒなとく方 >.

こ o 研兄 o 力 法は イeus /z おいく く &c. anイ Canrucctuz ・ 

/ア/ なよどいく アフ )ﾡ令の uucc 分の アzeducがn ぞェ.と 

な作2○に用いらたうまから ヒッ ト をえた もの であら. 中周ヒ 系係生産 

ﾡのﾡ的な係なボろべさ 批力 的间找试検他の 不足 <加”ク人" 

/ラト7 P2ス)そ解犬すとれめ, 政州◇研究桜岡からィァが除ためa 

休な弟い. ら求ﾡっ ノ/の依膜表Y ノ/ヶ®ノuん シムルム 

○回父状ﾡ地○賀料さ加えた。標平地○々は/0〜にわ/ ってナり 

またタくは 0以上Iわたっく花衆べ行な」ていと. ﾡ表ナ上状ﾡ

理○え会な松然そ起与さたアチ EScwomr. ア22cdcxcan.

ア/ 2xwu&&. 及 みな:んe2ca% およど &4cxッuんt

&とe Bceacz ( Cu才ua &n d4 )・ % パeイ ( じe4cu-
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ペ ) /れ2 とoevenrzc2n ( &2entataz% ) Jァッecが 

(-2tcと 1 &z 人ペ®パ2 arイ 2 Cckcuc く の2cat 及こそュ ). 

み子 タcc&cw く 4イ&ondイ ) および どa4wz < ocちo2anud ) っ8と

I彫ﾡ申上けろ.

たがれ楽光資料は. ﾡ位も測め&々ぐ力った.ﾡ救因子はデー 

タのヤま り. プロットっる林, ﾡ○年月 日くヒさは ). 本*, そ点 

木のﾡゐく胸み。 次付.直希断あ小でふわす>. 平木○冷。M品状 

よび粋材かくﾡ材救ちといは太ロぬタイ ンタ4 ぐの取刃可徙オオ初)ぐ力っ 

た. やとのよっ今死計型はどの次検地○ﾡ/力いて ・知久"と"Aな 

体"ヤけくて#*ハ c いたが 二く催か○ﾡよ条くは"円ポ。2チ 

ーノを別にろげくいん. 買料ブ 性典ボー、でムいため. 共通○※べくR 

と2°がぐっかいくかっ/たべ. 総る会汽#セエーク -求仙*Aりし.

地光槍や. 密及な, ﾡ伏カムナよび周似○強さは次○カ法ぐべめた.

光位ね校々 ミめろた々,ﾡ仙女曲係っ ラフ上Iにふロットo上A 
の級向衆を音* 入れた<務/), ﾡ仙増女は衣○勘祭に対す»Aﾡえ 

今えに入く 双も近い冬表偽でﾡ矢した. 地仙造叔は者血よのダく休> 

x みか. $。 年にﾡにない プロッットにつ\て はその年令まぐAﾡ係なバ&

しく 抗ん ば. '

スつ○点で考べうし/. そは一地の 地仙曲係%ス2年以下く 

ﾡすろこYY. 上8約をれえすみこヒで力った.

地求曲際は 2ancowox. J.&and o Cwcefan <た (月c 

安.t x.. ) ぐ枚御 し/ よ年っ枚木の年政及登っ資ﾡd.

とづさ. ス〜よ$年まぐら政長ﾡを組令せく3っみ地位ﾡ祭/2 /e 

ノ %すクように炉ﾡし会体的な平曲ﾡく決し/, 化の地 

の連年成長ﾡ %年会にかかわく 主也ﾡの 上下しパーセントo位G
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にろ»セいう伝夕な検 したYこム. エしくないことべhか、っ/ くては 

幼令のル合え物係教が非和に犬さハったたゆでろ。(％B) > ので曲縦群 

く夕/) ○位習っ けにおいて ほ必要 "◆工さ ほどこし z くAaucc ・.

とんua.ck.x. /o). 会プロット○土○年令対ﾡ冷也係の分換は 

スたったが」 ※争歯係くチ う ○形はもい 2を2&# そンucc"k 
ﾡ秋物からどかた土場に生角 すら 品マム< P ○参止さ九た地光位也 

際くCンant. /Pよく子)と非ﾡ/によく化くいあ.

上ﾡ冷は者ゐーカ-当り ク。本つ系大木つ平粉ﾡとし. こ○条 

係○他が妹、くいとのは共ﾡ○収び表」 オランバ..ぷ&tA Cル- 

2a○会ポネカよびドイッ旅木で力め. ﾡりは商似検○平太の料自に 

今 フィー ト%mえく 上名ﾡに ﾡ卑 した. こつよフイートのくさ/意 は 

ス○1りぐカみ.&と*と "か ○チ々入ない分で今像太・ペ 

努木○平均ﾡYﾡ分木○材 と o 際型・が くJなca4L. ア) ょび 

チみ,u は有用広朴りなサえと. この円係は団帰強終○逃下○出いそ 

みてとた/ﾡ工L なけはならないこ Yがわかった とい ○は周 

した妹余くは呉少木にゐす。林木。す令は向力法 よって 系なみから 

てみ. 天除○岡係な ロ ットすクヒ く タタム う 上ﾡ あケ o -バス。フ 

ィート。 紀田ぐは傾白は国ﾡﾡから尻則的催か○差し か示しく おら ナ 

子すクとそ○対 w は一旅に的 フィー トで力っ/. 上ﾡ高"すろ 

た» 平均料あに一状によフィ - ト さmえろ t い ,任意、的な方法を次用す 

之に当っく」 オランノ棟単地貞料から /2○平均材常なラングムに送ん 

ご xら○平料高 +よフィー トゥ 値にx し く プコ ットし たくみみ.2 . 

プロットしたﾡく+印ぐ八いてろろ > は始ん どd係上に のって いゃから. 

4均的にオフィ - 卜%加えに傾白係はﾡ用 して よいとﾡわ». オラ ンメ 

の*理を度んたの は. そらが上ﾡﾡくﾡいﾡぐ状用 カル惑わろ
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そ行なった役の平均木のﾡぁな去しく いクからてろ.

全株本 プロ ッ トについく 派りfい者及川坂々就みヒり る岡似般ら朴今 

名及北々糸たくアよ). こっロは* //日っ1 FR 0○会係 < 

②状系くwowue4 /?ケの)々旅用しためらくふuaoがんc."9tフFラ

4とと ノ) て. ﾡ木周隔く エカ形配置) +上ﾡ潟 = 2ox ot さ○部& 

なそ/とし こな加発油次ヒよぶ.ネ研究ぐこ○状な用いた○は, 今 

お していろ 同我方 式を比软すみ ため で•ある. - ぐnﾡ指救c上。<テ:

たにaん水っフレ®大さ*なス J○例示Lてく(み4. ハ

は約 て 2e～5o フィート ○株高ﾡ闘 ャよびﾡ他○ 及おな とこちくﾡしいよ 

うに ﾡわと.

同依カふ%表わす」 る周似ごヒに% (D-岡和○平均血は4

-剤ゆ木の平均産体)*%計しん. こ名登P"増本とす。と.メっ上 

ク忆同优のタイプ"分执ぐきろく,。〃/“Jス /,タフグ“).

24よ A下

4?2～20
/20 メ上

◇6よ～ ぬ4

A入^〜 22

タイ く c合ce。 ま/は <ntowewt/ cut デ >

下ﾡﾡく &w そんuァ>

強及の下A畑 ～ 我 友 の 上 布 用 找 くろ…t ざん.～*-

イ子>

強及。 上ﾡﾡ依

択 仲周似く <cと.cな。 そんういみ子 >

猛及者ど各令せ ろと, この 比から次々の期ﾡ/におけとガ法血用の一貫 

性と牙*が示せ2から こま○同向試験っ ようにルー ズなﾡ久力決○火及 

そ刑いとYいう採った方え% 工す こYIになク.代太的 な 試映光み震 さ 

と. 次々○依水ﾡでこのkべ交ﾡL ていクこ Yべわか» くチ フ) こ 

は#乱、向力法くんとじ4424αど, /?よt) そ○ままの4内係-x 

そ除さ, ﾡ冷べ高くなろY 29ろわ\はそ/以上てなろ傾向がろ。

間戻くそ化wれa d&pce ) は公共くとcac an4 Carpvcct.-Pe/) 
からいた こは向/ﾡ々で次っ ように 計 した

商以& - /-22!-44) 3 +」・全4-

(ムの)= 今'日 の 同伐木断面旅

(ム ax, -ﾡ々ロ ○回木断ﾡポ

(ムa.-ﾡ因っ ・

B.A =今ヨの商ﾡつﾡﾡ

a象く baン,Y くムaとはスないし3g2 ﾡ1ゆがガ こ * Pn< . 公式 

に 2 くない値べ入くまとよう&な みまく犬祝 ナろ.

ﾡス商/は用ゆ○同今年本ベ〜/ス○ﾡぐﾡ化すな ・ ・ . 断都ポ内会 

率 くPuc.x2 ○公ボによと)欠○/"○可ﾡな 常工係表 とL<名な 

扶材 9 対載と なっ くくと. ﾡ岡mに対すみ断ﾡ八成良や○ﾡﾡシない。 

/zp ク。個○ﾡ似向ﾡ*用いたか. そ○子位は Kェと なった く% 

a. フ〜/スﾡっ ﾡには負っ4向%示す比然的少救っ点し か、なか、ったが 

こら○帆測値 ○消容力 は保的に有意ぐ4い こ c べPの、っ/から 〜 

4年○向では期向○長さ ぐ格L«mえて %さし <会べい ことべ明ふか 

く力め. したべ? < ﾡ以ﾡ岡は引ﾡく余では修因子から係外 し代,

こ○ょ うな4行物% とクについては一沼○明べ委ヒ ﾡPわ.

解次のﾡ&く岡べ) によって % たら さみ沿ﾡ○系っために. 同次 

○#期間 くﾡ依岡岡 > ○彩響«分郎 すクこヒ は国ツでカろ. 日解がﾡ念 

I2tらなかっ/ こ とは 円依計動天行つ通ﾡぐはﾡ依向mな知ら ダ知 ら ナ 

○mに断a検"水ﾡ. 個々○問○強さ よど円分法なビっスめをﾡ 

ナ クチ段な っくいクこヒめ 一つつ刑由まくはなかク うか、 戸様に フー/ス 

手の回○?個○点く子タタ) は地仏下に報コ/にか平地2 めoく5/
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Ta..7 断「ﾡ秋、成長¥

*= 会 x.-イあ。 Xv = Hse *r=TD

ス * **
i -2 2フススス I +2 フ?クフ/ +2 27?タ/ +2 2/ス -4 22#4?

** ** ** * i2 - 2 ◇4774 +27 /22 ア +2 /ス/o + 2/ ； +/. ◇o4?

3
*X

- 2 2472
**

+2 フ/タス
**

+2 /スクP
*

十/. ク/«7(

** ** ** j4 -2 /2774 + 〃. フタ/ア
^

+ eo4よ。 ；

5 **
-/2P&7

**
十2 ア/

6 +/。 フ/ +2 x+444• +々 ◇ン〜ァ :

7 +2 44P +2 ス// /

8 -2 o2み/7 +2よoフ / + 274

9 -2 /クラ/み +2 soPよ/ +22 4よよS :

70 -2 /2(o +22&/フ 22/Pス 1

-2 //スス « +4 &よ-2

i2 - /o +2 フレー7 ・

13 +2 344 / - o zesx

** ** * 1
14 - A 2Pタス7 +2ノ フスよ -Q ◇^4 /

15
** I

一 /&7/ I *。

76 +ヘクフス4 + /クP4 十 ◇/ッパ

17 +o2ハア7 +の /&フ
•

18 十マ.24シバ I - クフ7

相岡分 (PBA>ュよ)

L*=4 *,一 DI 5 * R 2
** --- ・ 1

+ 2. /&/ yム ・? Q 8ア ? - 4よパPァ

: . ..
「S/$4o 2 S夕*P - X 4P*

..
ノ/ 74 1 4 P< - 4 /スよ

i ..

2o. / 2 sタフ - 4スs84

..
十 プ ?よ ス2.4 : 2 "宀 - o48K4

x 2『子e . - ァoケ7

+ C74/a V . 4 々 s<夕 ；
j

- S3ス744 ;

2.4 a s4/8 + &7&72 |

・ < ◇ &4// ! + A^K2?

ペス・ フ . 842 +./72アノP

---る./イ7o - 2s算e4 々々. 4 ◇. みよ? 7 +.s/2sよ

一: 4 M 4 +5フフ/

+ ノ ◇フケ -2ぷノよ>
•

2 ラ'
2 sc4/ i 

・
- ◇.-/8e

w* '
十 <.よ/ツ« 1、

| ・
ー.フ 11

+々.40474
.

** *・
i . 1

| 十/タ4442 - 4 *"* 7 ペ・タ A 々一々 +834e47

々』： ス - «8タフ

先 ス A &274 - «4よ^&ス

十 / ◇P/? -227-ぶ か7 2 sxよラ +フフタ。ふo

注) ﾡポは検えおこなわなかっれとこみく力み ** ノ% 水くﾡ、 * メ水で有, 72.S. 河なくないことそ示す
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2-) ぐろ 7 く. .命てﾡ/係/にウ安ﾡが少ない余件に力と.

断 a 残内及 ﾡ2子列』にﾡすろ分析は池年つ許a検成及% /夕の御0点 

依ﾡ岡に対すク受介 向ゆ.及○師a肌岡ゆ似○平ﾡﾡね,地仙*名 

及救, っ比についくﾡまとクこヒから始りに.次にﾡ向○除り○チ 

Aによっ て 2ケ年上 と ス今承木ﾡの2つの ﾡ令報に分した. こゥよう 

てしたのは 用化しない J 考いﾡ々帆では来らばりベ大さく4り / 

ﾡへに対すと断命ﾡ内ム条の称ﾡ己ﾡ○号曲休強く なっ /からでろ». そ 

九でスっの包についく列々 ○相属分析%な っ/c. 4令○合いﾡについく 

に'ブス因子 の目来力、ら始めく, . ・ s 4 フ○因+のR令せな会

で余析まで1pた.こ/ら○報合せ○A々は公大てしくなりし ま 

た子消核ﾡくメカニベム) として○効幸計的て新価しれ. 年令の白い

&1「 デーア の 分析以 通. じて えた体験役4 って若い超. ,成表を 孑測す も た 

つゆﾡえな公べべ非和に山速に求◇らいた. すなわち38み○@ /っ 

って検者を次えただけでそな係用した.

すべての 分析/乙おいて, 円ﾡ○術は1相岡によった. ﾡ座すた・チ 

-メに直僚か力く はま2ような協本、に呂す冬及求した. たとえば同氏慎り 

師a典Y系均復松はぬ本、/。/西スる ¥ /。/p。に夕えた.ーカ4# 
永※◇グループでは字令なく/。"/ヘデtし %○回3は糸して く 

%デと した. 棟準的 参有又献は 衣と々 x Rcuc化.(～-バ) ○年台 

くろ々が。一希夕く用いた記予は下表○通りでろろ.

公べ。ﾡ救

BAa ﾡ人○子許舗A
% 同夜木 ○平均 ﾡな/商 ﾡ○平 —

De 点役○平直体

H DBH の成長量/ インチ ヨク ○横念成長ﾡ

H 地仏福糸

4H Aは木や料為/ ハ久ね に残さ々木○そ舟ﾡる

PBA > スよ年生以上林○折a私茨会ﾡ

PBA<2 ス今卓生永※っ ・

R 型 相 閑係双

引 推-国の■卑廉差

TD 商&

2#系

断n検成長ﾡ く す FB.A>スよ)

格○日的は. 同依後の折面機 ん アク〜ス"ク*カフ ィート)Kヒ ぐ. o 

比が 4フ〜// め同/をみると s 交4なﾡ&で地年内長ﾡなﾡ工る 力/ 

つ上○公ズな導くこYで力っ/. PBA>Y フっっ油立み女っ 7係 

«相かく検 しくちY. PBA>スよ は令 地仙くH～)ナよび円か 

○がaAよび直ﾡ。食好な岡々示すか. 円依&くTD), A似力まく

o ) で旅分8表く D1>& どは ろまりはっ りし に効系を示* ず. 

約にTDにナいてそうくカった. しかし すべて の 因 子かどのよナ に作用 し 

てい»かべわからなかっに○で. この力Y 九計的評橘から こ 巩 らな糸却 ぐ 

・ »ﾡ性は 1相 岡 分 zおいく らまり期ﾡくきなかった.

プロットさたよつの因み○平均ﾡは非市に AH いな直際ﾡ係を示 し ft 

が, BAat D。は曲供/\修正す々たり. そ* 2e//Eスa と 

/ /ダん t Iz 検 し た.

こら○個々○百子ビ PBA こ②ﾡ回m くチみラ> および因 もり欠软的 

なA令せ○他系 く*/本)は こ○分ﾡ○チﾡり «れ供すろ. ユ7項知○失 

験式ス試みたが, 本にはそのヤら /と何だけ 幺あデくあろ. 除外した式。
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柏沢係次は244〜2夕/の向に力っ/.. 表示した公式についく. 更相囲徐 

教くR). 植条ﾡっ旅ﾡ駅をらパーセント(5) えムみのカろ公式っﾡっか 

についくは個々の係表っ行る性Y布ﾡ。'a° をホしく ある. フっっ大 

くオ/表の公夫/〜ケ ヒ よ>は他の力ょで計した.

断書状ん兵ﾡく号PBA<2ゝ

この目的はらた ノク ～ スタネの 年 今群/Z っいて PBA<2よ%千 

測するための公式、幺穴切る こてでろった. ﾡ木は系体的/ては夕つ○因4.
%. BAa ナよ伏手令に よってﾡ川した. 係処/ すクた» こら○日 

*そ象くく/あが, /イシV®スてよどく"。/ネ)/に次ﾡし PBA<

すクﾡ日掃なそぞ九計ずし/くチタ). P8A と○智々○相く 

(%と+24ス8/ /290gAY+4よ7Pよ. く2イ4ンクフケs>. 

ナよがく"発4令デ ヒ/ャスる○向○相岡く+43s4/) 力上びくパデ 

とく%) ゆ月○相岡< +4バル )から. すべく ○数々ﾡ令せろ 高い 

相ﾡがえらろとうえ らた. そ○ﾡ系ﾡ相岡係表は 4Pスw。 に増が し 

推を他 ○が妖送は ムフフ/になった ま分ﾡ、か杯 よって永○く 

包令せ ) の 団用 はおめく 行急なこY 証四 ん. そで 目的がせ ら A 

zと忍hわoぐ, 次のような公大を奪いた。

PBA<スタ = +4020? く%- 4974 く /eシ//EAa )

+ 2 oよく"%令 ゲ-s , 4

当然な戾ら同一断面质水準 ﾡ-%比とについては. PBA<2ケ ○負 

は平令の部いグルー より大さくなった. こは高令ペ○オ刈にはめ公 

夫。 書 く 必要か、あみ ことさ基明していろ.

この公と オ/表にんげた大と%共通○坪々城23 +ス承○と こ力く他 

今 クという試みはﾡに し なかった. こつ団○ﾡ測位はた 2よ年以上 

○ブルーつ分で4一階に4って いろから A»ﾡ及の 网座幺 もっこ
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が子さ力. との程及や表わすたお. 耳令の得 い: クンレーブ の標型回加く 

ユタ ルノ ○政係 > % 年令因すについく 考いグルー。 平値くﾡ./のパ 

○2と条保)に対しくプロットした. こ○因子はそなけで二つ◇グルー 

プっ※物○よPoxとよペ〜* %桃門すろ. らに天値○ﾡ似してい 

とこヒは,州えば,ダ令. ﾡ司ムP2 %=。よ1あ地るォ/及の 

ダ式ヒつよ#グルーに対すろ:今 公大に代入 し て 計算 す»セ PBA>

よYPBA<ス の 断面横成灰率がた れ. ぞレ ス47メ と so3ス となろ 

こてから りわかろ.

平水のが広及ﾡ

商依Aの平均才の増は"式ら(なcゝ° "兄かけoく*〜と..)" 対 

よび "同接のく»ル3オゾ ﾡ知ら況今しに ものく»ろ. " 共○ﾡか" は 

ス日o引l統く同の向に生ず»る○で"かけ" ○増加は平ﾡぁが通例 

間木○似状断的な意外ぐ増加す らこYによ»め○ぐ力». 向検的な 

ヌ容はﾡﾡ○活力についてつ林木○W合がス化すろ こ と から 生す る. 入3 

い木は小さいネより め平して材サ矢ﾡいY欠すは, あは任急っ問 

久におけ々このも合いそ大まかに表現す力といえと. "真の増ル"2 知 

ﾡ的な" 彩留○総今した g の および“ 凡力、け の" 増加々 0 Kめ は. っo 

公式に よって 修正 くさみと方えられなのぐ. メ下 o 析 ぐは このAにっ い 

く方えみこYにすと.

% <表り した“ 典 り” 材高& と"N根" 的効系

ス20個○期周の中共の 年令に し て ﾡ冷の年成及置さうっっ地位係 

ごとにプロッ ト し. る々 ○地仰ﾡについて フリ ー ハント ぐ平滑な曲根を画 

た, しかし光仰曲線つ平均ﾡ向○地年長のﾡは非高に小*く ダよ 

日ス上で帆的に有ぐないY方えら/たら ぐ. こっ力はによと才測は 

孫用でと ない. う一つ○力法vして. DBH○平均広及費/インチ当ワ
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○#③。超ﾡ く才wa2 )%夕? ぱつ帆洲伯からボめた. そで8デチー 

夕oバシッ キべ過 当 死. っく いた か,ﾡ向 初めにおけ»他な く ﾡ点. 皮付: 

%比. D.I比によっくﾡ本なﾡ化し/とこち相ﾡ係教べ278に ﾡえ 

ﾡ○妖迷半は ラタメになった. そうしく 分散分から こら○因今○部令 

P に効系は行急く力ろ こ と小紈 計的/で碾久め ら/. こら○日す と 

ﾡ政及番 (HA)と ○術認ﾡ くチみ.// )はH。YDg と。 ﾡ係に西会 

な曲綠的頒向9 存在, ク こと%示しくい2 くチネ.バ 2 . 瓦幺比殺的陵 

¥な p. ルノ,% ◇4 うなa象に及ﾡし <%こ ○際製岡係はろま ) ベ 

番く、そクに なか ったっぐ. 直極ﾡ四 〜 « イ ンチ②向くは直除係く 

十分なﾡﾡべえら. また/4イン メ上○推え他はﾡ大っ ノフィンナ 

○上まてラフイ - 卜 <一とﾡした,

p.BHo/イ ンチ当り平均材向み長○子測通当な りoヒし くあ4した 

公は. '

HA--- 2 ケタ Da - s.7e47 -2 アo72 D.I +/2 必/,

くカと.

アかけ ○逆成長番

営冷成長ﾡそ分析すクォスﾡﾡ○目的は, 3っの独立次我%. (%y 
および外令を用い く, 比。 /よﾡ○ﾡそ修止すろことにより, な

け○成長型々方ﾡに入み こY くろろ く.チみ.ス >. チタバス ・/ ○千均人 

の位置かめ強いﾡﾡ的A向がうかがわろっぐ. 直命外によカネみも : 

っみ教く% *加え/に. J因すと ○相岡係なは as$47 < 5 はよ 

% ぐ力っ/. み散分析により こ○1函帰は t.,水単ぐ行急なこ ヒベボ* 

た. $ した公共は,

% 一-223ケ/+<4ee«あ -2427少く%デ+22e/o(Aseゝ

一I43 一
3方 楽

/表のふ公式2ついて

公式はすべて 食せな予洲の検能そ示し て いスと方えらろ ます孑 測 を 

系も工確に修工すと公式3な校すろ. 明らか*』くTD)な4ﾡ百. x, 
くDI)な7称目 ○茨状と して今めて:Rゥ他少LL ふ、大、くならx\ 
そによって/«い しス○自も&姓に ミろからえ他○ﾡべが少L 
途り. したがって 公ボ3はﾡ論的にﾡ及Y いえなだ力う しかし他の 公式 

たとえは 4. 々などは単終なのぐ. 予測○ためにはずっとﾡい»く 

ド。物し 比政的高く <ﾡ文値の約べっ他下 り任かく力ろ. こ ○ふでは公* 

ケが条用 と ﾡ○両@々%かﾡえ くいくﾡいヒ忍わろ. こ の公 式に念

くいと3つ○因子○中. 年令ン断面検々ﾡ令せた«つ くべ六)貝及好4 

チ 冽を 与え ら尔. あ*たえとと花定ﾡ○みやにﾡに行効でた らく^ン. 

% は共係に逸用 す わ②な高平から, こ 分 因字小関い影書 カを tっ こと 

z確拠くさた こ とはﾡ会で力». ﾡ締やにはこ ○比は/ ホゥ久係た けで&, 

た片んビ○木なﾡし/に とさぐ を 数确 的忆表現 で れ ろから. このﾡ刑は 

D1* TDカといは断命状な ど。 タ○因すべ令まハ くいな、と*に放 

感に作用すらはダである.

H,とうつは地のつ彩新なネりす因子くろ. こ○公大は/〜火<は 

登え他に有急なき与 な示したべ そ○央係の会*方え ク と 予。 なめつ 

み夕○み教ヒ は方えらない。

/～スの公式でTDが有意にな らなかっにのは ここ で分析 した よ クな 

同%の強くィれオeイオメゝ ○ﾡ田内では, TD○共ほに用いた共から 

/ 4はムとっ/にねﾡが4いっY解釈く、と.

弘教、/eシV/BA。は pI. o ﾡ合 < &ﾡじべ. カ ク ﾡえﾡ松長に 対 す 

ク猛&○秒響々表わしていろ. しかし こら今教ﾡにおいく よおよび
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文か ら証明 、凡るよ ラ忆. 抱足値の帮今 は/ク ク“瓦4G %今めたr合に* 

くなっていろから, なぜ/式 で D1 の 回才か有急 ぐなく なっくい少かっﾡ 

ﾡべ-部分与えらた ことになろ,

しかし オ/本っ台系な系然的に帝釈す と場合. その 我大 の 利点/*. テ モ 

の劾率において便ふの差しかない /2通り の実欣式か与えられ. そ ○中ム 

らあ揖或物訳幺供用者 ○布 峯確りて製択て さちようしたことでろろ

ﾡ牧力式によ々断ポ成長登○教

ﾡ係の糸ね い ( uczotcon ゝz対いく ﾡ力式○血用がﾡん-貫 ( た才 

くなhろ こ と は希でカと. 数っか○取扱い く とzoon )によって者 

くみzwo子- 4なcた ) べ名く な水半にカ クこ てがタ いか ら. 内表 く 

そw子 そ4とc ) ○示とﾡみ収ﾡ面ら予公会ホミろ. こo九 

め才 /表。 公式よゥ上うな 系牧性○カクイ測子統さべ竹に有 ヒなろ

らは. 余ﾡ造" ﾡ社 ◇ 取扱 い が具状 なめ◇ぐなけ はせ急 ○年令にメ 

け2現金値々代入t <. 杯用*たﾡカ汝によった e はキﾡさおN

工な一目 ぐ与えとこ とべでさ ゃ. 期周は t おけろ昇4 断品義 

よ%の他な大に入する ことよって. 3 っの画枚方% - 択F 

商ん、 上Aﾡ. よび不ﾡ内向対して予想*ス広長澄なとﾡする: 

ヒな«ﾡぐろと. ﾡ係には4%比はﾡ. 信つ他○ﾡで次々に夕すち»て 

Pカし, また使ﾡ的に段考、た月令林は 高由松K なみ Y択伐WK 

イ戈を ﾡ矢○上ﾡ周やに力さヘえ なけはならない. しかし次の挑明はマ。 

々 z示し他Xに もとづく もの ぐある.

/2 o 年○ﾡ似期 く2イそ。 > ○ポ切 o *分で択的向々 ガ こ 、 、 

z 断書次0材糸の電対成長ﾡべ系大に4ろﾡ性く。ズ。L44 )なメ 

本. こ○ﾡ性は 象とYもに小*くなろから /ラ0平ガフィート。

友師面水の場鈑 下ﾡﾡに対比しに政段ﾡ○増は。 40年でゃ」

一I45 -

そ224. /P.&, ナよど//ズぐ力っ.例示しんような上ﾡ周く 

イ/p=2?8) る大体/ぷ. 、および"メ位政長翌べくな.

令 49年においくは Pe- /3。平カフィート/にわcっ く紀対政&型 

ケﾡ下 しない紀町べ力と. こ ○紀田の外では土光生企力 ○え会な利用が 

なわない○でﾡぐ力々. 下ﾡ向によは令«2年のとさ. 状人止 

わには、/フ。«カフィ -卜の水ﾡがぬﾡだべ 緒*床で子 連W 凡ろ//" 

〜ノ0平カ フィー ト◇断面卜平ぐは年向○ﾡ失は2平方 フイ - 卜ぐろ 

ゃ. 強及○N牧力式○ﾡ合にはﾡじ銘&で この板火は平カ フィート当り 

〜/〜42位増知す あ. 次的河化Y 上ﾡ ﾡつ攻長ﾡべ くな2こと 

は, こ○力ﾡが残得分○曲体み部に今えみ彩響に よっ< 試ﾡがっけら 

ろ. &c と 合anチxzctcz ○力ﾡ大○京状でじて. あcacそ&c(ィア7 

»yス) は" こ○力式は力々断面におい< は, ﾡﾡにけと形皮ﾡが系大 

○とさ に 断面板成 孜 が最ふ と な力 こy«木しく い力が, こは小ﾡ木か 

らなヶは大松木○林より くt面検がﾡじなら )断@状長が大さ いとい 

うことぐんと"と述べく\ろ. そですべて○クラ スか ら. ゆ状木% こ ク 

上 う は力決は依ﾡ木な夕教○ 小依木にA父すろ 下ﾡ向よりみ長動々«ﾡm. 

させあ追%ひらく。 ス○個○非布 にﾡ及○上営ﾡっ派本と 択依的ﾡゥ 

/例%令めたデーPIに6 とづ く分折は,こ○主そ立紙い力よ うに2 

力人ら

こはﾡ寄 直松成&ﾡ /インチ当り ○材為成長費 ぐ力って "%比に岡 

す。#ﾡみ長動そつ もの でない ことに注惫サベ ミ ぐみ る. o ○他みﾡ 

ルぐ秒将*と○ 佚樹南 広長 ﾡ たけ ぐは な い べ ・の る永な倍下 (チ 

ノ/), ﾡにﾡ分木な依状木つ主吸な合か%ち"力Y* % 比が." 

メ上oY こま ぐ外神 し上うとすろY そ○よ>な ﾡ係、/て ﾡ しい/&下ゲ生
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う々 -と注急 しなすば4らない. 材ﾡな上沼河くは大報分○活力臣 

盛 な 木纟 HA o "周歩的。"ゅ分なマイ ナスにずとムま ぐ#しく し : 

うなろう.子バノノと/タ%除坪しく及 ル2纵 は"*はチー ’ 

メに内 究/目网か ろカヒ 摧测 ;ク.   /インっ 当な fりoHa%ス 

Pすことは. その 能系か A ヒp2つカに 依合 ちこYから. D。^8 

及に非ﾡに欲るな : と べ天戦的にりかっていあ9 &映で 力らく しなっ 

て こ ○網可常 (チネ/)は%とH。○同○W係でるく洲のい0そネ 

現しくいろりく•はな いか、とい シ 危惧かあ ろ 私は 46 べ大さいく～&〜ハ 

○はダくつ場令強及○向ゆるるしくいク»X>. 大さい木なA似する! 

小木をゆったに場令より北くギャッゝ ベ大さ <なっく より球用した

林になるのが性曲たから ノ族成長は分蓮されるが.ーカムIS 

いくはこ上 うな剤救そ今えないのが営血だから. *○他米/インナ古 

あたリ o a べ負で する こと 亿な る. . • 1

"ネスうの曲休はカそ らくH2 vD1 ○向○真○W係*表P し くい 

ない. もしそ う ならこの知兎は型要な ものぐある. 英際○ペはこ○光令 

e銀密反のため矗湛咸表が诧建」れた こと/にょかめらぐ  こ こに地日. 

べ入って くク. 逸条っﾡいはく子な。) そ○大ﾡ分が地位下たから ・ 

イ ン直ﾡ力た ぐ表ﾡさて いても こが夕分指ほべ信いL ミにHa 

べ化 く4々ヒいゥーつの 理由 な○なろ う"

明らかにチ /○ﾡ釈は"なぞﾡさ ・ ヒとでろみ. こは求成命 

デーメが※いた 現在利用でミ»Mﾡ内段の記録% "N報・効系/に同山

神正 でも4いこヒからそク恐P力のぐみく そのよう な修ェな 目む 

ことはで。ないカう。 というのは向にた立つ期向/ナいて ふ座は伝 

ぐえしたﾡ木2 Ha べhか ら なか った9 で. ﾡじﾡ膚○円E 直なっ 

会林木のHとと比ﾡくさなかっれからぐんろ こら比救ほしないY. 向へ

一I47-
木と枚合木の岡の活力の図係については何め導く こYべくさ4い. したが 

っく'间接効来"*はっき ,丿分縮 •ぐ ミスかった の で. #潟成&に対する用 

ゆ9を投効系を丘ﾡにﾡぐま"くなっ. そ ぐ大際Iに依ノク子M力滋 

%4くキみヒ り < の 一詩的な 有用性も竭ネする以上 の%.// ○検#はび 

t○か格の日的そ こえくいと.

4公式の人用 、 、, 「:；： ''；.

ブロット 04oラ?年よび v年。 デーク (オスA) そいく マ 

列 の 根り 二 の公式の応用法幺説明 す ら. t%. 円依膚除士よび周っ 

強さ く/欠操木断近項り パーセン ト>な公に伏った.

えペすくすろたゆ. こら○公式に歌うなつけくおく.

】 年カ たり 断m換成&ﾡく *. >2年

I ・ ・ <2年

m DBH/インナ当りルる成&

▼メ%比

TaPec. 2 アど。そ クイす(に対すと実天洲他と予測

「#令 上 地神4地女 , 究 木 教 ﾡ、
“脱到)

ら s
1 ルン I ス.oo 2 83 同枚根 &7 i*/ 天 w

ﾡや布 1 ク? ss ク

同 似 ア 。 se; ・ y

Py : /4o /$e i 4 タ/ ﾡ検■ --- T- , ------
同伐解 →7 ル. 3 Po /44 ! ¥ w

网 似 2 i ヌv ・ sと シ

ま 1 /,〃 2 夕/ 同せ彼 /フ/ i /2?i ア/ // o ・
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予測値は係の値み下に入し てろくオス本).

I ﾡ向○係りて おけと断ﾡ込○推えには

a) 公式Iくメ/本ら)z委な次他そ代入すろ. とえばこの迷

令

ﾡ向○始め②断乱ﾡ = o

零A= ?
% 比 = o a

ぐ師m達年政ﾡﾡ(P) を本めクくP一«み4/).

4) P○営な次式に入すろ.

ﾡﾡ○係りの断命ﾡ
<ee + P*ﾡ衣、) 最切○断ﾡ独 

2。-P*ﾡ岡量求 -

2 平均血ﾡのギッ <BH )には.

ﾡしにが品な期周つは ［め○ネ衣でﾡっ く向4林ぐはﾡ期用' ■

自点格状は生じないY依文す る ).

3 ﾡ向○保リにおけ力子均木今材活な祉えす ◇には.

a) 公式Iに 2/(ﾡ間の4め○直み). ◇夕くあ比ゝと22くD

を代入 し<DBH/インク台り ○#陽内長置そボ2.

4 ) 孑劑 した直ﾡ成長ﾡに上 って くこは/インナゝ下かい ・ない1

上かも しないゝﾡる内長登%林すろ.

c) ﾡ周のめ○平均木ﾡ常に成長ﾡそえわ.

4 通刑すへさ岡カ%表示す。%比な刑いく 円太○千血はミ

当 ク.

こ②%合には

23「*2夕/= ク "、"

5 立水らK命秋に く任急ら ) 比ﾡ々条じて 岡ゆ木。 aポの入さ や さ

すと.

tとえは /44 " 44%= 44 .

6 商枚ネ○断書を向木の平均書ポで除 し、ﾡ太太次なボク.

7 各木○本状ヒﾡmポ々引で糸め. 断和状そ太なぐわっくﾡ似A9 

平均直ﾡな木め 2 .

8 畑依ぬの平均木のﾡﾡな交すとは

a)公式WIペ?/く4b比) #4(4やゝという 値代入 tて比 

4す。.

) 次共に代入しくmゆ検のﾡﾡな斗すク.

ﾡ首○子均社 * 嵐○Mﾡ典
「 同/ス及っ 断aA 十 両人断4A、* ンH .

9 HI州 比%宣用 し < ﾡゆ木の千均洲冷な ク.

o 同仅後の平均相局に 6 フ ィート Q 加え, 長々対上ﾡﾡのグラフからく 

Sみ/)地位地女そ教みヒ う.

II 上南 商 対残存木求政の 岡珠 のアラ フから通ﾡか%木めわ.

こみ千統さ% 一達○向似向ﾡ, ァ法なよど強さに対し て及人すろ とt/に 

ょり, ムﾡ的力式の井が可ぐ 試ﾡ次○通ﾡかめ今えらた熱 

期。 o t*いく *え○ギﾡ松っ木な作り す ○に比表本次減少o 

スグジュー ルが で さ 上力 ま て 修、正 ・くゅく.

-力そのような 子xは島経* ○のおいて はﾡﾡが少な く. 孑 洲は

放生&ﾡ, ﾡれX引外可Tﾡ材ﾡ○オﾡななけば不え会でろろ. こゥた 

のガな上びスつの計»たﾡ似力共ﾡの材翼生ﾡﾡ○比教は次ﾡ ○主

ﾡくカク.
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5 g 約

そととた Ceイwr&ca には長ﾡにわたとﾡ状験地のずえ尚系べ A 

ないた め. 円坂い減表。作べ国で力め. &考*Mくい。太負みっム 

桜登○登え力な見払す目やで倍頼<e ・ド系なイキりスょル試一 

大後°初え垓风から皴 リラ け ハレオ C&x&a ○フラonは以バ

デタと こにし く於を知えた. 分析に先立って,它々 な 火/ホ；； 

ケ チータ をイ ンチを上び•エーカー 当 リフ ィー ト用樂準化し 世位雅兼 ・ 

ぐ* 同伐"」び冏伐力法と対して 求めた表現力球で分類血 今 

な猿 と, ﾡゆうにﾡは*せたくこは4%止によっくェえん . 

た)折命状よL9子H"ま。し < #mに余』した. . m

®列っ4%9常系から 身分 ー 4: 耳 り 用金 林み り 前犯状成氏 「 

に’ハ、, 次のよう広時な次4かた.院的な条小ら 254以上- 

®単断合求ゆム系についく. /み個つ公式ベ+今なイw4&4さ 1

り^クかっ.:ら。 ォ/A2才よ共は長問とﾡ体○方o 

受並ちくとくいろ. 相四係衣2パ3 と植天ﾡ○ポ4家送ユァ4 
こ°べからキﾡ*クべさﾡん○欧そ込りしてふめ. 公式り中りス、

39倍今* ろとはネら。代表ゆゐ扱は 令と問似伏らをがよ量 । 

管営2Eに私い型表の今なのいてカり ま/他。→っ9日さはなハ、 

上8夕物の逸»。く4- 4力/) t四に及ユってい々2Yなえいくい。। 

こ巩ら4"囲みの中%比バ"1の双唐/2暴も履”ってカリルノ; 

多彩瓚*兼机ぐ“根 の 二次的な 嗅 晏/ しか、も か ない. 24太*つ会 

「ッ出登断る燥ぬみっ24々桜えぬが 耳心. A&Rっペ自小 

・どっ缶合せでえゅ,こによっく条物。よよ"矢従ﾡ*。. 

択仅的间优 ﾡぬ○上8日T届戸ス%ネPサ断AY%比%店

いく断面执贻量の足対値*比孜 し にtこ方系目 クカ大内成い、
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メいことべ地為*/. ﾡ林に系及○よ不はア似水○断a状なポ大Iに L 

たとさにえら. 22～ 。年○ﾡくは/フのやカフィー トイつとこっ 

ぐム試の択央べ予想*と. こ らの叔人は 42年まで年令! ・ $に減 

す々が. ペ水単/e〜 /9キカ フィ ー ト/にカけ み問方式剤○迷は小 

f.ほtLビーﾡ水字◇ま4 ぐある.

令 ァょど 地位女に オナと 料 e 違早 式へﾡはﾡら りが大さく 平 

田化した平均曲像ぐは2 n を仮友ぐミ なか った. こより後た松え力ょ 

は. 似○Rに おけク直及み長型 インす当り ○#高○回ﾡ tよろめ○くろ 

った. しかしこのﾡ冷長武の直な, %比. 力»いはpIどo因sに 

才す々ハは. 会友物のよαメ以上ヒはみらす, 旅矢値○標斗係えは? 

ダで力った.

% 9 比は% 比セ耳令を 触みを た敗き な 公式 で•修'正した. こハら二? 

○函4のや 直ね比のガべﾡ正にﾡﾡでろって 加永く%)" は省し い曲 

株性々除し. 意危なR系内 ぐの直ﾡ周係な係った」に力えなけば 

なら"い,

ふプロットはﾡ々 なA依ペ戒な八L < いろべ. 大ﾡ分はきま 今0年岡ヨ 

ー セッバく •取扱われて さ た水半地にみらみ都小水斗.義べ○周ゆ, R 

ﾡ能ついた成ﾡﾡな及彩 しく いろ し/にべって こら? 予測方式 く こ 

はのよ うなロッ トの平均ヒ方えらyと) は古いﾡ代っ問似スク ジュ 

-ルにAす2Y方えらク. ﾡかにこらは. れYえばﾡアフリカの 

Ru ッ とに通用さハてい»」うな非ホレ界期の悪い何仪に対す石 

千対には慮に力くはま少Y恐えない. しかし. こはスーど。年で岡久 

• 4 ハていとょう 2cyCo.u. メ ○ニ太. 力方 い は 植都林 に対し 

(,はっさりヒした九通刑○場なもっ と俺ぜゅらめ.
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ロ 立木番積(C4cc イeイwote ) の決ﾡY 
二つのﾡ以力式の計算

奇ﾡぐは哲面状、欧会幸とDBH/イ ンダ当 リオ長型っ才測公永、た 

じた. この商ではかえの次の段倍なはべろ. ますC&cだ一twム..と 

○才測力法なﾡﾡしたれ. 次に布に述べに予測手ﾡと ともにこの力法ない 

てスっ○ 円力六 ※承用する, こら○ 係設的う式はﾡ条 というょりむ、 

っﾡ犯的な ひ9としくをべとのくとが. しかし こらはﾡﾡののふぶ 

いヒして会くふﾡにﾡ行ぐさ»ものくろ. そて, このスクジュール3
L教かめ. "2らせた場令。対 "平期○"分処 よ って t/らハ 

生た我"2そそへ くﾡ依ﾡ ) v○才想*み送ついては っミりし 

契隊がえらと. と○研えは己々 m力式対すみネのよ 情救会点

»のからめ. 体な考株の中月よび系係収項な植父す々相効かっ羊-つ量 

能手伏を 求める こ ヒが淡受でろ う.

1ﾡの決点 、.;

どu*とた C-ピwt&caおいて, そのような京いが一ﾡしくヒらぶ 

ろ上うなったとま, ま しい形大としく彩ﾡさ与えネそうに方 えらハっ モ、

ガべ*株用 していう探母地の デーメから. く吹件ゝ全材Aヒ上都A、 

ィンま*2 く件)及外ﾡ材釈を示す チ。wn-だat ○Aペz - 
り) -ハンドでﾡ"た くヌ2). 上の也線は平均木のﾡく火が)、1 
算すルんめ9 めのぐ. 上Y 6 の曲線の位■通は取引可能;M 後の金材 介 屮： 

-Actt 対すや北な平均省ﾡに対して動いためっでろろ. この幸

カー当ッく以付) ﾡ独/に対州 しく 過川 す力ことてより, 上部直松アイ ン 

を ぐ の氷引 可能か族く 次付 )をボろこYがそさ必<攵シ.").

"7) 糸みはNゆの力次*岡席. マなどるはぞ日的に力くはンにゃかえっことかくと
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内材承な*ゅとた. ﾡ皮ﾡな一Yして /α*にみたプ下刈の傾和

sく5ゅパ)はDBH フインナ 上っ木ゥ上研直及 4インま ぐの取

7紇ル板く 次内 )な椎火す々め○会材検く内 )に対すと /e。分全さ 

&hす くCmuua2 &e/t / E C チオ eztcと P/S ご・4とと. 

/v8 ). こあ○デフフによって.平均直属に対尺す ろ fetrt fcなc 
tみYリ く名み./ ). 次に く木枚*平均地直松(年カフィートゝ*千均島* 

x Att ) - く このみ版の4の树戍 )よ って全検べでさ 

» xルからA材状に対すろ辛な用いて (工よ)取引能材状そボ 

・Aな感の才測が3 す2.

2 計した2つのN依力式

ここにおいく本ﾡぐ就四した«っの公大。 4っ○グラ フおよめスつっf 
&4 公都狀って, スっつ対知的なﾡ力六さ就ずすクことなく、ろ. すな 

ルン ォーﾡﾡ以な受新役 くカ 94 くg /«にﾡなった場令で 

» 公式の述本的な政分に対すと肉長データセBC.CowrdとんartJ&c化と 

。sルズ wxcuouat なtいnI * ◇太後る と 係者 とから 

,リ グ 当 ヒ&回o周係し期向にけろイの他系とスク ジョ ール 

A BYLて **オ3表, *4表示した.

3方黒

スヶ ジュールAな林令2P4にﾡ始 さみまぐ○報木のこ然からユーカ 

-4 り ノg0本○受大木○平均的尚み広長が /インチ当り7単で力ろこピ ・ 

よかった。 したがっく低火ミ/目源なみ考*くい»保地光C力く

---------------------------------------------- - ----^ 。

2 ぬa,cw..とJ....wx4) *ゅしに/本木○化○分ﾡから 千均木○dﾡくタ ○と.)と地d 
川Kはガ 畑盛子利の松エ四 子しくﾡ会 ぐない こ u がAかめ らた.
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T&4仕と. 3 スケジュールA. &ovgとax 本れ九, 逆位ﾡ扱、/ 

くエーカー当りoプロットデーは 29年生の と さ ○条※幽なべ、、
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はめ力Y. /インナ当り平均してフ年の多
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合一ﾡにﾡ釈 しくいる /42本の木は.

ﾡ○常票ヒ L < 704におけろ状分なﾡ 

ﾡすとことY» 会スケジュールにっい 

<予測なえ3 く オタ本 すろ と型論的に 

- o 目状がを成でさ2こヒ べ ぐ が 

こな夫ﾡすとには まYして上ﾡ府似 

営通に は3年っﾡ岡でチ統さ通刑 て.→8

商にﾡ条さたﾡ半宏及っ ～よ で 

本表※減させなけばならない (3み5> 

このﾡ向のﾡに. エーカー当リの地年成& 

翌にキしいか. あるいは それより 若千殳い 

ﾡ o 断r面ﾡ、マ ふ期周ら 除 り <仲 し & け 

はならないだろう.ダ7年役には材検堂年 

成長登べ系の幹製○木の形で系株* 2. 

材承ぐ表わ した並年長ﾡはそ均 しく的

スよユカフィートぐ 中○収ﾡ重はﾡ 

生た ﾡ く チzet4 /vzedLucten>の <$ガ 

た達すろたろ シ. 京引外亀材でいえば

の2～メノク0立カフイ -卜がるﾡ依におい

て期村 ろ

ﾡ木本衣の ～ 々はおそらく現在。

用ﾡ\の下では京上新次的 く u4

みueccたanなュ42o > となろ. こにんして

う»6 tﾡ株と向ﾡと◇周のやとみ/た.
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初期 9 回我ぐ取引 可能な小丸. 太く#ム )がえらろ. しかしこo*x 
のメカニベムそは, 基ﾡーアIてそ○上 >な周%行はったがﾡ地べ 

ない○ぐ. 俊的ﾡ*. 強及○上名府伐○場念○他糸«え会にげ倍 

ろことはてない

式ﾡ4 ったデーアの報田内でのこの公大の用法のオス○WtいてA 

裁旅について 计算f /た同伐及んら (の本), 平期に夕ﾡの太衣立
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ee
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クさせて 密及な/に近グけクじ致のろこ 

とべ示さていカく 3. 4. ﾡ求林に対 

すとこのスケジュールB ヒ入Aでﾡ二次 

く名夕 4 と フ)に対ナクスグジュール 

A○% しい及ボ○相は注日 ベミ6 

○がろろ 点点 y し くの騎間的因3と 併せ ・

て く 乙は人工地地つﾡ老においくはな 

わて更要 ぐあみ>, K危ネ。るをに炭 

及ミ せろため-地○周伐を快ﾡに 央相 し 

て. 総成及型の不当な失を所ぐにはﾡら 

か スクジュールBべ将ましいく グ表). 

こに よってスクジュールAY 料一本表ら 

ノフインﾡﾡ木べ生&*ろな. なは 

スフ年. すなルち&ケス短ﾡ*わ. そ 

○Nﾡ期くな。や。イn)な血じく こ 

z 見令 うたけ の ﾡ○列マ総材映が子ﾡに 

ﾡ収*こ と zな.

スケジュールB太教減少*網べろY 8

( オタネ； ) 系初 o 小、の 取5 でミな いく-nuuc化anオュイどe ) 資木

% なく すとために, ﾡ枚本教% エーカー当り 8,ク 本以下に する ことが有 

ら» このために生ず»る当りの潜を攻ふ登の滅少は, 直般ﾡ&はタ

少Y% ﾡ木ﾡﾡ&状えIづけっんめに受け 入ろ ○でカと くヌ.4 ン 

そ々な型我同隔忆対し て 予処さク林分成長つ知誠は, サぐにス7年生ら 

&ooz&wud) メ ②試験でえらくいクくと〜c.4e /アよよ)が。 そ 

t上は及I可ﾡるa4*そ 材検という1炎なM和にﾡしては.
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○検いみすべての場令より, 道坂向 

フィ - 卜およど/スフィ - 卜◇場合に 境达 

次ﾡら子ﾡかっかな り○承○日ムがTたて 

力と. このようなﾡ央はﾡ米針なたてろ 

係/2沢6有 用でろろ こヒが証明さ*た。ぐ, 

置ち R 火の 同題 でおみ適数林玲徳 君, すな 

わち林○系初い力 さ方えなけはならない 

こことろ そ ○場合ォ ダま て計 した上 

うなﾡ力式の*のﾡ○催べ。符に短依ザ 

ﾡﾡして. 風切な岡枝及の必択M大** 

助け な»ろう.

4結 楡

地力 的间伐収極表く人/ そん. 

24 な4&c) べぐもとまく。超. こ 

○研 ○結系から 2.P2ad チと ○活い 

林分ぐ林乱さ力周力まつて. 収ﾡ 

ﾡ○予の直授の城会べ与えら々. 当べ 

こらの予測は この分析に用いたぬ回 

○試験地○総に代っ < この地力の间伐 

硏えり緒釆が义忆火に米は屋巩たヒ3球もT 

する必要かある,し力、し林県冢が現在关藤 

にﾡ状方式るﾡ す とこソ 今 ぐき みこ の よ 

うなチ段%六すみという比判は 中

同的な傍論 と して 重要4 もの と恐わハろ
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その上この研え力法は Caota ぐは今まぐの ヒ ころ一糸的に っくい 

ないが, 古い点化条験く これはべ的な反後大ﾡの我件名ﾡえていないな 

そらべ及期んにわク然で力ろ ということから条てく レまうにはまこX 

zしい)から有用なデーなさムす一つの力ﾡな示すものてろク。

I 相材検ア段置 く a2ed4 "e合とスと イレンとイれイ ) 

○推

単な材検政長登え法をべてくいと中ぐ"才秋及ﾡは#寺にと もに 

残めすろが,水状い②力法がヌ状ぐない限り 政長ﾡく光位) ﾡ久&に 

iムらない" ヒい う こてがいわく心ろ く Auotnuc2 axd 8ct,Iッ). 
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力けカポ成長並はないﾡ田内っ膚似ほか 

ら彩署 *うけ"い" ヒいう 型かくみ4ど 

eta8. /s«>そ大対すク"月べえられ 

ろ. 本前っ目的はこ○分析な商米に教きす 

っこYぐ»

1 ラ 送

与えられた上ﾡﾡに対す2会な地○ﾡ 

材A生&塾は非命 It上くムっくい 々から. 

こらの二っ○回4の日流○空係性%検え 

し. 系ﾡに次の公式なえた.

V <付)=+2 ァ H +ンH一/,"/
ここマ V-平均ﾡ材状くみ&..。〜>&...c) H-上沼

系令 函&倉扱 %比 ろみいは問ゆ役○ユホ材ﾡ○百子そ造欠し 

< こ②松え値な改もでさ る力、どうかヌみおたわ量回部分析り付なった. こ

は#に. なせ上ﾡﾡ sdフィ-卜◇Yこ 力*恐にﾡﾡ /フィート当り炭 

及ﾡが部いﾡか ら ﾡ僧 ヘ と ﾡ化 した○か, また 傾々 の 様本地会ﾡ ○キe 

さ え次々○ﾡ似に いて と 同じよ ラ に るはぐろった そ解調しようとした 

のでみる. この松スは失敗した. 2っ○スよYﾡ令せたとさ○A斜日3 
くDVbHっﾡ係表は. 上層ﾡくcc4よ07), 耳令<CC 4シほ) 

ナよび同似様○茨倍木材積くcc 2svxs) 4ど2-回すに比へく. ﾡ 

現 る 3 万托灰 9 み高 しかホく なかった こらっﾡ係っ作己常は22/ 

条水斗ぐは河意Yなったが。 %比力よどひ1についてっアVH ○そ

*...x--------................. ・ ・----- -- --- - 1 -- でで 「- , -一 「 ---- --

1) Dゾb/=Su«vv&unuc tcccxuoxt ミ 与太れた才ﾡﾡてナと上看ﾡウる
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は有たでないことが盤期、た. 分はこ以上逃なかったが, 32° 

ﾡ崎がえらた

2論

) 取扱いの方法. 計界*/材ぬ、ナよど用いた子ま○ﾡ細内にメいく, 

デニメの喪効の,ク%以上は分龍ぐきダ .みた区不裏、?よ秋組合 

ゼ り 子れ レpイcot。 と 上層 ••の 岡 係 映巻 するようにはみえなか ? 

た. ¥ o 帰令 こ○関係 は会次ﾡ ○29※な 統四 する.た たユ木材承ウ 

2. レ“”の に対すと ﾡ o c.cは 上@ ﾡより少しよかったけビ 

& 役右は列地ぐ。ﾡべ意あたし また周枚。:ヒ6会くA立ヒ今 

え らンヌ点がろろ

(2) Pte. レvイewuc <tc2ewtズ は部べて い ろ ﾡ似ラ 法 ガよび周の方 

ミ ○党田内くは英らない y いう力ろﾡ及○を明がえらた この 範囲 」 

一固○作糸にけクユ木材検○炊例べ. 千し <ノスス くのメ〜22 
のと こっく系は平均すクと, 上ﾡ潟 /クフィートくアクフ4ートー 

/ス2 フィート>に&とまで。 み. レ必. 皿. z対t し < % ( yoスーフよズ ) のた ころ ぐあ ろ
(3) 上層っノフィート当り 夕&o4 カ4 % 成长量 く上ﾡﾡについて 、 

ﾡ関係ヒしてめてはめた くヌ.e) 2用いく. 紐い才刈湖問てな 

あ年応長 zらとと したﾡ収がっ手s川 さえらろ この 支わ形 は义 
・

回っ2～Au 子についく*ら/上ﾡﾡによみ政長武ﾡﾡﾡと出 

ﾡすろことべて、とくパんスし。2。必。 ノz卜。) この才ﾡはよ 

フィート ではよくんく い2. こ○外の上< は こ○研えに用い/対、 

地2林るウ会ﾡ○送内か ら. 2一よ0フィ- トク ラス○カベよ2 - 
ノン2フィー トクラスよ り工成なぐろろ とﾡち命*ろ 

・
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17 の強さ が断百積長にお よ にす影響

斎の目的は2anccwcx Jのx2axd o Cow..cんat 2kx of< 
93夕個o2o4g2.. P 標準地たついて 断秒被成■炭ノで対すと间伐り 

ま9秒客み知ろう Yすみ$ので力め. こまくこの効系についてはそら 

「飛の旅名なﾡ表べな ていなかっ たが. -般にうけ入丸 うろ公夕か。 

次々 よ うなﾡべ場めかていろ く人.よ cta2./はt. うなり

, しﾡ少そけ必には. 力ち年令ぐ町ﾡ« みuu えへ.L.ctx o 
&でに断ﾡ換"減少 せくはならないYいクことでろ々. ごく系近 

えミたペ理くﾡ扱い>%理解すろのに役ユつ政良ﾡと %ﾡの刈○救学 

的なA係次ﾡかた (ta402Ps). 当AY直松該長ﾡで表わし 

た そり ような测樹学的な一前から. 直A友良ﾡY単位面検当 り我登- 

えに係っなら 断面妝或孜長 の 一e%は林木○当ﾡそ増させろために畜 

ﾡ内に く り入ばなら ないこ とか明ら小になう.

添盗な試ﾡよって. 追当なﾡ9強さの水ﾡがさま»まぐ○岡 中周 

的な幌条値か ら断m検ぐ表わ し 向似夕ら このような面について 段っかo 
ﾡ条べえられろ

I ﾡ料Y方法

ノア 阀 の探本プロ ッ ト ○領品へら太めたデーメ によって そぞ○向 

ゆ役の断品ﾡおよがその桜の広長ﾡ%一緒に設けた魚ﾡﾡ くコントロール) 

ﾡ地く○月じﾡM省の /e0分ﾡY して表りした. この岡係○プロッ ト 

したﾡはスつの祝した入理ロ ッ トについく 系しように (チタ/ゝ為 

しいスﾡな示し < いろ. そ○上及役べないのぐ的ﾡ論から決え的な証 

明月を与えろことがでまな\ ・
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(I) うS個の帆測伯ら中 スク個の位竜から者血系大値 くコン トコールプ 

ット>の 42%以上に断るﾡを(ﾡした場令は // %以上 9成氏% 

、は生じ ないこ とがわろ

(2) 例期絶のクくグィの収置は系大位っ〜2ス% こえない良ﾡに対たし 

くいろ,

c3) ﾡネプロットの祭によは, こら○ﾡRは. 林分的曲ドりルー 

2 ろ ○断際泉名 今4超ﾡで係し似ﾡしたﾡ令っ め○に対たいくい さ 

(4) 3年周ﾡ○スﾡの強及○ﾡ似によ っ く材許@狼のパーセント系太 

ぬくコントロール)942%以下 まできﾡ※ しれ場合, こ o » 
・2 な成及はススみから うよ*減少すみく例えばﾡ向係○浪般○人 

/.

(5 /3年生○道枚林に対 し一地○強及○同なﾡ じ て エーカ-当 り 

/ス00本からそそso. 4o。 coe本にホ教さ糸した場合みそ 

㈤2ル イuc～encnオ は系大値の スクる. タフな 8z 他下 しk. ジ' 

○.4周にガけと損人は大体* *つﾡ品求○減少に 比 し て いた. 

(ラみ/7 にB 示し3智○平ふなみょ )

3 系

このような 成及政退○ﾡ古は 内で何本かの木がられ力 こtによ 

なルム2 y"N4 o 減少費な炎得木 o どム津 ○x知を上h か、・ 

<力».ﾡの強*な一夫にじておいて. ﾡ○力ﾡ々かえクYさ 系 

瓶火り少ないりか上を同伐くcxswx. *ん子 ) たというとY は会味 

い この能ポは周校、と断aA○入さ *そ林成すろ林木のﾡ勢&く乙..」 

.u。c&u ○か布が1みだとい > こY さ示していク.

き年ﾡみﾡに対すわこのようなﾡ太の分の彩野さ, 食. 中角- 会門 

○幹係に分改すろ という一つの方え力が24cxと。 2 cついく及 

Rさくおりくあオんccx. P&). またこはプロットしたﾡっホら 

くり(て対しく力向ろけな与え»れめに&。"と&4 について 8刑いら 

n/たく系夕/夕においく会発. 中A. A良○枠役卓分そ表クすタネ2子行 

条なみよ>. このガ法よって. 樹冠巡理 くcw-t-オccxオx才>サブ 

ロッ トが食好な粋ﾡ分布 % めっのに対し. 派入ﾡ。 o "分率ぐボなメ 

2ouxot <表わされヒころぐは, 下営荷ゆくど。e、そんxッ) 

(ﾡらかIz こ は少 し悠い地位今地域の ゥロット ぐ表 ろ)は 

環も乏い分布で力ろ こヒケわかろ. 河ﾡに /ラ年ヒいう考い令てﾡく問 

4すろ. まあでプロットらや分なさゅし ﾡりの牛分を尺別役の3母門 

・総すをmえ ないぐおいたらヒ T &岡 t効系% 在n才2と イc夕"〜:ベご

対しく少え2.

4他輪

引年の周似Rﾡで系大ﾡ。4ox4*急ぶに決分断a換そ減少ミせカ ・ 

c なntど.2 wuczcmet におい く. 2ス〜 よ % ゆ泳グが生すろ. 

ﾡ大盤ら40 メ以上○断q独は俺ﾡすヶ係的立ﾡ及のさ くコントロー 

ル)Yか。 料に松ﾡによ年ごヒK円した"すろY. 断和検広致動に9針 

tt ろ意大ﾡo82 xさ下 らない他に俺ﾡ ぐさゃ.

▽ 同木の直極みに対す»ﾡ炊強*の彩署

高ﾡ ぐﾡ測 し た ・&ocgとax * o 問般 ○望払しい 断品検っ 水算 か ら. 

ァ虫从および同一耳令で表わした 塲合. エーカー当 りつ成氏ﾡ々双大値ら
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82%に維杵すとには. 断ﾡ検はﾡ河や。 42%下 ぐろってはなら ・

いことがわかろ. このこと %点っ階 さ ぐ我らす もしエーカー当リウ 

ﾡ入ﾡ長ﾡなス。メ上下*せないためには. 同夜 を練退した X :っ
面根系計名 P2ou2 な許面横会ﾡ o ◇ス以上に 止め力べま こYな ﾡべ 

していク. しかし共ﾡはﾡ依っﾡ*ケそぞ○中ﾡつ収ﾡに力い < 丸 E 
し クと旅入っ大ミつ区分に非大さ く彩番 ち と ころから. 多くっ 

" 強保問及. 力式*は e ¥aぐっ g.u ..... oゅ4o ※ ・A 
探していと. したケってネﾡ○目的は. こ○a分々2a～と...い.Jの.ど.. 

◇ Cowtck。 -aたe kく。 クタ 個 り 深本 プロ ッ ト○ﾡの 央行にア 圭L
くてﾡすと ことぐン

こらの挑映○大ﾡかはろま り拠点べ冠い○て. 統計的 分m•忆通すろ 色 

お的なチータ ヒはなり えないのでろが. 商木次、Y対たす»周似木っィ

直ね/に岡してﾡ平なﾡさなったヒ ころ, mよ9強まについて○非 

てﾡ用的なﾡっいて 数っか○かく *なまとら/

法Y結系

/2(○及次分布曲ﾡをﾡめとめ /イ ンチ 直秋衢 ごと○角似木太よ 

Yその合周似本救に対すろ /egか準%風木っ く断a独)子均皇なﾡ 

係づけ. こらら曲保はそぞ 22～よ2年まで○多く○周令株に ス 

いく立木ﾡﾡポ2 〜 /イ2そしにと にえらと係木○木っ大、

によ之区分を与えろ. 4あ比ぐ分規した点力ﾡは下ﾡ上がﾡ炭っ L 
ﾡﾡじく272～28?) および強&○上角 状的岡やく e〜/ス ) 

対たし くいろ. ノ っ○ほ教曲保当り ○ホ救はスっの 6 比の グループ/こ)
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いく千均して エーカー当リス7ネと //本でと. ﾡ女\っ平均直 

そ2イン間ごとに鶏に分ﾡし. 平清なべ教曲際な覆くY, 本枚は4っ9 
ま要 な周保/て部 老 す る力、ら. こらセー○1な り令った分布 として示し 

た (3. 22).

当係○ﾡﾡっいく 明らかる2っのクイ ブべ認ら之. N牧木○平 

商なベ2〜4イ ンチ今周のと さは. 始んご下ﾡおよどﾡ氏○上ﾡﾡ伐○ 

今に教及ﾡﾡ係にﾡすと木な夕表株されく いク. こ○場令には/つつは 

フきりしたピーク« めっ共型的なか柄べろ. しかし々○さいと こ 

そ, 平血体公ァー /ス イ ン○場令. 強及○上沼点やぐは下登林ﾡより 

依株*ろ木救は少ないが.枚圧木 役ﾡ木○ﾡ力にﾡ木がなく分布し 

くいとっく. 及々スつまたは3つのピーアなめ っ分布が現 と.

他9吸着な我態も及彩する気険から.今くの規測適がえられればこの曲 

条○位置くヌタス0>は改巻くさ. まに周木の古必分布○点木平均当 

外 同伐っ強さおよび力法に対すろ日ﾡよっ く1日ﾡ分析々矢相すわこ 

とがﾡぐろろ

そまぐ○ﾡﾡ字.2クつ曲ﾡは救多 く○ﾡな周依及○周や木区分に対 

ナ々効系の地み的な才測力法%与えろ.

>> uea-t% イ Cイ / -クcCa4 れ c ぞんルレ-イ ズaru4x- &c.cca- 
イ。イ イレイtど. 2イnu4イ<んc ひルざ, 私eaucん &レcor
8C ocオ >&eoxrce
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III Ponderosa Pteの直径および 

材積成長量に対す る地位指数, 
密度 年令及び大きさの影響

Uolune and Diometer Growth of Ponderosa Pine Trees 
asJn/luencedby Site Jndex. Densiby.AgeandSize.

By P.E.Lemaon, F.X.Schumacher

ForestScience 1962 NO.3



I /27LdLe22-4a れれとの直径および材ﾡ麻ﾡﾡに対す2 .

位指家, 密度. 令および大ささ*○影番

ク2か.& an4 ・2comzcそcc zewtん / アotecexa 

アtと- J2eと 24 J/Puctccdイ イ te Jucz .

・&enux4. 4と aoイ みe

- P E. Cemwwten . F * んuwuacfzx

、メzeオ ccemuce /ク42. 3

・各ゆ門土次明書(22在。2t2合 ceetoそxなとc ・&c2 ・uwcす >

の 一前 It は 図化済または図化予のﾡ我な土ﾡ ごと て. 生産性ら情報

そﾡ立く々ことが念まて\ン. そのよう なﾡは, 他っ土地利用の力法 

%方えみﾡに基戚ヒ なとり9 でろろ. これは啊効かっ應載. 的な史奉をあ げ 

ろのにめ受い 2 妥守 な糸ならどに段番パmなえすク上く木営的ぐ 

っと. 土坂研会方法の状全物生全性からた解秋は, ふっう林木の北位州 

«と帆合林分におけ々e々な土場○ﾡ規く系統 土炭型. 土塚川)と N相 

河をネいとこYによってえられ. これ ら は現地網あり 測定短 力よび これ 

てに洲条た研えから来めらろ. とのよ う な相间は. 土城离し土地 

4用計弱○式ﾡと しく 块用 する とW に表木、カス可火◇般っハ。解秋が 

今えらま* す ﾡ単的な土ね綱益○充］ と円町にWらかに ミカ。 

<ろ2. こ の 解取は那<3㈤が>ごとの土城洞势狼当 よ土地式ね 

め ごビ ○持が択告 にまヒめらていク.

_○粒の城の洲刑は次のよ>て例示すろ ことべでさ ろ. ②を.んッなn 

*。 uo&ane. mozと。ﾡﾡ○み燃土に生角す々ﾡ手入らt 

* a RxL.xc.。 /と ○平均な地仏ﾡ数は 42でカク. とのこヒは総

入という科件。 bとIz おけろ市林は. 納/22 ○輸似炉 くな。在なよ)
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において 耳ちたリエーカー当り的/アフ ボー ドフー トくノ4 

クルム ) ○い感べﾡ片さク という こと ぐ方ぁ く み.夕s ).

た○係的系件。もとそは. 次具。土た府有の夕(〜&な、ゝ 1 

上のい枚っ区る糸用2方えに入は そ ○ よラ4土地は林光。し<ネ

◇ と とボーグー ライ ンに力ろヒ ﾡわ力.

この擅っ土城 h おいて は, 泉的な林系総ゼにナけスタ入なスはは会当 4 

とのてない. こ②土塚についてはﾡ助的なホ"塚○よう4Hの#用方

法幺みえろ必要かあろラ. ーカ河にHく千均光復*ベッ3o【っfい ! 

上 壊 すない. ム%Q えく&t) 報」に生Aす»工ﾡくチ入。 

/- / は. 年んた リエーカー当りやタノ4ボートフートっ 

区機が期於く V る. この土歳くつ木○生角次から. 鈴ぬ期はすっta ] 

かくく. /2年でろクく2aez /夕38). xLexexa /.に対 

すみ土城の生產住からもたらさスら潜在的収法も為えれば,果沟な態用 

たとえ は来及 ろ2い は株な く なッ&～や夕 > uビo系い34 に方

米面新会休に Pたって fotdexta 九 tつい く土坂ヒ 地位本月。

相岡 0 典料を 仅臬 すそ同 % 木○成長Y土娘。/係名 8っYえ会(理用 

すク上く1我と方えらと助的な判え伯%米あ検会がろっ, 光A 

老にナいく土米生た力の抑熱«天ﾡ化し え会に 利用 す る ため I は. ネ。 

み砕条べ大 さ**年会 上木く ル以 xな ) で* ば中務及 く な . 

ァなイ>なビによって. どのように彩容されるかついく. るっと夕く3 

q微が炎委っよ うz恐りろ. ﾡっか○ﾡしﾡ具チょによっ て <生点 

的なcc?tdco?tcそとz, <eowtet /P$4 およど/ッオ 4&mーイoみ・ .. 

xot&ayん,ラ2), ﾡ細○上沼木○枠る及が工慮かつぱはに"メで、 
w事神番報除*業神神業中w*wマ**wい**よwキキ--マ-ママ*神番群\事業*w報準禄導幸神導韓幸幸ャ業率神業中番澤番中神報番番率率季キ率--季業幸率季率率業マ番番番報幸番番導導導澤番率澤導番*# w*マ# w* ** - 導 ― •*. . * ,

7) 土Y成氏 と賀木めくいろ岡でﾡた的な糸代 

々ようなった. そく土ﾡ一地位治状向今相ﾡそえりろたに の 

力ぐﾡべた木について. 年 商A内衣 型 く /ez&e &ancdz 

<xwt) 大**」 材ﾡ対上ど弁者へくxな～。ム/)○燃の竹夕 

盛*べた. 土Y地像教○ﾡはでさ クたけなﾡ町へ ・○そ解した.

データは洋者二人の共月作※で検術 し分した. 木○4材ポお上 

び* 払成表量乜 ﾡ.林分○令 直な.料冷. 地区指* 上ﾡネく旅恐)

よび断ﾡ八G炭. そにそ»○向○委当4色令Pせと○る数と して 

*的に状した.ﾡAくxな。cんッ子)不件なﾡ知ぐ. しか、もそ々な地位さ 

テす土場○上で生角 し て いク木○測火値名 あとにし て 々ホルハ a 

九なと ○座ほ攻衣ﾡな矛測すわのス式*ﾡいたづ

こ○輸大では十か就明 ぐs みか、った けれ ビ 驚く 私成れ変の 干測 。 目的は 

基木的には意も一般に依わく いと地位教法に よ らずに ﾡ&的な土 

生&力を坪個す 2 e う一つ○研え力なつマた仕びﾡえす。こ ・ ぐ力った. 

nxuuw u はこのような 力まな 株 すスに はA為。 上 い林製 ぐろ 

み. ヒトラ のは, えらんた絶系ぞ, ふっうの地位ﾡ法とぬちに比ﾡぐさ 

わからそんろ. 送はﾡ太木○去よﾡまたは /2年向○そ均年材浪 

ス登○W条造によっ < . 地位% &々 ﾡ在的土生&。クラスにﾡ化 

ぐさゃと方え々○は当なえて いクY ﾡわあ. そうしく こら○洲条位は 

契べくいろﾡ周ヤにおいて後ﾡな余件ら 6 と ぐ. ぱ会かっﾡ知○生ﾡ 安向, 

めいはるべ余件○ も と ぐ生A して: /木名域んぐベなけばなら z 

いこヒbWらかぐろろ. そ◇よな糸件は現をの年令. 商ね.ﾡ弟などと 

c t, 調べる期间が短か、け火ば く た ヒえは今条dたは /2年 ) 大企し 

く条とことがでさと. ・
マ神や等マキママやマネ*マ～キ業*。ママキ。業を*ャ業**を業業業本。マw業*基。。マキ*著準希番業幸番番橋幹デw番業業*森導澤ドキ澤#番澤澤チャ澤 w "** •• " * ***# *ャマで

2) こらの力ﾡベは/よ8ヤ木めら/. こ の力程式の 対界忆庆った W皿/ メはこの教考

に対たすわィ&xなつけく表ミ. S..&et Gyx.と.&よuu-t係ぜミくいクらくォ用くろ.
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ﾡ々の 周ゆ施系 く そんクg anozcみuct ) % t らせたし、のペe 

的床分忆対 しく. 熱的な分○姿ナよびび登○救/%半比かっメ"

形くすク:Yゥでミタ, 強な成&子引○力法な身いた。 そ○よう 

計からみォ ミM ◇通論的«ﾡ会/4 って.き々 な光位○土に生的 すク 

株な後ゼ しく ゆく場令 役々つと0つ潜を的能力な林木生4に-番効メ印 

た利用 セせ るよク な林系系に対ナと過つ式びがメら»v 思 ク. そチル 

とﾡ参的ﾡ令○ﾡ示は. ﾡ者ら○次ら論スら主廻く力ろ(人.〜xL ar4 

プcftwmuacllcz /アX )

この輸大くは, 分Xに用いたチー粒ﾡ立ﾡな水ま Yく教さすめ. 

こは2っの広な力ﾡ大さ作した本学ﾡ分ﾡ«挑"す% こxぐtカク. 

ﾡ太人の成長ﾡに対う々周西林分○役ち木◇メルーY ア用木のブルー 

プの彩客力*と本検射した. ﾡ田林分っ う ち依木と像ﾡ木から»* 

か○ね対的合を全株ネ木につい く 決え し. こな&とにしく&々 なx仕 

段 X 年令 に おけ がE ﾡかっ無 手入林分 ○8ﾡな師 分に っいての 4似m a 尚 

報をした。 /onLc.va /u 2対 すろこのよ うな知高は,化の力 

くは入手 て 3 x。 てろろ

当料9収紫

ーメ は /pndtoa と ○地位 と 土坂○ﾡﾡら 向○消内な しら ヽ-. 

ために行なわれた院先 9 立料の収異り神足辆衣の中で 2 Conuxour-x- 

セク &xとeが. /夕よ4〜ノアよ7年○声に糸めため○くろと.添よ 

点の 分布 くた/シノ. チみノ)は十かな紀Hにわたっくいみから こ○月 

湫は菖®的に応用ぐきる苦である.

-195 -

救はよそぞの 地ﾡ内で受 した木の 

本女を示す.

洲1は系血 ぐは放者 な受けていな い天応 生○月 令休分中 ○生合な工高で 

会な, 限切または水段物木についく力こなっケ こらは燃弁祀ﾡ 

たは断面通& 上ﾡ林ﾡ. 名及. 令. ・及. 光位およが地ﾡ的か布2 

乙金m%代本す。上うにとったく4ん。2 均一>. 会部くクケ7本 

の木なMえしたが. 初ﾡのえ崎のﾡっかぐは. 及次の一部を 测久しく S 

な 力、った のぐ. すべく○かから除外し/た.

そ M でYo木に っいて 記ﾡ したヂーア は.

(I) ﾡﾡ係 (2) 年 今 (3) # 高, (4) ﾡ高松

(5) 地位格訳 くb) ﾡ田林分○断@損着及

(7) 上パ林恐密& (8) 週去4年mY/0ﾡ点○キみ成及ﾡ

(9> 外例から/インチのﾡの中に力が年ﾡ教
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Ta&.1 ﾡ本木なYった地城Y そらの地以に

る光め、○名称には. その中に今まと意め着々な町のるなとっに。
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7 /ア ;〃 チ 4 4 ス イ7

くろク。

ル恐級 は俊労 木かが像 步 木 力、の 何れ かで あ る. 令 は よ知 で ベ に \ 

おzけみ卓々に. みこ(〜アが与えた粒々な光αﾡに対ナクー 

dz加えく修止し. 料ﾡは テーブ ぐ4 / イン 少報位<え した. そ ミ

o水○地位かはみォく/?よ> の地位曲微から焼みと った. ウミ 

分 om 血検は. 係衣 /2 2 e. e の ア ングルゲー ジく Sts.crtム...

アケス)よ って決スした. どの場令てる測ス木の中べをかネなY すと 

一ﾡなやり力な伏月 した. 前a状は会ぬY後ﾡ木。グルーくえ入は 

ゆ分木+水像労木o中に令ま < いが Y についく別々に木ルた. 樹屈

分○上ﾡﾡの平祖及は多知的どecuかmcz(Ccwm～t/?s4 > %伏
.......- -- ... -- - ---  --  ---- ・ ---- 一 -マ-------------- 一 .,— .

4) oo/actz tついてホったﾡびを他べ殺り倍ﾡぐミ ろことが hかっcoく 分に伏用 tた.. 太ネ

○ﾡ しくいめ分の断ﾡA&○系もそ当なメいし力っ今卜よびこのす去へ状は女の小xの主でくろ。
5) Mue ノみ3み Iにより飛さ Pnckと /6xA ・u.e.し マu&4そ nば ペn7e ハら交:nr
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凸 あ 上ﾡ恐ﾡ戻、 1 系の4「嚢プス I み"でペ
ネ状、

$フ

太次、 同 ﾡ

ユカァィーi
/～よ.4e

本枚 円 m 本本、 泊】 ﾡ 本水 同 ﾡ ネ衣

$8 “7 上フ $7

矽

协"
 c

.f-zA
"一Yイ
4夕
合 
ク 

4o

1) 測くく、しん全宛田にわたろる状っ欲ﾡと. るﾡにおけ々測木っ本さ. 係まoぐぶげ、 た 百g快を戻は エーカー当リ平カフィートで小してろ. D+C 分と い フ ○ はﾡ労木と永ﾡﾡ木からなろ分でろろ. りく1+S)林分は,介在木とた木から失さ*と.
って そその測え木の求 南. ヒて*め火っ今ﾡ値から決人 

した, こ○場令列父木から十かﾡて. 消究木。ﾡ冠べ令まハない」う 

した. 外久ら/インチ内の年輸救Y, インナ本で示したﾡ量ﾡﾡR」

/0年周○平均ﾡﾡみ及登。現文ﾡは. ふ羽え木○胸ﾡく4力的へら 

ﾡしたコァーからﾡめた.るﾡえ木について, 網盤隣々、 よ年高 /6' 

前お よび く 現在直み- ノインナ)○とさ。 そx/についく材承« . 

た この料からヨつの期向らふ々に対すろ材承成及ﾡﾡﾡめ 千# 

立 カ フィ - ト成長に換算した. ﾡ検はﾡ為* /フィート 位くﾡまつや 

/z対 し < は地仰指教曲ﾡて修工しん.う, 直ﾡな o.e/ イ ンナ位t ば < 

対牧グラフ式の力検表から計押 し/分

株本木の系近$年周の達年検成及澄

ﾡ○年成及はの母からめま り. 以役長ﾡわた っ く政長卒べﾡ々 し 

なべらﾡ し. その枚 こ○増加はﾡして 年成氏派大つ貯ﾡぐ2 となゃ 

こYが知らくい々. そのろYこ○政長幸○ﾡﾡはAなっくゆく. つ 

り &ﾡは林木っ ﾡ加Y と8減少す2 くどu.cc) axイ *2んuxae/c 

/to). したなっく林木のよ年河○注ﾡ成&ﾡるYとすクヒ. こは

&ァY- a+ 4くそ) + c(メア

Zまいす ことができ み. ここぐAは年々ぐろろ. しかし保银9 4. 8. c.

・uはﾡm分○盗及"地仏に/係し. ま他○友なYえば4
・

<当&,ﾡなビにめ彩さと. したがっくこ%式でふわすビ 上k
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のことは.

ク ー 2・+,B+2:S

2 一 &.+88+A.S

C=C。+C,8+c.Sとなと. ここでpは, 者へ冬エーカーきり断面検で八したいっく. Sは 位数くろろ. 秋物っ共にこら○等*入し.ﾡ小二*解なボめ* いよう に油立次女なをﾡ すると.
Y 2.(A) 十 c.(クA

+ e,<8) + 4c%) + c$a) + o.cs) •

+cく%)+c.cシイ) • 1

となって. 式ゥヤには会領ぐ?つ○未知救べなまっ.こっ方えカ な抜して. ﾡ田分。工 -カー当 り断品状路反○彩容セス つ○部分, す なhち限ヶ点かっ彩留 くBo) x 下ﾡ林沼○秒署(Br) tにP サ またA休乃にすクM令く示した上%林ね co) ﾡ木ネ。4 4A 

(D Yそﾡﾡら よく招らた ﾡ係«念めろ ことにして. ※の式なﾡ用 しと. &ァY,= ②.+ &.S>+ c.<B5)十 d.(Br) + e.<o)+ %〔&(DHゝ〕+｛a+&,(S+C,(B») 

+4<Bn+ eくo)+f〔4くDH)〕｝<%) +｛の.+ &く5ゝ+ cくBo) + &.くBt) + e.<o)+ 力(今<DH)〕｝</)“このカﾡ大を資料っえ全な 3よみ太らﾡ本木にろくはめ. 函ﾡ○子万に 対ナあ番与のA価によっく. 独立ﾡ女○彩ﾡ%除しに総系はZ445o 通りくろろ.の ? っ ◇ス衣は放めて有意な彩将な与 え くいみム. 残りo8 っは

Tat... 3 ラ程ﾡ(/ 今次数に ことうく イ(eoY) の

L* 函 自由戍 力ね 平平う-
/ よア4金 <e

/ クよ/
PA • / o ーームxくpH ) / 2 スススー

' %
/ P%〔ムくDH)〕 2 c24P

シ・ ; 、 / 2 4フス
0 / o. /7タア

A4 / ・ o47〔ァくDH)) / 2 2ィ7

% .'

By中 / I . 274 1
. 1
/ ; 2. 2 /ダ/
/

A- / ・2 22/

P / o. 224期 ※ o a スのよ 2 22

.............. .............
c< ククP〜

メ水ﾡく有急Yなら4い くス4と.夕). 9番日及教の上ﾡら4戻
(0)は行たで力々べ削除しん. そはこY統令す々及救の. 俊み林分
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"a®力が. 平独くBo)に次っても, たﾡ木木◇4令YA令りぜ 

(PA ゝてめ チっ と考与べ大さいからでろる. こo分<メa常式は六 

○n り そろろ
・

ぴチ<-ee Y)= -22cスt4 - 2447ス </2A )+ o/&( シイecフ

+〔 2 マみ - 2 2<Pe>« く シ%。 ゝ｝く % )

-〔 43と - 2eoe("% )〕(Bイw)

+ ....

ここて

Y = ﾡ本木の派血よ年門○材ﾡ地年点長型くユカフィート)

D - 現在胸冷直ﾡくインナ

H - 現在場合 (フ4ート)

A = 現なﾡ々

Bゥ- 周一■限外林分の斷面稳く工ーカー当 リ平スフィート)

5 一地位ﾡﾡく基弾年令/2の年)(フィート)

有意 Yなった みっ○次救。4みくe。 o ) に対する製相岡係表は27? で 

ろ。

ﾡ/2年回の材独建年政長番

2っ分ﾡは桁前の系よク年膚○広長登○分Yア じ力決に よった.、一二

う○条数はﾡYﾡ林くろと. 米本木っ /2門○年材損成夕ﾡく る 

ィートゝCについて, 次のよう な力径べがえらた.

2み </e。 Y)=-2 ァスケストの - / zeク7sく </44 )-2ees2ss( ラ%, )

+〔 2xzw/ - &/z4sヒく シ%o)〕く A y

-〔 ② ・ケ/4テ - A/*s4e </ペA >〕く Be/wvo)

+〔4s/43 + ・4Pフラス<-2A)〕〔ムくDH)〕

-205-

この今枚分は工4&2 ○通りでろ夕. シ本以卜○ス救は ベてム 

めて 再息で あろ. しかしく/»と函州式の形そそクえ々め この夕数も念 

やく おいた. こららみ長状の1相属係表は4?42 てろった.

Ta&&c 4 方程式<ス)の変故に も と今く 2くeeY)o

平力和Y残ﾡ子ラオ友一-効 因 自& エカ 工そカ

&ァ(DH) / フP

%〔2くpH)〕 4 44o2

シA ( a avss ■

B: / 2 フラ

4 ・ / Q 8/7

ByA / 2 フニ・ ・

俗 A ノアビ3

シ / ◇ 2oス/

我 と クダ ク 纟 ¥Jタ2 2 207P?

全 A z ! c.2～82

恐【年回っポ本木の半径当じ長型

双○違4広会量 Yﾡじ形の基燃力ﾡ式な保 ク と. よ年間○半径及衣ﾡ

の孫は次のようになク. ^

イみY= Q.+ A.くグあ) + c.(H)

+4.く5>+ e.(Bp) + くB!)

+〔の+&くグあゝ+ c,<H)+ 4,くSう+eくBvゝ+f,(Brゝ〕(A)

+〔の.+ &.く%ゝ+c(H)+(S)+ e.くBp)+たくBn)〕くA)

ここて.
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Y- 派近ダ早ﾡの株本木の半ね政長ﾡくインナ)

D = 現在密な くインタ )
H - 現在樹高 く フィート )
A - ﾡを4令

S - 光治救く式率年令/。年で。フィート)

Bp= 周囲の後勢林らエーカー当り断@ﾡく平カフィート)

Bn - 対んすろ下沼林分○許命ﾡ

この旨が○分ﾡ分析々ス4と。s Iz示す. こ◇やで意材○4つは核く 

有念 てカ るカデ. 渋 り ○夕表はいナY g よ**乳に をよ. I 4 いこ x が Pか» 

有念Yなった4つ②独立夕教々快うY. 目沛方程式は

2(eoY) 一 <ス72アタ7 - 22eとのススくBイoe > +〔24274ラ/+ ・クァアク2?くBッんo> - ◇・クスクランくシんパ)〕<4 >

- &7ス<シイ ) ............................・3)となク. この 埸合り型才日岡係以は クフタ3 ぐちる.
“厶 5 う程式く)○灰教にﾡ因する2みくY%)○カ

と残差の平方和

• 友 効 因 台& 力
------------ ----------平均平力

シス / a クPe

Bp / < ラ/P4

% / 2 ス クク6

A / '• / /
〃工 / 2. /

ByA / 2 /ダ
シ%・ ・ i 2 ◇7

()(A) / 2 4 1

-207-[ 玄 勧 因 自由臣 そカね 平均平方
/ A フ

•
B- / 2 2よ2
シA / 2 2o

・ / 2 24

H / 22/4/

ッ・ / 2.22x

りA / 2 222 ・

s / Q 2o/P

(%)(ペ) / 2 222/

_____ » & ィ 2 全 a o/8P4ラ z 4zz

との力た式な伏いすくすろため. 夕る作用く)っ&教シA SAナ 

よほ令ら二糸のA な函ﾡから削係しれくス4。よ○表表冬今点 >.

再計するY百ﾡ式は

2z(reoY) = / e - 2 ◇7P<ス く"。 >

- 227スバ4 く Be) + &ラ«P*よ </ペ9A >

( cy)筒 us形 >

この中ぐ地仙指衣Sつ効飛はﾡ象/ ならなかっ/たっ くW除しな. この簡 

antよは, 千"位べ少し惨くな»こYがhか、った. 商"形では1図 

脈救は2フルラから4ァ/4に低下 した. 地仏ﾡ状がよ年向っ*松攻みﾡ/対 

し く有ﾡな*与2 しないこ ヒ冬ﾡ外に恐うか、しない. しか し地は年 

AY一緒になっ て半松内長ﾡ/に彩ﾡすみこYがらて 方り ここでは直

Y年A○スつ○ﾡ友教な令めて ろから. 世征指数の彫感が何接的/て
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+分安り こまて\必らでろろ

直みの外仰/イ ン チ内②年ﾡ永ぐ示し平均的な*な良種 t, (ラ)ズ 

におけみように, イ ン教ぐ表力 し た 半体内長種 と ○向には近&的月 

べ契ねらっ. したべっく, 直松成及武のス通り○表わし力についくは, 

どカ ら % ﾡじ形のﾡﾡガえ女を伏なけら ない

直後2卜例/インナ内○4輸教さY ヒすとビ. 函刷式は次っようにα 

ろ. たにし他○こうはくシ)式Yﾡじぐろ».

2 <oY.)= 2 ・タ// + 2x'eく"6 > + ヘ/スラバス(Bンん。)

-〔2ク//22e + &oス*Y2& ( Pシイo。 )

- 2otxPP ( %o)〕(4 > .........................................(4

&ァY対す2 この回ﾡ ○分枚分析な_ス42。.4/に示す.

Ta4oc6 c4)式○灰教にﾡ因すろ2みく) ○子力*X

残を平う和

自もﾡ ¥カ_H *均工2

Bp

A 

/o 

な 

eA

ﾡ メ

/

/

/ 
.

/

/

/

ケノ

, 472

イ /4

4 /ス8

< ・ &7

2 スス4/

2 2 ア7

く スフ火 2 o/to

全 休 / 2P4

--209一

こはどチ ろ回ﾡぐﾡく有意ヒなった 4ま女るふ々 ○与べ示さ 

てい.

こら○4つ○ﾡ立ﾡら堂ﾡ岡係ﾡは &79 ぐ力と.

くjゝ式のとさと同じように.次&作ﾡﾡ女シ4 A g ・そ船於しく

系*すめヒ ﾡ®式は .

勿く// Y) = 237-7 + 42328 く"6 ) 十 ^esイ(Pシ。 >

-4J4/rPs <4A > くco)。 簡略5 乡>の

こ 0 葡4式の 気相関係訳は 4 77a そカみ.

数才式べの検賞

4xべさぐ止べヒおリ カﾡ式く. ()○み場は,系8-的に快わ

て、»ル仙地女法によらないで. ﾡを的土地生全力を評ﾡす2力表べ合 

とす»かビうへを検材す と仕すの-靴ヒしく共相さたものぐろろ. こ 

ﾡべ会に解次*たとはいえないが. 千許っデータ,万ﾡ式く. () 

;上びそらの常式はそらよ な 可 能枝のみみこと そ示しく いク.

回得公がでは, ふﾡ1没*に系物ﾡ田内oe々 な被も とらせヒ ミ. ど 

○ようム形«べ死とかそネナ目的ぐ. 他化○及女○造そそら°平っ と 

こ っに過&しく く こヒなタ い.

この力法によは, 万ﾡ式(ゝからタァタ カﾡメく2)からろ夕と○絶 

※がえら». よ年期岡の連年直な広及登および外働か、ら /イン すな攻長 

夕みの化要した糸綺叡«耳>.［対する前曲風毎房,平均、極および年令の 

ﾡ係は因から明 らか ぐあ ろ.

- -------------------------------------- --------------------------------

7) 今式()\うとさはこ○商で式な*す.
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20
19

I6
I4

周林分の俊術 な部分に対すと近似的統計ﾡら計

A 平やを状 
/イイカフィー\

I204

篇

駅9

7

7

一
也
*'
、

^-

断aが近氏 く平カフィート エーカ-=

40
20

B 平均直な
/ ィンナ

I。 20
直 松、(インチ)

茶 

w

分の役界な新分 ど 下 け、分 ◇そ ズれの彩署が クっの 成 反 力な式 ぐ 

決、んた. その他系 測火木つ成良に対しく意○力み形々えろ9 

エ 侵先4 即分だけたといヶ こと か•いか、った こoここから 大際的ハっ 

合差的な月似力法ヒいう ものは. 城の像勢な部分を您理する く 友 化させろ) 

・oくなけばらないり方えらあ. こo依メによは。 河ゆ役○役分

分べ 遠布糸口4o/2y +なcたu "ぐムら ろよ少な< なら

4 R リ 合木 に は 天良的なﾡ#か ら っ 解放は 生じないょう t 恐わあ. 

こ々4と/に対すと休か○ゆ計武マ役9なﾡ分らいﾡ型/については みと 

产L り若寺(/タ Jと )に %他っ次然に め示さくいい. ・かし こゥが 

○総系な伏えは, 会についく表*くいみﾡ料から /同イ父 の正常.床 

の2匆 4 部公亿対す ら近似. 的な知般ス *めろことがぐミろ.

えした 一4太のデータ に次クカﾡべなろ くはた.

Bo= あくBo+ B!)+ 4.くB。+ 8t(A) + &,くB»+BrゝくS
こ:ぐBe はふリ木%今め/にﾡ田炉分○保ﾡネY水像分木○御分。断 

る験く, &は介依木Y依圧木 く 下沼林ﾡ○部分と よぶことにすク)2 断a 
. また5は地位器权,Aはy太○年令ぐ, あ. & ,はネ知ﾡ本でA 

み. こoメのオス オ3現は有ﾡヒならなかっ/たっぐ剤除した. 再計算の 

ゅ系

Pみ- 3 力ﾡ式く筒%形) ぐ示した原本木っ 動よよ年 ﾡ ○ほ dる成良翌 YﾡHの換先 分っ断密供器&力よめな水*っd& ﾡ 商○/係. 独卫如c他は的«くいろ/つ以 外は その平野也て因先」くらみ
Pa. 4 方紀式4 (商部形)で示、しt 不木の外ﾡか ら /イァナ当 り ・ の攻と 口画の恨り休分のでuw 犬不本不のE不やの向oペ ; 

A立びは渦げLfメ外ハ® とL

瓦 - (272夕7)(Bp+ B1)
Bp+Brは公休○断命ポから, 似ﾡ分ら断御ﾡはこの他っフ/% を占 くい». 休よ、。70P夕 ○株ﾡ条メは /oxで力った. こ の知世を彼 シ と こ々4蛍A地仏に対ナみﾡ分引分の エーカー当 り平均太衣.断和A上 びそ当ぬ々A林分っ料くみ /タタ &44と2s) から計ぐさ 
p る年 8地位に対して直ﾡﾡご»の断面八の値大、い直ﾡ催め»。)
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ミ い直松商に印 っ <. 全体ゆﾡ乱ﾡら ァ/ズの位 となろまぐ次々に一 I 

<系和ポった. 2はﾡ附Iにふ直松ﾡ○本教るR及来なとっん.

ﾡ合でめ減役○直属ﾡ○加舟では. そつクラスな分初しなけ4らなか 

った. このようにしく. 総断ﾡ状②フ/*そ表わす像物木のネ救%計ず 

とことケできた. ス4&.7はこのﾡﾡとYtに. ﾡ才入休分会体。会 

ﾡな召キ, そにル咲1○知承くれと&/. x4 ・$+り) 

%示しく力ろ。ﾡ○像労前分についく水めたに値々ﾡよ 47o上に 

コット した, 役歩木のエーカ - 当 り 断品ポっ 曲縦 く". 7, Nル 7> 

非ﾡ芝位○るいところの活い林ヒ, 地位◇上いところぐのた令片々ﾡく 

と. みの表から計したフ/*の値とよく一ﾡしくいク。

各々なﾡ似メそ したヒ さの 仮想的な 妹外今成氏と収极量も 計算 すカた

エ1

カ
—
当
リ
本
狄

, スタート ◇データ として 

伏用した. こは双も効系的 

なN経ゼは 休分○像勢 

よび水像分都分に 手な加えろ 

も ので•なけれ ばならない と い 

ク. この研えにおいくスうけ 

らた方えに りヒういて いク. 

この細は次の級告ら主ﾡ ぐ 

ろろ

P- 5 地位« ごとの令と 改低パ係く 

ﾡ っ /entdctox& と 会/ tお» 

彼利または淤傑勢M分忆曷4る平匆忻•質、

Z00
I5O
I60
I4O
I20
加

so
同

エ
—
カ1

当
り
圻
由
状 金

カ
チ
ト»

z〜ついて )

咖
900
600
測

啦
的

60
20

F 6 同令の Rxdczsda uu 株分におけ ろ手令Y 
～_カー当りﾡ木 らﾡ木本巡 o ﾡ係

「子7

地位ごY○食木,ペ&分 

木の年令Y断ﾡﾡと○ﾡ係 

くRT 令思人oenノezcda
te にっいて )
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算 令 沢 /
, ------- -一―—

40 80 --- ---------------
100

全 休 燃分旅分 全 体 タり型 全 体 ・ 4 444
20 N • • - ・*導 4e2 , /スバ --2 •タハ /s。 ; 7

G cs e "' <
V ・* ・ 「 一*〜 eo /e22 /%".
Va --- 1 ..1 ---

・
・ - ・ • 4o。 •

D <ラ ーセ

40 N 44o : - ス7oe v4 /7e 4o ■:-
G 々ヲ // /fr // /ao /4 e 1 /=
V /oo * * /7チo “N!
V — * *

◇ 22 eo アee
D < 4 ,/ ア。 /・

60 N eo / 442 ス/ P /
G // : イ7 / /o 3 <
V /820 . x x ! o *ate

Va /2o * X ア2。 /イec 72oc
D o を / o アフ "

80 N ～o・ 皿 スス ア /Q 284 /・
G / ク7 4? : / 2 バx
V ス。 , * X e2 42eo 1 ・ ;
Va /220 1 * X Pee ス *d2ce 1
D 吋 4 z。.' ァど _ク」 d/ [ <

--
100 N i 

フィ フ

F***マ**マ****-*マ*""

eo o 44 :F タァ • e
G // 加 /4/ /アe スス /

V ス2o * X アoe +<fo s/ee
Va oe X * /Y4o。 : /2o 'eee
D ? s ーク __

1> 全にタす々あは2く/P&)っ.8/e. " ケのら と った. Aoな

2, 平均値は子ﾡ断状なめっ木の曲なてろ 3) _のx»u』.. 、

-215 -
つ全分Y役ﾡ林分との比執"

ル -インんいど)
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F2ndec2d2 メと 木成浜て対すと周囲林分の塩ほ 

②○R係について

x18P/パ4子 ・&endイ axeuud Fonudezcua

と、zec4

ノす一 P と. Ceountent ・ごチと olumuacんt

(みz & /942, M64)

• ―では'ム"St y<&/uotacんz.-タィス) んerdea ル う 

木政&に対すと地の相本 品& 耳a および大きくっ影守な取扱った. 広 

及型そ列えしなﾡ本木のまわり ○規乳内/ムみ木の向岡%, 岡田京分。 

エーカーﾡリ 断aポによ って評ﾡした. こは羽夕し/たそハx○木 ゥキ 

代:そ4クルょチ /exを伏っ て. ア ングル ゲー ジ (avr&aso./ア 

から ないた. る網表木にメトすク用田林分○断命検々夕す2ァングル - 

ジには4ﾡﾡ○断命状糸ﾡく/木のカウン ト2対して. エーカー当り ,, 

→22 /oそカクィート)%伏った. こまでのヒころ,品\*、 

/2 o アングルゲー ジ 9 測/値が最も妥当な角乗を ホした 0 ぐ. ガﾡくは 

糸象/2 ○測条値 よろ分後べた. こ○般省 の目的はて っ以上の め" 

妝乐飘幺伙用 する理由* 諭じ, ﾡ々糸衣2 ○火ぐ分析%巡め力 こ と 

/2なった く断ﾡﾡ糸救の ) テス トの階系z つて、ろ

デニタの検勢と修

エーカー当 り ○子カフィー トﾡ仰で表わしﾡ@ぷ盤べは, 夕○条 

系が株分内ら木○商体内長登に彩な与えみ登"函子でろみビ 方えく 

いろ. こは色々○和で有用ぐ人ろ. というクは エーカー当リそ均太 

理命的かな一ﾡなﾡ岡Y分布のめとぐゐ, 子均才神ﾡ赦とう→

--29 - 
々 こと^ぐき また平均義ﾡによあど神恐牡9公式ぐA現ぐま。く.... 

y y Jんuxackutpxラ) からくろら

会対験木のや «柚女々に快っ < ア ングル ゲージ <x人し/ 断命がは 

そ ○太のまりり ○木の鋭費岡係々 Lしく 橘 していろY 仮え した. しか 

し 測えのために俄んた•木は. 気係には型ﾡ血り◇-林1周ﾡ ろろい分 

万スホしていなか、った. 羽益木のﾡり○木はすぐくにとべ, 化○木は 

すっヒんとこカにしかないこYもろり またじのこYり力ち. 競争は 

羽査木 の 全力向 ぐ一株なので“ く 隣木まぐ○Nﾡ"ネ。 次さにょっ 

て 方向 ごとにﾡさがっていろこ とべタい.

このよう なネ択別性名 神工すろには 断a肌*救○系な»4っ○ ン 

ルグージな伏ってテス トそない そ。結 来期係太の 成我堂 は対 すろ岡係 

べ系 g っじつま○令っていろ洲え伯マ Lしいtのz して 探用 すよ い. 

テチスト はﾡ々ら測えﾡ ごLIに, またそらそ 色々組合わ せくﾡなって g

よい. とのほか,他 9 /つ•かの方かむ 可能拄がカリマ タル 当えた. ので. メ 

て/おべ»よう及る Lてみた.

加益対&の後射木または従像ﾡ木v ﾡなが河 じ仏○並く離た"入まて

子«仲ばしく" 合めとと。 

てしう° ペ向がろっ。

</化oそ ルu〃a ぴocそe% 

※aA条女α»oように

2孫木の生向 し てろ場所fの共の断面検% " 为 

こはﾡﾡ枚魚な/2○よう 松大○キな 

) ○大ないグージを快った令に生すろ。逆 に 

松大ﾡ半の»、ゲージでは. マ益木のま

○段分林分○ﾡ令木% カウントナクことがてきない

7 ングルゲージ«ﾡ し て いろ林分ら平均曲松に対ん*せ く送ぶ と. タ

/) wLus factocはぷメリットﾡ/インナ4かネ*か、やみか Lうン死/

(4ート)%ネナ*千1ﾡ係かくん・xoそ.イ &..なxee Pact〜 ・ 受しく "bF とく 

々»ようになったくﾡ。cx.夕wxん
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ク 一っ Y格順. を立 方調足値がえられみ くAcee an4 odzax&cンァよフ) 

こ○研兄ではァズ zdムu だoct〜 ノ ア 6 /."« ィよsx ょび

フよゥダー ジ <ふ明査木。 まいリ ○対え々 おこなっ たが, しかしスず E 
○連属そ.りっ胡会木が今ま. したが っ て. こらがポ会人%送んなふ」 

分ら設ﾡ木, 後明ネる よ <代表 すクヒいう型もぐ. 上っ どuかろ 

子uot べ系及たてY電信 し くいわ けではない. こ。 Aactx &社ネ。 

・なと岡係づけらクカク-貫 したﾡがに上 っ く調社木ごヒに送べカ月 

うか ? こり 思ばmたかか そ快用すち こtにより. 網会木○Aム 

登に彩ﾡそ今* 2 周囲林公の前商そ巻度はっいて 一ﾡﾡﾡでさる☆ﾡが < 

ま4い6○kカうか? 減材。 间經e対 寸 ち意えはメ下○前ぐょべ».」

ス○月ア○本えがネﾡ②研目的。/つで力ろ.

Ac22 と C2czandは断ﾡ条救 <BAF)ついく次公ズな今え 

た.

B.A.F. = 45.よ4e/+4(%) ・

- こ く4は測まからスリットまで ○m継で wはフィ- 卜#仙くスル! 

たスリッ トﾡ く力ろ.

こo公式o4 ○.ぴ会木 く こ こ ぐ は 測农点ヌ表わ しくいろ)○直格ビ 

うゅらくいろY ぬ条 しく,4○他% ﾡ木っ 直公。 ス tミゅろ( ィ 

チ列す々べ. フィートヒしく表わしてく). め○他は/フィート: 

ミpく おく. そうす力y BAF%かﾡ会木の直ねに岡係つけくメす ・ ミ 

べなえらゃ. 表す»にこのよう して送んにBAFのゲージ"は *会 

ネ 直後 の 二 米の 能離 Ia 力ろ直ム ノスイ ンナ○木なTタカクントすカ ミ ミ 

z な と,

BAF% 小扱 f /A 4 <工Mc k •； で く このが <は こ○伯な代 

った)は, 2Pe と C2excond の 式の 分、抄セ綱を去の超吆の4倍)ニ*
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おさかえくえらた. す4Pb 

BAF = 43t4o/cx4)
そろ. ここてはインナ仙 く測し/に架木の直々 そ今ままフィー

•yしく伏った値 ぐ•あら. が〃ゼヒa以 sとその 公式の d とし<. 四会 

糸○直ぬの2侍々以んなこYには. *列○"出はない. 1益木の期ﾡ林分 

っ台るA*対えじくから. 初会木の直な長Yﾡ4必当 と し <送ん点 ゲー 

ラ9Wえ伯の同係々糸"とには. ケー ○は大に力た っくス®けくな 

く. tっとチく○ﾡを伏う表べん力う。 しかしころ研ぐは商&○スﾡ 

という造しか伏わなかった.

キいtにカクデーアは断面検衆女 ヘ o および"クの ゲージ3位 

ったヒ ミ 9 断筋 飛 測 足他 たけ で あら. しかL塔 iY た断 私条 は加上ら 

資セけぐ十かチストでさ々と方えた. そで. ふﾡ者木のまりの断m 
教のﾡえ位に直ﾡ岡係Y=α+ム* «ちてはp. *はYとうざ抑状 

私え値なべめ»○に次った/4 22 0カみいは«。4ど○断@状米女く. 

。ヒ4は木ﾡ女で力». こら今は sよ7本のそて°木にっい 

<ﾡ田○会分とﾡ団令○ クちの煥势な 部分 分とっに っ、、く行なった.

契益ネく *のヤべが押者潔 にaっていろ) はかな ら す偽分木力ろ いはﾡ 

第木のどちらかにから いっも表えろに念めた. こによって, 椎文値 

多少ﾡりのそとこYがわか、っ. 上zべﾡ電BAF = ゲ-※%cd) 

・4って, そぞo木についく上I逃んc許mﾡ水ななし こら 

のぬ%A中会木の四ﾡ式にK入 L <. 第成れた 断曲ホ京取の ダー ジを 供っ 

たとさえら/Y恐わ力 "修正" 新曲砲を推房 した. こら ○算は 

名孑計算拨をっか っ く. 直線つ A くは Y ﾡ件zナ こなった.

.... . ー ・ ・ *T-T--* - --- . "
. ::Iにべたスロフィート:/フィート』大に対すク断和糸状 -

au p=tほ(インナﾡ仙ぐ測条)
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ロA対ァングールゲー ラの係表。 内係式○日常 係求○箱 くすなち曲 

E り蛆き)から 敬争状體ノてカ乃 木の 向的な資係に っいて ※干○凡べえ 

ラと. たとえ比.帆べ八○場令 (a co9 J > には 統争 は則 

子へから離べ進く なちにしたべっくﾡし くなっくいろY方えら2. ペ 

於お正の螃令<M."/ v4.系み夕> に. が会木に並いと こっ○カが税 

発矢泳しと方えと こヒべぐも ろ.

る新者木っ 血&に 口係*せ く送んた断品込米氷か いめ デーシ○田 

3に力»とはﾡらない. たとえば. t弁した町@状糸ぶが/。ででろっ 

-りく会体のタス*). «oより大さくなったりしたく全体っよ*). し 

- 休って込はた断aA米本ベデーメクト倒にふた クよクなと*には.そ 

パ その木についてス。 4 ク 水ﾡ○式承々m する ことに した. ナュル 

ら. した糸衣べ 4o 以上とな っ/ ら ※象、42 で衣 め た 対笈値ス伙え 

*系 2 &い尚系べくろヒ 方えっこYにし.計 した糸救か /グ 以下 ご. 帆 

名の像u 次用 した4つ○ﾡﾡ込火女と○ア係なネす日血教○0対 

〜となちとさには4つの*教/。 a o v。 ぐえた冽足便 を平均 し

れなﾡ&催Yして伏>. また H異 した耒殿べ ,ク以 R ぐ. AA科卜がA。ヒ 

・ は, 衣 /。 と 2o ぐ木め測条他○子地%"4" 他ヒ す ク.

チ/なヒﾡス表, そWIにヌネラ は上oつ②場令っ代本的"例な3や 

っの会木について示した1② ぐち. こら○木はチネ ノと2 く組ゝ 

り 多 貢にホした% ) ぐ力め.

分○会体とA分ﾡ分○岡力ついく. ふﾡ益よ2 P り ○断r回ﾡ器及

g位換○本況形式なテスト し/に く水教 2 o ・。 <洲え したも の, 

,ア会 ヘ。 && に W係 けく 座ん 修 工 *& 対tす2ﾡ常から o 堀 え伯 

レ 乙 ,"0○*教○刑僧○平均。来奴/ク ヒ→クの千. 異数

,p と の平均の8ﾡ換) 林ら 下ﾡのﾡ分 すなっち 介任木ポ依圧
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Ta.と.1 色々 な 断ﾡﾡ糸がの ゲー ジ ぐ測 し 調木の

まわりろ Ponudlezc4a /tcクte の 金床お よ ど &ﾡ 

分のエーカ ー当り 断ﾡﾡ (平ラ フィート)

会ネM
アングル ゲージ ○断aA永& —

ク
2 1 co

?4
全 床

換 ゅ

/o 

//2

/o

/ス2 i
----- -----

2。

ス22

- 

//2

¥74
全 株

A___勢

4o

/e 1
一

2ス2 1

P。 i
. . ,

ス2

/2

22

スッ

/

4

ケ27
会 床

喚 努

4o 1 
。。

o

。

7e

/) 断検玄のは次のようにしくおこなった.

BAF く#Izつい<ゝ = #+4/kdd)"
ここぐ 4=yくA&.2)から

B.A.F= ゲ-$4e/07c8 = /テ
B.A.F<6PP4> = ct4o/kxd= +44%#*パ&)一 &4
BAFくM%ア> - 344/cd) = 43ce%v* ®.7= ス ナ

・ 修正' Ma 映え は次のようして kゅた .

Y (/6. oPY について)- 7eボ ox ( ヌネ子 像ﾡ林分)

ここぐメー / にから Y=/eタァ

Yく*ク4tついて)./2o+4* く" )

ここぐメ=44 ・ Y-ター

YくM®.よoykついて>ーアoーメ く ・ )

ここて*ースe ・ Y= 4ユズ 

しかしこの場令は *がよ小*く. またMべ八だから 許a小条牧パt○ﾡ富験 

%千 したよとい? は受炊う.

人についくる 引によってﾡじような他がえらクが。 ここぐはチスト 

しなかった。 ・

Ta』Lo.2 代表的な本の/れedc2o-d& しと 測催

2 粉 ﾡ
(スート) (P)

叫な a.|そな|アは1coカト) 還よ4っ 
斗ウ長 

<インナ)

卜Wからノ 
イ内に々 
ﾡ教(インナ) cろ) aよ年3*/04

! 72 ク7 7/, /4 ; ・タ28 2ss / ス

g4 47 /0ス 44 /み ; 2 t4 27 22 /タァ

イオタ 
--------

2 44 /&7 -Zど! ア <42 2 イ 2

濃原岔及くZ出" d2xudイ-) ○派も受当な衣わしのテスト

太○沿込○堂年成欧費は. ○○0から始4って長いﾡ衣にP/ っ< 

4ルの法ほをﾡし4べら次さ くなリ 後火费 に増M武氏き滅 じて. 送zは 

を葬す. 取糸大の埼点忆おいくク となる. そ○投は増加系はA すなわち成 

多 はネのた化 tと り次に 他下 すゃく とuc an <okwwtocんu,

7よo. 2umnwon an oんumuac/z. /P4ス). しがって とし Y, ぐ

4A○千均注4成長登名ネわ こと にナハは. こは

4Y= a+ c%>+ ccAゲ •

•久わせろ. ここてAは材令で力と. しかし係表2. & c.○/つ上ケ 

ﾡ西旅分の逸ほ"地復格女にﾡ係すクかいしない. したべっく, し通 

Az工-カ-各79許mAB ぐ本り すとすろヒ 上o仮文から

a = a.+a,B+a.S

4 - &.+4,8+ ん S

6 = C.+CB+ c.S

バえら» ここぐ5は地仏さ本わす. こあ◇式を求々べに入・系 

ふ<火ﾡ%ホろめにﾡ次救そ とろY.

&;Y- a.+ 8.く%) + c.く%+ o,(B) +&く%)

+2(%) 十 o.(S)+ c,(シ→)+ c(シ)
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となっく 全領 ぐ ?つの未知ﾡ救さ今む式がえ らク.

Pは8#根°彫で永*んへら, FAは上式にナいく Yt-81ﾡ 

契係救っ大さくなめ8ら形な糸pろ こと た 用用 する. すuりちり?とP 

リゃす く いう と.日用 とA立立以え平う来なビっ e。 ts/系小と &々な 

そみは上い.

前紙の成る星身用値く厶血― e. &ん....cんバx:)*は 

上メにS通り98%入く及え%チした. こは会ル分○許書及を本け 

す e の形ごと 忆厅目行ないはは •なら 4い. *は ん4本○8会ホデー 

ついく*たれ2マくooY,) の独.長平 方 相 ぐあら.

断積っ表現形式 Bo5ひテ 残差平方和
修ﾡ永に上みめら *, /ク &*/条表o メv " //e

X/ /7 フス/
*。 22 44?

42 *ッ スく スケ7米ﾡ 2 24 o «oあ子均 *4 /PP夕条女 o 。っ 平均 *ィ /夕 4糸本g o ○平均 22 み4o

こ今令, 分※及の効系は糸女/。 ◇グ-ジによろ断ﾡがぐ方 ず 、 

きだと いフこと は明めかぐろろ

-227-月*献 ^
PピP子・.8 2crax.t,e+? &etaル 
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仮想的なo4と22v2 と 林分に理々み周ル式

を適用 したYさの理染的な政浜およどルﾡ置についく

-ん222となc22 zcwtん. a2uイ Cd常toがんと-

c /otde2oa /イne Pそanut Znev

とピことnズ ?- twuc

- P と -Pewumten. 4n. o/luntocん4乙 (ろet 

cc 943 (z) 33 )

橘 要

色々なN牧力送なﾡ用 しと さ○型論的な総系な昇す»力な%次系 

た. 推々○地仰ﾡに%すっ正な, ﾡす入林ら段判ﾡ分○ユかめ,

○汝太におけろデーア々木め/。広長力式な供っく 同作後り 二ヽ 

家長 翌そ椎文 す ろ. 立木戻 くなっんタ ) 4コントロールす クた. A 

にもとづく乂程故けも响©秋の型率て狀買 した. すなbら c) か以ん门 

っ今えたS=(D+X およど(ゝ力らたに方条 した生物的く4.ん&』 

5有司が○ﾡ手5〜くD+*F <ろ力. ここぐ5は報木当りつ千拘ち* 

面校<平方フィート>で, Dは限ﾡ木と水係効木の平均析名小dなく 、 

はこ○直ﾡにmﾡすみポ教くイ ンタ), また Fはふ地仏帆ごヒに天つら」 

$。 年ま ぐは年Aて ともあり そ ○検- と なみ市女でカろ. FoA出 

当銀 くグラフ> から統 と ろ. ち有ﾡ検 く*○他) と 問係&L ﾡ依 

子当4祖令せは,スなんc22っ尻処では. すべて○地仙ぐ*=4 < 

このとき○係込しﾡ女は光仏4。 <9年 Poぐバ年 o<?量. 

/e*7 /oでよすくろ»。 ーカ 生物的規則くは過初なﾡ令わせ

年さと ぐは く D +oよゾF ノク耳ごと <は く D +ヘ/プF, 4ごヒで 

くD+/&)F 20ごYぐくD+2ス)r てろわ 他の細合いなも
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ヘらェク ことケ さ ろ。 こ○2通りのﾡ則によ々理ﾡ的な広及Yﾡ模 

ﾡ○例な。 地仰教4o. s。 eo. 〜。およがル。にっいくﾡした. ス 

っの力込のぐは依期条均ﾡねに 少しメがでさた. ﾡ骨木が"日日ﾡ 

てミカような糸件になみとさは, そ組合りせは通当ぐろ. 光位s2 く 

多チ上はそがない ゝY地位42 く非ﾡ に小 い>な除けは. すわY 

2*搭入林○像ﾡなﾡ分より平ﾡﾡゐが大さ くな4».ﾡにナけク立 

カフィー ト材私およ びホー kフィー ト材Aで○総いﾡ型は. 生物的洲メ。 

力がイuルん4と ○祝財より大さくなったが, 2例そ除さこめはﾡ4 

手入のものよ り次くな った.

土ﾡ地位相岡を取扱ったﾡ報におい < 光位○わかっ く いろ土場o上z 

¥Aすあ, 『知 ○5令とス*% *2 ヘe.. た:と ◇ ﾡ係 と ポバ 

以z#粋ﾡ隆ごとIて予測ぐミろﾡ式な状よしんくC。uror and ん- 

acんw /942). *らlに. この研えからﾡ*々公分木と水後労木ﾡ2 

ゅﾡ々効系的に教来すわためには. 林分の役ﾡな初分にﾡを適用 し なサ

ばならないこヒが.か、なり明ﾡに示さた. こととめに. 延位級*耸 

なことの役勿な米問や林分らﾡ登な 6み考 し. ﾡサ入分についく衆表 

*て\ み表値 k比核したく?eと /38 ).

木甄では. このよクにLく%9 した悠チ入林分。像分4ﾡかの水伯々女 

%&にとり 自松成良Lのネ期方ﾡ式な伏っく 上22位り ○一的な周 

みガ共々亀用したとさの仮想的/eUe&oa んと 分の. &らした納 

ゆ資内のゅムがよどい桜塾対すめ情報% しようヒす々い9 ぐカろ. 

A N した力族の一つは. 樽に小林地の炎情にそっく方系、 条○ふ

, ァな AXux22 </Pv3 力よび/ク42 )○プログラム○効系で力り ゼう 

-っは 大刑性山といかく (桜1○系大な目かとしくﾡみ立くたﾡ力

■ の効系を検封すろことぐんみ. こ○2ﾡり②力法はどちらも共斗入林分
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“能采 と 比狭 しと,

ル

ﾡ掲みな次秋材費を力= ・うそ テルは 単生っEイの*。・ 

2"こら○か○色々«比位保に対ナン喚ﾡ分○平均ば& ューカ - 

当りネな、ナ上どがqがっﾡ冬発Aっデ-タ ・ しん. こらろ工は 

エカタ光&°7に考河ﾡに部召 た河し大:、○太にろ ・ は4。3 っ 

M した. こらっ旅みに)、くてばべ»府ゆ力法々な天旅に方えら方んだ 

2 < ろくは/た. それぞれの 同と. 筱の 直後、成展型を 過去,斗同 9 半4/人 

そな すかめグ丘用時. と いはそっ力と ○締秋○湖間 こuに糸彩L、 

計 し/た. る岡枚ﾡ 同のおて然りつエーカー 当 ッ 本救, 力A »ょび☆昌 

ポとげ月した.そ◇係 R及しく用ゆすろこYにより &#かにい<は 

おﾡべ生じないと 阪又した 
・

快用 した他依及及。方はくCo〜。ス

&み 筒形).

如 (/22)= /のo7 - 4oラ7v42 (6 ) - o724(Bん.

+ 2 ラクP+( /2シA )

ぐ Y は置まよ年ﾡ○*極成及そくインす)

D はアるにぬくイン)

Bn は河田○帳労分の断司ﾡく工-カ-当 ッ ネカ フ -卜)

A は祝をど令

立カフィートナ」のホートフィー|材ﾡ(メ。な。ん..2 入 ) 

よ夕が人は, 公及 ・パ くいク系 (みと/?s , っん, で: \ 

〇 こ上り平い#令から始パクこ〜は逸さ「2、そ卜 *tお○t ・ナーミ 

中に.,ク耳［の擒少なかったか、をであろ
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・な4イン ナA下○木に ついくは立カフィート 対ﾡ. またタインチ下o 

ヘついてはボー トフィート 材ぷはない ろ○tしく 京ﾡっ.

F.tと ﾡゆ役の岳&はエーカ - 自 り許さAでネP し/. したっ <本 

日ほ&しﾡ問つ始めて 総り ○既ﾡ○強: は. ﾡした似ﾡ的炉分。エー 

カー纟リ折面状と,同-林A月-地仏○場令の正ぐ最手入○○&努 

を第公セ 比率攵 すみ ことによっくネさ. 向林分のエー カー当 り書ポ 

: n永な地位, 令○L常な様門伐林○役坊な併YじIt ったYさ 

成4公単木○内央全な信下 せあ入さ*に述しにY方えクことにした. こ 

りよクマヒミは. るう一つ○ﾡ依べ始季くろ. 商伐2よっくﾡ去すべま 

■右項 の大きさ は. 長Y岡つ保込し救によっくさまと. 我な目 

は 次○周ゆ○ とミ4 ぐﾡ*た木公十分ほ産な成衣々ﾡでさとﾡ& 

2く送Aぐ4く ゝ, か円ゆﾡに立木及な少 させう»ような周力法な方 

し このよ うな糸件そ条ﾡて快わろﾡ似岬会体そ通じくろてはめろ 

こvぐカ2. ^

岡のルール

こハまぐﾡゆによって 生すみm次○及なあhすのに. 夕く○力法な用 

、ら くさた. たヒ えばに。

() る回や隣○敗骨木材浪の幸. または大さ*そ一ﾡに係っ.

(2 ) 総許型ぬな向ゆ布○也に対す々一ﾡ比全まは大 s まく減少せ 

るか またはﾡ状4位 林令のﾡﾡな*手入林の所面小にﾡ係け 

くﾡ».

3) 工-カ-当 りみ合木な花すろ

(4 ) 合木の向の平均幹ﾡ一文とな。」>に方えと.

5 ﾡ各木○向ﾡ%, 平月商係. 洲 ﾡみながり ろンいはそのら



-232-
救各木のスま て にﾡすン将性○単ﾡ または組令せによ力ろみ述っ* 

文値る女に対たミょろ

みなんc42 </4)の 声ﾡ用 ◇ルールは

S =くD+*ゾ
ぐまわさと. ここて5はﾡ々またに地仏に力いく, えめらたﾡﾡ内て 

単木当 り にぬそヒ さクち有ﾡﾡく平カフィート), D は子均勤A (ィ: 

チゝ. *は命本.

南ﾡにおいく主我なく程ﾡ。んと では, みなんと2はﾡ女*のポ。 

他zしく4そ央い. ﾡゆﾡそ通じくﾡ%-ﾡ係込す. すムりも. AA 
り俺区し间簡ヤーえとすら. ど○地位についくゼ. 円に記番○ぬ則なは、 

たべ ﾡ似み&し水は地仰ごヒにあえた.

こはﾡ位ﾡ救 4o o/2年か ら 光位数。。 44 まぐ○充ﾡにろっ 

このようにして. ビ。 場合に じ次の周枚時塚 1 ぐ 十分なﾡA安同な今え 

ろこととなっ

クt&.42 ○肌ﾡは令級回求南都ぐ&い向伏わ」 食#"ゅ系てナミ 

めてさた○ぐ. こ ○力法«場的な e*Uc2。u4 u 休に過刑したと 

さのやX%向公政及ﾡ○干刈べな供っ く計した力べよいY方え/.

な龙他/て 対す み前面アI N コントロールすろた. 子ﾡ的4計な力こなっ 

た. 矢孫に伏わ»ﾡ伏ﾡ○全係にわたっく 一旅な周月岡の系列な 弋 

って 才本*の&々な値ながしくみん.用材林作示ぐは ごo位伏"x 
合くめ 常救* に4%快うYはぼ+分なこYがゆかった, み, 4エボ ・ゃ 

チ入○償列術分○断込と比ﾡした コゾトロールﾡそホす,

こヒ/は洲に, ふ敷合木に対しくL行"糸午へ入林分ら係分*か。m A 
乂 比例 したれメさ、○ゅﾡ 空向々ﾡまく -貫して与え»こYク*:と ・ 

ﾡそじYYすろﾡﾡのﾡ単な方栄し こy は次oょ うてしくさ/ ・

9

ド
タ
fi■

金
力3
t

附II
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ぐ
耳

「1
g々な地血次にけナが年や対断「dA
・nの比と依

ﾡ々○条区し4女を伏ったさつ.くD 
4o枠だによ»係却的 nene ccwa 
んい対糸手入分ら検努4分 久印 

はォ/ a よど氷2回向ゆそ こなう 

時太 名示
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ボな犬子入分の後少額分み就ﾡから ﾡ木当 り ○平も有名込く千 一 

ィ-卜)5く 434o る エーカー当り ネﾡぐﾡ。) と 平均断曲ポ名 : っ 

不○省ﾡDをﾡめあ

こから,

が-F

S-DF

地仙叙ごLIに このFの値を全年象紀画にわ っ<計ﾡし. グラフ :

/4 ・ 2 光仏が. 令ごと っ 工 &R: 入か ○イ分 師に対 

す ら 上物的鈴ﾡ公式くD+メFの象r.物
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こあ。 位べ地仙=Yに他気 令べ大体 s。 カヒろとは- 

受t4»ことに注念 *たい. 令 *のがよびそ上つt:らF^す 

弋 て ○み平均 を 地位段 ごY に 示 t 次。 通 りでろ»

地位過 教 F

o .

4o o

so X 7

/20 < ←/スo

/o X ス

/4o < /

この向ゆ式子(S= びF > そ生柳的形の公六と いうことにすと. こ 

型ネカたリ olﾡ知を像携分の平々血径な供っ く表ﾡ したも 

っぐそカすクﾡてDに一火なな加えちこと/に上り, どoよう«地仰 年 

今2っいくる 立木路及くなckc denx > ぞ Tべミ 水平に P ら

»でりユっけクこヒケくき る. しにべっく生物的幹部の公は

S = (D+メF

,4と. ここぐ. ラはﾡと月tぐ. *はmす。メ表 <2 〃 

4uく月 と.

と力的神ﾡ式*Iセ々 な他2んてはめ 大係に快Pろ湖にっ いく 

f2 な同ゆ択込し教%依った と さ ○他ポさ 比A6: ・ う除した 

メ#T："ノン ト、1 -I レ ノシ. 3 入す. •

mんc22 ○円荷 よ う理谕的叫氏カネ: の麴来 ・

ノ の周ゆ方のp長型ヒM感ﾡん工しくヒ執 っためには まずスっ



○月そ腎決しく ナかばならない.

くい (D+* デ 公式<. すべてe 地仏つﾡu内 承じ力てはまり9よ、 

*の値な さめろこY

2) &々な地仰欲に対しく 系ゼ迫初な一父○問/味し4象そさ»コ 

こ と

系初のﾡ活はとまぐ力とﾡ&ﾡけてさ/たが. んどっ公式っ* 

4さ終っヒ./erdcccx&んouc場合 すべて○地位. 4Aに対すと我件よ 

始しどえ会にﾡ*ルクと いうこ と は 下にをべと政&翌Y次ﾡそっ 

報*全2検射してからでな\ンﾡﾡてさ ない

米スの 向题は 成氏 堂 Y 收.洩 重の データ o 多教○部合りせなすビ* 

足する こと が正* を廳手入林办尔. 地位指訳/クト イR . 

お上 びルクの土嫩の上に成立 L < いろ と な人すろ. こら○株分。令

2年のYミ の像劈 な 邻公の 平均 島後/2/インチ幺加え u こな* 

太にとク. オ/ロ商によ っく渋ﾡ木○平均直社は糸千入林らt○よ ご 

千大さく なクY方えた

.3統く 平均 苴以の 計気 では この上う «神工はお こなわなかった, ( D 

4の枠1を伏っくる河附○立木"べくな。ん夕 &uな) ・凝型 

した. ふ北血係にそ々なﾡﾡふし4救なんてはめてみく *の+からx 

依報ごと r求、6ヨな りoxxんに. 4&ノは地仏北込』の'にっいて台 

ﾡしたこら。 以お留 c 収減ﾡ の訳値" 示し た t。 ぐ力 る. 加州打4 A

4おこなっとさ 内期門oﾡり ・l全すクx 受P み断nYR」 

地仏. 円-林公の最手入状の後ﾡ初分m称Y ②比ﾡ«チ;/tテ、

2) ウメんc22oなメ*生物のっと支*用 .、 て;カ、し 幻と (C 塔以— o 〜ハバ、、 

カヴ少デと 切 そ◇少は s^jM^^.vfi, 旅ネ人のルチーク ゅい み&ゥ\ .

たテーメ と-的にすペく 22 Gyxccetuue a c : ○もに対た 、、

フけて係記してわ.

-237- てoxα級にっいて %. 一っ (unチ◆かt)河係込し年救ぐ全なtの ルな かったのぐ. ふ地仏然く くp+4 YA令ルせ く快用 すみ係込し年女 ○系過値の逃足には表条べ受Y 4った. そ*○地位ﾡついて場 んに係 し事な J8&c 2 cまとめておく又4&.2 には くp+ 4デ*や確の格外x ナ◇内ﾡせ々係刑したtさ 
o. 分コ ット ロールのための祭茎奴値 &-ﾡに系 Lく力ろ.

To&&e 2 uLexoxa /tuo○同径考っめら林分コントロ ールﾡ撃
|___ , 地 担

------------------------------------

60 70 1 80 90 00 IIO 130140 150160

よク) () -o ;〃 → /o
「-----

>

-----------------
< j "： ク

依 * ut.w.と ・4)") o /2o ク s4 7夕 スス o 44 4

ゆそ a " 4 〃フ
・

4s! テ /ぷ ュ クュルっ

ﾡば河のいさ ○N木さ氏ぐダ' / ww 7 ス e →A& イトラュェス x

ゆ方におろ 主がネ木択くネい " o フ/ 4
'

←フ + ッF1
1 i2h-9"など3 a7 as .x a 4 .

リ ネえにとべた力法ぐ*めた.

2) クえの今した他々いとにしく歯な乱さ 令o年から. ゆ/&し救。永得Yくクよ シレ婀轮した.
3 &よ&/にホしにヴ&ﾡと吹区ﾡっケ他なプロットしく世除やさ, そ九な式依しく統なとった。
4) 公六 +イ/kp +4な快って"損○ fからレL た. ま木はゆ好 の合太と いク.
5) ス洲のぐ牛ポ復っておめた.
二 こて童要 な の は, 分の央新の保進さ 目的 ヒ L く収メす ク -とのくさ 

クエ-カー当り ○本教税令 く4目) くろろく みなんc2e /アv よび 

/イ2 ).

木み改ごがﾡ営林ら期におけ方めの»迫互4係Iにメり またエ リ
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イないc&)おけみ断命○僧 

ﾡ旅、な地位. 々○&千入に対す 

る/◇0分辛ぐ表した. 個々○対弁 

お よ び一林 商係る し 岸以の 両失 

スケ ジュールの 中 ぐ. こ»○位は 

+。 年以根ろみいは地係に よって 

多少のいべ4く さ た 光仏ﾡ表 

4o. /oo. /otついくこらの後 

な子均し. グラフに* ・ した台系は 

爻ちaの通りで•あろ.

か曲係 ヒ /o。 %今然との 糸が. 

函○周依係込し年*を供っcと 2. 

ビの地位ついて もLし い#な 今 

えみ%のY方え. こら○Xな生 

物的好範公式 を表わす と 4N岡 

ぐはくD +4ゾF. /0年知ﾡ c 

く p +バ/F, バ4岡岡 <く D+/8 

F, ス 4ﾡぐく p+スゾF ぐ力 

ら. こらはね示*ﾡ込し母女 

z対しくは型枠的に承過な鈴ﾡく

&cみぐ, べく○地仏ぐ島用 ぐさろと方えら2.

*アt^っの 地仰段 っく. 

くD+メ公式っとさとﾡじ力法く 

林々04*払発Yって, ろら
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生が/や公メによみ像的なﾡユ岡ゆな * こなったときの係ﾡ的よか

○i良総通ヒ 黒わ9傻% 引 加,比枚。、す く内ルの天係はな&に」
ろ 前日秋の ﾡm"示. x際は mゆ.L/にことによ方 mio み少な f 寸 )
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会く受42のぐ». *めそデルIに しベっく計しん係的な分 

ぐ○総系は E*"様千入分にっいく示 ［れたIホ七は秋君な比坎は因 

aぐ力2.

②○共#は. 計ゞのえなの僅%ボあたpセ 生場的か型公式 

○紛身o/y. またその他より大ミく4あv. ゅ合木○成長業べ修下すろ 

ニク4,林分の俊将部分の祈謝彼の承大值を本mみために快用した. こ 

: 1 ﾡ な糸キ 入休と 比と牧 す み 帆想 的 な 周に っいく 以下ばべみユネ 

タコントロ-ル, 直なよび材ぬ広長の知ﾡな状がす少場合に方んす ゃ 

&べ生ずろ. こらのことそ十か方急しないと. ﾡy$o4. B. co比 

次(誤解を生ずるおそ只がある.

I2り

夕

听
めく内校と収承乳のすずれおこなっ/z. この呼</。 ス0品"A 

係込 しヨ教についく, ・ 論的 r 4 い/z ﾡ通粋ﾡ くなwu 4aux; ? 、 

保っ。 ウち乱と 及 ・ は,ネ部 Y係込し 年救っ 4血りらﾡ念ル! G n - 

ﾡか○たべら/. 向係込しかz siY し/と つポ伏っ、 

クuイたee o 公 式 く. ﾡ依した仮 ",* みっ"5系 ン よfボ"行\A、、 I 

当系とら比株々 おこなった.

ﾡら算ﾡ父*く円した係想的分らみRおよい桜つ検 

こonのウ ﾡ入○めポ ビ故 っ/デーアは, み oチメ»
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「チ 4 ケ2年役の炊R期知ゆ保"にナけ力千ﾡ、(ばコS4^
/ea *よどィ。 ○平> % 対たすち4かに *けとくア! 地広べo) F チ 入。 後蝴次尔の 断命検て対 すろぐ表わしたどら
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立ネコントロール

発み/セ3はス通リ ○ﾡ産ル-ル ぐ与えられとコントロールな示レてい 

ろ. 夕3は や姫と保&し年女○系なﾡ令わせくくp+4ダFムーボ: 

$年の係返し年る) によち 生抜的幹ﾡ式てら木&コ ントコ_ル*;力
* *

戸じように有効なコン トロ ールケ○工 し いﾡ令わせについて じえらる、 

ナなりb. くD+ク/Fと/2ﾡこヒ. くD+sFとよ条ごと, (- 

+ユユF とスの年ごルでろろ

直A成長

仮ﾡ的林分のき松みらはスつつ公式%伏う こYによって ﾡ体ﾡ◇会マ 

対よび係りでチ少っくいクくチタよAゝ. こはどの場合くめ合六ベ 

ﾡがされ, 自由な成倉べてきたこと"示しくいろ。 くp+4公大カベ

<, にﾡ山○そいYさ またﾡ湖◇"に、 

くそ○傾ﾡない. そのkめこら○場令は, 依ﾡにfく4ろと復松AA 
な少し入さくなった。 しかしいず○場合にt, 与えらた解がによっく 

残存木ら 成反ﾡはその系大の位にく なった

材検成長ェ

な想的なﾡ林分○残令木材検は, 河一地位. 沼一々のポ千入林分へ 

総材より小さくなったくチ。B c). こは依によ々者Aくu. 
のtィ なcた ) 政少 o 収秩動に 対 す ろ形郡 «じくいク tuiot く/一 

その○タく ○研iA○結系々救づけと t○でろろ.

ヌタ $Btcrは, 円ゆ、/級ﾡや余っ材ポﾡな償ﾡくメ合: 0 
枚期内にル減さ、たﾡ材状X計> &示Lてカみ, 依期力け»総 試1 
は立カ フィー ト材Aぐスわ し ん 之位 心 ク ○合Y ボー ド フィ - 卜おA、
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(9年から>
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I00 
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加サみ片、会状 
依/ズバ、 : /◇フ*ママママ*--*-----*--*---------*- -

楠火俠■紫：ポ

ﾡっウ木「くp+4プでバズ
* J 3んs)

t <D+Fて
、 土ごてAC
, ムら

「4. 5 ポ林の像労 W分の 他 と 比と検 したとさの.々の光価にメすク

ハ”心“3 の係や余におけと体期(小手均をめ, (3)ュカ フィート

材渋(と,ボドフート材ﾡ(2ﾡ娯つ尚方汝)
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■也. ドイ 興图. オランダ ノールウェイ およびカナダに、 

く,印ﾡよいﾡ依及々わがし、ス反が方栄くく、め. こ 

らについく カナメの央魚で求び音通に況ろネ件に尽らしく ﾡ人

z検#した. や金1 しく,こ巩ら 0 箱採ヌ 久地は 城みる/合 他枝で町 

とべさぐなく むしろ. そらのジっか*比ﾡのﾡの念外ぐ用した

バ上いこYがかっ. 又に初/を迎シバジ けば「 沢係的にはを 

小分 柳 追幺 消えすろため。 や ・ カセ乃つけとことバくミよう. 

/によって. 秒々な林分パラメ タ-用○アイ: 4 モセ. ょ 

■ をう う.

は tめz.

p,ﾡに欧州令風において。模林M先備 は C府做の网我A. なル

---- ---- 一--- ---------- - ---- -- ー 、

) -u/a/.xctx / チcッな, Cara4. アェ /anr .バ 

. ル 42J

2 んx.oxcん ccc& マ*"智. ヌozcッイ え〜czct <Aよ*Tペイァ,「< 今x 
・ u P. Q
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と. A. B. C. あおよびD&な伏ってきた Aは木Yﾡた太のス 

を依糸すと非和に発及の河久*. しは放ﾡ木 介木の会ﾡり. 水呉野ネ 

の-報ま ん は大部分る 枚株す 々ﾡ&○下ﾡﾡゆでろろく み&c.2.x.44 

// ほか/クよァ xu才& /?42). /9&74に斗入 

たく番目○周&Eは ユ木良(oんチ) %D夕○e分にiく* 

ナと場合に用いら力く人2 ほか/夕よ). このほか河似2ﾡ*は 

どのクシス木%枚ﾡす2か%えして も火良でさろ.ことﾡった指☆ 

(イz . たと えば林分の畑似血ﾡの会体に対才すカペー セントぐ系した 

ゆ係入ネ表, 断る規ろろいは材承る夕Pて さ/くどzaatkc 7). 

Lかし こらの他はすべく状分の初期名んYR係Lていろ. し/がっく 

く八らは対的ィ表僧でろ って 消争的なレベルぐﾡ依な比炎すっteに 

は快えな\ 
・

. こ°た"周ゆの逸**るっY ※的に表りすスなﾡめ」う とク%カ 

^休けらて. 通去。年用にこの力向で着し、負ずべらた. よっ9 

新らしい力まか行殳注目に植す厶 ドイッののよしれルt(/タよu.>ラx) 

◇法 美回○Anル2くノタよ4) ○力法 オランメっ及uん( 

/Pイ4)の力法. 米沼○ノxくノァ)○カ法, *よびカナo 

一uそ&とu, ク～sと。(ラ/)○カ込ぐろ».

月杯ﾡゆﾡ くカ う s, 長い向分内らﾡ木な木帆&分によコく# 

ﾡづけとという力ょぐ火ん*てさた. そ○ょう,な&今力犬め U/* 

ゲ / 夕世名の昔/とも典的な树木映の足枚* 先表して 以来； ダく○ﾡ糸よ。 

*くいと. そっこく こゅょう x城はまま税く &○とわy» I 

ハし ﾡ巡知どなりっYふﾡ的に測えしようとす々ﾡさべとくさた」 

-ルウェイe 2Eどwn<,?xo)tよわもっv月じく ど/厶 と<...- 

才 く/タタ/) の創始 したっ の現カ 法が夕女ゐ研計右に よって用いら
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れくい»が こらは非ﾡに有ﾡY恐わろ.

太や○目やはこらら新しい方法そﾡ介すろとと%に そらの亀用

○仕カビ その九○系件な カナメ。 ぶYの河においくﾡﾡに# 

プすクこY ぐろろ.

C4umann ○相対断ﾡえ、

C.manr. く/Ps. 4. /4e )は 樹ゅナよが工令ぐ洲ったY 

さ, 与えめた母令上び地仏つ入会生く糸ﾡ)状分は そみ○生 

/していな 和理的なながり/茨金に利用 くちﾡ > ろ こヒヌ見幺した.

るすば, 当初正市な木夕せるっていて. そ◇点;入つまょぬ角 

Lてさたよりﾡなヒいう め○は方えられないのぐ力ろ. こ上うに」 

か場合においくは. 忍大ﾡﾡ検と い シ めo力方え力 こヒがにな 

ってくや. こから. 消○ﾡさはこ○系大術m状な伏っく本況ぐミろ

タaww&a ○同ゆプロットの攻長そ分ﾡし/A系 &.x.x..は教承

ず ヒ材ぷム世がどち ら 8周伐○強さ と 会には油立 ぐないこと々知っ

. ^

ミにべた系大断品さ /oとすろヒ. 次々の向ぐ断五ﾡな少な

<zろつて. 林分収根あらいはM族够量は増加して *○ス"泉 

急な 断迎感”に 到 っ て 収枝か景大 と なと, そうし く求ポに/ク◇メの係名 

兔り抜けて減少 し, 円やケ強くなろにつく, 4すます他下すクよう 

ム〃«专ノ 2 Cantは材ポﾡ及ﾡべﾡ道断aﾡのとさ○他っよ

9 ーカ％&z x <ektueuc く / うは. 年内長税はや、っお »あ書 2 、 

いう依人つじzz. 兵 圆。 針m対屋ついく 年いみらむﾡ的ロ内ゆ スクジョ ・"C+： !

い力法な状栄してい»



「子7 Ccanu. の林分8え増教○ネ依は ぬ兵ﾡがのm 

品承に高とていう こ u ぐろ。秋○ﾡ冷によは かっ无次女ス 

型はよ林今が "系量がaぷ"% gっYさ えら. 林分の断ヨげが こよリタ 

くて%少なくく もWけ はほスすみ. 与えらたルの承』ﾡqはF 
m C&c&r>/2 よって 我 な た

そ は く T す々Yミ ○断ﾡﾡ4 " ﾡン外断ﾡﾡ" ヒ上に.

Zx_anx の永初の観然は2 ゲレz.cと く Pccco zよと (L)
火tttざ>分に いて な さ /が. この采○秒ば つ、て 61

そ*てと こYが新ﾡ:くいス
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欲&ﾡを○ﾡ令林分の材私攻長型Y対的断ﾡﾡ○パ係については, 

ふ国 教条 た 间我 プロ ッ トからゅたﾡっか ○ ベ .ntantnt o 報 

もく/4/ P2タ メ下み照ゝにネくいみ. .

したべっく. 林系研兄者々いは道林ふにてっては. "限系断a状" 

○決ベ灯より も 重要 で 力み. めしそ般及な こスば分伏氏はズ L 
く&1す2. この点にﾡして. 〜Bou.tんozx ・/よ4 ) が アとtwawa 

安才 どa/uc&xnteっt *そaそcon の 2c4 uと および たな /に厶

対すク知動○研ぐkした, 断aポへPu 4なckuな林o 
P70%上り少なくら なけ. 及ﾡの下はそはど※ しい to 
てないという他系は注日に値す方

トインの研えくは. 天刑やな日"○x合, ﾡ太すない力自数的なあa 
みは. -択ﾡゆ及Aにす之平均断aAと さらていろくヌノ. 

fY スは2メotaz (/40)は, ﾡ初。 o 向にけ»A点つ千均師 

aぬ*/。 と し. 他○m伏べ○対許a検々 すべて こ 9A 反の断面状 Y 
比故して次代している.

Cumann(よ)は. ﾡ過断面ﾡ○値は場によっく逢うという意 

見をょへていろ. 2wec○令 こは成ム○よいところは 

【③くなって いろ く Ao2ot4aax. / ).

Cuwannu ○力法はスっの段ﾡからな っ < いろ.。

(の) 与えめたﾡ也について系大断ﾡﾡな人»こ.

(4) 与えら林についく, 央係○断奇状«双大断ﾡ小に対すク比くパ

-セント)で表りすことIより. 河似及を決すと,

^luowu合) ○林分密/衣

ごは ウuuと2z く / / /"α. ノアシフ ) そ ○が株用 し く いろ
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&circc&e く/夕)○林分猛及池表ヒ混岡してはならない.Zルん。。 

逸表ぐはﾡるそ方えくい«いのぐろ». 人aau2 ○救は, ﾡ命に対す 

る着ﾡ ○という ことがぐ

M"〃 )は工う形配置を伏 う と林分名 > まく本ﾡぐさみY方 

えた.平均料枠更和なd, エーカ-当り◇本教な人Yすカビ,

- -442

すなわも

・-/マ

ut22ら(?+夕, /ジ)は, e々 な形配置に対すカエーカ - 4 ッ 

ネ教の本々今えくいろ.相対ﾡは, 木がエカメ&私にしたペうYしく

し州枠充般o. 分上ﾡるくH)対すろ目か比でえム*ん力. こo 

¥リカぐは, 上ﾡ。 &ク% の,冷距 M 対応すら馨及マ棟率を度にヒって 

彳の括权*任意に// ときめろ,他の咏戻はハ、ずMgエーカ-当リ本取 

そﾡ半密及のりのて比ﾡして人わす, HYから直長歯べ指永そ*め»/ 

ゆ み表ケ ぐ*くいろく どuatん. /ス ペフ> .

この格衣は. ○平均記置な上倉高に対すろ比Yしく表りすいoく, a 

後は 方えにい くいxい. 戒, u 3a.an, &ルスム が 

布4/uどa<研なおこなっくいと及むatく,94") は. こめ○回 

く業が、ついく計動*くいみﾡﾡ力。かﾡに人ww2 ○抱永そ禄 

用していろ

cckt み/岡係数くんと夕 Pac)

ノccんxァ ○カ法は < カー 当 ッ人秋な三A形K置で計すちこ t と 

上ﾡ/に対すとネ場岡商のパ-2 ノ トz そ。 4ま教と すろこ と%休けば
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Arx2 ○t○Yﾡじぐろろ すなわら,

生4o_
4 

.2

こから

d = 4442 
2844N

SF = d </2o)
H

タucktく(子4) そよば. 商ゆ及今向岡ヒ.しくは3メが島当ぐろ 

る. たヒえは,ノ及周桟は/4%. ヤ&ベノクる, 残戌同侥々々,, 

後めくﾡ○ﾡが ス * など.

及ektn子 ◇岡ゐ係永はオランメぐ首スしっっ力と. ﾡﾡごとに双』

岡m係救が舟在すっぐろろう. マススは少edみ合ax ぴuに過当て恐わ

ろ. 同岡係枚は才程/そよ っくは埼イ期な通じく一欠っこと $»んうが

カの ﾡﾡ ぐは 年Aが ﾡす2って入ミく しなゅ な ら な い
・

ノou ○樹熱表ﾡﾡ

Cczcr く/アビ は. 工-カ-当り断ﾡﾡより8 才表命検の ラ が 

今の木及○沢及Yしくﾡていろヒ述べくいろ. そは ﾡﾡ表曲A 

" しﾡ及我が系ﾡさ力央除のベース なっ て いろからぐて方々 

朋幹表面窥は,上ﾡる. 平均版南国 他お よびエーカーも リ本以乃 松で 

ろる. こ○れを血術eイぐ除して, 久の要求次の商い躺植の残反に,刈 

ゅしたにメす々 44から 耐陰性料ﾡ○ﾡス知ゆ。メ24く○ﾡ 

r a カ々ﾡﾡい * す い教他 す

この指は 林分 o 形 p船 ﾡ検, すなわち ﾡ計神表 aか○大Aマよえろり 
*wi......*..wv〜......マ*マ-ャマ〜*-*.〜-----------------〜..～----------- --。--マ--〜- 〜 〜〜 -*〜*〜- ***........* ・ . ..... .

4 この分义力は, 人a(ク2かゝが私わて用した . : :
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○ぐろめ.

対幹表蔔無は,※四○か母地秋除くムxと *ムイ wwxA )<とi 

旅分組及○救Y しく快わくまた く/uwxxce t a2 ,パ ) 上A 

高にア係保づけくえしん人分猛反は ﾡ糸にﾡゆを係込したかでは 柳用 

表面検と高い相ﾡなもつという炊候べ方みくwじど.。 ・タ). ﾡ々ら 

ヘパラメ-タ に対う ク林分ﾡおよび取ﾡい○彩署そ水ﾡったﾡ4○研兄 

く2イxaw,/?4/)よは. 任念ら与えらた点依及について, 材 

検ち聖. 約表命小*よび平均条熱ﾡのﾡにはﾡい相岡がスらた, 

み子は.〜.cメく&&u. 勿缀 次3>り地力的タリフ表从 

ら引用 した この岡除な 2..火xutox (/4/ゝから造りL/t。 

でろろ

ここて色々 なタ中よど上層に対 して, 問徴根Iに引すベ:エーカ 

-ヨリネ次み大るの他は, 対駅力眼紋忆目盛った灰分必度計具 的く %Z. 

イ / う から木めらろこY% 注念 して*く. 入&*くバPパ2)は 

収桜スな もとそ して 上層 商 ごi のェーカ-当 り平均太本なネすアじようス 

ラフを発表していろ 
・

CW。 およど ん 比"

この はか、金力形配超 ②鈴昭 また は才ﾡ 直径 ・ 内潟強ﾡの比によ 々準女が 

あu% 火oおよどCuクa。(/?7) そよっく研え*ていて. 平 

均連径と一純 たして优7ェ 分 竊反マ 表わす 9 に 酢 南 亿 伙利 な 乙 とおM 

り.ていあ. こら○着右生は番報の残っかの1我材ﾡついて, ﾡ衣

て成展 し て 3 た木 と. 金ユしてゆ良しくきた木。, ﾡ③商松に対。

5 > ヒe.ccた ・ とuんた& おょど npccイ ( 4 ハハ 今 今 したで比.' a }

は ﾡﾡ/にア係*せたりう一つのル分命4のア&でんとか こ/つ、てラd.み...(..
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林ﾡ、成長 (ポ/)

がﾡ用性をﾡしたに

2 材Aﾡ長置どごく なx林パラ* ーメー そなわす つ 

○他立次救く木 ﾡﾡ直校、おポ ルトよ血八フよど単 

神)と○1百常 ぐ永 しに問ゆのﾡ番 くawと.d～ax 
ノタ4 /よ)

本
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#冠直及ら比*太っくいと. 地仰そ会に利ﾡし ﾡがさてみ&して: 

たぐは Cり%比はスぐ 水2なck4 な林◇そはノと方え» 

ことがて方

この比は& </よ4) べﾡしか密&ﾡ次。"直な々"に救く 

して い力. %. 火. Cumsxa ら ( 夕4')は与 えらた比とつ 

いくは, エーカー当り断aAが一えなみこY"示しん. しか、し枚考は, 

ﾡ乱ポが工常 よ り必委分めつカが. 広及Y»ムﾡ翼くみなみメな。%) 

○系負○倒合わせに血く な力y戒して\。

をw光は 朋高の平均升距忆対すら比ャルル, ○自次と各坂1F 

保ケ カ ろ. hu% ら は をw ¥ C ッ% べ新段○ コ ン ト D -ルにカいてろ 

々ﾡべめに立っヒべていろ. Cwあ ○相岡係本はをw よりくなみ」 

うぐ力ろ.とらの比は, ぬ表なら-u% ら の ルヴて いろ回海式«旭丘 

ﾡす»ことがて* 
・

単木 0 も有曲Mや そYﾡ番4ﾡﾡ○値は. プロ ッ トaポに対すとんネ 

教のア休から乱狼的に夕めて 6ょく. よた噬作為忆区んだ木 Z そのナベ賞 

ワ ◇ネ, または 6称 目 ま く○任念木教○ 隣橘木 x o 平均距 維か、ら 推えで * 

ろ 2 とな注倉 して対く

このみ叔告にべ々必ぐは. よ番目 ょぐ○任急本女の降ﾡ木Y○平ﾡ 

ﾡど 剤じよう. a換的におめた平均鈴ﾡと自いWそ系した,

同依鹿く方汰)の■量的な底接

%に

商ゆ木そ義な4○向子均山なDに対す之 % はA力汝○ﾡ 

用かっ意幌やな4ふりLカで力»くんx.2 /9c4). こは向力場。 

アイプhけなルこ う一つのﾡ型的過ぐ力 っ く 2,ecrxon /タケ7.
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Pxxotだe ノアク 2^wxcac /クア )

nフクX下 = 下だ 超、

A72～47e = ﾡな くとcxと)下ﾡﾡ〜秀及の上周

»n。->2o = 私ﾡx上A岡伐

/"" メ上 = 状的ﾡイス

どnaatんcくxよフ)(に上ば, % はﾡ力決○本ﾡ力込つ中*は系 

り64くカク. しかし. 林分○*/ﾡ○向では, 通ポ糸坂の小な木が 

かろから 夕少%比が彩響をうけく。 係の性ﾡべ力いまいにな 

ワ々すいこど Ic意 しなけばならない. ・

%比はとc.cY Can3ocそcz(/P/). Po-ex子otun(ク?よ7), 

2zpuacん</ア4アゝか、ババゴ ・ ・向ﾡ して人いや示マたく :ろ. ﾡ 

並びuaく/夕4/)次Ae2xomtPt ○削似系列状除によっれヒころ 

そは ノスのA型プロット は全e %比とが282ラ となって. 及o 

上岡ゆなネ しな.

%比

のxれ(クxの は枚林本救のz(+)Yイ妖材がの%くひゝz比 

ﾡ しく向う法な特徴づけた. る し このぷ係が <2 以A上なら保は下 

A版ゆくろり. oo にけば上ﾡm, 44o下なら永似や周依で 

カ»くムや"力々 /</ く夕uaoそんc /?ケフ より> ).

ひみa (/P4/)○研では. ちか比はﾡ常商松う4 イ ンチ下○太 

z休いく針 しくも. この力去では似林○性そ はっさり示すことべ ぐ 

* なかった.

念治教の将失とた用

同枚の説明 十指氏亿, 計登的, すな』ちﾡ登的ながﾡそ状用すみこY
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のAは人イとく/夕よス>べA四 して いろY ころ でろろ.

枚ﾡ的な形べぐなりした場令, 円物の就四はﾡえ"すく. しか、土失行し 

"すい. 受的み方法を次う と 円&*日久力法べ翼な あ場令○総系い比ゃ 

すクこYべくさろ. しかL ど○ﾡ女Iついて8. どんな余件otz*8 

伏えとと" ク初のぐないから. 将え○状映ぐ本を伏> uすろv さには 

&々 4方法の中から一番逸当な toな送ばなけはならない.

.nat◇法はﾡか、に像くいクべ. 河時Iに. その迫用ﾡ出はヘα 

りM間セうけクとるう. カナダoよラに. いまたに会く子なつけらん: 

七 り 4 0 大大林かあ って チ *の #道につい<浪 入断 ・損をふるに対夕L 

フ々ような4とこっでは. そのた用性はらかく». 際港旅に二 0 方ま士 

月す々と、に&戸ﾡは生にないだろう. そは通布○向伐&« 伏えは。

ウくとも上Aﾡなちめろ場については. 収ﾡ登○いは ゅ 

りくカろ.. "生は的な地仏○系大く2c-2ァな&2ユな
～&xwu.x y X

今えば 町ゆ夕な送よヒさあ的な生亀的余件2四整ぐ。». ここ*崎 

小※条像は, タく2る令 あル勿ん o anz2と-cよwt法力いは

*ム& ©aみどと-tnta才ont法くシuuxu. /タイス)によって, La* 

を彼性はす る こなくﾡ報に*めら力 こと%つけ加えくおく.

-力の.mxu.は盗生し央新人から成ユ して. 想入っ44次置さ 

にっ断書からボった系大催%方え くいろ.そ○よ う«忍大的品検は 

栽手入ぐ疚すべ ・ 林内 に旅平光な役人 し役ぐな けハ ぱ*1 みこYべぐミ4 

い. ﾡ除によば, /ついし救個くらい今プロットからては受xな迅え 

他はらない. れヒえばQuc4ccoBccccP株林では, 口択し/ 

ペa&uaxt 保の断奇ねはc /イ平カフイートの系*断乱Xに&はに

づきっっカとこと べ帆※ *くいと (4.2 Cen.ux">. しかし むだ

6) によと.
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cと子 と方えらろエーカー当り 2 ◇平カフィ - 卜という州外的 

～断n検8現て いろ

・たがっく. 有はT及よい立太べくwc22 .oekcx ) ○ス式ポぐス 

らし. 甯教では収慢我Aらボカら巩 ろ Y ころり. ,平均的な我大的西友 

z伏った力がよいと方えろ.。

トイッた太的く研な4めくいク&xそwa/xo) は ふ期にわ/に 

って祝ﾡをナ こなう ﾡ似プロッ ト2用人か、今けに神ﾡく&と 

/> がクまく依えろかどうかなﾡ材した. 齢弟 v ﾡ 対御品濃. 熱 

受Y令○知には有急な図べ力った. た令林くは 今*らた対断 

そ央に対す»鈴姫○Aは大さくなっん. こoょうに, ﾡY許a小○岡 

ネは丘令よ って交とパ ー本Iに位と は無、岡係。 ように選pろ ﾡ 

スく台&的 ) 断司と林令ﾡには有で、な係は見払さなかっ た 
・

2とcは飲ﾡ的基年で周%おこなう場合 タc&ッ 0 方 法は拄め 

(汲hていろ と結渝してい る. フシァシスぐはにそっよう な分がはおこ

2ヤていないが. /a&cく"P<,) は沢林糸坂にﾡしい永武的中a 

<オすっ意ﾡ %ボゅて\ろ .

んuwn2 ペ どcc化oみ ゆ道衣さんくはめ力と に/は. プロッ トﾡゥ平 

ﾡの交物が小くなクように注意しなけはならない. 央係, 樹高 

z岡係、4 たﾡ弁ﾡには こ○及ﾡ e 方慮 してな いから, 千 直松が方 ま り 

メ ・<っくいとﾡが験では. N及○断命ポYﾡ圧ま/は旅分さA 

るムの問にほとん どﾡ係が ない よラなこともセ リクろ

司久く»ﾡ及常ﾡくきみﾡ令のよいﾡAは. ﾡﾡ枚ﾡ八く»」 z 

, ?のは. こは胸尚岡町. 州尚および林木のﾡりのあ女にからぐろろ」 

ハし, -旅な林ぐは印りの浜物は北高に少ないから、上%めと胸冷ﾡ 

p合計の込さ とばﾡ表面ﾡX 同時 な比格の8つと & 林分分樹幹
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本郡小の十公なﾡ扱と しくペえ»くA& an 乙允シ3 /はt).

こ九はﾡ高バﾡん ど-な林ては ひっとﾡ報になら 力g, •通V 9 丙カホ 
・

一火なら。 工-カー当り直松のねは ﾡ幹表湿ぬ○指女く"ﾡ8&ル女") 

となと. なぜ•なら周用の和は d松っわててなか、けたひのだからくろ»く 

みutL. /42). し cが っくエーカー 当り 曲後っ令計は, 鈴表ﾡ状◇系 

ガX車な曲飲であろ. この四表は微状神表く及た。ム&xど)のカ述 

そ伏えばよいく P～ux%.夕ts). :

や望&は彩成層◇本品Atほとん と正比例 す ろ. ーカﾡ営登A出千 

"般あ教の形ぐル以層aAに沼係づけらあ. 直&ヒ形成表る小○t* 

"係から. エー力ー当 り り 直松の 和 が 成長季を信で*せ»株分名& 

の彩書% 表わすMと し <. 断a検より %ﾡくいみこと 尔証明 ”1 ろく 

ムクレム /P4/ ).

2今*っひと は pなxな と aをなu. c/4/) とnt+i. 全 

く登的k意味ぐ香通のふりしろ.たとえば"%&" aな快え»こと% 

注意してメく

このほか。 零木のが兄に通用さと新しい力なによって. ﾡ冷d後Yﾡ 

冠血ﾡくまたは鈴至) と も冈保づけ 林分益べ○決えな改ﾡくさろ(ん. 

/eck . 2 /タ Nz /户 4 ・イス).

成枚 4 Y 祖々 &林分パラメ -ター ﾡ○周係からいた力桜六りとに L 

く. 林分部及な規基ナ々向廻/に統的にﾡしてゆこうヒすク 2をu4

( ? ) Coxxow.xky く /ア4/). *uん, 火ec. Curr 4/) 

イurn andイ&んwtacんxu(/4ス) ら○ﾡ«ﾡしいカなによって 系 

的には, 分額べの生力的現ﾡY林分。 生A す ク材 ○材位ほ対 力然老 

的ﾡ&向のW係%ﾡ人すとにめの系役○チﾡべえら»くろ力う。 _ox 

方法についくは火4*(/イ2 Rス) ヒ%(/Pス)次述えして
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いク,

こらの衣並的 "治 そ条係に どのよう に伏うかは まだよくわかって 

いない. Axwwuc2 ら (/ク?> zよば. こらは河似ﾡ力法 

○ちいえんのワ に刑いとのぐはな4く. む しっケら チェックとしく夕 

っべさる○ぐ方と. こら○女チ的ななﾡ々○N依べ, 力法な代表 

し て ・ク央験的な岡○村又の 令 央係あ くは」クためには-8o 

所兄がﾡぐ力み. たとえはAwc2 らく/タバ)は上沼岡似なおこ 

っかに, 救値的な追針べんてはまゃかどうか呉向%表明しくいろ. 円 

系は令る分 ﾡ戻 と 政長 ヒ o 岡係さ mらかにすみめ に. 林分るスら L 

しい学的なパラ メーーそ又っけすということぐろめ. こら○よ 

ェウな表と の, ふiやﾡ次vっ状さよつ糸点っA係々 

ﾡ»ことにより. 河よの述/ナガけろ そら○有用性が評ﾡ さろ 

しかしタく○場令 ﾡ攻は林系系がそのﾡ色すろ林を件立くろのz伏う 

こu ○そミろ一のチ段で ろこと を 初 城 し なけはなら ない. 遂木o 

ﾡ.糸条は自分が何さ目的と して そなしていろかな"重にしてナか

はならない。 そうして. 何よりめこが旅ﾡな分ﾡ枚より像す 

みのくカろ

叉

Lmtanu &.

称/タクク. 2utdfCzicLcto合ゼun子d nd 子uwacん ズy

8aa-cu.んc とんぞcn &occk-だoctutzcc&tn ・ 子o才

C4L.: スフ〜 スフィ ・

/ア$< 2ないuとccんc ctc化uチtzd 子uewckx

受,uな C8& .フよ : 2 フ - zXs

/742 Zeよtz ducんkax化cズ dとx 2とr/xイzcnt と
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acズー8とcko] 子a.才4ot & &ucfkuxtuuto. 

一えな4し... C42 フ?:4よ〜フ2
4/ 2a2Xcctpxk.x&c BLV 2pとc.ムuL.. 

wcc化 xレ+ ～PoPP・ タ. ん /ア &ce Ccue&ちuuxんな A &2 &aak
そイレ子・ シァ レeイtccAcaLez &uccイf&xtチwcuuueん.: 

" P4ccfaCtzaot どとt..t 及cc&xx 4 税ん 2n/ ケ3£を IUFRo. えox.. /ル n： E-m 
.P /ス x & w.o...p2 ..ム . プピ ・Cィ4イ 今puxな.nu. ん ズ。&xu*とx /

/ 子&e2そk ム <et-d夕c4 +な& . Pbud.ua /uc る 〜.7: 〜xo
②%%"* ② x, 2xu...... 4 ... u ..

・なイビそ 化 P % ②xu.... んu.t x&x.t 4....
-火 &% & 1

2とm.%. 44o atなxu.cAw. ペ。 & &uみ &.
とc&P - 2ん2 ァ みん2cxwc<.zct チ-cとw

wxeff*uttuyxod. atf -Pagfxutot 火/u -

4wuceucturxcccんot. Cccl. ろな. ? : 244～スエ とcdc. と ax4 ② Caxxact /アッ/ アgdu&cxxuwtLouskc&.- イ と みuイ子. c . / &ed etとc &/ezdeたx-

< 7 ; 34一
チzexcxu4zx子た ・ 乙 そ /f& /cd awcイo. an4 Cns-... 

みレイ子 ;/ルなeよd4v化cズ そんとet ・ みeowtc才uと c火catxx,
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<そんととと ・owtkとu 系 &e ta. Qcc /z /4o.火ズ. 火②子 /ア8. xLon4a2 duwxtwz クレ〃. » ん
Paイdとaそいon ec そ f.ckwc.ct. 2 /タPP*と, & ィアよ2 2wm.cペ2 そんこwu夕 : wxt% x.c2。2

2チeと2とと そe メttc.と 合azcそ . ェとオ ダ: /- x

. 2 6 artイ 乙 <cんちれcと. ( 死そwuッん.と4 え そkc おんeku...< ダ axud2 x. るな&な .

M : /7～ プ
"oxs 子 C / c duuon 4 そux なut.t

Pec. ス t4 cer4zc44 . I. UF R. 0. /よ3 $s〜$sP
“. 2パタ? Code , «&x& んムt /cctu.o

子ocか Cerwu4dcon ノu2ど • %.、/
»o子tz, C. /7 ーんc〜u子 2とttwtnt, タ C. 三々々とuucce Puどd. 7 αよ.
ス讥Mn. & & &xイ & テ &ato.d.P4 ーんッ cxtuと 

+ 4 ： 4よ一7&ん, C と "4 プそと 子&ewt% wt4 みと44 イ ・んtt ルu.cc -のとt <Zouとx . oxたotckcwwt. &.%. &et. * a
%. z 反. ccた Au48 " 4. 8Pp

メLccた と &. ct・&& /< Coet cenuc本ctcx-Cnoxazc ダ 
unxcty.、ez ぱet. 7 " - 2

/xベt 4 とた4のL2.cん火%. /4. ひo4unc &x4 4cawcそ ycwtk
が んo～イ&2<2 /ute.

どとx. ・ 4子e. &d

/»x. 8 "" タム

Zれ2 々 如 <ヶどucrucc4 4 «te <tイx 

子と ・ e ・ ぱed'.
a%da as at 21. ゲ 2e ctオチ

Pbud.ua
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4なcた ・ ノ みを 4/ : - ss

246 ・2enaAd. &/タ3/ &xイe x&t tckeと. & uat

. 及必②t &m . 如4. 2 : u/～2+2

ゐ4eす,$,C/ 〃 广gなzZ mcatw&c * 4c化 &rx-

イ < ん at4 2c4 /un 4auし. 子z. ckxex.(夕:

点及の尺戻にいて

C 今L2244とと P t?オ d4enuct

ど u&と, A 、ヌz> /242

く <8) :んダ〜4)

/08- /

イ炎

Contada. &t 

え.. ゐt っ

/P7

とmuuc& 4ズa4 d4cnuな 244 な4ム

久 and Ze.. ・&et み . ター

2パ 3. I

とmu2.c22 4なoxイ deu.lt み2d なょ.

I Coxa4a. &ッt. ②u ax4 え.... S ww 

一 み ②花 &2. 气ソ

/4e. &4z Cowxuot wuic.uz の%れなァ.な dwnz 

とc&a.zcと ? そ だ. れ // : /-上7

アn..な〜. 久2 /4e 死ル uctとc , t 3 : 

メタ ー /スラ

そとと化c. < 火 /. アus火cct。 a xtn4 &xu4y z 

ポッ& -じcッt夕cイ <ズonし. β Cpuc. 加. 4 : 4x7一43.

と学. 生危子の研えにおいて. 将及ろ一ふに方なけと林分器ほ々ﾡし 

<こビがよくろと. そ○よ うな一&かめら視奪した と さ○#ネら承々@ペ 

ベエーカー当 り の加西板ぐ表わ した中心感戻, すなわ。点品及ら推値2 

字え2の上く依Pと. この盗及なすろたゅにこ こく灰系すち 

zrgとと rtn&tot 法 は. 林木 ○ﾡみﾡさ利すク すなわあり っと工 

4いうと. 一ﾡﾡ以上のっ本軟洲刑 ナろん.&&よYはった& 

くろと. この力法は林木広& と々○木な とりま く林木向ら相 新 

スズ ル点由度の同の相耀, およどAﾡにカけ2 ラス木の製状など○みﾡ 

zナいく洲刑すクめ安べ生じくいろ. ここぐﾡ余した方法は, は林約益に 

力け»平抱名え%木めとれっZでは4く.地林ご生亀にﾡしく 冰 

み内②智々の湯が○メ名及○有用な測天位%今え»ためにるえら/ to 

c力». , ,:

株余oかえにﾡいく分逸及はふっ う 報仙ﾡろにり◇船冷断血ﾡく<

カー4リ平カフィー トろみいはヘクタール当リネカメーー)ぐ洲えさ 

, ﾡﾡ断命放はふっ う はﾡ承の大 ・ ミ ○ﾡホロ ッ ト内○会木○ﾡ • 

ﾡdゐの測え他から*わ。 か内○与えら/Aに彩ﾡ%与えくい 

»分名及○述えべﾡ々向隠Y なろべ。 ﾡﾡ地によク測え法は似的な給 

g しか与え»ことべでき ない, その/っ○理由 はりべべ共ﾡぐろっく4 
, 卜の大、*がえば断ﾡﾡは盛った値てなろ またチストして、»々 
" ル・マーマ---*--*--〜*-*-*マでママ卒--*-----*----マ----*マ**で-マ-----マ*でT----- ママ-ャャ マで*韓*マ***--*- " -***---------------*-*----マ**-**-*---*---*---------

o 4 <くにろ2木はく○ネよ必四りかにその対す2彩登公永、■
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. さ*らに. 株ネプロット法では密及なqりいメに対す々相々の木の分 

布ヒ は糸胸係/にロ ット内の会木べそ ○入もゃ 一応 じく休分名良に彩署 

していろ

今えらたれたか、らたY ぎ, -○ﾡ承ﾡ % こえろ木○本衣なもとIに 

ろ Atcu& & o 2kc2- 22 く an&. cownt う 法は中べる&, ろ 

みいは☆密Aのに4的沢及な与えめ. 為逸らとは与えらた品遠会体*は 

4く. 会内の/なぐ型&しと*らら断ﾡがぐろ2. Atu&o 

力法は点分会体なﾡL < &々なﾡﾡぐと っタ救の any&c cswnt«平均 

す»ヒいう力込ぐ林分る及の椎え○ためになくﾡ用*て い力. しかしこ 

はﾡらか"ﾡ派のために確4点&&○決夕にはろま り 伏りない. そ 

◇/つ②度古はこの力法くは高系ﾡ «超え々木○総本衣しか本えないへら 

ぐカみ. この為示8ぐほんの/木なえたり除いたりしくめ,ヌタに大 

さく彩容すろ. う&nto検祝くﾡR在なの才=220)のめ合,工 

-カーきり2 所配後雅声短/て対 して.救えらた < ぞ○水は キカ 

フィ ートの者与な示していク. «&なん検視くイタuxオ-4のスくは 

それズの木は スα千カフィ ート ○考与4 すン.ーガ よdet. ○ 

’丿 ズムくなルc才=ヘクスよ> では. そざ○木の新与は2スス カフィ 

ートぐカと. arと。cwtまで札天し一為、○盗&植火催○ポ&は/ネ 

のネの新与*上とはなら 4 い.

・ 系にanみ2e cwnt法は/太、ぐ衣えらて木○分布"相対的な大さ*さ 

为慮 していない. ﾡ派ﾡすす○木は. 検ﾡしたとさのﾡ及○大さ*に

とべクと小*いネで力っ <, ﾡがより ○mAぢ逸い. 

門の大 さい木は比故的火ミ <.. か太、へっﾡ伝 %fい. 

cedxZ 米/で よち エーカ-当 ) 町点安 に 対 しくは. 

同じ大きやだけ彩智ナる 択ちす. 我丸,見たホか
• ** - ----- « ••. ..........--.... 

こに及しく検祝

ぐら/w &子どと 

こらはどちらt
//本という こ I

は. 常系角上の角z っ本念がそにけろ ったヒいうことぐ, そら 

が 為界再よリ どにけ大さいY公*ら公機ネ内S どoよ2分L

<クかz示す4ぐは4. ﾡ 卜 o づ く士、 办 ろー 叶○入ﾡネは 

カ»ないHﾡに沿 っ < 分布 ナ々救の木と全くﾡ じ an夕Ce ccwtそ与 

え»ことがてまめ. そぐもさは矢係○太器べに対しく ナっ と大さく

したべって 々密及○ﾡX及さボスには. *○まいり○会木 

○%わ角な利用ナ とぬﾡがろろ。 こ○告 ぐ水ネうのは. そのょうな々 

名及。 " anpどc--wmt&そcor " ○及用 とそ。 外 ぐろみ. ここ ごネ 

しなチ決はどど。&。パ②&と.-coun法Y尿ﾡな同けくすろべ。 し 

かし乳に歳スﾡ% こえろ木の本女な枚えんげ々にけでなく. 今えら 

忍のわりの太の条係/2恐ヶ角%込 しょフとす»じのぐろ。 こ。 
・

any.--antc才iet法 は . 測ﾡふか ら 検祝 したとま。 林木② ﾡみﾡ o対 

え4にA4な つけ»ヒいう""カぐ. 2cな&。 arr&- 法 u 
2u, Ctar. ネ. »といは化ら研兄有らの幹ﾡよを銀令いせ力め 

○くカみ.

しかし. こは試黙のために以んなﾡネま/にはそのほかのメ○囲。

A%次天ナクように方えもので, 一連の無作当株本ク よって. 断部 

状 。&b した林分を反*推足し 上う とすろ%のぐはない.

じnとc <4mtnLatcot 法今め

しかしがouo。 agとc cswut 法では. ﾡ沢ﾡは任縁にﾡは 

Pかめ検祝 し/Yさ ○木のみﾡがこ○R系角上 ク木◇本救 

炎えと. anと unttaそcot 法では プロット内に 入ク 木が /ホtな 

ノエラ忆延界科を丛び. 断書検私文仙«ボめ».」 ォス○角は2本っ木が
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プロット内に入ろように以. オ2②断面積椎えなおこムう. この千さ 

は 布至すナク水女べﾡ人*とまぐけめ. 断a検○系係松文盤は, プロ 

ッ ト内2組々の。及2角そ t と にし く来めた個々○述え位○やく力ろ.

Gcd&c ○型によばは, /ネﾡけのロットに対す2エーカー当 

り平カ フィ - 卜平位の断ぷは,次の公式ぐ校めくLXに虹似ぐさ み.

B,-く/-メ)と』スよ(2 ・ (l)

・こ下 Pは府所直ねくインす)て. Lはﾡ木ふから木まぐのﾡﾡくフイ 

-卜) ぐろろ. ※次フ失4スは。 /エーカー -«xよ40系カフィーMキカイン 

• の釆カフィー トへの求メ係救/« t *は%強役に出すた○係扱ス2 

ニ糸ヒら検ぐ力ろ

こ こ そ支た しなけばなxらないつは.(ﾡ)系A %木◇みみ剤 ・ T及門 tに 

なろ+クにろY, プメロッ ト内/に令ク木○歯ﾡ承は 久 にけなへら. 

こ こ ,示し たよ ケた推息値な ノ で*［ち なけ凡 はならない. 炎係には規水木 

② プロ ットに今払/々祈分は(あ沢A ○大さ s と は方んY米河係I 々 よ 

ク こく庭久少 4 いか, この大:*は平カフィー ト報で許記浪を社火す2 

場今にはﾡんど彩«がない. ーカ. ﾡ論的には規木べﾡにロットトに 

なっていクY方えみこヒﾡぐさ々べ. マっよう /z依人 す»といつもﾡ及な 

基少す2 ことになみ. ﾡ承木。 タ な令め少と*器及。核く & 

似値がえらとく但しほんの少し 過大例/4とゝ.

/ネ上 り なクズロ ットは祝単えからと さ 一系岡&大 く な々木 

4るとにとくミめと. したがっく こは祝羊ふに一番近い木くめﾡ大ネぐ 

ないことべろ.

まここに承した予法に力いく, サンリンボイントは ラン"ムに 

ﾡ置す とやクよ りは, むし央除的理出 ぐ記a 力とぐうこY/に注
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もしなハばならない. 盗及は会林ら平均ヒ してぐなく, むしがそ○ま 

二知タ ム宿が 衣か らHて いち ○た久ら けムリ ングの炎ホは令ま 

. *らに比く功とゞ ○位は, 営た木ら糸々ﾡヒTベﾡしになみ』 

うほ立ばろ. 師单のため に (2 人他く検ﾡ○洲量4 しないてう 

%依い. また木○断和検っ半会べ こ○ょうにしくえめ/ プロ ッ ト内に令 

まみヒ及人した こヒ K よ々位の家えはなめて悠い オーダーの 里 ぐ 

力ろ,

スネのプロットの滅合.ﾡ角はスネ目○木○直及の二糸L. ﾡネA 

からそ○ネまぐのﾡ常の比ぐ人めわ. 2番目○木はﾡとﾡケスる日に入 

ミとい>ことぐ. か、ならすしざ状本なから○ﾡべ二番目Yか ポ本 

メofく ぐス番目 大 い木ぐ力2 ヒ はら ない. ポ初○木ろ断ﾡが、は 

すべくこの着しいプロットの中に合え»べ. 2番日ら木. すなルあこ 

○A水すす○木ら断ﾡ状は しか令まない, こ○ようLて 

プロット*えめろとI命損の批ﾡ位は

B.- (2ーキ> $42s(ﾡ) (2)

c "め.

比をス希目○木のみ2ﾡ ぐ人めた *。 プロットでは. 断ra政ﾡ 

※ぬは

Bn= (n-夕) 7«2sくが (3)

て☆カ しかしるしこ の木だけ ぐ断ﾡﾡさ推穴すっと そ上リ りみ
" 〜一-----.--------〜-、-.--マ----------ャ----------- -v--- デママーマ 

消のxさ、木ゐ(ワ) 比とか、らえらたﾡﾡは, ヤベなりち点及。 

推点からは除外+ろ このように次々に ﾡ宏 したと きの次ﾡか、ら ャ 

おふのまゆりの木の空向的な分ﾡな知ろこYがくさろ. しかし、 単一
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○*品及の八夕と い ク2 のは と らた派太の大* /にょ って※化2に 

しく%, ﾡ係的幌メ上りすクとそのよ? 4X夕べ致く方 っ.

ﾡ範々叙合ゼ みみいポ散な力法は そ«e木な河tク ェイ トく乱 

核平均しく t う ことぐ力み. anpCc-xuxuuaズどe～ 汝は/ ネのネの洲

彼尔ら 身かれ シカ 個の 昕曲矶推%値 の 平均を Z と忆するものぐ, そハらの 

ネは次々 に /っのプロ ッ ト ○規系木に なって いあか ら 本の測え木に 上 

み文催2そく許面及)は ・

a,- ... 20 2y 2( y+-+の-幼(投】

72 ・

xろ 、

&ペ子ユ--.wtのoなon 法に よン々密及の決文に はずべて この公式な逸用 

し た • 立ホケ & "ボゅよう ・ナ み点、なってい力とさは, っ木除 

小介し < この公式から河町名及な決反すろ ことじでさ»し また 金林の 法反 

な求める よクは中心ネス 舎 わ て快っ <t上い. 承わ○場令は及み剛○-着 

大さい木に/みランクを与メぁ. オ29場令, ランク/はヤべゐ木くろ». 

しかしから の距雄が。たから 計では共祝 ». そで私めA。系 

大きい木には2o ランフな与えろ 以で 月 
・ ・*

※際の場令 &rg&c.wut 法*状単地法でえたに断m殺天々に系りf 

い◇は, 上にべたﾡﾡル炉平均にY恐あ. そで4地え催っ1み夕 

け力法について命の余地がカカ. 承と陥な系大. したゲっくランク 

/ ○木は ダかぶ人ムに して戒り強い彩ﾡ2今え々»う. こ ○なから す 

わと, そのくWれの体みら導いた許向想ﾡ条他にﾡ大つクェイ ト%与く 

よいかめ しない. ーカ. 突係上ランア/ハらおめにこのﾡﾡ協はﾡとゐ 

o% っと小く く. しかる大さいYﾡめついていタネより チっと まめが 

大さい,多い検えは. ﾡﾡ効系の考え力からすろと 九○小*い木につ 
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いくはﾡﾡさ大さく ーカ及ﾡ性さ方えクと, ○入さい木によ»ﾡミ 

o小 ミ い く-ﾡ性。 力ろ> 央値○万に ウェイト 入 さ く すンﾡがろ 

ろ. この択告く平なと着平均供ったのは. こらのス包の方歳はみ 

々しい効系なもあ. 靴とな燃子べﾡで合理的 かつ常的なる 

え*今え»という 主帆的列断よ 々めつぐろみ. こ○両品方え力z+ 

分てり入たﾡみづけの力人っ及所がぐ なけばならない. ¥為っ 

シスﾡ登な神1っう法はα,と。ccwt 法"派年地法ぐえらろ8ろ 

と*ろ断ﾡえ値なよ」ちには ¥4あ約平均上"ビ+分で 

ないこYがわかった. ﾡ1方法の方栄と評価に当っては, こ○スﾡな中 

条※&, すスわb点る及な価すろためo{oで. 分なﾡスすス木 

○4景風の品夕% ホめとものぐないこヒシたくはならない。 8うつ 

ェねすべさ こ とは. 林分内○木の直社はる々 ぐろろから守直ﾡ○役えに 

上と吸は用べ し < 解釈し なけはなら ないヒうこYぐろろ.

argde - -uotototcox よ2 々島及 ゆ 計

» 一本は cw 子eo4ontd ② ・&eeas P 人工林内 ○カ2 が木木9 

Aaにけと an子2e-xw.xtそn法Ic よ夕点る良○ﾡ«絡に示し 

toくカと. こは中央木そ除外し <推父す ク場合く4～?畑 と 

中大ネな令 く文 す ろ場令 く ノ。〜 ハ 棚)の両カヤホしくみ / ミ◇ネ 

zはみ核な供っ く本水なす と ・ には不炎にな»4分りろ夕か 

乙は力法々段ﾡな追 っ く細かくめ明す ろために令ため◇ぐ力».

/なで, めヒクデータは/〜よﾡに入して力ろ. ﾡ常直Aくス加) 

シ航. 測点からの距離( 夕ﾡ ) で例 っ てあ%入す っく"ポゝ. L比o 

メ・い太からA系 ランクなっけたく/欄>. ﾡ役に«ﾡ○ニそよ 

z入す». こケ般の計の基ぬデーメになろ. 木のﾡみﾡは直な
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と 幌測象か ら○ﾡ離Yから 計 し 

なくても. 米ﾡ しく.期足 < 

うの は 明 ,か で あろ. そのょうな 

透令は2ﾡと3ﾡは名いて よい

中べ○木々除いた断含検点d 

は4〜?畑で**ろ. そハャ

○行は. そoHに 対え値べ 記入

て ゥ木から木め/倒々◇糸 

ﾡ及○従文値%示す. 4ﾡはが 

。 ( % カ2 /加oラン7 ナなわ 

b(ス- 4)幺かけ<東わろ. こ 

○位によ42よそかけカヒ, そ 

木け Ia よ々太るA○撤え名Yな 

と. しかしこ○係表なかけ々に 

て 本。 木○千均な計ルすクカべ尚 

ﾡぐろン. フポはくﾡ○*催っ系 

AA来ね ぐろ すなpら よ +

◇7?一522. この他に

72 そ加え々と //• アス と4と 

年々. 今ポは7ﾡ2 ﾡセて 

$lったそ均値でろろ. 飛役に?ポ 

はふﾡ○そ均値に ス6842 «かゅ 

くえらろ 断aA くエーカーさリ 

平カフィート )及値て力ろ 沢 

般の4ﾡは, 中央木な令人だ許町
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検そるサイ ズのﾡ本に ついく ﾡめた 8のぐ力ろ. この必合は中べo木2 フ 

ンアが/なから. 高のM6./○ホゥシンフはス/zな々. したがって。 ,欄 

②dにはくn +/ークタ) すuhb7+ (○神 ) そかゅろ.//ポで と 

れらの値み系検ねをヒり 教値の個救がだから7でﾡって千均すめ. こ

ら ○平均ﾡに ス<2よそかけ て断品根に根算すろ くパ岬ゝ.

普ﾡっ場令は ク 今欄な々いは/< ス加はぬ表で4い.そは4が 

* /0ﾡみ他はﾡﾡでかけ合いなあとさ. ア時に*後なよ扱○とこク 

ﾡ乱求ポ支公はそ○本救○t こらたサチすめ. ォ/スに

は株ネすイズの大さ< 42こと に新し S 断面旗推我値をホ したが. こに

* ?く 様本サ イズがスみとさ ビれ価推及、他戾或化 ナろかが ゅかろ

方送○比鉄

こ こに扱業 したな盗及oaヶ.-......し.ス*o次タをチストナクガは 

林内 の -女にナけと分るべな推ﾡ ゃこつ方装○ﾡ刑性を評ﾡすみ。に 

パクこヒべでくろ. こは本べそ。 わりo規乳 ◇尺A名 *め上クtLく 

い々標木木の位ﾡと一ﾡしていて必いなくくるﾡじことぐろ。 この方ま 
・

9は迫性と旬刑ﾡにﾡナ々段つか○月隠◇少く と る-ﾡ分は央険例によ っ 

くm央く*あ. .

*番みa子2と--wwmtaなcon によ る推* 値は. 前aAoan&ccu- 

みイ ○米長値 ,カろい は叔来地 新及横父 o ビ Y % 直米の比ﾡは ぐ:な 

い. Qn夕&と-4mmatt の八夕は 一ﾡの札定値から計*九ろりeぐ. 

こら ゆ○推人催はいチ り中から検加した とさ○A○スさ さによっ<A 

アッけた周囲の太みﾡろﾡからおめらくいと. ムッム ccux/○益条 

触はス系目 の木たけ の 以ろ 角 とこのﾡよ り検祝.剛がスさ < なち木く な» 

の木の恐2角の入* *は方えずに) ○本救(ハ) とムら計ずすろ. ロ ッ ト
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M 44念に文 た大さ ◇コ トラー トにはプロット内。 大洲造 そり Y 

<しくいと. ネで&一な 林 <は こら○カ は 会領 じmoォー 

* - ○ﾡ又値 «与えろぜてろろ

このポ パ e 検 すろため. 2c 2ea-2u4 o aラマi。a」 子cこt 

<力2年生2 &cwgCc 子 林内 に 教え た3っ。 画天ず映地 く 

・す6 々エーカー )っヤぐ. アﾡ祝○うまさ伏っ < そてな々 

はした. ラっ○が映地は岡一かﾡで隣ﾡしくなり. 地位桑件 心火山氏 

で一株く力った. /っ②試戦地は総周で力»べ, 他○2っは/ス卓 

? 同ラ年河商で/べ行なて いろ. こ○回は %。工-カーつハ 

コットな伏っく状が会林ぐ 一ﾡにな力 ようにしてろろ 林分ら千均上 

脅くエーカー当リ/e。本の系大直係木。 平均才ﾡ) はノタイ/耳 の 時羔 で 

/ク フィートてめった

るずﾡ地光 の 中ぐ/ ～/7木の 林木 そ念む中べの小プロット く2っのm 

②糸地くは A/エーカー 無 同优拭険她 では クノ々？ エーカー な系税 

ト :K置し このホブロ ット 内のそれ でれ の木をヤムルー”な” 

子条そのヤべに伏った. 土たαnイccowxt ○力は2 1. «ジオァー 

②チ杯さ伏っく検祝し. すすら木は実ﾡしてチェックした 

rダ- <&e そよ力 々、堀 呉 は 任意 ○本払の 木にいて ﾡゅら» 

ク 比故を容易 忆 す るたい. ﾡ又値はa.。-cznt 法○カウント女Y 

F ： じ ネ水 くホめた.縦ﾡ火 試映 光○中ベコトラー ト内におけカそx 

◇ネのまP つ 2イe-ccu才 と aaイc-4umotatcon (こ 上 る 析面根推 

ア緒々又よん。スにカげく力2. any.c-cownt まくは常不ﾡなこメろネ 

っ人が«救え ヤ m に来取 Wん け く折面狽を求めた. だとえば纟ジオブ

-のお祝*ス/という月じ ang2e cownt 7個でえら くい» 

ィでいヤべ火のまわ り ○株木○大、さ と ﾡら淡ウは河 じ木に、て
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ネ わ た 2x子c - 4ペtaズcn. 椎 ﾡ 他 ベエーカ 

イ ー 卜となクどﾡってい方 この 比枚から

当ヨ リ ぐ イ～ ス 千カ フ

&7イe - イルmtQメいo北 ° 祭糸
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なこ とがうかがわる

ヤベコドラー ト内②秋はエーカ - 当 リ Jタ X 千カ フィートく. タ

エーカー, プロット会休のそは7ク平カフィートで力った. したがっ 

てな名及の推又に令と本以がチく な々ほど許命検ﾡえ儀は小ぐ く な力 

ことかそ想*ろ. こは承ネがないﾡ囲にPあと. 林内の染なﾡ分 

令も こ2 に な ろか ら でお る. こ○こYはαチの。-ズ.〜m&な。～○迅え負か 

“來明'れる. すなhb平均本女ぐ8本しか救えなとさには 38フそ 

クフ1ートで力とべ. /ラ本を測えすスYフス. 22本な快うレタ4よチ 

カフィート にな方. 表から "沁.•根又値 は大 き ・ は択体しくいみ 

ケ系物世べ大さ<スEd4ことなPか力.

ﾡうなは2e42a えの3っ○状戦光会洲○盗及っ祉火4なネし4 

°ぐろと.サムプ ) ンブの方法が U , と ビo場令に ・迎った能系な払くい 

クが ててと会仲的にみ々ヒJつの力表一岡検み火 %-ム". 

«7イと-4wwa2n - zよ あﾡえ化は入体 ヒオーメーの登な示してい 

ろ. 2n子合と-<nuxta&on ○法ぐすれす○木の断ﾡﾡ。そ念いな 

い埸も 一 すわ ち央際にナこ なゆていろよう その者ちのタか

ウク法なそらず. す九すの木な一ﾡしく今めクヒハ. 除外すっ【か! 

たﾡ令cは。ar子と.-ズuxwtoton ○益人位はいっい過大ろ2は達め。 

いずハv な ろ

an子&4 --wwtaズwn 法のがみオエック くデーメ はDAペ Cdontu か 。 

ﾡ供*/>なォンスト ラリアのﾡ命古み〜ノユイ ンチろ えの。oム。,

れと の林分で「こなったが, クジオブメーの検視ぐとらら/ラネ 

み木かぬ ﾡッ た angAc- xawru才tn ク 品及 ○値は エーカー当 Wy

or子e xwスオcon 点る及推え値 ② 比と執

2 色々 な大も ミ ろ状でのaみ4と cetズ X

—
ン オ ブ_____ア

#大会考 ary2e ンmは ar夕&e 4wrtaブcon
6 5 4 6 5 4

a 4 イ / x・ 4o 47

// /4 / "と c4ス 42

6, /o /ビ 2/ 3一? 。 キ

6, 4 /ス /ア 4e 34-2

% /o // / aスク 7

H.
・

4 / 2ラ 8バ レス

H> 4 /o 7 P4 メーオ

ク 4 ,

.
フ P? ダ

H, /o ノラ 4

? / ス/ 4e x

Io ? / ダ / 女/ア

、

”ど

Jv /e /ス «+P1 • z«o タァ7

? /o フ 2? 1 o&

/# 。 4? 7 パ

k // スタ - 2クァ

K, ア /ス 7 フス 4 一

K。 2 /フ
. •

5夕 <
1乎均

..........

み一 /一 イ〃.々 ■
= アフ 

平カイート
= イ = ラー/ 

・
ケ? xt

子カフイートでくカった。比称ため ar合c- ceontズ 法く人 し た 总g 及
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は ペ*/ス4 = 24 子カフィート ぐ. この値ヒナ ぐ近く の他91点で覆 

条した他のそ均はエーカーさり →クフ子カフィー トzなった.

2ハ7イc-4cnurtcZcent 法目的は林分さふじて○千均猛及ではなく / 

点 に おける身反幺测用 す ら こ 丫 ・カな次 上に止でたようなﾡらたなら 

比炊から め. 慣用の林分. 及の 火 と大:r おいて オーー り願秋した 

ﾡ及値が えらス こY矢わかった

オ3永 22w タシ/勿M ○3っの eSoz子2ax お 然 

映光に おけ»色々9 方法に よ e 師書横道信 

o比教(ア., プ ッ ト)

A B C

能及同优 ・A及門俊 京河我

タエーカ の小 プロ ッ ト 2 5〃

中べ新の コドラート
ス? スー 4

«n&と ceunオ

メラオブメー検ﾡ 4 スス /

24 22 x,

4 ・ 以,

nyどと <muaズxt

ゲラオプア-検 22 2 xよ

よ ・ / •スム アス

4 ・ 1
ぶ7

I) *る及は中ゃの コドラートく スっの 内ゆぶ、映光 は4/エーカ - 魚ﾡ依除地くは メノラ エ 

カー)内の会状木な中べ:にしく列、した. a&e <...&ortoムa8は お父のラストぐ 

承*/に ﾡ小ﾡ 上と "とﾡ出のネ木z っ、、くえ り にル 便 の 平均 ぐろ々
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*る浜に対すとﾡ本つ太 さ○形署

次にﾡ力なけなら ない河越は. 糸密べ○椎えになめ»さネ数 

<カク.明らかに. ﾡ之ﾡの系め太きい次木の木からめﾡえ値はス 

7住は入さいが しか しﾡ的な盆及余件は非高 Izよく表わす 1 い ラス 

つ○るそじっていク. -カ. 少くっ本*によと撤え値は点密及くは4く 

L しろ分絡及の万な表わす白な力み.

◇木なAる人の松ﾡ小ら除く Y.ﾡ条値はﾡ本に令めと太女な会 

<す2ほY大さくな2毛たヒ迎Pあ. 中炎こつことはノネの4で 

さくいと. すなわ力. 次さ、少本っﾡ本まくっﾡくは椎ﾡ僧っ上下ら 

フレベ大ミ いが. その及中べっ木 まh り ○本品及○えﾡは○ﾡネ 

木木麼加さ 凡方ごと忆大ミくなって ゆく. しかし 小株本の北え曲は大 

3いフレな示す こ と 次ろろから , 及ﾡい2 は注るべ央 そろろ 
*

アﾡに中べ◇木*々ﾡ及の文に◆めろ場令に は. 十分 4 扒9探本木 

«ヒ クレオ資値は非布 z安文し てくみﾡだと方くらあ. こoこvるマ

りオ/ 表の例か りA契 ミ 凡 た. すなP ち株本サ イズらハさいとミはフ 

レカとべ. その食林分絡及のﾡ人ﾡは次ア他下 して沢体的にはJx/ 

ラXVそカ フィートくエーカーり) z基ちっく 
・

堺ネサイ べがﾡす と さ○な略ど椎文値○平均的ﾡ的な名//にネす

こ は クc み"α#W 北島に力と 火&zac。z み必/ o,/ 卑 生9 

2wシPax 子z 娯知物林内 ◇ポ本プロ ッ ト そとった ス/ 本っホ。 データ 

<力2, A向は中べ○木なかめたと e ○盗人伯 く際)と. 除いたと3 

の枚人催 ( A係 ) ○司力についく示した. ス/本の木の会新の平均的領 

何は. 会新の木な念めは一足の権文僧べえら2こど, また中べみ木

徐< Y ペA印 ﾡが 上界すみ こと ○2っそ金くﾡ味に 示L < いろ. ふ支c 

メけ ク 2/本の休木の グルー プつ\て 4本○株本なY ば ス7太
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エ,
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を
サ
平
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/ 7 ﾡ本サイズケ大*くなっときら点%炭椎火値ら

做何 子eaContd ナけク 2euyCax メ

てついて

ぐそ令たヒきの推及値と. ﾡ条上及" ○ない林余許ﾡﾡの艦条々がえ 

らカ く曲係は ノ*本っ ヒ:ス くしか通いて ない).

次 2/本の木な大さ いみハら «っ○グル - ゆけん. なわら 

一番大さい木のグル-よ本くAグル- 千均ﾡsxインナ) 火っ 

対の木«本のグループ(Bグルー. 千均松クインダ). 

メさ マ ○木よネ○グルー く c ルー . 千均ﾡケイ ンチ)

そ の次の

一番小 ミ

い不のブループ$木くDグループ 平均松 //インケ). るグループの深 

ネサイ べな増 したとさ の太品ん椎父値○個白«ヤにネそﾡい。さと令 

ktさにhけて チ.ノに示し てあみ.

こ o場合に ・ﾡとﾡ と-ﾡ的ペﾡなら. ヤ木«味いん とさox 

条省はﾡネイ べべ増すにって大さ くなとべ。 中ベ木«令め々場合には 

&f すめ. さゅらに大さい木のﾡA安剤 くywtnタ ac ) は小 *2 

そより大さい. 大ﾡ本では承大のネ◇ァルー (A ループ>cメすク 

点を及9 翼Mk は火のブルーブ«の より小さい, 若々 ぐあ ろ.

ここぐ an夕2.-mcとox送は a子&と couオムに比べく す ◇木 

々合%たり除いたり ・ < め. 折曲超推代値はみ ま り及ら ない. ～バス太 

次上oﾡ木を tクY会く よく&っ / 盗及○植べえ ら. ﾡ令に よっては 

い っと本女べ少なく てりよい. 今えら九たAo料えY#ﾡにはαん- 

cwntまよ り チ枚べかかろべ。 arc wxwtaなw 法及値は太2ん と 

网建セ %っ汝本と より冷いねW«どっ答ぐろろ く検の例会照).

現ﾡくの半木の月タの洲火

ar&.-ム.〜.dt..x 法 では,屋 ば たA内2 会本女っ救 え力く4 

く 洲えがとﾡだか、ら&nと-ewxズ 法より千問○かか々が品込ﾡ父法く 

カカ. しかしﾡ及がﾡいから測え太救は少なくくすむし. またふ太でメ人 

しなけはなら 4いネ表り少なくて すむ. いま止べた この力法○研くは. 

みみ角が任名に ミら/ﾡ小②報上りメさ < なみ木についくﾡﾡ直体Y 

原木就から の量維々 実測 した. 木○必よにプリズム"伏い, 自Yﾡばと 

。戒小らﾡ令せな計した及保って . すす○木が株本に今»»
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るかそ決タす クこヒナは このこヒは決しく a納<は a い.

も?と外の そLく力*らく% っYポに anタど-xxtaton ;カカ 

*がたで力ろ. た と えはセオ トシイ トなよって派木木糸々メ時の陥& 

%作り女すこ とbそさめ, ・ っと商学には目生のつ、/日*可だ4合 

'ベム系っけ ブリ天ムぐ作 らク系大ﾡ まぐのアンジェン トべ直本 

みと々上うにしてるよい. そうしくリ大ムなipしく. /っはプリス 

ムを通し, ル う一っはプリ ズムの外例へら兄えめ木○お叫ヒた側みR々 

・-強に4クようにすク.そうす»ヒンジェントく *るいは日g○4方

は ンジュントのニ糸)な日核ﾡ○日ﾡりから直状みい»こいなて、

勺2 イ&nt&とot法のお用

点名度の正限 4 測兵健は, 対え◇一A。 8つ林分年べつ8次※す当 

休的やるいは主意ゆ肌えにい<神に式セでろ». そ◇ょ ク4や刑ぐは 

«子仕と-<〜xt.x.法はポネメロ ットすなわち aAな基平Yす力Xゥよう 

な前面横娘を 植■より精反が 上いェい う#水々4く本わす. 夕くの造林 

パやクいは &tccoムtca2«研tでは. ¥木冬条験ﾡ位ヒす々Yおa合

から とらっ木の4hりoaCc-<&xxxaなot 法で工社にメっ/太 

名条は 周"の曲曲取りー層正用なx庆を与えろ. 河状に北状久がく..... 

2 涕wね戸 )ﾡが『にけろ央竹材%念めて 下沼○ﾡ柱づ立Y点ム 

は, 周田林分○ﾡ及くﾡ○断ねの形 ぐ測えぐさ ち狂ﾡてナけ力 ) t 

ホに派いﾡ係名 め っていクから 点资农のカ法によ っ<系&ﾡ及○ い 

伯ケ与え らとれろ う. A乱べ○Aっ よ い才文仙は. 木のXよ みT納 

4 こと次げ川*ハと. 夕く っ3合旅内く大 い本ﾡ型々と力木くルの大さ 

い木)がネの大ささになっ午のは 土Yして土りチくの広潟生Aそ用。

-287-
んためぐろク. ダ余砕検の大き*ムタ少小さゅっ木ゥクが,ﾡ団林分 

ゆみ合Aかぬ くより &/に ぬ& しくいクような こYが力方. 点部Aに対 

しく成孫ろみいは木の大き さ なグラフ に※した とさ.はっミり 国加線 

の上亿出み よ う な木は. そらのぬ角して いン林分益のtと ぐ, 大さ 

い成灰 量もホし くいろこY ぐ. 全く ほ学的に望 まL、ざらそろろ う 
*

そゥような人用では. いつで びゃる及植え値に対すろぷネッイ ズo形 

そをちぬに入なけはならない. か本か小*いY, るがe通Aえ件 

を判穴ぐき とが。ﾡ物べ入さ くな み,ーカ大棟本はく 本曲&で4く ゝ# 

分部及な測氏す みこと にな2から 条さ &我Y すみ点く一り树/中版 

系のYらのﾡﾡに8 ﾡ岡係な木ら 断a積 ま ぐ急め て しまうこYにxス 

2wt&o4 がえ 林分 のテストぐ就明した ネ件 ○もとぐは, &タバ o デー 

メから込受なﾡネ イ ズにっいく ○増べえ らろ. も中心木の ョ P ッ 

そ7ネの木な消条すろまぐ. そっ○直ﾡ係の平均猛炭はやべ太のまPり 

○系小松ゆく路及が一番く. 系大血松ﾡパー番小: いp いうo 

dりには炎はαい. く忍太Yﾡ小○密良。)メ○一う入さいのは8おょ 

び?木のか本 イ天のYさ ぐ. 密及に対す»直な役○この岡係は予ﾡ 

したよう. 様木サィ 大が大ま くな»にっくなくなっくゅみく. 鋭4○ 

&な系なばﾡ糸造 っ能系べえら力 く力 う.

*ぁ及 と 単木の 成長 z o 岡係

この扱告は中超及のス戻な状糸す ろこYで, そのた爪の仕万*ﾡ究 

す々こヒ ぐはな4いが. そのょ な供い力のく ヒも/つ※ カげろ こYは 

弊冰幺 よ,欠ぐみ ろ う. このめ*盤べY aぬ。 く 千 )4点長型 

(/Pf7- /40年 ) ○W休な. ペ ミ にべた2. 2eo2ur4o2oxy- 

2u *々 の造林她内 のごつ のトロ ッ ト ぐ検した。 新べのポ本には
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テスト木から タジオ プメーのプリズムで検祝し < えた会新の木な念. a 

灰 % ax子仕と -4<mmolcet 表ぐ計ずした .

テス ト木の削足の成肖条件が周画の点名从と 密接4風保し もっくいら こ 

とはふみにﾡ係*よう. しかし○政、角ス件は会く ot こ力そ/ほ系 

いﾡ保を 化にないかゼL4. こはﾡに扱系べなくはりめぐら . 

またそ 休林木相 &および河よっく枚斜*た木の土根ﾡ○叔2か8 

み合いのた め/て笛合 ( 凡 < しまう»、らくろろ

円ず糸光内のうっら小プロッ ト会部/zつ いて ○. ※品&L断ﾡﾡの 

年成よﾡ用の会体的田席は

2/2? 一 A200.ス7/ B

«った. ここぐJBはエーカ-当リエガフィ-卜 ぐ本ゅ した 断西武 の 連
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番中ﾡぐ.Pはﾡ田エーカ -当り平ヵフィート ぐなしれA逃A* 

.他し この絶及は中べネ pちテスト*々徐いによジオブメー検ぬく 

と らえられな全部の木から計算 し < 力々.相口係救くr)は-447フてさh 

"く行念ぐカク. 椎条値○株単炭たは。クユ/クギカ フィート なPち4 

木力た り #88 平フィート の年成長ﾡ z対して のランなっ 
・

うつの小プロットにtす々ﾡ々の回ﾡ も 似た ようなぬ系で こんにした会 

の日命と有るなをはスらなヘっ/. 3っ○ロット会ﾡについく○ﾡ

々の闪侪、の分布秋熊、は普々 に示した通り く力と.

旅 分析 % &nr&e -xwuctont なく anとc eewt まによとﾡ 

段の機文催を 伏っく行なった. &xCc cwt と ルタム <urtx.akot o 

a は かった く t4本ら 米会ﾡ zつ\て r=a stz ) が. ふ) a ット

げ こにしたデータ でえ らたれ文値○斗旅表はメき くなったく a 

永) な名夕を単木○単成長我とﾡ係っけク場合には 明ら4Mて〜 * 

ceuwtZ法、よりagグ..xwxotaよt 法の測メ他のべ依てい»ようにぷ

Fa 2 点密民に 対す々平運年区及ﾡの目 

く2c 2ca6an4 o の,wr&a 幷 に っいく>

ろ. ﾡ&と弘戻。ﾡ係*べみ場令 ここに糸し新しい入ベo 

供用 を 正 生 化す 2○は こ○#央にけぐろろ.

政ﾡ岡と内よﾡ○周のm映ではろみが多少%いﾡ係は, こ こ くょ 

z# /2バフィー ト. 令 よ 年 o 分 におけわ個々 o &eu夕Ca4 K 

○政長*人配すみね。ヘ ら み念いY扱○鋭乳 ﾡ係○堂委性なﾡ投的話 

しくい る,林木○回ﾡべない Y 成及が入さ くなろこと はうっ○点 

Aoプロッ ト内およびロッ トﾡぐﾡじようてはっさ り認らたが. 

無间戊沫分と比炊したと さ ゆよに対す»1皇点○彩"へ周休◇% 

合に って いカヒ いう 称侯 は ら れ な かった.

再 的

*へ内の料夕。 々に彩ﾡな与えへ々又み正確な洲ﾡ族qﾡ。
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牙4表 ﾡ木らﾡﾡ型て対する点密戻の戻係く点ら

&cop&ae だと のJっ小プロットについて )

& 分 A 残や ゆす板秋. C 信用度 こスにした会

太 象 ・ 4
&r復 <unnzon ○アタ

a(希択) a 4 & //ア a //44 4 /ノタ

4くA) 一 4022/ス/ -A2003 -A000.x82 - &40-7
パ ^ cs ペ 244 * fe
r くねア係な > - ◇ ス/ - 2 ィタバ - & ナバ 一 A 477
S く 推え健り次郎踝> o e/ : 4 / 4.パス48 X /ス/e

Cyと cxズ ◇次及

5 く地火っが条べま) o2.e/ A ッ2ン 2 アスス 2 パ4
相同粽秋

M -""ズo対awイ
i 

o4/7 2すn/ $49 ぷs4

介°みみ月んそﾡメ々ゲク :x よっく太らク. 今えらた地め○会 

部 たつい, でな く 今えらんた/会についてエーカ-4り 師8ポ々*»る 

たゆみ公と林力はそ入した.

&イe *un2そn送は人4ud&っ ・&-ewut送ヒRtRXに 

っも のぐん ケ/、 ﾡ有ぐは, 中心からの決視肉があら与えられた 景木再良 

上と < る木の本牧だけ < a く 木に合2ふ妹木◇大さ *Y相対台 

仙型が断乱ぷ人ﾡにﾡ今すめへら ﾡ&べ為くなと, a&....x.t.. 

法は, 卑力的な林分艳戻の K及x 当•えみる のぐ ないホ. 今えらA%北め会 

休よりはむし々今えらハん/ Aに け » 分る及○ﾡべ表ボ* みは小 

的. ナ上が生た的のん, んといはﾡ天ﾡ○必枚においく何刑でろ».

8222u4 みとと 9タ型的地価指数曲線み作ﾡについて

£ dがんとmu2なと2合 /zccん そ たeイ*シ&と

4どそと イtez C&tcd だet zand ..

c44et 无. dage (乏と./よ32) 

; が解析木のデータそS曲線 H=aょ(-シAc)そ力てはめ

<. & yexn火 ○タ型 的地位求曲係次 ろ この力法 

そは株木 % 地金述ノ た。 メ4なxな に供う. 地役 o ベタ a ※

»ことは. 分の出ﾡ成長澄つ花遅と含ﾡに対人しくいめが」 こ 

。 推兄力 法は成舟 ○推9o 町fにけ/林木に彩S»地位回○効 

系ん彩す»いのぐろわ. 地仙.地枚はここくは よがグよフイート 

の立さ○地材合よﾡく攻したべ. よo生○Yさ○女な表 

Pすにはﾡ高な伏 う こYc した. タ型的地仏ね叔歯べらヤから当 

な#あ対令也○組そ送よには. ﾡ常にナ けちズイから ス4イン

内に力と年輸女な伏う. ﾡ解から作ったそ。よ クな曲根は.

Yの年令について も エーカー 曲り 罔以り東火〜禹木―圆用 ta 才 

家なら “ い こゅ本救は普ﾡ的にェー カー4り ユよ本とさ»た

み成長出際、は林系そおいく 色々 な 用途に供せろ. こは光仏過択 

oiお\て, 系る一筑的な地仙分ﾡの力法なﾡ供す2. 炎係夕くo 
z分帆9力法は. 生後的. ﾡ物にみぼす土換○彩署. ろみいはたえが 

。 いナ よらす. 然 導 または 伐用 の 係/て お いて 梱 対品令○ /教岡ゐ 

ンアすと, 成長予測っ立場からすろY, 樹咼対系小曲麻ほ. (折来>次 

, 枚彩 す ろ場合○材ゃ 成長 o 成分 o 予 w/に新合 o よいチ段な 祝似 寸 » 
・ *

～復治次曲ﾡと いうもクは, ﾡﾡ長ﾡ Y/っカカいは*メ上の油立
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双がﾡの内永ﾡ係なネすノつの本ﾡ形式にすさ\ 慣、用の方法では 4 ・

々Y地仰女のスつ9社ユ及女にけそ方 え < いク. し/たベっく 令と地セ 

たけ か&立次次た というα人くは今えら た年令○林木に っ いては. 規号 

と世俗指秋の同に-対一9対あボ疚五 す ろ

タ型的く4ん2 ) 地位能教曲総は, 上oょう 係&はとら

ない。この研えは, ﾡに地位女の土地ぐも. ﾡ々な4曲係定のカリラカ 

こ X を典威すみこと ぐあろ すなりち材ﾡ内及ﾡは年々ヒﾡ位述抜, そ

t力とくタ2他○え衣とのﾡ女ぐ力わ. 材考対4々世係は,こ○挑ん☆ 

長登ﾡ教な時ﾡにっ\てﾡ分 したるらでろら

特えのﾡ述の洲常対早令也係は. 理々○糸係区. ﾡ生型. 土城お よび汽 

ﾡの桜及によっくその形状べ及み. 8uA2<Pバ) ozcどんxのtK 

は数aに よっく及っていク. a2denuaxtt く /4 > ビ J&.euua& ( 

/タフ) は松 生型 にたじく歳々の ﾡみ約な#や曲係が現 みこてなﾡし 

た. Cuん(pts) べおこなった地位分ﾡに対す必ﾡ乳○彩ﾡの/ﾡ 

ぐは, xc& ゅ&々 なXﾡに対 し く一建の地位衣曲ﾡ点えら くい *" マママママママ-マ***マ**ママママでママでイママデマ*-マ--マ*--マ-**-----------*で-ママ辛マママママ季-卒季デ番季 ’ー ー • *マ***マママ**で*〒ママギーママ*マ卒科番で番平保**卒**で*マでマママギ***でママギ帝幸業ママ神マ*奈でマ*で**首ママ熱*** *. 

あ. 土坂断a ◇遣いに よ っ く地位曲ﾡがスろ と いう能性は wu く 

/P)が格ﾡしてくおり. Cumoo(ノ?よど)が2uz&.xんえについて*<で**マ"マerrt---マrマ^ ————―— • 、ーー. ・-*-** ダ***etwで:レ" 1 - -
央係に汗L てろ• •• -- • ** *..a.....a.....を.***w一v.〜は*a*w. ・
4&4 ¥ 2 く 244 ) は. 枚才。 cwaxoxt u 4 (* 

物ルα数) ○方え力な及示して いみヤで. 与えらた糸件のもとに力け 

ンﾡﾡ炭氏 ﾡ は, 世例 決方 っ 殺 zは 、り したより ビニ っぐカカどﾡﾡし w 報神帯番キャ為。wマ*番希ャ幸幸執*番精幸や導マ率幸幸参番業幸幸裕v率ャ率*幸wマ*。業率橋基率中* •♦ • ・a.a番*ww «*澤著澤vマ率幸業*季率著。業幸社著**為科マ季除社業率業業率ネ神神熱ィマー番

2. 樹商疚孩灵は与えら火 *で○材常対年人世係?4ぐスげ 

とから, 土及, 越生, あろいはm分構造忆あヒて彫幺以えら 的 燃H 

cuxオxな uムxの方え力(ﾡ令>そ又休化すろものく力»,

才ぁ対年々の成ふﾡ係は また靴木のﾡ伝的成及のバ ーンな本形
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ろ. *oんccだx く<アメ7> は <ceそck/ttcそ調べく, ﾡ庁ﾡに会に他 

たネは成及らmやゆた木よ リ平\時期/に表え方 といっくいろ ﾡは 

こo成ふのパメ - ンの並いそ血久的な林○込に常L < . んたuな: 

(ラフ ) はﾡ別 ぐさ る才冠ﾡ性およびﾡの払 し力な成長メニン 違い

二偌が っけよ ク と した. uc4tezt ん たと ぐ 44uc4ccc と タター 

ル</"ア)は. 北a. 沖奇○地位治救のﾡに対んすろ広政幸は伝的 

*りのくろこと%した. す なわっあ政会曲ﾡはﾡﾡの卜然的姿因 と 生 

ﾡ体の内部ﾡ世の司方てﾡ係すめ.

初ﾡにおけ必及ゐM圧 く依圧 ) は特又の年AくのﾡあにXろしいメな・4w** 導澤* 韓*ャ拳 w##*#******. - - 準 . . * 

み旅因たも”、あ, このﾡ冷は地位ら送に対なし4い......w.............................* *...-〜*〜4....一金*〜* ・. ** →*.4〜や**基。を4。4。。。.*.マ...iawa.a..w*〜a*aaaa.aw..a...a.......w..iw... "
本々※生したﾡﾡろ\は係ﾡ樹くん& . ) の茨乳によっ てャ

免。相昌成氏は减退•すみ. cイcれ才eckとA3ビc体*eu((7) は. と 

ウ基まに yく枚及状ﾡz力っ たY力えらそ> 4陰対○地α&分2月

ﾡな鈴レく いろ. しかし 比帙的同令と林型 と L く威.城すみ林は. 二&4星 

らn因が徐かて しまうYふつう成氏はy仲パターンぐむ すなわ -------------------------------------------------------- ...... -

ら 必受対会独役2上ﾡくッと /なon)3地eX地炎堂央2 

攻生会く dex "e ”ぐ 利 匯 す 夕独3 よ り地9&438ま式 

z, こは. 治いの立っくい々光域ﾡのなこ分すと夕年のイれなzcズ 

※ く彼zん.ととす /ア Zazacた and 3dd4工 /ア. ことセんとと ズ 

a /Pte > ○#ポになっくいクのとﾡじ法ぐカク. しかしこの力なは 

グさxす いﾡ枠 下部○ 攻長単 o 測 z &火さ力.

タﾡ的地位釈の文校

タ型的前練を導入、 る Y, ※果4へにおけとﾡ冷で地化格状々火人すち

合広。 り ガぐは, その○潜任的生た力な十かに表わ こべでさ4
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い. 伝統的な係条くﾡ汚はA。 光復○劇教ぐろろと いう) ○tと <は. 

営欧ちﾡは (ノ)年人 ()ﾡそ一えヒす»Y,地位お女べあいほY 
大さくなら. 慣刑の地仙地次のえ良な夕処的曲称にろては»あY,こら 

○挙綱4岡保はどムら8成なし4い.たとえは ろ»ﾡMっよotots 
°今が前は42フィ- ト <. こべその場/の沿冷のほば上Rにとすろヒ 

ﾡ冷9は良条はﾡいにろ う. オス◇場にア令ぐロー料株べろ , < 

この力はT尽ﾡﾡ成長のﾡﾡにな»時ﾡ当 っていろめ、る しな\

派が用 &糸条はっ うとら<い ク納依ﾡ○会期用%@じて. ﾡム 

2。3力"ベ系入となとょ ?にルf品べなえ良す。: と ・カ. 木の咸人 

。生学パにコントロールナクという方えからす夕Y K内&州4」 

) り 木の中的の大4 に1xべ場か»こt/4». 同じよ”し 与

々 に林物 対して そ の木が•向く か 何かな い か、弘 大& さ —— A < a 

く-に係してくろ 
・* ・

・たがっく,での抜給の%とに4ク地の柚救っ火救ぐは.ﾡのを戦霊

武新つ納ゆﾡ内○中河に必よべ*たから, みム4Y芝仏描象とつ報a4 

渦係べ成長つ主会な期畑にわた って汝ユするﾡ社族求びﾡい

役為糸のネサづくれとcタ) はﾡでよい. ししチ空的当属 

°2今%. 送学44に 力けク州冷 ・ ﾡ用 ○んIに ぐ 3 み にけ益本に * 

やせく*くこヒべ任ましい. そのためには.地役始あがPヒt&クﾡ 

W尚パ今仙につい ( 書通○基果4々。・ さにその千均冷I し/がっく 

« の曲係にﾡ % っけ ばよい. :のようにすクx ﾡ費4令 o Y、 

っては 当 他格次“対応する描考力 上下 に何木% 曲線/、レて く ゃ: ».
-----------一 〜--〜--•- --- 〜.〜...

型的地の勘欲なホゅろにはス通り。 力決が方えら ク. その/っは
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cん, &cLewtaxt. ArcddaPc. Cawtcaru などoよ フ に. 9 した 

ュス女く土糸偽 生無/など)の同一と兄做せら値ごヒに 位な也 

受くﾡﾡ○意外ぐゥ)oa(Au/) な今く*リカぐカカ. &うつは 

sネそ○い%引ﾡき アメなneぞ としく快う力法ぐカカ. この力法くは 

チ型的当"。他くチx ) そ そっ場に生A していク林9, あみ同一况 

' ミク出にしたがっ く逆ぶのぐ力ろ. 僕着○力なによは. 生 士 

力約劣る tは そ2 ほかと の世僅因 モの 过々 な 融合せ0影響 を / っ9※製○切

2. このよ う忆 /% シルス ○カ法は W加に4念が 

:いべ. しかし こは基ﾡ因 す。 性2 解明しようとすろるのではい

用○地«ﾡ衣ﾡ係○場令には ﾡ島成及のペメーンは資救形と ヵろ 

・令でﾡ系さたどみたけぐさまろ. チ製的也ぐは, 或我 9 バターン は 

.クヒ 独通住を むたせ る の で, 余分○神ﾡべぬるくろろ. /っ○地復よ 

。 クラスについて揃 詞対 年 令 曲係上 で オス○よ% ヒカx /Aけら と * 

F , m Mt 向成表 の 決次 はエ確/ な り. また也ﾡI-ﾡ本粧な形 とらど 

。こて^そさ ク. 亭 えら/に資教形についく勘祭上ぐ逃○*% と力:v 

z 仏&分に伏刑すク曲象っ領«文すろこと と向じでろ»」

以A曲版の決呢

ヒアメ リ カ ぐ依わく いろ仏也際ら夕 く は, 夕救○-時的状ﾡ光○4

今 tと«う 平均材高ら 求化%調べ < ハ < い ゃ. u (/f2 ) 

この平製的く&tawtoしと)世除○力法の次*々ﾡしたが. このタ 

2ビ令Y地のかめら た林っ分ﾡべ偏 っ < い力場合に#I はっミり現A »

fケって 現在○ﾡ汚対令ﾡﾡのい さ 力 は ﾡ枠解が○気料な x本に u

力 ( ux / ス. ノczkoP < / Ps )

#呼がからいた出点は, エーカー当り 一火本救の殺大湖高*に対し



-2b- -29/-

くろくはめなけばならない. ころ力法はﾡ努木本救べ令と と 化にみ少 

ナろため. 年Azともなう平均耕寺のか。ルノ o-ﾡは後労木+の千位。

もの. 枯に よっくおころという とzuce く /ク4 ) ○批に こたえろめ o

ぐろク. たとえば. 飛時ふくは旅のスよ本の系大ﾡ命木は. 俊労な洲尽賞 

②からなっくい々かがしない. しかし将糸の方み時点ぐ, スよ太っ 

系大料高木く こはﾡしどの場合府と月し木ぐろろう )は似ﾡな洲恐べ。

会をくﾡ成ミろ ことてなろ. すなわち 光位表な ェーカ-当 リー氏本蚁

◇系入耕木な ゼとにして 決すろ ことにより,か4方年令について t

状た44糸田のﾡ本べえらと. したべって. そら○ﾡ命日洲用 

析したﾡ々。木の政及歯係に対たす る

と こく一父本枚の系大材高木る+ム リング, る力/aば荷 リのあみこ

とに法恵 し 4 け火 ほそ ら なし、。 長ﾡにわ/っ てﾡ損"ﾡ員○折損っfいく 

さたをAくは. めとの大ﾡ水ら4系団っう カー斜しかって\な\

にクう. こ の新ツを 捕•正す ろ 聶 民 り 力 去は 多分ﾡいらﾡ本 ・松常にメ

ミ不な少し除女す々 ことく力ろう. 系除く本救は早ぐ対す々ど命っ大 

い木の枯ﾡっ形ﾡ内係から松た しなけはならないカう.

形状がﾡなな学公式 そさ» らク曲係は グラ フ 上ぐボpた世除よ 

过々 な点ぐ部台かよい. dナ係○形に彩ﾡしズうな規乳"A生堂」あろ 

いはそみゆの日みヒ ﾡ係のつゅ らろバラメ - -べえらカ ぐ»力 

オスにﾡ子計ﾡを用す»効県的な分I 迫たした計み法がL»こ

とぐろと. -糸的2い って. こまぐ刑てさ ゐ データ を通台すみ触過せ 

◇ろ S枚曲際の力木式べホめらてゝた. 或抜 曲係り 友油 点ふ； 上o・ 

分だけ %表わ*ばならな\と さ 社々 /z L て S際の上の分な本

のに, いでると"力 曲係が伏われ くされ.

ﾡ冷対 44 デークzろてはめろ/に め 包々 な 成氏際がﾡ条、て ゝ、,

こらの力狂式9 検 ぐは次のうな伏う-

H = 才ﾡ く フィート)

I = /2年Nの横ﾡ内衣ﾡくフィート>

A=量A

p - ﾡﾡご体

クP *=e

ムス ー x○自 公対表、

2ァx〜ズ ○高用対な

a. 4.c.4- 木条ﾡ教く こらは力ﾡ式によ ってかな»すし8ﾡ

じ急木ぐ な>

んmooんxく,Py?) はS伏曲際○方ﾡ共として

2 H= a-合(オ)

z城系し. こはタくっ土坂地位の研えく ﾡﾡの年Aにﾡすとみ分な 

チ Pすのに用\らc. ncた </ )の eLイew4 /のu ○地仏当株 

4 ルHurtacんcz ○共・るとにしくい之。 と (/Pre) は.

H 一 <よ+a〔/一2(-fD>〕

スルカ圧式て提条し を. こは。2cかcんとどどんよout<xPtフ) 商 

&4ひとしく zed c o 地位 &分な す ろのに伏って いと. ②c 

～密係は公体なﾡじて凸から, 材計が成&べ及曲点にL ろv ぐないz 

» てはらない. 欧州叫料学為 く/たとえ ばの。4(/み4ゝ ) "浜久学者は 

y 水 o 長 曲係さ 着枚 け»た. どockxan (/Pダス) o 2celsccな

H - カJ egP ca+4 なz-cムコx)4x

・グ用した.



-298-こに対んすろがゃ広長ﾡの力ﾡ式は.
I= あ.ん+a+4かA-c &A ﾡぐ今えらと. この共な伏って百岡人よ2 +なん,4よびcがkりら ろ. Qは人表4ヒCIA係してさ4ろんら ﾡる万式な作ろらにぬ多と 係教は公ﾡボらと, ﾡなこヒIt. 材ﾡそ太わすこの検分は例キパ ない. しかしとは&灰処半検分○形に直せ»から. 表からその他べベ らと.

<xとywt (/タフ)は どに と uccっ林ぐ. ﾡ常な孫1○*え4 へら功命当練さ力くはと力法る方え. 賞#な他系なえていめ. そ○似 は
H=a. exPく-4/Ac)

I ={c4d eく-シズe))/Ac+, すなh ら.
I-c4H/Ae"て与えらろ ^なHそ多って対教% と力Y
&(V)-ムc 4-<c+/)ムA* 』は☆I。 n/u ?** 保1o田が式で 文女Aビして本らち○はそ=(ム メ+α>ぐカろ. 似止っように工ﾡﾡ やﾡ分の表な川すわためは. 小分予内っ 2x/onxnズaど○有べえ会千カ v ならなて らない. この未井ヒム ル が4○係求 cから&は次のようにめ. a--%s そ>すク 

c 0+2ム人-cクA - e%c - -<で と A - むた)： よ って我小二朱もくえ あ丸ネヒサ 気敬をたとかくと a--#%c. な1-々+4るcとな2.
ww. o c()く)-。w(-$く4e A-->

- a.4c ugp<-9Ae)/ACt=c4 HAct,

-299-なPら年ぐの対教に対 す ク横ﾡ成ム今の対状の徐型図ﾡに よっく, S次• 身四 曲像を推定す わ ことがぐ、ろﾡ人にアすク#ゃ○次歯な. ナ ub棋る○塚広長費が系大とな»ﾡ は
A.-〔e 4/た+,〕*てカろ.

イgttd と ckapto.cたeと ○力法と はよ検な内係がろみ 
&tun.ackou ○式をﾡじス女*供っく表わすと.ク くVa > = ム 8-2 & A

H=a ◇xP (-/A >

・x2.したがっくc-/◇とさ. この2つの式は一とする. ム睁厶オ の皮
2ﾡ○万法客伏うY. *alcotacic○力*く○依えべﾡえでま必 ﾡ急常表が4っのcckan o◇ヂ上り逸人性べ汚いSボ曲飲ぐろみ. しか し検右は倒な検分な しx<・上いか、らが筒ﾡぐろり. 4十余な系軟性な しっくやみよ うた 思わ 
rク. こら◇型也ぐ. 下に堪べち分ぐはムwtdシル/つそ似うこ 
ctした. ^
Cuard #zついて ○研先スnでめ四すクル像。分ﾡう式は. 内後と。○ァu&.p (の&• イ & (2eee> Cade > の 成長 と収模 を研1兄す 々れめにﾡした 

toぐ%と. 除ルぐ力»子&れイメ父はでい広なﾡ力な%いっくい» こ。♦ ♦加用がS よ く 反応、す っこY. また 統争 R よ っく 政及族※ しく減還す。
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ことはチタ/ から明らかやみも.

アーメの収み コ;

内ﾡにおけク このﾡﾡ○分布○会数から. 44本。 "レ* を W 

んで枝例し. 樹幹解析 した. 年令はよ。年へら40つ秘西ぐ力?た, こ 

の係次のん件に力くは4力必○のみな数ん.

I 公生々通じく像ﾡ木ぐ力っれY認めらあ○, 一貞して侵労ぐあ 

ったかとうか«各すと#Y Lて, 改&ﾡぐ曲ぬ友ムに本&の円ﾡケ 

力っかどうかな神べ. ょた過去いく 隣格木 中から拈荒木が *" 

か否水 を 減 かめ た.

2 材乃でﾡら%術にﾡ偽べな<. メ木などでないo. め活49共な幡 

り. カろいは不ﾡMな直体ﾡ段から去 けろﾡ係○状®なボ パ 

-ことかタ5.

そ*の木にっいて ﾡ件ﾡポ。 ) ス ト. &w.よowxuice く/ガス)り星生 

型 ( メ& そ ) *ょ ど胸高 直根 * 能球 し た.4例 しで から 助*も 消人 

し 断a○4裕払からﾡ高に力け»4へな次人しん. こんt+?く/ア4 
野2材的政久9燃化火 とすク/04ごヒ 书樹高或長 e を 測たした. 代 

ﾡ2教を /2年ごL ○年崎枚で チエック した. こは yuon メ なで 

ゲ 択ﾡして6な かつ成ム を統 けう と いラ強 い 性•旅をも って いわたかで み 

ろ, こヒctt. 中向○受*の不えボのた%ﾡ粋下ﾡ○かﾡ。女え力

は入確央4る oとx». /のsさ ぎみの樹髙た対•応する脚高を悉く平肉 

ご裕○力向で 。インチ日表のスケール で测足 した)dﾡ時/Z虹糸し

地位曲線のう導

池位曲ﾡゐ缶なﾡす方めのかは次の滋来/ したがっくおこなった.
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ﾡ位○商ﾡづけは材命次力ろ滋斗○さ は 注した と イ ○掛冷内長ﾡ 幺 

©としておこなう. こoよクにす»Y林◇考いﾡべ○ぬ度とろと& 

ﾡﾡ係な比地仙分負べでまク.

光仏○ﾡ係は. ふつうつル仏ﾡ表く滋条4令力け»樹冷) ・ﾡE名 

森に しなけはなら ない.

曲品の形状の バ ラメ -夕 は. 木に っいく はにﾡ列 く*ともっでな 

けハばならない.

./也ﾡは次の斗で考いた, 、

基求資料から /0早周○成長置さ供っく ぬIH*t算すが。

あVH=やc4-<c+/)保A ○共血くこみにしたﾡ)から今メ 

メぐネ*た /。 4ごと○場冷成良○送に よっく4シ そ神姿 す2.
3 そズつ木に対ナク網ﾡ済デーア冬伏っく. 上に力式の清女 

ムc4 u c+/ ・決えす みくゃ木ごY
4 ﾡめがよよフィートつとさつス及条な伏っく. 手項 3 の個々の力旌式幺 

z<, こうし <地央しゅ*砂から *つ本へ地仰ﾡ*% ミめク.

5 发次/ヒ c お よび林木ま たはそ ○吸ﾡ召子く地位よそ今む うめ剤に 

はっさり し/回ﾡべ力はそ%ボyク.

6 チルよ*ム た日耐かめ救c ・ 6そ決夕すが。

※球4令に *ゅ »ﾡ命 % 般っかん < •

H=2 oxP (-4/Ac) ・(I
zバ入し, ﾡ*ペ %計貴すっ.

7 こらoa. c+よびくの値«%伏っく色々4象についく4/ %m

・ この 船ひぐさあホバから. 平政&会 シな-沼はかっにげでさク式っクこY 
%った.Lしい公式山 必ームルーム 4、 ぐ力と.

メメ /0周○はねﾡな伏うとさは. ②1○4っ代り。な入なけはならるい.
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ミ地位ﾡ際ﾡなボめろ •

8 求成デーメに対す々山係○適令状乱なナェックし. 美ならセなナ 

こなっ てﾡ終ﾡな地位曲際なばめろ

計の細目

手帆/ でのﾡぐう解府的公べは。 %toS也係○共なぬ余しく

• ギいた«与ノ). この椒分力程穴のパ ラメ - なポ火すみには 会放点 

分小の代りにメ分くﾡ命成よ翌 I) %久なけはならない. K&oド 

そは逃分く方ゅ央 型 > z対た す みﾡﾡ ・ 年令の平均位 %伏うこYI. 
って攻少すろ . 

©

ﾡ幹解っデークから*め /o年ごヒ ○林常Y対たす»卓Aなゝ 

ダカー トにほし, 以小○を電子ﾡぐるっだ ﾡぬBL(D 
は 計井 ◇プログラムのヤ/z /2年こヒ ○# 冷 e I 幺 a込んでﾡ放/にa 
ﾡ*せた,

はﾡﾡで洲った. しかし成衣ゐ扱々ないナ曲べ○形は 地際4台 

教 な便 ヶ ヒー孫 直線は近 く な る. したがっ くﾡ常4枠表/ス <q 
厶 成琅 し た uad # が胸高2す ろまぐの 平均母々な本Pす ) ** 

えく地孫年人なfMした. 以 K の式 り力は, このようにしく次火し/光 

際年今であ »

千般2 ﾡ太ネ会ﾡ○汽料な2み2して. 線型大:

今 ン ー保c4-<c+/)合A (2)
○条念c4 Y<c+/)そ計し/た. この力ﾡ式からの残込%A4(。 

野こと)と そ/に対たす々材々で今ﾡした. 求血 /イ 年同一)残とっ穴 ： 

* プロアラミ ングは aな.んクな,. t 2un ○げセ メ-。 み. Exxa x 
ﾡんた
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•♦と歴耳の 二処分负表 0 どo&動lz め-株に分布 していた. このニセ 

か換表に ま とめん残っ 分枚分 %おこなっにYこ力。 フっのﾡ4(,o 
年向ﾡ○)に対す。る(シ) ○向に有意な送。ろ»こYななっ" 

したが ってふﾡ年にっ いて 合(シ) ○他にﾡXの&年平均向 ○Xセo 
点の全千均を加えくﾡ工なおこなった. デーメは対救たから このﾡ置 

は総可,d/4 年 同の 成衣 更 な その期岡に対す»一火布救なかけろ こ z 
に42. ・ •

子3 木ﾡ基デーメ と 羽袋済デーメ ○司力な供って 务ス ○高故な決え 

した. 一祭に初整済デーメのカベカてはまりがよかった. 2本木にろ 

くはた 曲 t 突期他 % 名夕2 に 示 す.

チA4 財枠解ﾡから地仙指女曲係々め考す◆には 各棟本木の 処位. 指故 

%さなけば4らない. 2燥材弟のと*み材成長型で地仙抽* 

%さゅたから.上&スﾡ受交よ4マィニ ト2会ゝり *nれ 

%ム について解けばこの位なボらと. 役べのヤぐ伏う場令 

2の旋%ア ごなわすことにすみ. よよフィートそんた飛は. 以長ﾡ 

系入の湾の少し上で. m例つ特枚期○ほばやﾡに当あこY. また平木 

デーアから こをボめる場合. ﾡ膚べほYんビいらな いめく ろ々.

曲一り係款0解釈

千順5 ぐ さ/にべたよ う z. 。ピn。んん2 掛保そ るとにしく地仙な分 

ナとには. 当ﾡ○形状をさめ»にめの従がﾡでろ». こ 0 ため曲線 

彩のパラメーダ である. c. e とﾡ生型がよど地理的位乱の岡係*グラ 

フY1ピ崎な伏っく綱べくみたべ 良好な時求な义 ら 伙 スルっ た 歯係 

o形状について ﾡ規糸件から千りがえらなかった○ぐ, パな。xな。
--------------------- ------ --- ---------------- -- -------- ------------- 一--- ・------ -

・ F="#. /ダ水平での有念放はスので力み.
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: ○手法に立ﾡって,林ネそ○%のからは妥情報々ボか炎ﾡが力め. く 

まに注象したように, 材対々曲ﾡっ上にオスつな«Y クこYIによ?

く. 4切メ4んと 出像のaな墜ぶこヒがﾡヒな». こゥオス 
○本は次っようにしてﾡﾡ的に決えし. •彳 •

初期のﾡ約Yﾡﾡ直ﾡの会幸の向にはい相ﾡがろ. したがっく 

ﾡるが〜 ス0フィート にす ろ ま ぐ○令は. 対点す»直ねにす ク 

までの令から継えで*ち. 検者今早教は. 条令○決えに伏っ長 

片から直わに太めらろから 余分○%な多としない. したがって 

ﾡから 1.6 イ ンク○+ぬの中に力»早ﾡ故な出際形oz に量ん全 

ﾡネに対す とﾡ枚c+/ Y&c8 ○パ係は 名ネ3 ○血り ぐ力と. 材

対 令当係○ろ虫会S 火ゝがよチ9 42よう 8公製9皇令地冬地2 

と奥永上独喚なえらる
--------一- "

-9曲像の上ﾡに力2Aは下例I ろビのより

⑴ ﾡ高くの称からくよインチ半級内○年特教が入さい.

2) 令く地係く。年鈴*)よ。4○ﾡﾡくH～うベﾡい。

・3 $$フィートのとミのが冷減なﾡ(R.) 矢ﾡ分»さ v.
とドう神めそ1っくい々.

そ3く上2生会と製負安係炎の、らチしな. 夕世Aべ平 

く く と木は運い とoより フラ4ート ぐの咸段量が比枚的火で, o#o
* ミ◇ﾡ考 も大きい, よ フィート o c ・。 成衣 重べ大 さ く N○他っ大 

い木は. フィート での 成良リか力、さ く また平ﾡに直ﾡ広ﾡをﾡ始し

木より 及当*に*けあ料尚べ高.

$ フィート で○相対ﾡ略バ扱遥 くで/) と ﾡ向 カ り と問へら /クイン 

ダ半ﾡ内の年ﾡ水くM)Iて対 る すの年のYさ ○ル内 く m)り网儼は.
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ラタ 4の条係くﾡし た平の うてなと. この周係は次今百力だ 

え*ふp*ろ.

H = /& + フタ” R・ - ～9P8N 3)
この回常はよ2年のとき ○6羽 ぐれた树禺我動 の &*メ* 就ﾡ すと. 

“C H 城卑坏令た おけ あ樹高 ・ い , 慣つる味でつ北位ﾡ教く ベは: 

こく次系した長ﾡの方え力で実減 した地位者救ぐ力ろ. しかし こら 

○地A○表税はいす $たそ件っ くい». したがって こ○ﾡ係そ表 

P す九め. ・ 直係に名血4ﾡ迷で洲っく系6よく e す ク竜除を計 

しだ こ○血Kは名す.2 の対角際で与えらいあ. こ○他際セよ2年e 
z e ○#く/2 フィー ト岡岡ぐ示しくろとゝな示すス *に千な d除Y 
○条*から 色.々なア。○位に対やすみふっうの急味っ地位地救が決 

*あ. こらの他なォノ表に示して力»」 $年。 で ～ ァグフ 

ィートのや田々ヒクビ 突際にﾡ»地仏はす べて令4ろ.

夕4ぐこのﾡ団2 外に 女々なは. 地係熱枚○似が条係Y令Pな 

かったか カクいは初期っ枚正が長すさて &に対す。地ﾡゐ彩容が 

チAIに救税くさ なか、った木ぐろ ら.

M鈴W% しないで くwイtんut x.cuかみ> ﾡっ木っ c+/ の色 

«Aﾡ々力法はないように恐P力。 Eみス o c+' ○平均催は こ 

にしたれ水内の平カねY 積 から 才 した. となにした日ﾡは<夕o?

<. 尿谭厌屋 は 土 4 ル7 で•あっ たから この他そ伏って地位係の 

ん〜yそボ»ん. c+/セーﾡにしたY*, C^ ○値はるがホに 

円ヒウエイトな今えくボルた. M 川0%•よび 用 •た対す る望日沛式か 

ら決ﾡでさ々, このカべは. .• ニニ
一 ..-................          -- -

～ 百n直内◇A科て切な1みるさめク公式は. &em. み E.,ZatcxtcaC 
のutxw 消 2aa Pv. 2/ VeIt今えらていク.
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ム。ラファ+ /“タ7 R- 2orラ H +Ao/ス«M <4> 

このと さの記ﾡ岡係女は クア/フ ぐろった, 

千6 fく2)tFrCを代入し なc--^。4よそメ引<.

厶 - = スPタス +4/4よR +40M (5)

え/糸の7っの地血指救に対たすろ 尺,. o *てついて よA○地 

位党ﾡべぬ委く力った. す” ちmM间 局 の植/— ⑷2対 4 

◇#今と, オ/表にカ ゲた地追 なこY o o 催に対る いo<カタ. 

こら名rく力に水入し <ふ出解っ4 を さ ん め 対応 イ ル ,9值は い> 

デぐネッたル*

2 = Ho〔ce(シSowx)〕 

は入凡てならる.

'伙• 次J て». / *伏って 2。4から→の04まで○#A%/の#さス 

て 我へ' d "924 なAにメす2地相な。。○営様% 4 に ホ

9°由係形へめ. ﾡ長府始○遅木は千期に成ムな同場 し た 

・永Aにはぁべ常くなあことペわかめ. 次郎ぐ広ぺるが っょ 

2 "ポたは曲っカ <は ぐ未教性が不十余くろった ことがﾡ当くろと. 

及 終的な 壊 位 的 衆 は 曲線 の 上 の 力 ○今○ペずーメに対す»4合よ」 

く なるよ ラ R 收次修正を施して 決死した：

〒 系係也ﾡ○ちてはまり«ﾡべあんめ. スっカタな刑いた. 4 

"Yフィート◇とさ の% シシ Iにナク回久と命教α. 6aボ 

こ%伏っく (3 ・ EPよゝふか本木に対うと曲除々し/. に

生をと年ぐみによっく分ﾡしYころ 送○横率偽炎伏4 

1-トY«っ/. こらの地徐は材尚☆会依次いナにろくはめ/っだ 

から, この及のﾡXは当ﾡ立なえらよう しか、し«メ"神て。
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と 次動の主 4 原因は,味良ﾡやつﾡにくM○大せいゝ*のﾡ令 

○年分ぐ この也係べ: すさたためく力め こつように 4合べ く4った 

のは, こらの木のﾡ令な Aに知と ことがてさなかっ/にことY パラ 

メータ c会制じﾡ冬伏っれためYﾡわ ろ. しかしネYら○終セグ 

ラフに以してみろ と 一 ○木の也係べ非ﾡに上く令っくいろ. そ 

こ*した位也係○常Eでは」 ﾡ祭がバ-な ○曲係とメメすとY 

こクま*はﾡ4伏い. *からろとは/ ) ンの也係に糸りかえ 

ろ】 Y 化した. したがっくこのムから上つ力ぐは. じ光仏救の曲係 

はな月 b高*にな?くいあ.

: こぐ2○系係的地仏也係の例なげく *く. ダ 4はォ/ 表に示 

した地仙歯女と○値に対たす必世係ぐ. チ子フは パ=のとさの曲 

ﾡく力». - /a. 2o I ついく%じよ な也係が作 らて いろ。

景係的地位曲祭○2番目 ○すストYLて 曲係上ぐそて○*o 

つ○Aに対 サみ地仏家々統み氷った, そうして枕くとったのY 

8ク ネ0同0世位楮取の是,およどs04Y/。4○問○た々ﾡした 

こら○の平均ﾡYﾡﾡﾡﾡは.

令○ﾡﾡ 納込○均 燥ﾡX

○4～&0年 +<44フィート /タ4フィート

今o年～バの年 +4/&^ 44'

て力った. ※い4令○力○偽送ら平均は2Yはいえない. こはパ○僧 

パTAグラフの必つルーLくいなく < 6. ﾡ向そ しなか → たにめて 

こ は曲係。 下○カに行くにしたがっく 会々 はげし く な々. 状ﾡﾡとべ 

スさいことは 時代での位区分べﾡ損でさない こY そ物ﾡっ <い 

-------------------------------------------------------- ----- ------一 

/)地血油*とoN令せIに対すろ会制つ出係小JZcx.antィ .. ExX ta 
く4とn 4ん)o&c..tァ,Iにのっくいろ.



こらの由際を辻位分択にど○上 うて伏うか.

I n部に救て なうウくい ない像分木な 樹南の 高 5力 小 ら以えく エーカー 

当 ッ - ポあ引令ぐ逃大 す々くすなりち トエーカーロット *sホ >.

2 次の浜日を洲えすろ.

a # く フィート)

4 ﾡるで○年4

6 府高におけク/4イ ンタ*総内○給*"

3 ﾡ高*け々ﾡから ケイン 内○年為救に対たす ク協限○日%Lえ 

'

4 そぞ九の水が。 域条しれ地役教グラフの世係○ビの仏ﾡカ»か 

によっく*らの地復格払%炎火する. .

5 えらたﾡっかの地位過表な平均 し て . そ○地ﾡの北仰%決父ナク.

%しﾡ高 ぐ○飛から ノ$ィン 少内今系輸数がわからなけば 知.4 を 

依っく 地のる分% すろ. 2②世係は光役指救ヒ と も忆増加寸ろ初期成人至 

②そ均他%% xIc Lて作 らハて いろ.

こ。 Pand ォス 研兄の進減 とこ%. %っと夕く○ロッ トケ会 w

は, エーカー4り の我過し源査本以とか、地位捐故測/值の反効休おにつ 

いて 東は 界闺な情版がえ ら人 み で おち" その係木の地血北衣な犬天 ・ 

てから予均的地仏払求め»力法Y. eう 一つ○平木測先僧の千: s 

とcL< 単一 0 地优相訳を さめと力ふの比軟ななう.
4**...〜wwマwa.マww〜..........- wa-wvwixai.*xaiwiw*w.w～マ**-w*.-〜* • ― - • • "• > «■«» w季科ﾡ・帝 ****** "*****TTT • ** - *""#*w..w執

ク エーー当リスと太ヒゝうはん"○るっぐ。 死2+。みuwn4* orたムつ"つが 

えべまとばに吹や*ンかみしえない.、

8) ﾡ計/2フィート上ゥ今は シﾡめ内依全はとゆ、とﾡﾡ然*ろろ。よっくそっ*合には 

このnは不表で
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杉tゃか ら 地仏造求%氏すン 力 法 6 次省 の 会地加 みみ. こはﾡぎゆ浪 

に対ナと系状さ た跳乳 効米*神工 寸»方まによみのて力»が. こら○ 

神は プロ ッ トo測炎他Yル介解 ・ o 渋へ分に 4 ら な けナ な ら 4 

い こについくは引統いて 報すろ
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イy イt &&どe. 2eutu,Je&dc化4子 ピ:-/

この 夕 〜 x W /ん み横が河がしたのは.

こ ○s負z と る ん年尚 と宿木も妝探した芸 で石%.

ル と 商%功良 相ﾡ々 示すめ 対 す力/2年こと 

○点な直係く総んぐ方あ,

F 2 広夕全べのあくはめなた明すろためび系したスネの木について 

○欧長番 データ. 契印は材べよよィートに違す2令そ示 してろ. 

この太でゐ政長ﾡ Iによ っ く 光位指状く5.1)なさめた。 ・
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S

くC+/
3 ﾡ氏率方種央保%=分cb-<c+/)&tAo係次は承いﾡNが 

力ろ.ﾡ然は 年に 及*べ 未み教○ a令# な示していろ.

2
-

ミ
»

破

ﾡ ﾡ ズ・

92-I0 .3 .4 .5 .6 7 .3 S9-I0

み H くよよフィートのとさ今)

Fy 4 渋R幸に るとうく 光徹女. "耳一の ヒ さ ○力情. アﾡ o/cM6 からケ 

イ ンチ内 ○輸故の解係, 天際は Ht - ノ& /アよ + 入よRr /?sテYを未 

す. 供9 硬係は西亜忆よる您山恂絞. こ九らのスﾡの直際"久なぞよって. 

ﾡ係○地仙へよ04くのやなミめろ. 対杯は内及型/ よろ/包ぶ風 

とよo年でのﾡ部I2 よみ地位北救○平均的岡係そす.



Peみ. 6 輪象くペ)のデータがないY さ 伏用すと

4oand ダ ○地位格ﾡ ﾡ線 

「7 胸高の けあ からよインチ 内年着が今 とさの 

uanX 先允 の 地位•指权由 線. 対尺すク曲ﾡは 

ん=2ス。 4②場令にる作めくい2。



/24^-みe222nuイ におけろPzadLdaズa の普載

的桜表

今ン と. ア. 人と

(/後盅の壊优計算図表が どの排忆 して作製*たか, またどら

\ がに快用すべさかなW税 した 有○殺ﾡ○就要

I がu44y--なckcイ な工常林分と及対に, 不規別, 急ﾡやの工立ぐる 

い分/に逸用 う2に は,図表形 式 り " 及私密及叹旗浅く 2スム .. 

心方 み24 そとと" か適当で •あそ この型式の表はS#xのェ、 

/タス >ﾡ受 していろ Z O ぐあるか, 株木②断品ﾡYﾡるべ会く4 

に子列さ々と い うﾡ当 ぐ. 水は こnれ% "ニ伙形式«な… 紗彳 ん. 

といっていク

2 メ下 においくﾡ炎ナろ次。よう なﾡく用)考々用いク. 

4イカ- 胸ﾡ商社. す と上 4At 4o <○a払 

ユ/ - 汝付 ○剥 ﾡ 

c.合. - 次内。 ・

エーカーョり 断a検 一4.6% 2合<よイン チ 以上 の 全史立木.': 

高zおけと水付のエーカー 当り 総断ﾡ検

千均ば後一44ん ク4 <ケインナ上の会生金木のﾡﾡにけ»* 

均断面祖/て 対応 オ ク直

上ﾡﾡ - 平均材常曲ﾡ上る エーカー4リ 本○求太当松ネっ工" 

直然 く断mﾡ平均産役 > 対んすとﾡ尚

地位増 坂- 年々 ス4年にお け 之期符上 ﾡ 5 

造橘指象一年令 o 年 z おけクﾡ特 平直ﾡ

-3/9-

食 材殖一,4/ o4 <インナ上今会生木○水内地上総神材ポ 

この湯令. 異我な木にっいくは ﾡ一直谷○子均木の材さ

£' 与えろ.

取引ﾡ材積 ——根本直感ズイ ンチ 以上 の 木 の. 炭内上部直ﾡの与えら

.れた—界ま での風内幹小版. 異状な木忆っいて は. 岡ビ 

直径の 正常 木の 平均M求* 与える,4インチ。 pvonと 

○場令, 少なくと%長*か«ざないY材ﾡはボカない. 

またその他っ双引可ﾡ材つ茶来○場令には oおt y下み長さ 

○林求は除外 I た.

3 ネの上沼ﾡ 乂 府來 0 新前; 換& そズオ/図Yオス図とへら独立 

は子測すム. */図には林今材ﾡ表る留入くろろ. めし現社または料 

ネの上ﾡﾡ断部ﾡがﾡ知なら. 総材承は. オノ図で帆知っ上名さて対点 

す2断ﾡ検く /平カフィートゝ当 り の オオ派 な 読み■ヒソ, こ ○に既知? 

断a肌な糸じ く来め».

4 オ3図は令ら増加に件う平直ﾡの政良を示すじのぐろら. *«図 

は,R引外ﾡ材秋冬総材独へらボめめ際○3引幸でろ». オよ図は. ネ 

恭の 直怨秋 ごとの分布 そ示するので». *4図は商後4インタ下の 

木を除く会林木に っ い て. 上部直級4イ ン メ で ○林和2 直粧斂別 布 

そ力».

5 型ﾡ約には. 収桜表は四点が映地つ資料のらあ私すべさで»。 8L 

そのよう ず歌地べない場合○ス法Y し くは, チ本2 -時や択ﾡ地測 

催*用い». 欺布図な作り 今えらた年へにけろ極燃な収ﾡら箱 

から, ﾡ未の平均位に向 っ て プコ ッ ト○イ向際、な光長 しく今くには.ど 

○ようにす々のが系め よいかな方えながら. 曲際そいく。

o 分の入極木から*めた, 上ボの上ﾡ高は. ろ»易でゐ生産力の負
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4な指状ぐろめ. 大後木から*ゅた上ﾡ号は 材真人に対すみば位" 

哲においてく. 林分○会林木の平ﾡや。ﾡさク. 大ﾡ木ハら太た 

上層ラはﾡﾡ的ぐ方り したがっ て洲ﾡ級に上ク洲文伯より:後くい

ろ. 上居高の決メ月い2ﾡ地面検は 4/〜 ク.6 エーカ ー *«けば

7 P /s c おいてﾡにえ段し 地@教は 22全3②地@6よ2よ ； 

り%, 情報な城姓zすろととなく また. 内神な多し*い点ぐAメ-----------.....------------------------------------...--..--------..--------...........v...-.......------------------------.....--"" 
及°ム2. 二の2つの方え力は木喚的には翼なともらくない.ネAふ 

易に行なえみ. I

e 計函表は 表形式より K ま とまり べよく, また. 丸的的な#2手 

しないのぐほい型式でんろ. 計算図表/てつ いて の情釈は,単総a上ま 

( -タッe みと3メんu2a ンオ化c4 ) から導かくいと.

9 */図で, 上角冷Y林分年令冬ﾡよ嘘ﾡは*の他位慮女%ユと. t
ぐ こ ○地位追枚な mちn。直線 & ひけば 任意○料未に ナけク上合。

え値を与え々. ォ/ 囚Iはﾡa検○ネカ フィート当 り総材検«も示いく 

んと. こ②救催は料ネﾡﾡレア町Iに統みとクこYがくさみ. この女学は 

またエーカー当りW@検次説知っと. 両右*かけ合せく ェ-カーヨ 

り総ポを計するのに も %要 で あ る. オノ因○為チらﾡは分材ポ太 

*,か材ス々植々々場令撃ネ材浪表のべりによ用ぐさク. 乳をイ 

○ポ人に は令 名わ炭義はない.

I9 オス因はﾡほ相求 令およびエーカー当り断面求のﾡ係そ今え»、 

林公略及らる,。しく :分密ん造救は地仙ﾡﾡと久似しく人んさルA 
*2図*2 一 当り断協ﾡこ状分○現後か々そぬよ当係は, *oeペ 

ﾡ象々盛2. そて この銘及た救、な重あ別○自除々けば任急の* 

おけち許る独が央*» ォ タ ﾡ 統明 したよ う;エーカーさs 、：

-32l 一

M 液はエーカ一当 り 前m検に師m浪/系カフィート 当り総林状を糸じく 計 

* く 断面 検/平方 フィート 当 り 総材称は オ/因からまみY 2).

II 方 J 図は威族指私, 令よい千均ﾡ公ﾡの岡かを今えろくﾡﾡ状 

は地優為救および盤及衣とﾡじようにL <メﾡ と ). 床分 の平均 

&とﾡを水令な総ぶ血ﾡはその位後救を通2. * ぐこ○直な格女 

な直と別の直係%ひけは任意○将未にけ»平均当なが定 2.
I2 4函はく 与えられた上部直延に対す る > 政町ﾡ材狼○総材検に対 

すカパ-セントな. 林分○*均血松に対 しく示しにどのぐ力と.

■新祖 の推农値に 才4図からオラ函で 千測 L た 平均 直选を 灰つそ ボ 

yたパー セ ン トそ糸すは. 取刃可能法秋の推え值と なと.

i3 ォよﾡは. 商松帆へ○本救分部を才すクめのぐろろ. こはお求2 
■測化は不要 で•あ る k. こ ○かm そ知ってカくX (湖令3よい>ペ利4 
こと次タい. 才4回 で林分千区社 ¥力2 直松限界を 結ぶ 値線名 シ けほ 

この 限界 より 小 W 5 木の旅数例合 くパーセント)がえらと. すなP力 

平月直感 ィン チ②林では本表。タクク 小 / s. 宏々ク イ ンタ以下でや 

り. クタ% パ/オイ ンチ以下 であ る。特殊な協合*はは, *図から就ん 

にポ長僧にろまり々頼%ういくはいけない. と"うのは ﾡ々の林は共 

通な千 き属 ○まわ で次 初 すみか, e そcたzd ぐな い 林 ぐは

こ o ﾡ物べ太さ く なる から で あろ.

Ma オ/図度 上那直榛Nイ ンチまたは衣さ /2 ワイート 以上の 丸太/て よろ 成 

力 (xAo4。Aお員W 系す. ・製。 カ表と伏月送は*$因とﾡじく力ろ.

5 工Aさ○検んは"Tﾡ4ﾡり打なった. 林分材承表はc,3ec24x4ろ 

地位な。んめす.および地力世くつcと)9非にないﾡmにPたっ < 

上く力てはまクようにﾡわと..

6 計算図我9钦 用例 tLて, ② タムレムJ ○商島2 ヒ新 K » ろ 多&x
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&ewu4 ュ" 今平均的糸件ら めとにおけろ P xzaata 光力的. す 

レち感映的収秋型を以下に示す. こは全く茶 に 教ん*た s 

ケ折り成表！. シ よび拈版曼綱発プロ ッ トのデーアから作ったい○ぐろろ 

そ孔ら の平均地位指奴は ファフィ ー 卜 平均密/久相駅はぐ 必•平力フィー ト. 

および子ﾡ直役教は ノ/インてろ方 
・

ネ表は断ゐﾡYそ均直及○歩ﾡからいたく こoようなユーカー当り 

ネ数は考い年Aでは不工慮でろ々かる しれない. ヒいうのはこらは税 

を林分○通去の糸件を椎すろ こヒによっ くﾡ殺的にボめらたもoぐ 

り. また. デーア8色々な救本教らるのがﾡっていンからぐろ»)
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矛2函 エーカー当リ ﾡﾡえ ※3図 平 均 ﾡ
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ﾡ4図 取引能材ﾡら全材が2対する比ﾡ
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サ6図 未口名2イ ンチまでつ検の直級階別余柄
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IV New EngLandのSpruceFir
I 地域における干均成長率

( Average GrowthRates intheSpruceFir 
Region ofNewEngland)
By C.A. Bickford, FR.Longwood.Robert Bain

( Northern Forest Experiment Station.

Station paper o. 140. 1961 )

分 亶 检 くインタ
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T 7 Enz2un4 ouuco 地域におけ2 

平均成浜率 ・

(oeude のwt% えaオu ん そ&と ルuce と

みtク7u2ed^ とoPピand )

タy c ク区巧件以. チえじeues4, 

2。Aot とuu

( 2ooxたon Suとt Sncuxoズ ノムム"" ・もそ ,

/auez 6 /ク2. /94/ )

はじめに

林木が 方哀 する ヒいっ こと は, Aから○太"んど 生 を’ 然 

メ。生産Y次改々じつに［てい2. どら之山で卷理菽/.は限り がみリニ 

&R%近りをすルム数石 コスト 岡満 などの理由 で,平税炊余り ""& 

uゅい#たべ tずめ. しかしEしく 然岩 て い み林 - 22st$ 

ﾡなは*な好なP てい - <山伏桜に" に •上 っく飛型 "

4 ない.

以メは人K名«次々にぷ製k2ことよ。くみ卜すタ. じが '运 

彳 生展 を トゥそロコシ*動然※らようにはな桜でさ4ゞこ"そつしS 

・2.*のペり 条験管倉はぬ旅ぐル女々ルポ®卜"

メ らと材承ヒのNJ 力いく方え々のぐ»ろ.

比兼地域の冰はー K 太&べん く w.u4be仕4,"5・受・" 

秘のぬの ) » ゲ らyス *は似係費 は成及私 “越" f'"、 な い ない.す 

ﾡn城が極めく1ﾡ でめ ろ。P ら.林茶絵宅 右えヒっては. 長ﾡ
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及デーメの以妥性

光郡ク&2wu4<は. 今せみ場めﾡ、から木からゐ悠ら生たがﾡ • 

ﾡになってさた. そクして夕の年以上②ﾡ. この産系9ﾡ表る十分るたす . 
たけの水ﾡか供給*て さたが. 枚術の進歩z よ っ て多く○料登が次々 

第、紅潟 x して利用 でY おより化なり 水上ﾡ送は1参性な人なった.そ2 
ﾡオス次大殺中»よが殺争直根2は. 考物カ. 教備○ネ又Yと8に次深不 

及のん カ 木材ら入干がﾡしくなってた 大多ﾡの会社の役系は油当 
・

材ろス矛 激化す み 系えIz 処 していた パ -新 では そのﾡ すろが部 
・

ラ 飛 しく しまったのくはな か と方えらていた. どちらの縦所に対す

2解念に りがら。林○成長型に って. ノ ? スク年代の後半/乙利用でミ た 

次上今低ﾡ"知めが区委でろっ. 永4○ﾡ成よ登は" »。 こ物火。.

削-力=4 り・ %。〜。コード。*ﾡべ*く いた.しかし林条決 

.新有は: こまぐはヒもかくと して 現社 そは こ◇公式なろて はまらない 

とあえていろ

力" EnAor4 のこの世域では. 不材な尿料とすと産系は. ﾡ商*賞

会. 力みいは こ らにﾡ星すろ - ビス条z派い彩ﾡ々与えていろ」 
)

""州书人口クリ / が林衆またはオガス旅料と すった糸にﾡ考 し て 

いク, 秋念は会休○ﾡ値生艦ぷら &く々生産しくい. したべって 

そのよう な産業が と他ﾡﾡまたは移ﾡすろか. ろろ はど血扱大発及

7> この球9デニメは火の森林岡南南が灰たし測友.したブロットがらえたものぐある. なm C
Qeod4 えルと Ce. t ?ectewr /fz.Co. Jnズとxaな2t2e /れ% C 及re4.cc← 
&xeイoPncr才 Co. 才 私*み4 /&父 C。 と //tとと Ce. そ～2d /acた4夕tr子 

Coe <とadtet C> 2amucx 2 owxa22 C.およど S.DZxcr C 乙っはェc 
州わよ隣ﾡすャ2w Aッxんuc地力ouc "地帔0威衣朗知2版してスたったもりでヌム.

2う Cendud f 2anc au/ac枚zexx cu ・&e/. ポ ムル2 とJ2.d....才 

アet. 24ス. Ppくweo) /ケ7

一 333 - 

す»かセいう こヒは 岡連 し" 人々 はこれ ら つム成 9 成氏堂 の一層正處を

払夕入のアべな よせ て いみ. 一

こ : e 表々 は 成長 登Yは何か, す*いち 株未徴考 Yの内係におけ々 政長 

ル方えてスなけばならない この向ﾡはらすしる十分理肝さくか 

ろとはいメない. wtcewot ○力が み&wtん より及いと恐々公 

こiで-祭伏n*あに会っ くいない. mE地地の木冬くっ9世統す 

2ドAくえすは.長○林ポ成長はこら○2つの式父値°とに"や. 
:ottは ・vにな2ッリ次注え※く -貴性名いっで行4ヤ々: 

イり更要性 を ホ していろ. 林木々 yI ミ、就 く 2っの 時点 で 判足 す 夕とも 々

8○自ぬ,Mさ. »祺の聂ん成背•ぐみる。したかっ<測天积走や必ト 

cすなには nビリカ,戸に場mで問-え良に水っくﾡ条し*げら 

ら4い,さらに状成卜登○拡にﾡりが生じないようにすとた" 冬時 

小同一の枳めを便いなけ巩ばならない,この協合必要がみ””’縦咼 

°形次の及化に対すと神工 行なう ’

3“eの柱風を一く理解；おはは測足か必測定までの期间内 

なおけろ外化もカえてみ*ぼよ 5。一部。木像拈死し 探夕る

②がろなかるし4い. 残ったネはそ○大さ*がﾡ加すん.こ®や 

※千はA"*○4○大点次大さくなっ<利用くさ"®し公"ゞ. ? 

。 旅は取外 可能な大き s c成長 して<, 入*のしでヴ 共会な木で。 

fey した人にヘルカM は aeeuct。 ぐ,列失み 2列たした大°合 

メ AA が% で あ ろ。ﾡたしん木○材Aは zt 力 み.

aa.toく には期周におえし。リイ戈株キれた木忆っけ” った材牆、心參ん 

cいめ. ムの#%o+には. 測条くさみ*さ*に逢しなべらﾡ岡中にﾡ
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化したとか. ﾡ○測のヒ さ cu2e と方えらて いく今召水引«ﾡYな? 

た木冬今んでいろ, ～ズュ2ては前に測*なか、った-4の木のル 

ﾡが令ま。ことべ力 り ま/系初から 列ﾡくいくﾡ周に枯した 

木にケhった林検べ令:2. cxどYなった木はまた生まくいくも ﾡ 

係的に は 224 とﾡじぐろス

こら22cczctex. 夕wt% ナ上びっなュ&なyQ3つは. 上に

条段 しよ う •成氏の牀成V系 であ »

<条内&ﾡ) く加登ゝ (系成浪登) くお扱 更.)

4 アなow#% は accとoc + ケイuw4 - wな。火 .

ぐあり.

ぐ々

子4 子22#% は ィオ 子cwそ% + 2-2. なわあ 

&cとxとと。 + うなのん

み社ん 忆影響すみ因もは 成段登Y\の生ﾡにﾡ磐す2因 で.

あろ,こらの中く対にﾡ教な沼3は」 ﾡﾡ.地位※K ん 4A上

ど路件すﾡ生ぐろる
こらの多くは, 別*測穴が因ﾡぐん. 内ム

d彩そ与える函
子は内部ﾡなﾡ建4 るっていスこ とがタいの ぐ. 相松

は 条 *ﾡ生 4 ビは ち る短及ま そ 株 級 く あxとtお )②ような 

°ないか換っ中に令ま<、。

計画 ﾡ及 にWす ク共ﾡ研先

<940年代の中業ゃ び 後期 にかけく. +分41っパ ル 問木名 ・ 

パに供台す必こヒについくべな系まっん. そうして」 こ◇ことへめ 

ッ化2とが%地場 対Iに究のナムびん Ax.kcuc 北場に対 

るー、番名頼 ぐ き 2 成正 一 * 4 * »ゃこx/に 注な * hクょう なっ た. 

この成表にﾡすと共河所究は こy ら。誌扱な滅たし ウ み 无ーメレ 求め み
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ため4織さた % o .仕ﾡの大ﾡ分は小ﾡの会社の状ﾡ者○興求Yサカ 

り/來 でらみ, こ。 &とct ○過Y なあ研元計乱は /Pよ2年にﾡさ 

ルネi*/. 卜糸は戸と年に始Yら /ヲ5年に系及○プロットが 

殺え、

本杯きの目約

ブロット。 / 上は /$s 年求 に / 団 の測定が終った か. ﾡ 

一 と要要が益々慫く なったの忆応えて Cnチwwイ ベ/Pよ夕年月の

wルな / Cwcucant Szc才 ○4令 o cw- とoa&ax 新令 ぐギ 

名约な結釆を 発表 した. こ。 さは こ巩 らの孑 怖!的な 結 来を 1 層 忌易忆入 

手でさ»上 うて すンため と. 会令○核おこルった分析能系を州えすらた

意Yめたるのぐ力わ.

この訳告は 孑補的な も の ぐあっCt*たみ中には. 約^た 

コットの+っ 2o。x上。 ー メ が 除力、久 く いた, しかし こら 今並 

ロットは, そらが子想し/今Yアヒ4糸田に爲しく2Yすば。*

*らくこ こにt し平均僧"分歌に女県やな糸化々与えないY恐Pろ. 

金 プロ ット○承測えが済んにﾡに予火さて"み松ﾡは ジっY 全な分 

が4日αうoぐ. 本Kゆに系4ったい②て々と才ﾡまク. こは 

/ク424なう 千えで々々が, * こ では坏 均値 、分歆に 必要な 修正 を 

mなみYY%に. 成長に対 する歩碳的な周俅幺姐止て まtそに彩留す 

ろ函子の織刑名 もそ” う つもり である.

う) M%ん2 /Con * ・ウオ coe2ave yzowk <ス- がer タ&ホ チ2- 
ク答& P 今aGα., 2。xんcaイ チccイ ど ノム. a4 の.ue, J火cwイex

&aX &weox, /クケ,o.
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研「の組みたて

計連穴然条為で力ろみつ。協力会社る炎成る うクY ナぐロ ットの扱人 

%ﾡﾡ I た.

動にはプロ ット◇営*. 教人お上ど項測えに対すク現地作糸○基業の 

網 な 説明が含 aくいめ. み人 と 承測えはる会社 消 ら.2akux- 

そ ダzcズ Exfcaoxt そttは研究○網姿Yヒ"まヒ. 対 

よど分%担当 した.

ﾡ全休2目的ベ千均成&季なる と ぐちったか。 協力 しに会はは 

2パTすクスc力+びんa ○成&々一沼LにX火ぐさろ. 談え の 

今&系は &uc A ○平地ら /2x てﾡた. 成&澄は林 く 

子+*そ そ)zよっく※化し. またま分○盗及"ﾡ高に彩«すクY 

受やた. 化○日3○影響め方えた々,マら%ﾡ力会社今会訓に?"く 

参均々 ﾡ係的な力 法な*いようてXわん. こあの3っ○ﾡ+ ナムh 

ち路賞. ﾡ約夕よが林ﾡくP。こズイc> よっく休地そ角化したケ. 

こは地年成長のサムブッ ングの場合 他○域ﾡよリずっYﾡが及いY 

恐ちと. 全協力 会社から えたデータ は ブール して層 ごと の絶平均 を求め 

た. この方会はﾡ ごヒの平ﾡなすて ○会社でじという こヒな及にL 

< いろ.

神汝計ﾡ

こ②研にいた? ラスく層)ヤけは 条為 ぐろろっ○会仕におい 

<, 空中号以によ々永表のために戸じよ う な分規々伏っく いたoぐ。 

今川次八 の若物力、/採常. レ'た橄かの物力咏社はこ巩ち 0 7 ラ スPけに上 
- -------------------------- 〜..-- →.-.v--← - ・ ------------------- ー・ ---を一*4*-*---ャ--マ-マで**----

4う ﾡ注/)て示しな系初の7っ②会社+ 2◆24んc4aなw クaut じot

偽ゐ ァつはすぐあとそiル っiz

フ て a検さﾡくさ. したがっく 炭妥なﾡの クそイ ト な文め ろことがぐミ 

ろ. 系ﾡ的に水あにフラスは. 有林地の空中写央なめっくいとこら 

○会社ら救衆ヒなった. 株 A分密及. 林余*93つ○因子2る々 

について. 3っの水\名&別して. 金部、 ス7,の 層、夾め た. こ .らつ水 

洋は次o血 ぐあろ.

したべっく.3つのう。船令せによって特メ9?うヘハ.!

*ば5/Aは小今"ぐペ 36 フィート以" 7の林外寓次を

(S) 外ﾡ 針糸ガ 44 ～ /22%

(M) な混久林 > /～ 4よ%

(H) な糸料 ク 2 ～ ク ズ

分ﾡ冷

c1) よ フィ - 卜下

(2) ～ 44フィー 卜

(3) 4«フィート 以上

が介骚及

(A) フ/ 〜 /20 2

(B> ク 4/ ～ 72 %

(C) ク // ～ 42 ダ

z つ針未脚林と いうこYになろ.

狭用 した空中 写典

字#写典なM用 ぐさ » ﾡ令には. こあ◇クラスは写央によっ く判夕し

------------------......-……   ---;--------------- -------
5> mwxN 2cu.22 &e☆ァ*eパ化4 « ろ2e4一

0pp 2 4ouた /9テ
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た. しかし共河研に加クリたい会社%てさろだけ夕く名ﾡするた» 空 

中客求っ々力 ことべ名しかっ にケ. 受糸件 と しaいこY 忆急見が一荻 

した. ﾡ女調は*。よう な空中予美 もとに L<作 ったが 空中写真め 

な4いるみについくは 写負2ろ◆会社っ ©oYデーメ*ールで:ない 

ろうというこ とがわかった

こみ他/ も向題かあっ た. そは会社ﾡ○写央統に炎がくさクかも し 

なこと ぐ力と. こ○月ﾡは込供した季よ"倉永すべく○プロットる

手上ぐ今規す2 ことzし <解次しん. そ今役○分析は ﾡ係に送べろる 

ハ か. また必うを場合ごっ」夕 に姿すばよいんる ミ»夕ことぐろ 

7た. こ ◇分 は, 会 ロッ ト○ 洲文小一量 りったとさ 央相 す ろ.

プロッ トの枚、Y配分

目震夕は理シバす2ョッ ト*%3 ゆ3g合つ成ぐ方2. ﾡ

・と" ' 永たつ#意はと。 *成分に対ナる千430 ダ

レてめた, 裸木の大 セミ 幺足める協合,ﾡ&○こ○標ﾡは 会クラス○7

他 ちくはめ力 tov しん. 夕cなん&x 2 Axッu&ぬc o 森点 

"賞やたﾡ遺と。入手ぐき た 固定プロ ッ トoデーアから継えし/分糸 

伏っく, な会なか太教%#ずしたく高永が相為ごY/にうoく ナベ 

・9クラスス/22o ﾡ及べ ろくはまみ○ぐはないゝ. こ◇ようにじてポ 

Stたプロッ ト◇象は ぐ4eで力った. これら◇クラスごYつ敵分はオ/

衣 の应りで沟ろ,その結来 これ ら の プロット は. /?よ048月A分み

(2w4 必ュ)を方 X ナル物周研兄為 ごv th りふっ た く *ス本).

--ペ-*-----・4～--.........................
--ー―.-  一 - ------  ---------------・

6 4衣知%が::关判貌を备二な;龙 ^
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界 I ﾡ

木 相 くべ % )季・**幸****マ*幸を*←キ*番イ*ャマキ幸* **。 «室 * ・・ •- •マー **・** ・-ー ・ ・キ* 希 «幸 * - - - ―一、• ― _ . *。マ番 〜*希**マ«*

グ ア(/>

メ乱ﾡ 求 」 な受条ﾡ」な系ﾡ

バ〜«o|wノへフol ク+ ' バ〜«ッ «/〜入。 フゥ+

死地調番みう法

ﾡ斗手負のろ方Y ころでは. 通当にq区分な した? ラ ス内でﾡ作為に 

ブロット«設久しん. 写なない滅令幽新査プロットそ炉. 樹高. a 
及 tと 分ﾡU くハら そ ○ヤ ぐ無作為/を プロ ッ ト を 第ん だ. フラ 

ス ご oロッ ト教JM 会出别たは相反 し かった, そ○べりふ外米期点2
り く プロッ ト○殺矢かえ3 したと方 えらろ ま ぐ>, 乙改足の完了 した 

コ ット次な会協力ﾡ/血知すろ ここし/. 次のシーズシにる会社は*/ 

多ノ、シ必要イ生の 敷 も えき いY ﾡルカプロッ トそ教えす2 こYとしな. そ 

の自系共血的なクラスではぬ暴メ上○ プロ ッ トが教矢、た. 対るらい 

ク ラスY悠? ラス そﾡ及のク ラスぐは プロ ッ ト数がスヌ でろ 

っR, このょうにしく全で//ス2ﾡ○プロットが投ﾡ* そ中 

クどよ個矢再測財* < いク. こ○も/伏った ○は. この 今<ク個 

○ず期えコットのデーメで»ろ. • ・

ニMらのプヒットの再測我ぐ,よくある困道ん生じた.善木線あこs了 

月系ツ"ﾡ段守の次りがろ し. 回 リ ○統みいマ構税のぶろクい

Y幸轶リ 3 勿齡生す•る. このうな型もで、成及私列炎のめ当体そ 飞J 
クス ク な方たが行な P y uにめ かか、わらず. ﾡじプロット②ラ統く番 木ﾡ
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会%ぬりすしもえ会ほ一永*せ2 こヒがでさなかっ. 1委な点はそ2よ 

うなありがろっと\クこてぐはなく こ ○n究 ぐは こ◇ようなりo彩 

ﾡな張けたプコッ トの制Aベ少ん ったこYぐろ

2表 会社別のプロットﾡ
ﾡカ人と 9 当

孫 第(4タムク生ズ)

んンックw

2ead 私ビez

多22 2

JnオunaオoxaC

Pewoそucそ

. Z夕と

な

J 2 2axawt

Aow ② wa22 ・
イan/aイ PackA4tn
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7o 
4e 

一e 

Pe 
?e 

クe
e

2 
e

o

あ

2よ

夕7

ク

/ス2
7厅

//2

/e
2 .
/

ク8

/

ス〃

2

/P
22
7
o

スラ

?

對 P22 イ/マス 4

3表 クラスごン ○再測足プロ ツ ト

林 相 く外 a & z う

表 4 床針 tな形す<林 な

～2 0〜& 0+ /～2 «r～7o + 〜〜4ク 2+
パ ～ 二4 s / / 子 2 2 ス

ケ～44() % 44 2 /&2 4o J..... -----
ユ

-一 -

4 () o : 2 4 2 . ; z ______
4 4
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こルはプロ ッ ト そ再測文す みとz はど けられない间題 で. 刈条②際 

ビoよう な*別 o 注 なaばス らないかというぐろろ. これは 

貝渕氏プロ ットによ之成衣費量え○ﾡ象く入々が そ で必者血に伏 

2か○力法z 比とべろY 費 ならな い.

ら。 s4s プ ロ ッ ト○再拠え○特系はノタよ 子年3月 な ど"れ る 

iuPi/SAF ○会令 e エー～〜イ次飛表した,プロット?クタス列 

印はオJ求の通り ぐ カゃ.

デーメ◇分

材稹計算

みtにスったデーメ は. ・4amoプロット?教夕"ピ"®?が。 

こvo444◇3木網会能求ぐろる. 二あ。データ®%イ ず. 

どな用いくメoょ クして材ポを料»た. シeauccはCx のオ /•越 

からつよ*なめいく 次内林改と した. 他の針系Mな形状の通し、" E 

初年を受に&ズ大さくし/. ス業材はc24今本"パプ-"パ 

お“ a～......x. cつ )○叔きを◇ゼく々ペパ-パ^ 

ージ②他から点し.

カル子ータは波内らユカフィートぐ不した.こは念殿"ッ^? と 
<»くま»こv »ら二報刑い られ て いろ材ポぐろ夕。結乘の一郡”•」 
- ・ *x なoとラ«立カフィート ○検ず年 ぐﾡ材*グタ約 ガ 
ゅa- 卜に4+しん. 勿命コ -ドは木材○た及でのルに今®パ学催 
ろ しかし こはネ材る、工A96除倉を。上くPかっくい夕こと。たベ 
yの"αヒし < はスエ慮にから , 8co計判け立2フ 1ニトタ42た.

・.. ■ 〜**〜〜〜*....*」*マrマwxm
/ CQt &..ムx&u 〜au..&4"d% 「イ プパ /必切/レ 仕

アucu Comfzxイzc. / 32
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能系は夕つみ林程ﾡ. すな»ちxz.cc-チク-AoxCock. 全共が・ 

4e.cん-イoucん-wsパ*&. 会ス系ﾡ. 会ﾡ迎○計についく示した. こら 

○グルーは 沖素○木材た糸においく1袋と恐わ»るの以ん だ.

は 4% . eと&ow 4.xcん. -ム2 wパパ仕

おょど2と4wsたと。を念む公のメな &uA は徐いてろと. 他○グルー

○%旅ははっミ り し てい夕. グルー ごv◇%っY こまかA沿は次 

ﾡ与で及まて2ネ人くカク. 下 この根告ぐ炊用すみスオ y&e 
そ は微したニロのキ木紹独ﾡの送のことぐろろ.

分力〔しなければ厶らないを/の冃親力、は 空、中原貞で.外Mしたブロッ ト

Y地上ﾡﾡのみで分ﾡした プコッ トん 区別 すろ以奨ム»»かど うか ぐろろ 

こ今は ールcと-Ptz-メow2oc化 o 4 gzewt% % 刑いく 統計的 そ 検 

足した. クラスごとの平均値ﾡ②送は十分小くく 友物と方えこ 

とべぐさた。 したがって,全ﾡ料なプールし そが究したりもxの 

ア79スなそろまま伏っ くオタ表み照>. それで写典。*.い阚力公 

社後の協力会社会ﾡ○結系な洲用でさ みこてなった.

この検条ではス@。 デー周に相るな送名ﾡせなかっれが, 

とAの川挑有のﾡぐ一ﾡした就の\みぐ必可能性なろ。 &Lそ : 

“あ ・ 令社 ﾡ者 ○林相 区公 で 求め た 国 ウェイ トそ依う Y. &ﾡ雇 

値に術りが生する こヒIにz. こ。 内ポは会ロ ッ ト ○番測メが済ん ぐか 

ら検ます。

次2 ス7個 ○パ ○全都がめ多か どう ハ qろた» -u.xんえ- メ. 

た ゆ 沁 /岫狈 な伏っく分ﾡか %日なったと ころ, ふクラスバ* 

すっF比は越めく有意でろっん &成分分析す方Y 林とﾡさz」方 

アラスは引ﾡいく用い4けなめな\ 名及方は, B(の/～>パx)

--
<Cく//〜火2%) な今併く、こてがわかった. したがっくこらのデ 

ークこしく. ﾡ々オグ 今表に示した上うな/み○7ラスくそ2 

七 の / っは教当 ロットな! )公ぐき/く 他○料粒ル i た は 会別書2 &
子なイ <は達 った ﾡ系 くクv 恐P 2.適 当 4状は全 ロット ○再 

列 1べ※ん ぐか ら 行 み 予火 < Aわ.

『• 結票Y伏用去 一二

メ上zよっくクラスごYの 千ナ % オ し. +っ。 ﾡﾡﾡ つ い く ﾡ分 ご 

と ②長音な示した く オィ表み思、). Aﾡに tすろめ と○が, y&d4 
みtx%, および才 y&よwそ% %一ﾡに示しく», あとでま べ る よ シ/乙 

この表は土に救別のために伏う. も ちらんその外に. ucc-水c-名t- 

今と他○林4和令せについて. accxcそcoxt な述すとこYめでミ 

ク. 不+分なムプリンの絶系. この表の幾つかの揃は明らか/てをほし 

ていク.たいえは. HIAクシスくきの-«ど 烏崇7/〜/タイ% 

のなA糸樹)o, 2.co4-uct バと。次央際滅長 しくいないな どとは 

六えら4いのでろが. このフラス/ﾡす々2っのプロットでは, ま

*4cん, 4どc% 之いは4/とeベ/ネめなハったのでろと. そ

< 必表に示した平均値は入キく ・ »系○ﾡ文催で»ろ.

• 2t 尸ル皿 と そろ成分 '

林外糸○教省さにYっては 上見の 成. 分に対す 方成辰の単兄 8 スシ ぐ力2
バ. ネ上i&eオp2owそん に 岡めんあ るも の X 思4っk 方. をブけ 3 

メ ヒをK はえ旅すタ分我咨よびジロット希一を, 知て麥 す. こらのデ

は#成地 林地zついて 公成ムまたは

&がY りとめのぐ力 々.
. 成ルデーメの刑力ま

•1, こyらoデータ * 揖一 林所有 為へゞの』
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4 イaxnc およびov才んcw つ Aewhxん ②uと 子2 地城.に けナっ林相ﾡ 才椎群なよび

成及ﾡか ごと の材積の千均達年ﾡ成及ﾡ

秋
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汰 44+ 〃～7ク 区フ 2 7 &4 2 フ . パ, 

----- .

※ すはメ上な示ナ.

** 2oztoユo中izは. fu22となっ木*よが妖明し/z株*小救の木な今ん

くエーカー当リ立カフィート)

っ 夕uck- " なス 計 針
wマ* *〜 ****ママw*ww* ・ **マ wwマ*マ -メタe- ?tk- accueズ

<ert
Jrシ&o- み。
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cor

J必xxe- 
汲

oれなご

■

系初ら
»
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2/ 2.0 ◇よ 22 22 タス← ス 4 s«P I タュ
1 ・ヘ ラ? 7

イ
4 ス? sx / s。 a; xxe 

1

1 ・2 2 ッ 4o7 /Q 4 /4 アバ ヌ/

ダス // ァ
44 スス ステ &4 o ィ , o

// C/! そ 47 4 27 ス4 /si フスァ fラ

..» j ***,!____ ....4---- .....1----
・2 ・2 2 ? ・2 / "ノ .2 タ“ 7

1
2タ • スタ

2? ダス // 2 *2 7 々" スー x9ei 7ラ8 : ル,

/' 2よ 一 < 2 22 2 1 竺 <s ス4ク4 ! ス422
1

// ダ 勿サ ス7 *4 ? 4.<

ハ 乙“ ル 2 じ, /. "夕 スゥ /スぷ 44 ダ/4

2 / a 47 2 5 : /24 /アク
•

4 2 i ダ→ク-- -- ------. --

。 .2 ズナ 4, '.2
ーニ

47 ・2 7 -22 J: アマ

// ノ / /上a /7 < z4 タラ 2ス/ a4 " ? /クa

4 クン ク / / ク7 ユク z。 /22 スィス ? //ア
_____ -•----------

バ / 
・

7 /ダ // / 2イ7
_______

/ 〃 / 22 フス ス,^

ム /ケ7 4? x4 224 2 Pe / フ 2ス

ク 4 4 2 22 山 〜 Z み /P 」 4

て ン
・
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5永 材ﾡわよひ欲ごとﾡ積年当リ平均オ

林 相 歌 • !

■
くフイート>

a 夕
ゲゲと i

&&o% 1
オ 計 ! zc 

みバと 
くLガフイート)

1

な 豺 ミ；

たット 

能故>j

外
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樹
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樹

林
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材
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混

夫
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衣

灌

夫
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龙
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樹
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玄
狭
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秣
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一

7.7

4x/

ス2

a Z

・ /

4

2 f
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7

4./

パス

4x8

/

/4

2 ～ J* //～70 44 --夕 - .e 々

4% // 一 72 xy ; -/2 - ・ス 启.タ 222

a + 〃ー" • ・ 1 — - - - - ・ ・ ・・ - o

e + K ? 2 <4 ”ア

チー4K シ十 r? /广 々夕 C2ア 々

4+ + _
___ ・ 7 - よ -よ 42 4

o -y1 //一o /ノ/ 24 x。 /ス.2 44

! 4 //〜72 ス7 4 ノ"

ど+ /〜ク 27 2ス 〜ク ? ユ
-- ・

2- 2 + s, 2 224
・******「**TT■

ス2ア
:

4
i ベー4 : w ソ z4 /ス : /2 3 ィ

4Y+ 2 十 xL・ 4 テ/ -4ラ 4

; e -J ; // 〜7o .2
1

o /24 > ! K?
;

•
■ .4u // ー” / / / N ク2

1
・22

xx 計 //～72 o 4 8 一 & -- 比 ア - 4

i フ 分 クラス② 如/ み2owt% の プロットﾡ奈りみアタ ぐろ や. 

こは,よくいらみ殺術先の二条くろろ
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Pwtた ピその 分 なんてはめたらよいかも「 分 3 ﾡすろ。 スっの例々方

##
c4 

がc～ c/L 
at.と

: t社 え方 ◆
ます カク打地○成

________

s4 ノ 4 ス7 長«ﾡ文 したいる○uす

クスス /スe/ s /ク /S 之. オよ表のデーメ の外

スY7/ スト/ス J•j フ3
1__ _____

ガフル /z, そこ示されたク?

8/ "77 5v : i / フパィ ス *ご式が愛でろろ
・

/フ" 2/8Y /7ア ス// そうすカビ その行地

— - .- - - - ○政長湿は. 面ポY平均

/4eo 7よ 2 -22 ～ ア←/ ?と アtcwん ヒ ○示才ね と

//24 / 分“ /ラ
・

/フ7ケ しく推交で あ.計*o

/4z*I 75 マ ﾡ Z アス /例そ * 4表示したが

4? 4? -スo
・ -

ss aﾡは依ﾡ。%つそろろ.

72 /7Sel
ノ

7/7 272

/ア/ グニ
1

今 ふ 々"- 0zがkzn 久t e

/
12 ' — /ふ2 す/ 2 エーカーの 係想

。： h// /2e4 ﾡ林地/2ついて, 写ﾡ上

•
アテ/ フ/ テ/ イ 7" ぐ林分ﾡごと ②m満をボ

--・- --------- ア-

7 7 めスたれめ林区司なな

//ア /ケフ /夕24 った.

/ゥ ァノク /ア 1 --eS こ ②有の-xcと

-#ン 疝冲A沈 ◇ 4イ

クルそポ人す々ための計昇は, オダ表置りくろク。ﾡ検データは伝

・た写具川統からボめら, 成及傘はよ表から教みYろ。 乱ﾡと成
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6表 イuce-f-&emuPccた②総2とそ 子&wゼ%の

秣 澜 4 4 そ 均
ン 2uwk ;
(2カフィート)

総 ヘ
み◇wぞん

(カ7ィート)

ァオみ.・| 
っ分ﾡ|

(2カ7トン Iが費 ﾡ 所
(Zイート) 名及く乙) <1ーカー>

タヘクa e + 2./?/ 咫“ ィ7フ7ス

外終政
～ 4 o+ ・/タ7 4 ゲノスケY 3

2〜 // - ク /7ス2 ・ス28 2.4 ～74,2228 而/

ィ〜44 //-72 /ヌ/ク2 . ケ
________ _________

「人 472.232

針 ス 
速文林

2〜 // 〜7ク <./2 々
卜；

44 "7 4冴 N r..
4+ // -- フo /ケ72 、2/ 2.7 43.$77 !

A系がみ
チ〜44 • /一o ///ン

t------------
・22→ /,./ 

i
/y 卜/

ど+ 1 //72 々〃 ・ o// /44 4.02

圻
1 1

ゲ/3よo / 200 i --- i 22 2夕 Kス

孫ﾡ 今検は系属か らス番目ろﾡ2示しくカク. こらの 系の は次内 の 注 •' 

ろフィートぐ表りした会有林②がにり o タハ疯の孤定值ぐみと

商 ・ﾡ系は才 4表②オ3加2系しんﾡ独比々供っ < 6計身で みだろし 

とら8比全Y子海及型の検ﾡは. 会地域のエ -カー 当 ソ 平均成投争 > 

※々。 こ o例くは «の.&払カフィートぐろク.そクて. こ の千均伯ば N 

喚*%かけ。ピ 丸めの旅冬除くY, 全福地の年カんリァ B见-〃 

は等 しくなめ 政本ﾡ○※友けついくは, 桁ヒ比べく剤スAない. 

しかし 柚は系会 % 計算 す力 は こら。 比率 が 必要 と かめ, こま ぐょく 

拭われてい万力法より, 検為○力が夕分ﾡたクう.

例 2 .

再測甚、した み4よ個foとイは 突係上イの&およど4c+才んw

ン メaパんze のだを地 故②平終意作 冷ポネ ヒ保人 し. た

こ ② 数め② 商 ﾡが /20カエーカーなヒ しょう。

なす計身は7表ろ/ a. J "• 4頼に示しく力々.スﾡっプロプ
.次々オフ 表から転兆 した もの ぐあろ. 3ﾡゐ平成及争は一表からY

っ,グ斎っ比キはスっプロット教から計した。 こ今ようてして. こ 
2 X 城全体 ○ 全樹ﾡ ◇平均注年オ エーカー当リ 上よ力子とow-そ% は.

フィートY椎火されと。 こ②地城会休○並ﾡ長ﾡは, 平値そ地欺町
※糸じく椎えさ と. こ 今例の場令く/22 うエーカー と係人 し て >そは.

・p長登は482,7よ2000立カフィー ト とはた足る？Iろ。

こらの昇は. この研2対いく¥ネ*プロ ッ ト○測て伏っ/に立方
フイード並仏ぐ八しくミに。 こう代系は. コード当リ迫当な立力?イー 

,久<朝るニと忆 よリ, コート位ぐる表いせク. 次◇台系は 糸材につ 

,•て は コード当 り 80カフィ -卜. 利材/ ついては タスロ•カフィー ト

スそボめた め○くあ ク。
例l1 糸 くコード) X利林<コード)

エーカー当り¥ 2 $4 ◇ 7

f札地会休 &7火 ス ス

2

ェ- - 当.り 2+47 2

地 ﾡ 全 体 &$く. P2o ア // 220

こ の共月研は 平均ﾡ験ﾡそボめっためそ行なた め の から協 

n会山平均他。 ノ2※以下②女妖メぐ成長私を推人く。ろ 計算のカ 

イツ疚初忆ホレ そのカン そよ採*がこのヂーヌの利ﾡ着/と って yo
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究 7 表 全ﾡﾡに対す 力平応及ﾡ とそろ柏ﾡ光の
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「 <8) <9)

針其方汰

この研究は沼化ﾡ払z 8とIzして
<2 X ()

---

(の* (フ>
って,

.4se . フ/ ◇ クケハラ74 計画 ていとか ら. ﾡﾡ塔. 林

カム"j/ /ァ. アs ・ 4ダPラケ7 今. および状余き及によがな長番

** ・* 〜〜〜〜〜〜。*〜*～ャ" ・
○をいな抑でろ. そのため柚

4クPラ ィスよ ・^ンスィ3 Kま光っ 計 ぐは こら。 じ沼 %

ス 4274e クタタイ4 .x〜ア 判別 する必誤があろ. ここでいた

/スケ ・24ァ ・ ク/ブ /S 公 式 は G&cんcaw" が示した

/ /4 A,パ 、20/Jアイ-・/ j コ-, _ /s/ _ユ )

“土”々 /タ の ・4s 44
プラ デvと , ノ

スαo
------

・20」 ・ 22ス 2 ぐカク. ここで/はカスクラスの
-

/724 ・oク . 2r27 面検比幸 4はフラス○か秋,み

/4 P4e /2. スイス . /Sよシク はそのフラス ○平均長 ビ か牧名 ボ

ス<44 ・ス ・クスよチ/ めみの Iz伏 ったれプロッ トの救ぐろ2.
卜 --- ・

・24 、220 7$4 4 は際は千均ﾡヌのが来塚メぐ

/74『4 ス/〜ク 、2zテ2イフ 袖妖送のﾡにP2り9 ろ

272 ・ 4e ・イ-アス <デ/

、20272 2 、222-42 条4表に示しのは. 力/例の塔

ラバ& ・ペアス/フく .ス442? ◆通積比果 o 二条にかﾡる か け オ

Yククク S 、/oP2<i ﾡ マ***でで®千でャで**で"*"
表のプロッ ト板で 却 を. そう し く

■ 2 2よフざ aっの7シスの 会 いく加え 上
—

一.................. .... ーー -vv - ―-
ら>Coc*xant.. 纥 / <&u&e とc&w+み.と4 く/ダタ) .ソクド &ピピe

力知 みoxた
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くかめ そのえね○そ力ﾡ%Lろ. S/Aくe～ +の針系ど) 

例2Yろ

〔<o./アバ)x(787)〕
= 2.720cスよ/

がこのクラスろ者与て力ろ. そクすっン柚ﾡたは. このょ?しく糸 

たみつ○位○和の子クくろ». こo例 ぐはス/スよそカ フィートとな? . 

認うからわか、»ようz, こはﾡ計剤しんエーカー当り Jd8ユカフィ

ートヒ いクそ僧対すろ %○ぐおわ 有地会体②誤差は. ころ2/よ 

2面検%条じれ めのそちる こは このデータでは 22 /ノ?ュカフイ 

ートとなろ。 %<表りす u. 2の丞ﾡは«フみくすなあ ス./スよは s 

② 7 ) ぐめろオフ表示した例フを方える. ここ ぐは一ﾡにﾡわみろ法を台に入 

してろゃ. フ頼は比全立余ﾡ○ポぐんる, 次にオタﾡ②/Sを夕。 

ため. とらの本値比条をかけ力, そうしく, こなロット坂くすと 

とオタﾡの値となり こな共計するY22よI%なろ. こ今ねの平力は 

/4o3 そ, こは抽よﾡ炎の足ﾡろ平均値②株4択ﾡ ぐろ っ く.

X - 代to3%ちた っ マ \わ 地ﾡ全体の対たすと抽払条たは,

22.$.200 立ク フィー トく /.72,000立う フィート3ス

ク 9

ﾡ水桑み解釈 ・

抽よ承メは ﾡ木ごレのゆなはか»物指で ろろが。 ﾡリ は検払 ぐ ミ

\。同 じﾡ査承が ﾡじそ 繰込 し 測そ しく 部の及2会状検をポ文 L

とすとと. ビのスっ②権穴値る-救すスこ*はないなクク。 しかし そ

らは比とﾡ約ﾡいﾡ風内 で及物すろ ラえてよい 柏必 よ く 測う
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と 0は“灰効 ぐ あろ.

プa ッ トスは洞登、稀 を 日歩 oエしく4 い な尺 ぐ択足し たにとう夕 x 会 みムの裕矢値にはﾡりが生すろべ. こは袖払状をぐは検払て ないたみ 

っ, くい»柚よあをおよかそそ木»つに伏った分米は」-糸 

2ﾡりぱその化○非ﾡ本ﾡ芝○ﾡ系そ及彩 しない. マ。 よなﾡ送がない 

g合%は, 千均値で総○ﾡ女及ﾡは正択分布/水う. すなわち, 資さ 

片た舞殯の平均植および その払送から, すべ < ○vﾡなﾡ矢値○や 

・Kついくﾡ卒的にWズな就明を与え ら»ことに な方. 上の先/例では. 

マ陰は 44e 立カ フィートで. 他烈私は ス/ユカフィ - 卜でろった, 

こらは, 48土/立クフィートというょうに. ﾡう的に表ヤすY長 

ヌくちみ。パするﾡ安なすべく成っいミ, すべく○Tたなえ値らや 

タケのス7く K -ス/) から4?く〜〜8+スノ) ○問ん々 4季 A 

ox8.-くや4みダ)そ力ろ. このg向は. 対たす々ﾡ全公常せばなくなり 

*くなは狭くなと.

こら②規令そ長研えのﾡ系/ﾡ張すろ こヒは窓あでろろ. ﾡ4条炎 

のfには ク ラス内ぐ研究に及ったす べ ズのプロット と. *のフラスる 

ク疚を利用すら. ﾡﾡ、たクラスごYのm浪に柚ﾡをがろば こ 

。 o 妖そはれ火 て 丸 に以及ﾡ o ﾡ及/大 さい彩ﾡ々今えみ. そのようなﾡ 

4妖たは写求上ぐ*を分状す々ヒ . ろいはﾡﾡな慣刑○地上調去らか またはラインプロットで文めみ場念に生すろ. しかし零\が会領 

•っていく, A光坂○株相 & 尔次 なされろ 場合& は. 週委な 除けばクラス 

勺ガの協小我袅は生じない. すなわあ,"抽出.次義も …… あろ推央ﾡが 

すへく②そのよ クな進え値の平均からかけﾡろど 矛 まっ入 も ミ'分で 
, ------ - --- ------ィ--・〜---------.--.--.------------------ ・- .

ッ人と・&coke 4aど G Ze クazkxwa&cパ 死
PP tazecそcw /Zと44 み ノzunuwcた / J. 7ア4.



-354-

々こ とホわかろ .

ﾡ女教メは対たうと子ﾡ僧○過ﾡな佑ﾡ○指か% 与え»ヒ いう:Y か夕 

み老の失寄多に有用4り○くろ». しかしまた この得損はﾡりに

っく損なわれろとい う こ と 6契締し < おハAほなら 4い. 袖よ教メが 0 
のとき ゆ といク推足値はむ ろん倡頭で も ない,地よ択えなくしく2 
%す九ば危損性は高4ろが。 しかし はﾡ り○可性ななくいて しう 

ことほは4らない. ﾡ り○R因はﾡ象力ろ. この駅兄ぐは術 りなでさク 

cけなくすろようめ。 しかし え会 御 りがないYは方えらない.

特○検斜 'ホ

と ②かえに依ったフラスごt。 商独または比争べPかっ <いは. この

&ce) 川地域内り ビり所有为の林也ゼっいく &, 上にxべた力法くや 

もたはA政浜型て教炎る州メく さ ろ. しかL こらのテータの火表性( 

ついて は検々行な っていない. スっまたはそ 上○会社から えたデー

なプールす みためは. クシスごY ○平均値な し < なばな ら な い, 

こ今仮税は会ロ ット②項測えが一 ﾡり済んでから工式に分ﾡす2,
教器い?Y. 2らのテー® 適用 は人際に鋼べ た期AにRタ イ A ろ 

ことZなと。 2丸は勿細免の目的々黑効/2 して しま クと0«%方. こ 

ら②ータ%他○期Nにろて はめ%んY/は. ? シス = との平均值が随二 

ゆ後週によってあ化しないてい う役人べめ致で力ろ, 測分々球次朮 せば「 

ラス均べま化し 4いヒ いうのな"すろめ®資料べ未めらた 

う,が22cん dc4ack u そuuん. coCcxxcわoa < ろ終さはゃ2と * 

2とんっおﾡ置を翼なるめのし. したがっくっ才 yeewhb個でミ* 

ﾡ力う。 ちみいはまた ーカくは平い条ぐの対根の々2に2及か※: 

く個く なって, 他り樹粳の成友が当然なる曙 0 らのよ"大も< な々 かも •

, このような函子のためて. と向ぐの政衣ﾡ○平均他さ別のﾡ

そムくはめみとさは 核里な配慮が必要ぐあろ,

e才 Wewt%t彩ﾡす々因す

ﾡ 表で pcewt% の政分そ示 し にけ , 検はん とpしにL

・ データ が代表性幺 % っﾡ リ,

() 業洲は成良我に対して.

り

こ らの 結果から.

なﾡに対 す »比条以上の場与な 示 して

く2) 一Qc2.-だcz-&cotccた と 合ce.c&-8cct-n®パどc は, そぞ 

豺 糸ﾡ u な 糸耕 ○成長費ら 大係分 な5て\ろ 
・

こ ヒ がわかわ. こ ら今色々 なﾡﾡﾡは独立ぐ ないこv 12注急 し なけば 

らない. 木スの高い場会は針業ﾡぐ, 空○少ないつはな料くろみ。

一 はとゼいえク, 河じ上うな方えは任意 ○排及 4 対型 の グル ー ピングに 

2あくは4と. ﾡ程叶ごY○ﾡよ深糸つ公ﾡは たとえば針業ﾡ会体では 

a 効が大さ いため. 全ﾡ種○令針ら %らよ大さく なる傾向ホる る.

常状み彩磐

二” らの テータ の他の 面 ほ, 22tpccwthoaeczeそcon. <ケ子セcw社な 

グおﾡへら柔分岡係ぐく力み.ﾡ生ﾡ○め令は,ﾡﾡべくαccccなon + 
みッk)Iにfくなみため. ﾡられ期/Yﾡﾡぐしか、2オみとwんは 

#てこない, ーガよく花条*て いろ林くは, 食い木○攻角 金周そな2 
りめにク秀およﾡ及木はﾡみ前/に似株"»のぐ. くaceucton + 
マみ&wM >はﾡﾡ % は あか上 まっていク. しがっく 林条義老 o 喚 

力 円+ ば おﾡハ上。損央 は 銀叔 ぐ:2こてにめ. こら○ロッ

<は -線に1みっ4 ○子均 みw#%対すﾡ令で表ヤ し たお損
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受は, -c-#-メ&c&て,4※ 針染ガ会体では/8み 4h

-4cと-～uとで/スラみ. 金な券渊 ぐ/どク%. 会洲ぐ々4ズぐや 

っ

そクと今w1ん% ○彩容

ィクw% は林分なそi 受けて さ た系い○ﾡ冬知っチり そ今 

えク. マAみﾡ外項ﾡな***に4しに木冬めかすっこYは 帆らかに不後 

消そ々».円林/&<タイタ2% ○ない場今には 自ん収水すべ:木ががく 

なっくしまうこY%明らかでろる. したがっ て林栄総省*ゅ せった 

そは イシとw#%ケ多でろろ. クみ&wt%はacczetu ◇%で&Pず 

と夕か私ど行用YﾡPろ. このス○系通値は, 測足の 単似. 系ﾡ限 

孫 ナよび書命的に位ぐさ*い区老目線によっく及っくく. こ○か兄 

マえたチータから. こ ○x は非希I項 した傾向 を 示す こ Yが示*た, 

こ今催 は uce - が 一 メ2っo%, 全針 業 ﾡ. 4ccck &c% - パとと , 

会な米材,Aﾡ程んついく, マxぞy.w w. o おィクく 

った. 後各についく○知識がえられ,神ﾡの目小に対す2段老らぬ 

②引としく こらの%研究すべさでろ方.

総宅 ②彩

鈴ぎの巻央かくくも. ス2tラとo〜%ベ. に対すと及扱いでYのよク 

そ及っくくかそ抑みことがぐ*と, 林%全然しないん。 力かいは非常 

て安い/命 <依除す クYス ptowそん*み少 せ»い後く みいおぷそ

じ したがって 上龙生産力 の若干厶彩姓忆 S ろ こと にな み。勿マ置当ス 

許ﾡに伏残で e ないﾡ小受○お択は」 商想の&派的浜人 今えみ,A 

:'ﾡ すさクセか。 ※茶す さ ら残探.’ち ろ い は状 った以木8 みt みw#ん

ジ
•ア w せ る力、. みはっ才 Pewt% 対すクイタスののん今あ令なﾡ

くすろだろク,林木の収ﾡの除。粧岩者 H 泉肮ミ K方成ま空な破係する 

1 * ? “ 選木女おこ なラ： とか火来 る. このよ うな 医乐ャ 正しく 行なうこY 
よって, 林から の純収入を次大に すとこYがくミ とな. そが総営者 a 

mチ で なyはなら ない

安孫ﾡ○米文の滅令 依株はク ヲスごヒ○面検に影ﾡせ今えク恐y 
名, したべっく術り%なくすスは 会な場令は. クラスの乱検%補ﾡ

なけはならない. み場令には. 伐株よっく.ﾡ合林分な非布て少 

'く な り.1 新しいが成すろ ま ぐ○N. 矢ﾡ的な成少がなく なっこYが 

ろろ 
・

発 印 •

と②ォ/ﾡくはお ○ゅ及ﾡみ共周刷えの結系から 林地の 

アラスこYの平均成長卒がﾡつらた, ノつ*除く他○会クラ入についく

m老 しを便用 しラル 平均値は, この次充の目的の一瓠であろ, こによっ

40 おょど 2tんcw e Ar4んと ◇ と ポ%地坂 

2. #人○地ついく, 内表登はﾡ火すとととりにその袖教える計月 

ク こヒが研ぐろろ. 会コッ ト②項測人が済めば, 巻千○英化がろ 

るし.ないがこのせ○的な正しく供ﾡすば そうネミい教り 

生じ ないヒsbhと.

デーメ«丘しく才用すとためそは, そら② 限界 と 表性 e 認城 しなけ 

んばならない. こ○研兄は サムリングなムった地城内。地で、省 

名2みらんカフラスkついく平均攻長ﾡなボめとよ うに計乱し りめく» 

ク. 目は 竹行為がそのﾡ々な介有林地ついく,長番ら信ﾡできろ 

え催ん※yらろ 上うzすス ことでろた そあなめ. この研究るえた
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平均ﾡ及系○ほかにク ラス こと○@Aべ凶我く力 み. これら○小は勿代 

推えす とﾡ用o工し いあ%与 え み z ゆ係 * o他9 因すtよろ 奈化 さ 

ス影しなけばならない. クシスごと○平片催べ 時岡よっくま化とす 

またクラスが大体:○研えのやeテ -アで代ふさて いク場令は 地教会 

糸のそ○上うな行林について. は好々自系べえらみYﾡPク. Y 

えは. 2っのプロットからは, 信ﾡであﾡ人値はボめらハない, しかし 

一級に こらのデーメそ供う ことによって クムルE およいクがfu..

- 人owゲt&化.z ② と メ 地域の状地ついては. 成長ﾡY そ 

の気を の正し い推及がえ ら力者で»み.

この研宛 そ え た 平均ﾡ は年当り. エーカー当り ム コー .K よリ 若し く 大 

さい. こらはまた者ﾡに方えらていたよりるタ少大さいが. しかし

2uce.Audwvwx ○. 予想さろ枚客の効ﾡ%部べろたに牧係ミハた 

地光城内で坂父*たプロ ッ ト○洲えﾡ系など○他○研く示*た 

そﾡ達わない. この研○自系か、ら会社の総管力針ろろ いは政糸に っい 

< ※千の方がめ炎と なか 6 しない. 祝在 こ o ucc 4 光内 

木材ﾡ沢は. 一級に方えらて\ろ以上ろ継師的作系くcれなら。

今たと&Qそor ) %恐力 ろ»もらして いとよ うくろろ. おそ く こ◇地域で 

は. 木材利用産糸っ払ﾡの余地がろるるのとﾡわれろ, さ*ら2み2ow4 
p&ew-#んi ナいく. すで 年方 たリェーカー当り /コードになっくいろ少 

なx と 8 /っのフラス2ついては, 条力 決をみ場すンこYよって

wそんな年わたリチーカー当り /コー ド(そ引ミ ん げ力 ことが多分

X 恐わる。


